
    
      
        
      
    

  
































フェアリーテイル・クロニクル




～空気読まない異世界ライフ～ 14








埴輪星人





ＭＦブックス









本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　目次









【世界編】

第二〇話

第二一話

第二二話

第二三話

第二四話

第二五話

第二六話

第二七話

第二八話

エピローグ






[image: ]






世界編　第二〇話






「どっせい!!」

　宏ひろしがフルスイングで振り抜いたヘビーモールが、人形ダンジョンの表のボスであるジュエルゴーレムの身体を粉々に粉砕する。その一撃で、ジュエルゴーレムは完全に沈黙した。

　ファム達の誕生日パーティの翌日。宏らは速やかにノーマルの人形ダンジョンを攻略すべく、早朝、それもウルスでは日が昇る前の時間からダンジョンに潜っていた。

　トラブルが起こることなどまずなかろうとはいえ、簡単に里を空けるわけにはいかないので、ヘンドリックは留守番をしている。

　現在の時刻はそろそろ昼飯時。仕掛けの大半は事前調査で丸裸にしていたが、ボス戦は今日が初めてだったために二時間近くかかってしまった。

「これで終わりか？」

「相手の魔力も消えとるし、多分終わりやろな」

　達たつ也やに対する宏の回答が終わるより前に、ジュエルゴーレムの残骸が消える。後には、ドロップアイテムとしてラグビーボールより二回りぐらい小さい程度の巨大なサファイアが残されていた。

「すごく大きな宝石だけど、ここまで大きいと逆にありがたみがない気がするわね」

「宝石もこのサイズまでくると、重量その他の問題で使い勝手、悪いでな」

　真ま琴ことの感想に、宏が頷うなずきながら思うところを告げる。

　色も形も最高級品のこのサファイア、サイズが大きすぎて普通の宝飾品にはとても使えそうにない。所しょ詮せんただの宝石で特殊な能力を持つものではなく、何かの動力にとかそういう方面に使えるわけでもないことも、使い勝手の悪さを助長している。せめてボスゴーレムがやって見せたように、七色のビームを発射するぐらいの機能があれば、お遊びで使い道もあったのだが、これはそんな能力もないただ綺き麗れいでデカイだけの普通の石だ。

「まあ、回収するだけ回収しといて、サクサク次行ってみよか」

「そうだね。で、宏君」

「なんや？」

「まさかとは思うけど、これ調理したら食べられるとか、言わないよね？」

「パーツの一部やのうてドロップ品やからなあ。やってみんと断言はできんけど、さすがにこのまま調理しても食えんやろう」

　どうやら、解体して得たものでなければ、普通に調理しても食料にはならないらしい。そのことに、微妙にほっとする春はる菜な。別に調理するつもりはないが、こんなものまで食べられるとなると宝石を見る目が変わってしまいそうな気がする。

「のう、ヒロシ、ハルナ。ゴーレムのパーツは、食えるのか？」

「私は試したことないけど、食べられるらしいよ」

「ゴーレムとして動いたことがあるやつ、っちゅう制限はあるけど、機材と料理の腕が揃そろえば普通に食えるで」

　アンジェリカの問いに二人が答える。

「そうか……、食えるのか……」

「ついでに言うたら、パペット系とかリビングドール系、ミミックなんかも死体さえ残っとったら食えるで」

「……試したのか？」

「故く郷ににおる知り合いがな。調理難易度的には、低いやつでもワイバーン以上やったらしいわ。元来それ単体やと食用にならん無機物の塊食おういうだけあって、簡単に料理できるようなもんやないんはまあ、分かるわな。ドラゴン肉食うぐらいの手間かけてまで食いたいかは別にして」

　宏の解説を聞き、アンジェリカが何やら考え込む。その顔の真剣さから、かなり重要なことらしい。

「もう一つ、確認したいがいいか？」

「なんや？」

「まさかとは思うが、じーさまのゴーレムも、食えるのか？」

「食えるで」

「……そうか……、……食えるのか……」

　オリハルコン含有のゴーレムすら食える。その事実に、アンジェリカの表情がどことなく絶望的なものになる。

「まあ、食えるように調理できるん、多分うちらだけやろうけどな」

「食える、という時点であまり慰めにはなっていないぞ……」

　何のフォローにもなっていない宏の言い分に、肩を落としながらもそう突っ込んでおくアンジェリカ。あり得ないとは思うが、ゴーレムを食うためにヘンドリックに襲いかかる馬鹿が出てこないとは限らない。この情報は、ぜひともここだけの話にしてもらわねば困る。

「仕掛け発見。起動」

　宏とアンジェリカがそんな漫才をやっている間、マイペースにボスルームを漁あさっていた澪みおが仕掛けを起動させ、隠しダンジョンに入るための入口と思おぼしきものを出現させていた。

「予想どおり、隠しダンジョンに行くための仕掛けはあったか」

「真琴さん、向こうでもこうだった？」

「あたしの記憶とは違うわね。でも、そもそもボス自体が違うから、同じ隠しダンジョンでも違うルートなのかもしれないわね」

「まあ、向こうでもダンジョンは攻略し尽くされてたわけじゃねえしなあ」

　またしても、隠しダンジョンについて真琴の知識が当てにならない展開。それについて、当人も含め誰も気にした様子を見せない。

　それはある意味においては当然で、そもそも『フェアクロ』の場合は、攻略が定型化されているダンジョンの方が少ない。出現パターンもリポップ間隔もかなりの幅があるモンスターや宝箱に、時折地形が変わる内部構造。個々の戦闘にしても、モンスターの組み合わせが変わると行動パターンが変化するケースがあり、しかも何度も通っているとすぐにプレイヤーの動きに対応してくる。

　隠しダンジョンに至っては、ほぼ入り方が確定しているものですら、入るパーティごとに出現するモンスターの種類や能力ががらりと変わるのだ。変わるといってもある程度傾向は一致しているので、前知識がまったく無駄になるわけではないが、あまり当てにならないのは変わらない。

　それが普通な上、その前提すらゲームの時とは大きな齟そ齬ごが出ていることをアイスダンジョンなどで確認しているため、元からあまり当てにしていないのだ。

「澪、こっから先は未知の領域だから、慎重にね」

「ん、分かってる。春はる姉ねえ、マッピングお願い」

「了解」

　いよいよ本番である隠しダンジョンに足を踏み入れる一行。

　未発見のルートかもしれないというゲーマーの本能を刺激するシチュエーションに、高揚した気分を隠そうともせずに先に進んでいくのであった。




　　　　☆




「人形ダンジョンで、アシダカ軍曹が出てくるとは思わんかったわ……」

「あたしもびっくりしたわよ……」

　出会いがしらの奇襲に成功した巨大アシダカグモは、宏が反射的にカウンターとして繰り出したポールアックスの一撃で頭から腹までかち割られ、なかなかグロテスクな感じの死体となって消えていく。その様子を観察しつつ、微妙にビビりながら宏と真琴がぼやいていた。

　強さで言うなら、正直それほどではない。表のフロアにボスとして出てきたはずのジュエルゴーレムが雑ざ魚ことしてわらわら出てきている時点で、脅威としては間違いなく最下位争いをしている。

　だが、あくまでも強くはないだけで、いきなり出てこられるとかなりびっくりするのは事実だ。

　何しろ、アシダカグモは蜘く蛛もの中でも見た目が気持ち悪いほうに分類される。それが二メートル近いビックサイズになって自分達に向かって突っ込んでくれば、よっぽどの強心臓の持ち主だったとしても怯ひるんでしまうだろう。

　人形ダンジョンという名のイメージから、無機物系のモンスターばかりが出現するのだろうと勝手に思い込んでいたところでの巨大アシダカグモの不意打ち。まったく心構えのなかった宏達としては驚きを隠せない。

　ドッキリの基本に忠実なその一撃に、見事にしてやられたのだ。

「っちゅうか、完全に奇襲食らった感じやけど、澪は気がつかなんだ？」

「ん。全然気がつかなかった」

「そらまた厄介やな……」

　珍しく引いた表情を浮かべている澪の正直な告白に、宏が頭を抱える。はっきり言って、気持ち悪い以外にまったく害のないモンスターだが、今後も奇襲を受けるとなるとたまったものではない。

「こら、先入観捨てて、古い館やかたとか廃はい墟きょとかにおりそうな生き物は普通に出てくる、思ったほうがええな」

「そうだな。お約束で言うなら、こうもりとネズミはいるだろうな」

「あとは、蜘蛛以外の虫、具体的にはムカデとかアリ、それとあまり考えたくないけどゴキブリあたりかな」

「その手のがゴーレムや人形類と一緒に出てくるってのもやな感じよね……。特にゴキとかゴキとかゴキとかがビッグサイズになってゴーレムの陰から飛んでくるとか……」

「やめてよ、真琴さん……」

　真琴が口にした最悪の予想に、思わず青ざめながら春菜がストップをかける。こういう時に下手なことを言って、もし本当に実現してしまったらたまったものではない。

「ふむ。そいつらと遭遇したくないのか？」

「さっきの蜘蛛とかゴキブリとかみたいな、見た目とか動き方とかがキモいやつはちょっと勘弁してほしいのよ」

「まあ、その気持ちは分かる。それに、あの程度の雑魚にいちいち足止めされるのも面倒だ。我われが何とかしよう」

「できるの？」

「うむ。これでも三千年ものの真祖ゆえ、そのぐらいの芸は持っておるよ」

　宏達の探索速度が落ちるのは、アンジェリカとしてもありがたくないらしい。話を聞いてそう言いながら、掌てのひらの上にこうもりを呼び出す。

「ヴァンパイアといえば、こうもりと狼おおかみじゃろう？」

　少し自慢げに微笑ほほえみながらそう言うと、呼び出したこうもりを飛ばす。

「さて。これでこの一帯は駆除が終わるはず。さっさと次に行くぞ」

「……ぷっ」

　続けて数匹、同じようにこうもりを送り出すと、『ふん』とばかりに胸を張って微妙に偉そうに言い切る。普通なら生意気そうな印象を与えるその態度、残念ながらびっくりするほどわざとらしいので、全然威張っているようには見えない。

　余談ながら、アンジェリカの現在の姿は澪が言うところのロリータモード。故に胸を張ったところで子供が威張っているようにしか見えず、喜ぶのは一部の紳士くらいだろう。

　その絶望的に似合わないのに妙にはまっている態度に、珍しく澪が噴き出す。

「正味な話、いろんな意味で助かるわ。死体が消えおるから食材にも素材にもならんで、ただキモいだけやからなあ」

「せめて、どっちかになるんだったら我慢できるんだけどね……」

「……それはそれでどうなのかと思う我はおかしいのか？」

「いや、多分正常だ……」

　嘆くポイントが微妙にずれている宏と春菜に、アンジェリカと達也の突っ込みが控えめに炸さく裂れつする。素材にならない死体だから気持ち悪いとか、いろいろこじらせているにもほどがある。

「で、扉の向こうにドール系が十五。扉に罠わなと鍵はない」

「ギミック持ちやったら面倒やな。とりあえず僕が先に入るから、春菜さん、澪、一応準備はしとって」

「ん、了解」

「任せて」

　澪の報告を受けて、宏がそう指示を出しながら突入する。

　突入した瞬間、人形からいろんな種類の攻撃が宏に殺到した。

「あいたぁ……」

　コントかギャグマンガのように眉み間けんにナイフが突き刺さり、思わず宏が呻うめく。その間に澪が三体の人形の持つ的を弓で射抜き、春菜と達也が七体の人形を無属性魔法で仕留める。

　残る人形は五体。うち一体は射撃を無効化した上で魔法攻撃を反射し、四体はそれぞれ違う形で全ての攻撃を無効化する。そのため、初手で全部を仕留めきることはできなかった。

「こういう時は、大抵はこう！」

　この手のギミックでありがちなパターンを確認すべく、春菜が動き回りながら、魔法を反射する人形に連続でマジックブリットを叩たたき込む。必ず撃った相手のいる方向を追尾するように反射する、という特性を逆手に取り、跳ね返されたマジックブリットが他の人形に当たるように動く春菜。

　その狙いは的中し、攻撃が通じなかった人形四体全てに魔法が着弾、うち二体を粉砕する。そのまま春菜は、これ以上用はないとばかりに一気に踏み込み、反射人形を一刀のもとに斬きり捨てた。

「あと二体！」

「残りはあたしに任せなさい！」

　珍しく殲せん滅めつ方面で活躍している春菜の声を受け、真琴が残り二体の攻撃に己の身をさらす。相性が悪いギミック持ちの始末が終わり、ようやく出番が来たのだ。

　まずはじめに二体のうち一体、騎士の姿をした人形にわざと攻撃させ、剣闘士風のもう一体を摑つかんで盾にする。盾にされた人形はあっさり斬り捨てられて真っ二つになり、一瞬で消滅する。

　最後に残った人形が再び斬りかかってくる。それをサイドステップで避よけて若干距離を取り、人形と同じポーズをとる真琴。そのまま、パントマイムか何かのように、まったく同じ動きをなぞる。

　完全に同じ動きで数合打ち合い、相手が勝負を決めようと大振りの一撃を入れてきたのに合わせ、ひそかにスキルを発動しながら同じ動きで相手の剣にぶつけるように刀を振り下ろす。スキルの影響で人形の剣は人形本体ごと両断され消滅し、あとにはブレスレットと思われる何かが残された。

「とまあ、こういうふうにやればいいわけよ」

「なんか、妙に脆もろかった気がするな」

「うん。魔法反射を利用して倒したのなんか、マジックブリット一発で倒せてるし」

「あの手のギミック持ちはね、手順を踏むか弱点をついて倒すと、攻撃の威力に関係なく一撃で落とせるのよ。手順を踏まない場合でも、確かディスペルマジックあたりで解除できたと思うけど、そのやり方だとドロップがなくなる上に戦闘能力が大幅に強化されて面倒だから、あたしは試したことはないわ」

「なるほど」

　真琴の解説を聞き、しみじみ納得しながら頷く達也と春菜。この手の特殊なモンスターは、決まりに従って戦うと驚くほど弱いのが定番だ。手順を踏まねば攻撃が通じないのだから、それぐらいの弱点があってしかるべきだろう。

　ついでに言えば、特殊能力をキャンセルすれば、大幅なパワーアップを果たすのもお約束といえる点だが。

「っちゅうかこのナイフ、痛いだけでダメージまったくあらへんねんけど、なんなん？」

「まったくダメージないのは、あんたが異常なだけよ……」

　眉間に浅く刺さったナイフを抜きながら宏が口にした疑問に対し、真琴がサクッと突っ込みを入れる。なぜか抜けなかったとはいえ、どう見ても先っぽが薄く皮膚に刺さっていただけだったので、誰も心配しなかったのだ。

「で、宏君。このブレスレットは、どんなもの？」

「……今回は、割と当たりやな。魔法抵抗二割アップとクリティカルダメージ一割アップ、それから魔力プールの機能がついた腕輪や。妙なデメリットもあれへん、純粋に強化だけのやつやな」

「魔力プールって、具体的にはどんな機能？」

「この腕輪に、魔力移して溜ためとけるねん。容量は数値でいうと千五百ポイントぐらいや」

「結構大きいね。いざという時の保険ぐらいにはなるかも」

　ブレスレットの性能に、春菜が少し嬉うれしそうに言う。性能としては正直、宏が作った物の方がはるかに強力だが、やはりドロップ装備で当たりを引くのは、それなりに嬉しいものである。

　特に魔力プールは、魔力消費が四分の一になる機能が標準で付与されている今の宏達の装備でなら、聖せい天てん八はっ極きょく砲ほうを何回か撃ってお釣りがくるだけの魔力を蓄積できる。ポーション換算なら、宏が作る五級マナポーション一本分といったところだろう。切り札として当てにできるほどではないが、いざという時に逃げる時間を稼ぐには十分な程度の魔力量だ。

「新人連中に使わせると、ちょうどいいかもな」

「せやな。魔力抵抗とクリティカルダメージはうちらにとっても美お味いしいけど、それやったら同じ方針でもっとええん作ったほうが早いやろし」

「そういや、魔力プールはもっと容量増やせるのか？」

「素材によるな。神鋼でこのサイズの腕輪やったら五十万ぐらい、そこに魔力結晶組み込んで魔力の蓄積に特化するんやったら上限一千万、っちゅうとこや」

「一千万は多すぎるし、神鋼を使って蓄積特化はもったいない。作るなら、普通のでいいだろうな」

　五十万でも、こちらに来た当初の達也の魔力より多い。一千万となると、何日かけて蓄えねばならないのか分かったものではない。

「それが、魔力ではなく精気であれば、我も本来の姿で行動できるのだがのう」

「精気関係か。こことマルクトの用件終わったら、ウォルディスの前に研究してみるわ」

「頼んでよいか？」

「頑張ってみるわ。正直なところ、アンジェリカさんが本来の姿でうろうろするんは、割と勘弁してほしいとこやけど……」

「我とて、女性恐怖症のお主に余計な負担をかけるのは本意ではない。だが、ファーレーンの王太子の話を聞くかぎりでは、それなりの対策は打っておきたいと思うぐらいには、この地域の現状がきな臭い」

「せやねん。それがあるから、やらんよりはやったほうが絶対ええ、っちゅうんが難儀やねん」

　友好的な相手であり、性的な要素も女性的な部分も必要以上には見せぬアンジェリカですら、宏は本能的にどうしても怯おびえて一歩引いてしまう。まだ一カ月に満たぬ付き合いで、そこまでの信頼関係を築けていないのだから当然ではあるが、アンジェリカのレベルの友好的な相手に過度に怯えてしまうのは、いずれ致命的な事態につながりかねない。

　そういう面では、年齢だけとはいえ外見を自由に変えられ、中身は十分に成熟した誠実な大人であるアンジェリカは、宏のリハビリ相手として都合がよく、本来の姿で普段から行動できるようになれば、そちら方面の治療も多少は進むかもしれない。

「まあ、細かいことは、用事済ませてからや。まずは、このダンジョンを攻略せんとな」

「そうだな。ここを乗っ取られた時の状況が不自然だったし、この隠しダンジョンには一体何があったか、その手がかりが多少は残っておるかもしれんな」

「残っとったとしても、多分ここを取り返す役には立たんやろうけど……」

「もはや、三千年だ。すでに世界に定着してしまっておろうし、我とてそこは諦めておるよ。ただ、手がかりがあって落とし前をつける相手がおるのであれば、そして、それが分かるのであれば、特に文句はない」

　この館のことは、自分の感傷にすぎない。そう理解しているだけに、アンジェリカは宏達に無理を言う気はさらさらない。たとえ手がかりが残っていなかったとしても、それはそれで仕方ないと最初から割り切っている。

　言ってしまえば、アンジェリカにとって今回ダンジョンに同行させてもらっているのは、三千年も生きていながらいまだにウジウジとこだわっている自分と決別する、そのいい機会だと思ったからだ。屋敷がどんな状態になっているのかがずっと気になっていたのも事実だが、すでにそれがどうにもならないことなのも重々理解している。

　ヘンドリックではないが、宏達が来たことは、アンジェリカにとっていろんな意味でいい機会だったのだ。

「それで、まずはどこから攻めるか、やな」

「ノーマルの時と同じように、食堂と厨ちゅう房ぼうからにするか」

「せやな」

　特に指標があるわけでもないので、達也の提案に頷く一同。

　ダンジョンの攻略は、地道に前に進んでいくのであった。
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　隠しダンジョン侵入から一週間後。

「この瘴しょう気きの濃さ、間違いなくボスルームやな」

　全ての仕掛けを探し出して解除せねばならないという仕様に苦労しながら、ついに一行はボスルームにたどり着くことに成功した。

「正直、謎かけなのにいわゆるリドルの方じゃなくて日本の大喜利的なのが出てきた時には、ちょっとどうしようか悩んだよ」

「それも、『変態とかけて紳士ととく、その心は』、なんて喧けん嘩か売ってるとしか思えない内容だったわよね」

「俺は正直、その問題に『どっちも子供が好きだ』、とか答えて正解もらった澪が一番どうかと思ったがな。しかも、謎かけになっちゃいねえし」

「むしろ、その後の『横においても盾とはこれいかに？』っちゅう、別ジャンルの問題が即座に飛んできたのが微妙に困ったけどなあ」

「師匠、よく問題出てすぐに『真ん中にかけても橋というがごとし』、なんて回答出てきた」

「そら、問題自体が基本中の基本やねんから、答えも基本中の基本になるわな」

　いろいろ難儀な仕掛けがあった隠しダンジョン。その中でも一番微妙だと思ったことについて、ついついしみじみ語り合ってしまう一同。

「あと、結構な頻度でパーフェクトキャンセレーションの出番があったね」

「まあ、育てられる機会があるなら、育てておいて損はないしな」

　いくつかの仕掛けは解除に失敗し、春菜のパーフェクトキャンセレーションで仕切り直した。その大半がモンスター関係の仕掛けで、相性の問題から春菜が戦力外になっても影響が少なく、かつ失敗しても単純な殲滅で仕切り直しができることから、割と積極的にチャレンジしていた。

　結果として、後半の巻き返しもあってトータルの勝率は約五割。熟練度も結構伸びてか、反動もクールタイムも二十分をすこし切るところまで短縮されている。

　モンスター関係ではない仕掛けも結構あったが、それらに対しては驚異的な引きを見せて全勝しているあたり、運の振幅が大きい春菜の面目躍如といったところか。

「で、ボスなんだが、すぐ挑むか？」

「あ、ちょっと待って。そろそろお昼の時間だし、あと三分ぐらいで抜けるけど、反動もまだちょっと残ってるし」

「なるほど。じゃあ、飯にするか」

　春菜の待ったを受けて、あっさり食事の判断を下す達也。いつものことながら、ボス戦に対する緊張感は皆無である。

「……のう、ちょっとよいか？」

「なんや？」

「ダンジョンでボス戦、というと、もっと緊張感とかそういったものがあるのではないのか？」

「そんなもん、うちらに求められても困んで」

　アンジェリカの一般論とか正論とかそういった感じの質問に、宏が身も蓋ふたもない真理をもって答える。宏達といわゆる本命のボス戦の類たぐいに挑むのはこれが初めてだった彼女は、かれこれ十日以上一緒に行動しているというのに、今更こんな初歩的な質問をしてしまったようだ。

　宏達にとって、飯時の時間帯に食う余裕があるのであれば、たとえどんな状況であろうと必ず何か食うのは当たり前のことである。

　が、アンジェリカのように一般的な感性を持っている場合、いくら飯時だといっても、ボスが目の前にいる状況で食事に入るなど、さすがにあり得ない行動なのだ。

「これから運動することになるし、軽めの方がいいよね？」

「そうね。消化吸収が良くて、激しい運動をしても影響が出ないものがいいわね」

「まあ、何食うにしても、食ってから三十分ぐらいはインターバルを置くべきだろうが、な」

　などと言いながら春菜が用意したのは、餅のグラタンスープであった。わざわざ荷物からオーブンを取り出し、下ごしらえの最中に反動が抜けたと知るやあの手この手で調理にかかる時間を短縮してのけたのだから、どんな時でも食事に手を抜かない女である。

「毎回思うのだが、よくもまあ戦地でこんな手の込んだ料理を用意するものよ」

「私達寿命が普通の人間種族の場合、人生で食べられる食事の回数は、思ってるほど多くないんだよ？」

「言いたいことは分かるが、お主とヒロシが普通の人間種族と称するのは、我としては非常に納得いかぬところよ」

「いろんな神様から新しい神認定されちゃった宏君はともかく、私はまだ普通の人間……のはず、多分、きっと」

「ファーレーンの姫ひめ巫み女こもそうだが、少なくとも寿命の面でハルナが一般的な人間種族を称するのは無理だと断言してもよいぞ」

「その断言は……欲しくない……」

　アンジェリカに嬉しくない断言を貰もらい、げんなりした表情でグラタンスープを配って回る。宏のことを考えるなら好都合だが、恋愛的な面で上う手まくいかなかった場合、普通の人の何倍もダメージが大きくなることを考えると、とても喜べる条件ではない。

「あ～、やっぱり春菜もそういう感じなのね」

「つうか、エクストラスキルがやたら時空系押しだったから、仮に今は大丈夫だったとしても、いずれエルフぐらいの寿命になってたんじゃねえか？」

「ん、達たつ兄にいに賛成」

　どうやら今までのことから予感があったらしく、春菜の寿命がすでに一般的な人間種族の範囲を逸脱しているという新事実に対し、特に動揺した様子を見せない達也、真琴、澪の三人。

　特に達也の場合、地脈接続を習得した際に保有できる魔力量が一気に跳ね上がった経験があるため、ロックが外れてウルトラスローを使えるようになった春菜の寿命が、人間種族の限界を超えてしまっている可能性は普通に想定していたのだ。

「まあ、春菜の場合、寿命がどうであっても食事にこだわるでしょ？」

「だろうな。それこそ、ヒロが素材に見向きもしなくなるぐらいあり得ねえ」

「調理できる状況で料理しない春姉なんて、春姉じゃない」

　アンジェリカの一言だけでもダメージが大きいのに、さらに他のメンバーからも追撃が飛んでくる。どれも自覚があるだけに、反論できないのがつらいところである。

「……しょ、食事は美味しく食べるように努力と工夫をするのが、食材になった命に対する最低限の礼儀だと思うんだ、私」

「呆あきれられてるだけで悪いとは言われてねえんだから、別に言い訳がましいことなんか言わなくていいぞ」

「むう……」

　言われ放題の現状に抵抗しようとコメントをひねり出し、結局達也に潰つぶされる春菜。今回はいろんな意味で分が悪い。

「美う味まいもん食えるんやから、文句言うたらあかんで」

「別に文句を言ってたわけじゃねえぞ。戦地だろうがなんだろうが、春菜は絶対飯にこだわるだろ、って話をしてただけで」

　珍しく、他人のフォローを兼ねて年長組を窘たしなめに回る宏に、さすがにからかいすぎたかと反省しつつ達也が一応の反論を試みる。美味いものを食えるのに文句を言うな、という言葉そのものには否定も反論もする気はないが、文句を言っていると誤解されるのは避けたい。

　そんな宏のフォローに嬉しそうに微笑み、別のおかずを取り分ける際に、こっそり自分の割り当て分からチーズのおこげを多めに宏のものに移す春菜。焦げたチーズは、宏の好物である。

「……ちょっと胸やけしそうな光景が目に入ったんだけど……」

「……残念ながら、ボク達は自業自得……」

　春菜のその表情と行動に気がついた真琴が砂糖でも吐きそうな顔でぼやき、微妙に出し抜かれた感じでへこむ澪が自分達にセルフで追撃を入れる。

　ボス戦前だというのに、平常運転にもほどがある宏達であった。
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「随分と、待たせてくれたな……」

　ボスルームに入って開口一発、玉座のようなものに座っていた一人の男がうんざりした顔で文句を言ってきた。

「別に、飯ぐらい食うてもええやん」

「普通、ダンジョン攻略に来て、ボス戦の前に飯を食う冒険者がどこにいる……？」

「目の前におるんやから、あきらめ」

　凄すさまじい量の瘴気をばらまく、明らかに並のモンスターではない男。威厳たっぷりの態度に凄まじいまでにマイナス方向の生命エネルギー。ボスとして十分な貫禄があるはずなのに、宏との問答がその貫禄をあっという間に全て奪い去っていた。

「見覚えのある顔だと思うたが、貴様フィリップか？」

「ああ、そうだ。というか、アンジェリカも来ておったか……」

「人の思い出の屋敷を奪い取った憎き仇きゅう敵てき、その手がかりが摑めるかもしれんと思うたが、まさか貴様がおったとはな」

　いきなりボスと緩い会話を始めた宏を軽く制し、憎悪のこもった眼でアンジェリカがボスを問い詰め始める。その様子に、何やら複雑な事情があるらしいと嫌でも悟らざるを得なかった宏達は、口をつぐんで話の推移を見守る。

「おかしいと思っておった。当時まだたかだか千歳に満たぬ若いヴァンパイアだったとはいえ、じーさまは曾ひいじーさまから屋敷と一族の長おさを引き継ぐ程度の実力はあった。ダンジョン化するほどの瘴気を無策のまま放置して屋敷を乗っ取られるような、そんな間抜けが長として認められるほど、我らは甘くはない」

「ふん。身内の裏切りに気がつかぬ時点で、ヘンドリックなぞただの無能よ。それが分からぬ、いや、孫としての視点でしか物事を見えぬあたり、三千年たっても小娘は小娘か」

「じーさまは我を慮おもんぱかって口にはせなんだが、常々身内が瘴気に魅入られている可能性に気がつき、苦悩しておった。恐らく、貴様かダイアナかのどちらかが手引きしていたことも、当時の時点で気がついておっただろうよ」

「気がついておったところで、防げなければ何の意味もない。あのような無能が旗振りをしておったのだから、今頃我ら真祖もほぼ滅亡しておるのだろう？」

「たとえ獅し子し身中の虫に気がついておったところで、あの長老どもがおる限り簡単に動けなかったことなど、貴様とて理解していように。いや、むしろ、貴様こそが一番理解しておっただろう。我が生まれた時点で、すでに一族には限界が来ておった。誰が長を継いでおっても、早いか遅いかだけで我らは集団としては滅んでおっただろうよ。それでも、屋敷と領地をダンジョンに奪われていなければあと千年は維持できておっただろうが、な」

　年月を重ねた種族、その因縁を感じさせるシリアスな会話に、宏達は完全にギャラリーと化す。

　自分達の世界に入り込んでいるため、アンジェリカもフィリップというらしいボスも気がついていないが、宏達はいつの間にか飲み物の入った紙コップを手にくつろぎモードに入っており、緊張感は完全に台無しになっている。

　何より台無しなのが、唐突に食欲に目覚めたラーちゃんに、春菜が神キャベツの葉を与え始めたことであろう。片手間にラーちゃんに餌を与えながら、その視線は吸血鬼同士の会話に釘くぎづけなのがいろいろ残念な絵面である。

　一応宏達の名誉のために言っておくなら、アンジェリカが『あと千年は維持できていた』と言っていたころまでは、臨戦態勢を維持していたのだが、その後も延々と続く因縁の会話。それが五分を超えたあたりから自分達の世界に入ってしまった二人に付き合うのがつらくなってきたのだ。

　結局、澪がジュースを取り出したあたりでどうでもよくなって、完全に観客に徹することになったのが現在の状況である。

「それで、フィリップよ。誰にそそのかされた？」

「そそのかされたのではない。己の意思で選んだのだ」

「では、誰にこの道を示された？」

「……バルドという男だ」

「それで、貴様は何を得た？　この屋敷か？　それとも、オリハルコンゴーレムを一蹴できる力か？　だとすれば、笑わせる」

　アンジェリカの言葉に、フィリップの表情が憎悪と絶望に染まる。どうやら、今の言葉の中に、絶対に言われたくない何かが含まれていたようだ。

「……何も、何も得てはおらぬ。ああ、何も得ることはできなかったさ!!」

「ほう？　貴様、己の意思で選んだ道に、後悔しておるのか？」

「後悔しているさ、しているとも！　手に入れたとはとても言えぬありさまの屋敷！　増幅されてもせいぜい長老どもをくびり殺せる程度の、普通に三千年も鍛えれば簡単に手に入る程度でしかない力！　そんなもののためにダンジョンに縛りつけられた己の迂う闊かつさを、死んでも死にきれぬほど後悔しているさ！」

　血を吐くような表情、地獄の底から絞り出したような声で己の悔恨を吐き出すフィリップ。その生々しい表情が、本当に己の選択を後悔し、そんな道を選ばせたヘンドリック達に対する恨みと憎しみに置き換わっていることを嫌というほど見せつける。

「来る日も来る日も誰も訪れぬ屋敷から外へ出ることはおろか、この部屋からすら出ていくこともかなわず、死ぬこともできぬこの苦しみ、貴様らには分かるまい！」

「はん、自業自得だ愚か者」

「ようやく冒険者が挑みに来たと思ったら、扉を呼び出すだけ呼び出して一向に入ってこず、入ってきたと思ったら人様の問答を肴さかなに飲み物片手にくつろぎ、挙句の果てに芋虫に餌を食わせる始末！　三千年幽閉され、やっとボスとしての仕事ができると、せめてボスらしく蹂じゅう躙りんしてやろうと意気込んでいたというのに、蓋を開けてみればこの扱いだ！　この屈辱、この悲しみが、青臭いことばかりさえずる貴様には分かるまい!!」

「……すまん。さすがにそこは反論の余地もなければフォローもできぬ」

　ここまでのシリアスな内容を最後の最後で粉砕する、フィリップの魂の叫び。ほとんどの内容は自業自得だと切って捨てられるが、最後の一言だけはフィリップを憎しみ蔑さげすんでいるアンジェリカですら、どうにも申しわけない気持ちになる。

　この空気、この流れを作る片棒を担いでしまったことが申しわけない。いくら相手のことが心底嫌いであっても、否いな、嫌いであるからこそ、この件で相手に対して「ざまぁ」とかそういうことは言えない。

　そんなアンジェリカの居心地の悪さを、香ばしいコーヒーの香りが一層増幅する。

「というかお主ら、いつまでくつろいでおるつもりだ？」

「ちょい待って、澪がもうちょいで飲み終わるから」

「ふざけるな!!」

「いやいや、大真面目に観賞しとったで」

　三千年にわたる因縁とはいえ、あくまでもそれは当事者にとってのこと。所詮他ひ人と事ごとに過ぎない宏達からすれば、単なる見世物でしかない。

「っちゅうか自分ら、話が長いねん。なんぼなんでも三十分ぐらい経っとんで」

「くっ、こんなやつとそんなに話し込んでしまったか……」

「こんなやつとは言ってくれるな!!」

「というか、結局この空気も貴様の愚ぐ痴ちと恨み言が長かったのが一番の原因だろうが！　ばーさまがじーさまに嫁いだのも、母様が父様に惚ほれたのも、当人が納得しての結果だ！　振られ男がグダグダグダグダうるさい！」

「言うな！」

　三十分の長きにわたって罵ののしり合っていた内容も、要約すればその程度らしい。結局、重要な情報はなんとなく三下臭が漂っているフィリップが、バルドにそそのかされたらしいというただ一点だけである。

　動機や行動を聞いていれば、フィリップがヘンドリックにことごとく敗れ、しかも長老にも相手にされなかったのも当然だとしか思えない。ボスらしい扱いを受けないことを憤るにしても、そもそも当人のベースがいろいろ駄目すぎる。

「もういい！　貴様ら全員ヴァンパイアにして、とことんまでいびり抜いてやる！　この屋敷に永遠にとらわれる苦しみ、貴様らも味わえ!!」

　敵からあれこれ駄目出しを食らい、フィリップが逆切れして戦闘モードに入る。

　そのまま襲いかかってくるかと思いきや、彼が最初にとった手は眷けん族ぞくの召喚であった。召喚を妨害されぬよう防御結界を張り、眷族を呼び出すための詠唱を続けるフィリップ。

　宏達はそれに対応するために補助魔法をはじめとしたあれこれを発動しながら、行動方針を決めるために話し合いを始めた。

「へっぽこ臭は漂ってるが、あれでも一応アンデッドのヴァンパイア、その中でも上級の存在だ。間違っても弱くはないはずだが……」

「弱くはないどころか、三千年分の怨おん念ねんでノーライフキングにまで進化しておる。あそこまで行くと、灰にしたところで即座に再生しかねん」

「そいつは面倒だな……」

　アンジェリカからの情報に、達也が顔をしかめる。ゴーレムのように純粋に防御力が高くてダメージが通りにくいのも厄介だが、いくらダメージを与えてもすぐに元に戻るのもやりづらい。

　そんな情報を聞いてか聞かずか、アンデッド対策の基本とばかりに春菜が般若心経ゴスペルを高らかに歌い始める。

「ぐう!!」

　般若心経ゴスペルが響き渡ると同時に、フィリップがうめき声を上げた。さすがにカースドールのように最初の三音で浄化されることはないようだが、まったく影響を受けずに済ませることもできなかったらしい。

　それでも、三千年ものの怨念は伊だ達てではないらしく、フィリップは根性で眷族の召喚だけは済ませてのけた。

「ぴぃ!!」

　フィリップが眷族を召喚したと同時に、ラーちゃんが鳴き声を上げる。芋虫なのに鳴き声、などと突っ込むより先に、ラーちゃんの口から大量の糸が吐き出された。

「何ぃ!?」

「あ～、一応あれも聖属性だったか……」

　単に絡め取るだけでなく、眷族のこうもりや狼にダメージを与えている様子から、ラーちゃんの糸が聖属性であることが判明する。一応、神の眷族候補ということなのだろう。

「まあ、いい！　なんか効いてるみたいだし、サクサク仕留めるぞ！」

　なし崩しに優勢になった状況を維持すべく、達也が一声吠ほえて獄ごく炎えん聖せい波はを発動。一気に敵の眷族を殲滅してフィリップにダメージを与える。

　もっとも、ノーライフキングともなると、たかが獄炎聖波では大したダメージにはならない。ラーちゃんの糸が若干残っており、春菜の歌が場を支配しているがゆえに一瞬で再生とまではいかないが、ダメージを蓄積させる、というところまでは至っていない。

　何より、いくら間抜けに見えようと、フィリップも一度はヘンドリックを出し抜いているのだ。印象ほど無能でもなければ弱くもない。

「なめるななめるななめるなあぁぁぁ!!」

　獄炎聖波を気合いで振り払い、ありとあらゆる属性の攻撃魔法を前が見えないほどの密度でばら撒まき始めるフィリップ。眷族が全滅しているため、流れ弾も何も気にせずに撃てるだけ撃っている。

　それらのほとんどはタイミングを合わせて前に出た宏に阻まれ、後ろにいる春菜達のもとへは届かずにキャンセルされるが、特殊な軌跡を描いて飛ぶ一部の魔法は、宏の鉄壁のガードをすりぬけて他のメンバーに着弾する。

　ガーディアンフィールドによって威力を削られ、霊布の服をはじめとした各種高位防具に阻まれながらも、メンバー全員にわずかながらダメージを与える攻撃魔法。ガーディアンフィールドも防具の魔法防御も効果を見せていているが、春菜がかけた補助魔法の類は無効化されているようで、その分だけダメージとなっているらしい。

　それを予期していたか、宏より後ろにいた人間の中ではアンジェリカだけが、自前の魔法抵抗と対魔法系防御魔法で自身に飛んできた魔法を全て無効化して無傷でしのいでいた。もっとも、
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「フィリップはどこだ!?」

　今の弾幕と防御魔法の影響で、アンジェリカはフィリップの姿を完全に見失い、無防備な姿をさらす羽目になるのだが。

「甘いで！」

「何っ!?」

　無防備な姿を見せるアンジェリカの首筋を狙い、転移能力を使って背後に回ったフィリップを、宏がスマッシュで跳ね飛ばして迎撃する。いくらなんでも今のタイミングを見切られるとは思っておらず、思わず狼ろう狽ばいした声を上げるフィリップ。

「すまんヒロシよ、助かった！」

「あんなバレバレな転移なんざ、何ぼでも防げるから安心しい」

　あっさりフィリップの転移を潰した宏の、気負いのない一言。その絶対的な安心感に、アンジェリカの中で宏の印象が上方修正される。

　今までも、侮っていたわけではなかった。職人としてはもちろんのこと、壁役としても超一流と認識はしていた。だが、予兆もない転移系の攻撃を潰してのけるほどとは思っていなかったのだ。

　さすがに先ほどのような飽和攻撃は、根本的な身体の面積の問題で取りこぼしが出るのは仕方がない。だが、逆に言えば、相手が単独であるなら、それ以外の理由で攻撃を防ぎきれないことはあり得ない、それほどの力量を見せつけられた。

　ならば、自分も最低限の防御以外は考えず、リソースをほぼ全て攻撃に回しても問題ないだろう。そう考え、アンデッドにとって天敵とも言える攻撃の準備に入る。

　その間にも達也が聖天八極砲を叩き込み、澪が弓で大技を放ち、真琴が幾度も斬りつける。

　再び何か魔法を使おうとしたフィリップを、春菜が歌に混ぜたパーフェクトキャンセレーションで妨害する。

　そうして、何もできぬまましつこく再生を繰り返していたフィリップに止とどめを刺すべく、ついにアンジェリカの大技が完成した。

「ハルナには感謝だな。よもや瘴気漂うダンジョンの中で、我のこの技が可能だとは思わなんだ」

「なっ!?　貴様、まさか!!」

「そのまさかよ。『神聖なる世界』！」

　周囲に漂う浄化の力。それを束ねて圧縮し、自身の持つ精気と混ぜ合わせて増幅してフィリップに叩き込む。肉体的な問題から、現在では真祖と呼ばれる古きヴァンパイアの一族にのみ可能な、浄化系の技としては巫み女こが使うものを除き最高位の一撃が、アンジェリカの全身から放たれる。

　その一撃を、無防備なまままともに食らうフィリップ。これが外であれば、恐らくこの時点で勝負は決まっていただろう。だが、

「な・め・る・な!!」

　消滅寸前まで追い込まれながら、なんとフィリップは己の気合いと怨念のみで、神聖なる世界を振り払ってみせたのだ。大本はただの逆恨みと八つ当たりとはいえ、ここまでくれば立派なものである。

　残念ながら、元が元だけに誰も褒めてくれないのだが。

「ちっ、足りなかったか！」

「残念だったな！　その技は精気を大きく消耗する！　これで貴様らにはこのフィリップを倒す手段はなくなっただろう!?」

「あ～、確かに微妙なとこやな」

　予想以上のしぶとさを見せるノーライフキングの生命力に、微妙に困った様子を見せながら宏が同意する。

　まず断言できるのが、ゲーム的な言い方をすると、恐らくノーライフキングは単純に生命力をゼロにするだけでは倒せないこと。それゆえ、純粋な物理攻撃で、しかも攻撃としては単なる斬ざん撃げきでしかない疾しっ風ぷう斬ざん・地ちでは仕留め切れないだろうし、基本は点の物理攻撃でしかない巨竜落としも同様に決め手にはならないだろう。

　相手を欠片かけら一つ残さず消滅させうるタイタニックロアやエナジーライアットなら、もしかすると可能性はあるかもしれない。だが、それとて確証はないし、タイタニックロアはともかく、エナジーライアットは達也が戦闘不能になりかねないためリスクが大きい。

　では、タイタニックロアはというと、どうにも人間サイズの相手には、見た目ほど威力が伸びない印象がある。あくまで宏が感覚的に理解しているだけなのだが、タイタニックロアの大型に対する威力は、相手が大きいことで多段ヒットしていることが理由のようなのだ。故に、疾風斬のように減衰しないというだけで、サイズが小さい相手ではそれほどダメージが伸びない。

　さらに、破片すら残さず消滅させたところで、相手が復活しないという保証もない。そこを悩んでいると、疲弊した感じのアンジェリカが宏のそばまで寄ってきて、小さく囁ささやいた。

「ヒロシよ、少し頼みがあるが、かまわんか？」

「……なんや？」

「すまんが、お主の精気を少々、分けてはもらえんだろうか？」

　その言葉に驚いて、思わずアンジェリカを凝視する宏。

「厚かましい頼みだと自覚しておる。この状況で味方の、それも攻撃を食い止めてくれている人間から精気を貰おうなど、普通なら自殺行為だということも。そもそも、女性に恐怖しておるお主にこんな頼みをするなど、非常識で恥知らずにもほどがあろう……」

「……今それを言う、っちゅうことは、なんぞこの状況をひっくり返す手段があるんやろ？」

「……ああ。先ほどの手ごたえから考えて、恐らく本来の姿で最大出力ならば、再生なぞ許さずに浄化しきれるはず。正直な話、最初からそうしておけばよかったのだが、消耗が激しすぎて、つい二の足を踏んでしまってな……」

「まあ、分からんでもないわ。で、僕に言うっちゅうことは、僕しかあかんっちゅうことやな？」

「……ああ。先ほどのミスが響いておってな。他の者から譲ってもらう場合、全員が戦力にならないところまで譲り受けても必要量に足りん。その状態で一撃でも貰うと命に関わるし、かといって半端に貰っても意味がない。本当に、情けないミスをしたものよ……」

「やってもうたもんはしゃあない。それが確実や、っちゅうんやったら、やるしかあらへんわな」

　目の前の状況を示しながら、宏が断言する。宏とアンジェリカが話し込んでいる間に、すでに真琴が疾風斬を放ってフィリップを斬り刻み、達也が聖天八極砲の連射でダメージを蓄積させにかかっていた。だが、疾風斬は予想どおり即座に復活され、聖天八極砲は若干ではあるが再生を上回ってじわじわと削ってはいるものの、地脈接続なしではそこまで無茶はできない。

　このままでは、いずれ押し切られる。それなら、宏が防御に回らずとも押さえこめている今のうちに、アンジェリカの準備を整えたほうがいいだろう。そう考え、アンジェリカを促す宏。

　そのいろんな意味で覚悟を決めた表情に頷き、申しわけなさそうにしながらアンジェリカは宏の背に軽く触れた。

「っ……！」

　アンジェリカに触れられた瞬間、ゾクリとした感触と本能に根ざした恐怖心、それに精気を吸い上げられることに対する反射的な拒絶反応が同時に起こり、ほんの一刹那、身をこわばらせる。覚悟を決めていても、短期間といえど、やはり女性に触れられるのは宏にとって恐怖だ。

　だが、今回だけはそれではいけない。春菜やエアリスと比較するとはるかに恐怖心は強いが、そんなことを言っている状況ではない。敵が根性と執念で耐え抜いているのだから、こちらも気合いと根性で対抗するしかない。

　気合いと根性で対抗する方向性がどうか、とか、根性入れてやってることは幼女に触れられることか、とか、この絵え面づらはいろんな意味で外聞が悪いのでは、とか、いろいろ余計なことをあれこれたくさん考えてしまったが、どうにかこうにか根性で恐怖心を押さえこむことに成功する。

　恐怖心や本能レベルでの拒絶を押さえこみ、アンジェリカがやろうとしていることを受け入れてすぐ、宏の身体から何かがものすごい勢いで流れ出ていく。感覚的に言うなら、高い位置にある巨大な湖から小さな用水路を引き、堰せきを軽く開いただけ。それも、ちょっとしたことであふれてしまう分を、水路という形で別の場所に移しただけである。

　それゆえにすごい勢いでといっても、宏の側には大した影響はない。神鉄を鍛え神鋼製のアイテムを作っている時の方が、何十倍も消耗する。

　宏からすればその程度の消耗でも、アンジェリカの側には多大な影響があった。

「これは、すごいのう……」

「……ん……ど、どないや？」

「これほどまでに精気を取り込んだことなど、これまでの生涯で一度もない」

「そ、そうか？　こっちはさほど、なんかを抜かれた感じはあらへんけど……」

「時間が短かったからな。……しかし、軽く触れてほんの少し余剰分を分けてもらっただけでこれか。お主の血など飲んだ日には、どうなるか分かったものではないな」

「怖いこと言わんといて、って言いたいとこやけどな。直接嚙かむんだけ勘弁してくれるんやったら、どうしても必要な場合は軽い切り傷ぐらいは作るで？」

「……いや、不要」

　宏のありがたい申し出に一瞬心がぐらつき、だが鋼はがねの意思力でその誘惑を断ち切る。口調こそ軽いが、宏の様子を見れば明らかに無理をしている。ほんの少し触れただけでしかないが、そのほんの少しですら、宏の体が全力で抵抗と拒絶の態勢に入りかけていたのだ。

　これ以上宏に無理をさせないために、一刻も早く今にも破裂しそうなエネルギーを使うべく、本来の姿に戻る。

「血を貰いうけるのは、これで駄目だった時に考える。もっとも、たかがノーライフキングごときに、耐えられる威力ではなかろうがな」

　恐ろしいまでの全能感に酔いそうになりながら、どうにか自分をコントロールしてなすべきことに集中する。ほぼ里にこもったままだったとはいえ、三千年以上生きているアンジェリカだからこそ、暴力に酔わずに済んだといえよう。

　結果、フィリップにとっては残酷な結末が待ちうけることになった。

「アンジェリカ、貴様！　その姿はどういうことだ!?」

「ばーさまにも母様にもよく似ておるだろう？　少々燃費が悪いがゆえ、日頃は滅多にさらせん姿だがな」

「貴様！　謀たばかったのか!?」

「常識で考えろ。三千年以上生きておって、幼女の姿のまま成長しないなど、あり得んだろうが」

　大人になったアンジェリカの姿に、フィリップが大いに動揺する。達也達の猛攻に耐え、何かの技の溜めに入っていたことすら忘れてわめき散らす。

　そんなフィリップに取り合わず、アンジェリカは再びの大技を発動すべく淡々と準備を進めていた。

「我も使うのは初めてだが、どうやらこれが完全な『神聖なる世界』らしい。もしこれに耐えたのであれば、貴様の怨念も執念も認め、そのあり方をたたえてやろう」

　本来の姿に戻った際にリセットされたか、それともこの姿で放つ場合は別の技扱いなのか、本当なら必要なはずのクールタイムを完全に無視して、再びアンジェリカが神聖なる世界を発動する。

　技を解きはなった瞬間、ボスルームは神域もかくやというほどに浄化され、ありとあらゆる怨念を食らいつくし、アンデッドに安らぎを与えんと圧倒的なまでに神聖な圧力がその場を蹂躙し尽くした。

「すごい……」

「さすがに、これを食らって己を保てるアンデッドはおらぬか……」

　存在そのものを根こそぎ浄化され、己を保てずに消滅したフィリップ。

　その圧倒的な浄化力を見て素直な感想を漏らす春菜に答えるように、子供の姿に変わったアンジェリカが疲れをにじませながら言う。

　そんな状況を横目に、フィリップが消滅したあとに残された宝玉を拾い上げて確認する澪。

「師匠……」

「ナイトメアソウルやな。魔法の増幅まわりの機能が強いから、兄貴の杖つえに回すんがええやろう」

　宏から宝玉の正体と使い道を聞き、今回は当たりかと微妙にほっとする一同。フェンリルブラッドが微妙に外れだったため、また外れだったら次はどこのダンジョンに行くべきか、頭を悩ませるところだった。

「今回はすまんの。いろんな意味で世話になった」

「いやいや。こっちも最後のがなかったら倒せとったか分からんかったし」

「いや、なに。あれは我に譲ってくれたのだろう？　それが分からんほど、耄もう碌ろくはしておらんよ」

「確かにまだ手札はあったけど、それで倒せる保証は……なかったで」

　やけに高く評価してくれるアンジェリカに、宏達の顔が少々渋くなる。あの異常な再生能力の前には、宏達は冗談抜きで手詰まりになりかけていたのだ。

　実際のところは、どうしようもなくなればオクトガル通信でエアリスに頼んで、超強力聖水を大急ぎで十本ほど用意してもらうという裏ワザに走っていただろうが。

「それにしても、コアになってそうなやつを消滅させても、ダンジョンはダンジョンのままか」

「さすがに遅すぎたのだろうな。まあ、仇かたきは討てたし、我はそれだけでも満足しておるよ」

「思い出の家なんだろう？」

「三千年も、思い出にすがってきたのだ。いい加減卒業せんと、情けないにもほどがある」

「別に、情けないとは思わねえが……」

　いろいろと思うところはあったが、妙にさばさばしたアンジェリカの表情に、達也はそれ以上何も言わないことにする。本人が心の整理をつけたのだ。外野が余計なことを言う必要もない。

「さて、これからのことだが、これだけ世話になったのだ。我もじーさまとともに、ウォルディスへの対応を手伝おう。差し当たっては、マルクトでの情報収集、お主らとは別ルートで協力させてもらいたい」

「協力してくれるのはありがたいけど、アンジェリカはマルクトのこと、何も知らないんでしょ？」

「実際、そっち方面は、あの王太子の手の者達やお主らがやったほうがよかろうがな。だが、これでも歳だけは取っておるから、いろいろやり方はある。それに、千年以上生きた長命種でなければ分からん感覚も、世の中には結構あるものよ」

「まあ、確かにそれはそうかも」

「もっとも、マルクトの場所も道も分からぬゆえ、そこまでは同行させてもらうことになるがの」

　シリアスに世間知らずなことを言い出すアンジェリカに、一同から笑いが漏れる。

　こうして、宏達に当面の同行者が増えるのであった。








世界編　第二一話






「ジュリア・エイト、あなたは本日これより、ディフォルティアの一員となりました。その名に恥じぬよう、常に己を磨き続けるように」

「ありがとうございます！」

　ジュリア・エイト、十五歳。厳しい修行を乗り越え、この日ついに彼女は憧れのディフォルティアに入団を果たした。

　マルクト三大特殊部隊の一つで、セバスティアンと双璧をなす特殊部隊であり、要人警護から電撃戦によるモンスターの駆く逐ちく、さらには演劇やレビューによる慰問なども一手に引き受けるのが侍女騎士団ディフォルティアだ。

　入団はゴールではなく、あくまでスタートラインに立たせてもらう資格を得ただけにすぎない。

　そのスタートラインに立つのでさえ容易ではなく、その前段階である見習いでさえ毎年何千人もの志願者が数十人にまで絞られるような競争率なのだが、どこの世界も花形の職業というのはそういうものである。

「貴女あなたのロッカーは一階東百八十六番、これがそのカギです。そこに、制服をはじめとした一式を用意してありますので、直ちに着替えて練兵所へ向かいなさい。ロッカールームの場所は分かりますか？」

「はい！　問題ありません！」

「では、急ぎなさい」

　ディフォルティアの侍女としての上司である女官長から説明を受け、意気揚々とジュリアはロッカールームへ移動する。所しょ詮せん見習いが新人になった程度なので、用意されている制服も一番下っ端のものではあるが、それでもディフォルティアの制服なのは変わらない。

　ディフォルティアの制服は、一番下の階級のものでも、他とは一線を画す秀麗さと性能を誇っていた。

「これが、私の制服……」

　軽い足取りで己のロッカーを探し当て、中に入っていた一見侍女服に見える布鎧クロースアーマーを取り出し、己の身体にあてがいながら思わず感激に浸るジュリア。

　彼女はこの時、ディフォルティアの新米に対する最初の洗礼がすぐそばまで迫っていたことに、欠片かけらたりとも気づいていなかった。

「えっと、この服は、こうなってこうなって……、あれ？」

　いつまでも浸っていてもしょうがない。三分ほどで我に返り、一緒に置いてあった説明書を見ながら布鎧クロースアーマーを身につけていく。慣れれば数秒で身につけられるものだが、鎧よろいは鎧。そう簡単に脱げないよう、かつ破損しないようかなり特殊な構造になっていることもあり、初心者のジュリアが身につけるとなると、なかなか大変な作業となる。

「まずはそっちの袖に腕を通して、前から後ろに回すようにして身体に巻きつけていくんだ」

　苦戦するジュリアを見かねてか、何者かがそう教えてくれる。まぎれもなく男の声だが、なかなかのイケメンボイスだ。

「えっ？　あ、こうか」

「そうそう。それで、一通り巻き終ったら反対側の袖に腕を通して、前のボタンを留める」

「あ～、なるほど、こうなってるんだ」

「新人さんは、いつも最初のこの構造に戸惑うんだよな。あ、前留めたら次後ろだから」

「むう、難しい……」

「お兄ちゃんがやってやるよ。時間押してるんだろ？」

「あ、お願い」

　やけにフレンドリーに話しかけてきた正体不明の人物に、なぜか警戒心をまったく抱かずに着替えの手伝いを頼んでしまうジュリア。警戒心、という面ではなかなか将来が不安になる光景だ。

「これでよし、っと。終わったぜ」

「ありがと～」

　礼を言いながら振り返ったジュリアの視界に飛び込んできたのは、幾何学模様のマスクを身につけた、なかなか立派な体格の怪しげな男であった。

　この情報やこれまでのやり取りで、もうお分かりであろう。そう、ジュリアの着替えを手伝っていたのは、自称お兄様こと、コードネーム・バーストであった。

「えっ？　えっ？」

　なぜ男がここにいて、自分の着替えを手伝っているのか。それを理解できずに、思わず口をパクパクさせるジュリア。あまりに衝撃的な状況に、思考回路はショート寸前である。

　ただ、その状態でも、理解できてしまったことが一つ。ディフォルティアの制服は、特殊な構造ゆえに専用の下着を身につけなければいけない。それゆえ、少なくとも上半身は一糸まとわぬ姿になる必要があり、大したサイズではなく成長の様子も見られないささやかなジュリアのバストは、間違いなくこの男にはっきり見られている。

「な、何で男がここにいるのよ────!?」

　現実を完全に理解しきる前に、ジュリアの口から絶叫が飛び出す。ディフォルティア見習いの訓練課程で腹式呼吸をはじめとした歌劇系の訓練を積んでいるだけあって、素晴らしい声量だ。

「おや、ディフォルティアに新人が来たのか」

「この時期ってことは、そこそこ優秀だな」

「いやいや、絶叫してる時点でまだまだ甘いさね」

　アルファト城の執務エリアまで届いたジュリアの絶叫を聞き、文官達が仕事の手を止めることなく好き放題さえずる。もはや風物詩となっているので、せいぜい雑談のタネにしかならないのだ。

　なんだかんだ言って、この日は大事な客が訪れている以外は特に何もなく、実に平和な一日であった。




　　　　☆




「なんか、すごい悲鳴が聞こえてきたんですけど……」

「そういえば、今日は新人が入隊する日でした」

　応接室まで届いた悲鳴。それに若干引きながら疑問を口にした春はる菜なに対し、お茶を準備していた侍女がおっとりと特に問題なさそうにそう答える。

　そう。この日アルファト城を訪れた大事な客とは、アズマ工房一行のことであった。

「新人、ですか」

「ええ。我々侍女騎士団ディフォルティアに、訓練を終えた新人が入団したんですよ」

「それと、あの悲鳴とは何の関係が……」

「うちの更衣室、出るんですよね。………………変態が」

　出ると聞いて怪奇現象の方を連想した宏ひろし達の耳に、小さくぽつりと付け足された言葉が飛びこんでくる。その、割と聞き捨てならない単語に、一行の表情が不審そうになる。

　その表情を見て、壁際に控えている比較的若い執事が内心で苦笑する。女子更衣室に出没する変態を放置する。普通に考えればあり得ない話で、客人達が不審に思うのも無理はない。それは重々承知していても、非常識で有名なアズマ工房の、それも中枢を担うメンバーが、そんな常識的なところで驚いていることに対して苦笑を禁じ得なかったのだ。

「どんなに侵入者対策を強化しても、どうやってか潜り込んできては着替えを手伝うアサシンギルドの男がいるんですよ。基本的に裸を見られるぐらいしか害がなく、美容や健康についても的確なアドバイスが貰もらえたりするので、まあいいか、と」

「まあいいか、で済ませてるんですか……」

「ええ。私を含む古参の人間は割と寛容な気持ちで接してます。騒ぐのは入団一年目か、上でも二年目ぐらいまでの新人だけですね」

　それでいいのか、と小一時間ほど問い詰めたくなるようなことを、侍女が平気で口にする。侍女も騎士も、割と身分の高い貴族がつくことも多い職業だ。その二つが複合した、マルクトで三本の指に入るエリート部隊の隊員が、そんなに簡単に男に肌をさらしてもいいのか、その部分が非常に気になるところだ。

　そんな宏達の、それも特に春菜の疑問に気がついたようで、侍女がその点について説明を始める。

「そもそも、騎士なんて仕事をする以上、戦場で装備が破損し、男の前に肌をさらすことなど珍しくもありません。特に我々の装備は、今着用している布鎧クロースアーマーです。特殊な製法で並の金属鎧と互角の防御力を得ているとはいえ、決して頑丈なものではありません。任務によっては、一回の出撃で修理不能なほどぼろぼろになることもあります。アサシンギルド所属の無害な変態に裸を見られたぐらい、それと比べれば大した問題ではありません」

「いやいやいや！　大した問題ですよ、普通に」

　非常に割り切った侍女の言葉に、春菜が全力で突っ込む。戦闘で破損するのと変態に見られるのとでは、意味合いが大違いだ。

「つうか、この国のアサシンもレイニーの同類か……」

「アサシンって、変態しかいないのかしら……」

「我が国のアサシン全員が変態なのではありません。その男が変態なのです」

　達たつ也やと真ま琴ことの感想を、今まで黙っていた執事がきっぱりと否定する。国の名誉のためにも、そこはきっぱりと否定しておかねばならないらしい。

「そもそも、アサシンって存在自体が褒められたもんじゃねえと思うんだが……」

「我が国ではアサシンとは、あくまで暗殺も視野に入れた潜入工作のプロフェッショナルであって、依頼があれば誰彼関係なく殺して回る職業殺人者ではありません」

「なるほど、マルクトだとそういう扱いか……」

　執事の説明を受け、感心したように達也が頷うなずく。そもそもの話、ウォルディスが近い上に主要都市から徒歩二日圏内に割と強いモンスターが多数生息している地域が散在するマルクトの場合、内部の政治闘争で他人をいちいち暗殺しているような余裕はなかったのだろう。

「根本的な話、我々セバスティアンやディフォルティアと共同作戦を行うこともあるのです。全員が変態であっては、まともに連携を取ることなど不可能です」

「……すごい説得力ね」

「ん。でも、変態相手でも連携だけなら可能」

　執事が力説した内容に真琴が同意し、澪みおが余計なことを言う。レイニーの事例を見るまでもなく、連携が取れるかどうかと性癖とは、関連こそ大いにあれど究極的には別の問題だ。

　ただ、性癖は性格と深くかかわっており、連携が取れる取れないも性格の要素が割と大きい。故に、全員が変態だとまともに連携が取れない、というのも否定できない話である。

　そんな話をしていると、一組の男女が応接室に入ってきた。女性の方は妊婦らしく、大きなお腹をしている。

「待たせてしまったようで、申しわけない」

　すでに空になっているティーカップやお茶請けの皿を見て、男性の方が深々と頭を下げる。

「いやいや。そんなに待ってませんし、執事さんらにいろいろ教えてもらっとりましたし、気にせんでください」

　やけに丁寧に頭を下げる男性に、宏が慌てて声をかける。いまいち自分の立場を理解していない宏は、こういう明らかに高い地位にいる人間に頭を下げられると、どうしても居心地が悪くなるのである。

「アズマ工房の工房主やらせてもらっとります、東あずま宏です。マルクトの宰相閣下と、レイオット殿下のお姉様でよろしいですか？」

「ああ。この国で宰相をさせていただいている、ゼファー・モルテンダだ。ナーデル陛下の弟ということで、公爵位をいただいている。こちらは妻のマリア、元ファーレーン第三王女だ。本当は、ファルダニアで挨拶をしたかったのだが……」

「アヴィン殿下の結婚式の時は、なんぞ皆さん忙しそうでしたしねえ」

　相手が国の中枢を担う人物であるため、一応工房の代表である宏が挨拶をする。

　以前は最年長でこういったことに経験豊富な達也が交渉の矢面に立っていたが、アズマ工房の名が売れ功績が積み重なるに従い、次第に彼の役割は細かい交渉の詰めや情報管理などの参謀的なものにシフトしてきている。

　言葉遣いやら何やらを考えると、応接室とはいえ公式の場で挨拶するにはあまり適切とはいえない人選なのだが、最近は宏がちゃんと挨拶をしたということが形式的に重要になりつつあるので仕方がない。

　それに、この世界は全般的に、方言だったり敬語が崩れていたりといったことには非常に寛大だ。特に敬語の場合、単に相手に対して敬意を払っているというポーズを取るためのものであり、せいぜい正しく使えていればそれなりの教養を持っていることを示せる程度のものだ、というのが、この世界の王侯貴族の一般的な認識である。

　当然、それを理由に徹底的に相手を攻撃し、貶おとしめて見下す人間も少なからずいる。いるのだが、ＴＰＯをわきまえずにそういうことをする人間が重用されることはまずない。大抵の場合、王の謁えっ見けんが必要となるような相手はとてつもなく重要な案件を持っているか、何か無視できない功績を上げた、もしくはそもそも存在そのものがとんでもない何かであるかのいずれかなので、余程侮辱的な発言をしない限りは言葉遣いなどにかまっていられないのだ。

　方言に至っては、公爵や辺境伯といった大貴族の中にも、普段は方言駄々漏れで会話をしている人物が珍しくない。辺境伯の中には、普段住んでいる場所が国境沿いで隣国とのやりとりが多いという理由で、方言だけでなくよその国の言葉も混ざった非常に怪しいしゃべり方をする人もいる。

　そのため、しゃべり方が訛なまっているくらいで相手を馬鹿にしていると、どこからどんな攻撃が返ってくるか分からないので、まともでちゃんと頭が回る人間は訛りなど気にしないのである。

　故に、宏が方言バリバリの崩れまくった怪しい敬語で挨拶したぐらいでは、国の中枢にいるような人間は何一つ気にしないのでまったく問題にならないというのが実情である。むしろ、訛っていようが崩れていようがマルクト語で挨拶も会話もしていることに対して、大いに驚き感心しているくらいだ。

「それで、マリア様はそろそろいつ生まれてもおかしなさそうな感じですけど、大丈夫です？」

「ええ。体調は万全です。ただ、レイオットとエアリスのことを聞きたいあまり、いつ生まれてもおかしくないような体で皆様の前に出てきたことは、謝らねばいけませんが」

「いやいやいや、謝るようなことやありませんやん。ただ、無理はせんといてくださいね」

　マリアのお腹の大きさに、思わず気遣わしげな視線を向けながらそう告げる宏。

　幸いにして今のところ、身近なところではその手のトラブルには遭遇していないが、元来出産というのは命がけの行いだ。医学が発達した日本ですら、出産で命を落とす母親はいなくならないのだから、こちらの世界ではなおのことである。

「それで、折角やからお祝いとかさせていただきたいんですけど、大体いつ頃生まれそうかとか分かります？」

「実は、予定ではすでに生まれているはずなのですが、なぜかまだ……」

「それはちょっと気になりますね。っちゅうたかて、僕は医者やないからそのあたりはよう分からんし……」

　マリアの出産予定日について、なんとなく不安になる情報を得て思わず考え込む宏。

「師匠。ちょっと思ったんだけど、いい？」

「なんや？」

「オクトガルって一応神の眷けん族ぞくだから、もしかしたらそのあたり分かるかも」

「……まあ、あいつらどこで仕入れたか分からん知識とかようさん持っとるし、そのあたりの判断できるかもしれんなあ」

　澪の思いつきを受け、聞くだけならタダだとオクトガルを呼ぶことにする宏。達也の方を向くと、彼が首からぶら下げているタコ壺つぼに視線を向ける。

「オクトガルはおるか？」

「呼んだ～？」

「なになに～？」

　宏の呼びかけに応え、タコ壺からわらわらとオクトガルが出てくる。その数五体。余程暇していたらしい。

「自分ら、妊婦さんからいつごろ子供産まれるかとか、分かるか？」

「「「「「任せて～」」」」」

　宏に問われ、自信満々に声を揃そろえて可能であることを告げるオクトガル達。あまり期待していなかった宏は、その答えにさすが謎生物と感心しつつ、ついでになんとなく思いついたことを確認する。

「予定日分かるんやったら、もしかして自分ら、助産師とかできる？」

「当然なの～」

「任せて～」

「問題なし～」

「身体清潔～」

「無菌状態～」

　宏の問いかけに、実に嬉うれしそうにそう主張するオクトガル達。

　不思議なことであるが、実際、オクトガルは地味に助産師の経験が豊富だったりする。普通に自然分ぶん娩べんで問題なく産まれてくる場合は特に出番はないが、医師が的確にあれこれ手を出す必要がでてくるような難産だと、いきなり大活躍するのだ。

　たとえば、医師の手で赤子を引っ張り出してやらねばならない時、オクトガルの吸盤は非常に強力な武器となる。母体保護のために薬が必要であれば、オクトガルネットワークですぐにでも取り寄せることができる。そして何より反則なのが、帝王切開で取り出さねばならないような赤子を、転移能力で直接外に引っ張り出すことができることだろう。

　他にも、急な破水に対する対処法を心得ていたりと、下手な医者より余程頼りになる能力を持ち合わせているオクトガル。神の眷族恐るべし、と言うべきか。

　難を言えば、シリアスな場面でも妙な連想ゲームを始めたり、母子共に危険でオクトガルの力を借りたい時に限って捕まらなかったりと、能力とは関係ないところで信頼性が低いことであろう。

「この子達が、レイオットやエアリスの手紙にあったオクトガルですか？」

「ええ。アランウェン様の眷族のオクトガルです。仲よくしとると、いろいろ便利ですねん」

「私達～」

「お役立ち～」

「伝令～」

「配達～」

「遺体遺棄～」

「遺棄すんな」

　例によって流れるように物騒な単語につなぐオクトガルに、展開を予想していた達也からノータイムで突っ込みが炸裂する。

　その見事な流れに目を白黒させるゼファーと、くすくす笑うマリア。そんな二人の様子に、オクトガルが嬉しそうに分離合体をくり返しながら飛びまわる。

　と、その時、謎行動中だったオクトガル達が、唐突に動きを止めてキュピーンという擬音をつけたくなる感じで目を輝かせる。そして、

「知ってる変態はっけ～ん」

「突撃～」

　などと勝手なことを言いながら、あっさり転移してどこかに消える。一応二匹残っているのは、宏の頼みごとを聞いたからであろう。

「知ってる変態、ねえ」

「レイニーかしら？　でもあの娘こ、王宮に出入りするような任務なんてなかったはずだけど……ということは、さっき言ってた変態……アサシン？」

　オクトガルの言葉に、達也と真琴が首をかしげる。マルクトに知り合いがいるとはとても思えないのだ。

「まあ、どっか行った連中のことはほっとこか。どうせ大したことはせえへん」

「いいのかなあ……」

「僕らがここに来た時点で、自由に出入りするようになるから一緒やろ」

「あ～、それもそうだね」

　宏に言われ、心の底から納得してしまう春菜。いまだかつて、オクトガルの出入りを防ぐことができた王宮は存在しない。宏達が訪れた国で王宮にオクトガルが出入りしていないのは、ミダス連邦の国やクレスター、ベリルなどの彼らが王宮に行く用事がなかった国だけである。

「で、用件として、まずはマリア様にレイオット殿下とエアリス殿下から預かってきた映像メッセージを」

「ええ。ありがとうございます」

「で、次に、恐らく西部各国の国王陛下からも話が来とると思いますけど、アルファトに工房の支部と転移陣を設置する許可をいただきたいんですわ」

「そちらの方は、むしろ我々から申し入れる予定だったから、すでに準備ができている。工房にするための建物を何軒か見つくろっておいたので、後で確認して好きなところを使ってくれ」

「ありがとうございます。ほんで、こっちからのお願いはあと一つ。この国の伝承とか歴史、それも、約三百年前にこの国に飛ばされてきた知られざる大陸からの客人、その人について調べたいんで、書庫の閲覧許可と学者とか語り部とかの紹介をお願いしたいんですわ」

「それも聞いている。すでに手配を済ませているから、好きなだけ調査してくれればいい。代わりといっては何だが、最近我が国の領地で、幻獣がらみの異変が散発している。できればそのあたりの調査と解決を手伝ってもらえれば助かる」

　交換条件として出された頼みごと、その内容に思わず宏と春菜が顔を見合わせる。幻獣という時点で、どちらかといえば国がやるべき問題だ。それを、わざわざ宏達に頼む理由が分からない。

　余談ながら、実のところ幻獣といっても基本的にはモンスターと変わらない。単純に、人間と意思疎通ができて共生関係を築け、数が少なく人間との交配が不可能なモンスターを幻獣と呼んでいるだけである。さすがに、そういう生き物をモンスターとみなすのは、人間側に抵抗があったのだ。

　このあたりの事情はゲームでもこちらの世界でも変わらず、宏達のように上級のスキルを習得しているようなプレイヤーはほぼ確実に、クエストでそのあたりの事例に遭遇している。

　なお、宏達は幻獣とモンスターの違いがゲームとこの世界で同じであるという情報を、大図書館の禁書庫で仕入れている。

「本来なら、我々が自分達の手でどうにかするべき問題なのは分かっている。だが、ウォルディスの絡みでいろいろと怪しいことになっていて、正直そこまで手が回っていない。かといって、事が事だけに迂う闊かつに冒険者に依頼を出すわけにもいかなくてな」

「……はあ」

「西部三大国の信頼を得ている貴殿らなら、こういう問題を安心して頼めるし、対外的にも一方的に便宜を図ったと思われぬよう、予防線を張ることができる。割と身勝手な話であることは承知しているが、そういう理由だから手を貸していただけるとありがたい」

　宏達の表情を読んでか、ゼファーが内幕を教えてくれる。それを聞き、受けるしかないかと宏達が苦笑し、返事しようとしたところで、

『な、何！　この変な生き物ぉぉぉ!?』

　先ほどと同じ声で悲鳴が上がる。声に妙な色艶が混ざっているところから察するに、どうやらオクトガルからセクハラ攻撃を受けたらしい。

「あ～、オクトガルが早速遊んでるな……」

「さすがに発声の訓練受けてるだけあって、悲鳴もよく通るわね……」

　間接的にではあるが、久しぶりにオクトガルのセクハラシーンに遭遇し、どこかずれた感想を漏らす達也と真琴。

「平和なのはいいこと」

「澪ちゃん、被害受けてる人は平和じゃないと思うよ？」

　なんだかんだで、どんどん話がずれていく。結局、なんとなく真面目な話をする空気ではなくなり、頼まれごと自体は承知したものの、詳しい話は後日ということになってしまうのであった。




　　　　☆




　ここで、少しばかりマルクトについて触れておく。

　マルクトは、大陸中央南部から南東部にかけて存在する、世界第七位の大国である。だが、第六位のローレンと比較すると国力に差があるため、七大国家と呼ばれることはない。

　ファーレーンほどではないが南北に広い領土を持ち、ヒューマン種の人種が三種類ぐらい入り混じっている。また、大きな平野や大規模な森林地帯がいくつかあり食料には恵まれているものの、ファーレーンほど山に恵まれておらず、水資源はいくつかの大河に依存している。

　ただし、大きな山は少ないが小規模な山はそれなりにあり、そのほとんどが鉱山なので、フォーレにこそどう逆立ちしてもかなわないものの、鉱物資源には困っていない。

　結果として、大陸中南部の食料および鉱物資源はマルクトに依存している国が多く、地味にそれらの生産と輸出はこの世界で第二位の位置を占めている。もっとも、工業生産は第一位の国の生産量と比較すると倍近く、食料品に至っては倍以上引き離されているあたり、ファーレーンやフォーレの生産能力がどれほど高いかがよく分かろうというものではあるが。

　また、マルクトはその所在が微妙である。自身も大国であり周囲に多数の小さな国はあれど、六大国家のうちファルダニアとファーレーンを除く四カ国にほぼ囲まれているような立地にあり、しかも部分的にウォルディスと接しているため、地政学的にどうしてもいろいろな火種を抱え込みやすい。西部三大国家は無体なことは言ってこないが、それでもウォルディスとの代理戦争の舞台にされることは度々あった。

　それらの特殊事情に加え、穀倉地帯と集落近郊以外には強いモンスターが多いこともあり、国内は種族、民族のるつぼに近い環境にあるにもかかわらず、国民の結束は妙に強い。農閑期暗殺者、などという職業が成立し、それが特殊部隊としてさほど忌避されずに堂々と存在しているのも、地政学的な立場から来る国内事情と国民の結束力の強さに由来しているのは間違いない。

　ただし、マルクトを語る上でもっとも重要なのは、地政学的な立地でもなく食料や鉱物資源の生産量でもない。ペガサスやユニコーン、グリフォンといった幻獣と、三百年前に現れた英雄が持ち込んだ独自の文化風習である。

　マルクトは国内に幻獣の群生地を多数抱え、彼らと長きにわたって共存共栄を続けている。国旗にペガサスが描かれ、カーバンクルやユニコーンを紋章にしている貴族が多数いることからも、そのことがうかがえる。一部の騎士団に至っては、ユニコーンやペガサスの背に乗せてもらえる人間しか入団できない。

　文化風習に関しては、通信教育をはじめとした特殊なものはいくつかあるが、もっとも有名なものは踊りと歌劇であろう。特に踊りはマルクトの代名詞となっており、特殊部隊である執事騎士団セバスティアンや侍女騎士団ディフォルティアの必須科目となっている。

　その二つの要素から、別名・幻想の国とも呼ばれている国。それがマルクトである。




　　　　☆




「とりあえず、用意してもらっとる建物、確認してこか」

「そうだね。レイオット殿下やエルちゃんからも、マルクトには早いうちに転移陣を設置してほしい、って言われてるし」

　王宮を辞去し、冒険者協会と商業ギルドに顔を出して最低限の手続きを終えた宏達は、とりあえず今日のうちに済ませておきたい事がらについて話していた。

「晩は王様やゼファー閣下と一緒に、観劇しながら食事、だったよな？」

「そう聞いとる。今日のところは寝床もアルファト城で用意してくれてはるみたいやから、今からやっとくんは拠点決めて転移陣張って、最低限の防備固めるところまでやな」

「最低限の防備、なあ……」

　宏の考える最低限、というのがどの程度なのか、微妙に怖くて確認できない達也。ただ、間違いなく必要なレベルではあっても、世間一般では最低限とはとらえられないだろう。

「で、どこから確認する？」

「近いところからでいいんじゃない？」

「ここから一番近いのは、北通りの裏通りかな？」

　地図に書き込まれた印と現在位置を見比べ、春菜が最初の目的地を決める。ありがたいことに、手元にある地図はかなり詳細なもので、目印となる建物を見失わない限りは外部の人間でもある程度迷わずに歩ける。

　実のところ、王宮側は案内をつける予定だった。だが、すぐに目的を忘れて脇道にそれる宏達のこと。どうせ今回も好奇心に負けて、途中から明後日あさっての方向に突き進むのが目に見えていたため、満場一致で丁重にお断りしたのだ。

　自分達に巻き込まれた結果、職務を果たしていないと言われて評定に響いたりした日には、あまりにも案内人が哀れであろう。達也ですらそう思ってしまったあたり、いろいろと根が深いものがある。

　もっとも、ある意味当たり前のことながら、さすがに野放しにするわけにはいかないと判断されているようで、宏達には少なくとも本人と派遣した人間は隠れているつもりの護衛兼監視がついており、完全に放流されているわけではない。残念ながら、普通なら十分隠れて監視できるだけの力量を持っているはずの監視人も、普通の監視ターゲットとは到底言えない宏達にはその存在が筒抜けなのが可哀想なところだが。

　余談ながら、マルクトの首都アルファトは、中央にあるアルファト城を囲むように広がっている。街の大きさは大体ウルスの三分の一、人口は四割弱ぐらいだが、南側の港、もしくは三方にある街の入口からアルファト城までは、普通の人の足だと徒歩では二時間以上、という距離になる。そのあたりは、さすがに大国の首都だといえよう。

　宏達が今いるのは城を出て北側の貴族街を抜けたあたり、一般的に中心街と呼ばれている区域になる。

「裏通りっていっても、結構人通り多いのね」

「ん。商売には十分」

　数分後。目的地につながる裏通り、その一番端に足を踏み入れて、真琴と澪がそんな感想を言いあっていた。どこの国のどこの街も、大通りから一本筋が違うと、急にさびれていたり治安が悪くなったりすることも珍しくない。その感覚で裏通りという言葉を認識していたため、少々意外だったのである。

　冷静になって考えてみれば、他の国からの要請もあって用意した建物。それも、王族が使う可能性があるようなものを、そんなイメージの悪い場所に持ってくるわけがないのだが、なんとなくそこまでは頭が回らなかったらしい。

「まあ、このあたりは中心街だから、一本筋が外れた程度じゃ寂れたりはしないだろうさ」

「うん。あたしも今それ思った」

「そもそも北通りって街道だから、あれを基準に人通りを考えちゃ駄目だよね、実際」

　苦笑交じりの達也の指摘に、同じく真琴と春菜も苦笑交じりに応じる。

　基本的に北通り、東通り、西通りの三つは、城を迂う回かいするようにそれぞれをつなぐ道も含めて、普通に街道として使われている。交通量も商店の数も多くて当然なのだ。

「っちゅうか、僕らが求めてる種類の利便性とは違う利便性がありそうやな」

「ん。というか、むしろボク達の基準からすると、街道に近すぎる」

「せやな」

　商売で考えるならかなりの好立地だが、それに微妙に不安と不満を覚える宏と澪。

　そもそも、基本的にアズマ工房は普通の商店と違い、客の入りを気にするような商売はしていない。言ってしまえばメーカー、それも公的機関向けが主体の企業に近い立ち位置なので、もともと一般人に対する直接売買は考えていない。

　それゆえに、冒険者協会や商業ギルドの支部に近いのはありがたいが、雑然とした職人街にあるウルスの工房ですら直売を求めて人が押しかけるようになった最近の状況を考えると、あまり人通りが多すぎるのは少々困る。

　ルーフェウスに作った工房は例外で、ルーフェウス学院のすぐ近くという人通りが多い場所にあるが、これに関してはルーフェウス学院の改革に協力するためという理由に加え、成り行きで立ち上げたアズマ食堂のためにもその場所がベストだった。

　当時はまだファーレーンを出ると、支部があるダール、スティレン、クレストケイブ以外ではそれほど知名度があったわけでもなく、ルーフェウスという街の特性もあって、少々目立つ場所に工房があっても問題はなかったのだ。

　だが、今回の場合、アズマ食堂を開く予定も管理人以外の誰かを常駐させる予定もなく、作ったものを直売するつもりもない彼らからすれば、メインストリートに近い商業地に拠点があるのは少々具合が悪い。

　屋台程度ならともかく、それ以上の規模の小売業に手を出せるような余力もノウハウもないのに、あまり小売り向けの場所に工房を用意するとろくなことにならない気がひしひしとするのだ。

「なんっちゅうかこう、今回は見る前からボツっちゅう雰囲気がただよっとるなあ……」

「そうだよね……」

　もはや、建物を見るまでもなくボツ、という結論にほぼ固まりながらも、一応念のために建物が見えるところまで向かう。その結果……。

「あ～、うん。すごく素敵な建物だよね。大きさも申し分ないし」

「ここがマルクトじゃなくて、立地がもう少し街道から離れた場所にあるなら即決だったわよね」

「むしろ、何でここが空いとんのかが不思議な物件やな。今回ボツやけど」

「職場環境としては普通に憧れるけど、ボク達の求めてる物件じゃない」

「むしろこれ、絶対試されてるだろう」

　周囲と見事に調和しつつも十分な個性を見せ、その割にいろいろ使い勝手のよさそうな工夫が施されているのが外観からも分かる素晴らしいその建物は、満場一致でボツ判定を食らう。

「他のがこの調子やったら、自分でよさげな物件探すんも視野に入れなあかんな」

「そうだね。正直、ボツにするのが惜しいほどいい建物だし、私達がこっちに完全に根を下ろすんだったらありかもしれないけど……」

「いやいや。それでもやっぱりボツやで。何が悲しゅうてこんな小売りせいっちゅう圧力食らいそうな場所に工房構えて、自分からいらん苦労しょい込まなあかんねん。工房っちゅうんは目立たんのが一番やで」

「あ～、そうだね。それに、圧力に屈して小売り始めたら、この国にあるいろんな商会に喧けん嘩か売ることになるから、下手したら潰つぶされちゃいそうだしね」

　一般的な使い方とは逆の意味で、身の程を知らないことを口にする宏と春菜。もはや、その程度の理由で今のアズマ工房に喧嘩を売れば、たとえ王室御用達の大商人でも無事では済まない。

　そもそも、王家が直接頭を下げ、国が全力を挙げて招致した工房を、小売製品の一部が被かぶった程度のことで排除しようとするような商人はいない。

　そんなことをする前に商業ギルドがその排除の要望を潰しにかかるのが関の山で、むしろ工房直売のために人を出すから、自分達の方にも製品を卸してくれと言ってくる商会をどうあしらうかの方が問題になってくるだろう。

「師匠、春はる姉ねえ、お腹減った」

「あ、そうだね。いい時間だし、どこかでお昼にしよっか。ちょっとお勧めの店、聞いてくるよ」

　澪の要請を受け、井戸端会議をしている主婦連に突撃する春菜。何分かの世間話の末、いくつかの店の情報を引っ張り出して戻ってくる。

「お待たせ。とりあえず、次の物件に行くルート上にいい店があるみたいだから、そこで食べよっか」

「そのあたりは任せるわ」

「了解。……お城があっちだから、こっちだね」

　地図に書き込んだしるしを見ながら、王宮を右手にして歩きだす春菜。春菜の後を、黙ってついていく一行。特に迷うことなく歩くこと十分。無事に教えてもらった店に入った一行は本日のおすすめを注文し、すぐに出てきた最初の一品に舌鼓を打っていた。

「地域が近いからか、ベースになってるスープはベリルで食ったやつと同じなんだな」

「うん。でも、ベリルのよりは穏やかな味だよね」

　スパイシーな酸味が効いたスープを実に美お味いしそうに食べながら、早速他の地域との比較に入る達也と春菜。ベリル同様東南アジア系の味付けがメインと思われるマルクト料理だが、全般的に日本人の好みに近い味になっている。

　それは、後から出てきたモンスター肉のあぶり焼きや長粒種の米をいろんな具材と一緒にスープで炊いたリゾットのような料理も同様で、特にリゾットに使われているスープには果物も使われているらしくほのかな甘みがスパイス類とよくマッチしており、微調整すれば割とどこの国でも受け入れられそうな味になっていた。

「同じスパイシーな料理でも、ダールのに比べるとものすごく大人しい味付けよね。なんとなくだけど、焼酎との相性は悪くなさそうかしら」

「ん。辛さがちょうどいい」

「このあぶり焼き、醬しょう油ゆベースの照り焼きとは違う種類の甘辛さやな。肉の種類が分からんから、味のベースが調味料なんか肉なんかまでは分からんけど」

「そういえば、これは何の肉なんだろうね？」

　などと言い合いながら好奇心に負けてあれこれ追加注文し、店のメニューを二割ぐらい制覇したところで上機嫌で店を出ていく。二百五十イェール、チロル換算で約五百チロルと昼食に出すにはかなり高い金額を支払った一行だが、料理の味に満足したこともあり、誰も使いすぎたとは思っていない。

　あれだけ神々の晩ばん餐さんを頻繁に食べているのに、どうやら普通の料理でも満足できる都合のいい味覚を持っているらしい。

　なお、値段が高くなったのは、主に澪が満足するまで食べたのが原因であり、店の料理が高かったわけではなかったことだけは追記しておく。

「予想しとったことやけど、やっぱ知らんモンスターが結構食われてんなあ」

「そうだね」

「こら、いろいろ楽しみや」

　まだまだ食いつくしていない食材が山盛り食糧庫に眠っているというのに、知らぬ食材や素材となるモンスターの存在に目を輝かせる宏と春菜。余計な探究心に火がついたためか、その後見て回った二軒目、最初の一軒も含めるなら三軒目で早々に拠点を決め、他は見もせずに拠点化のための行動に移る。

　こっそり隠れて付いて回っていた護衛兼監視を堂々と呼び出して使わない建物の鍵を返却、護衛を大いにへこませながらサクサクと転移陣を設置してしまう宏であった。




　　　　☆




　宏達がマルクトの工房を魔改造しているちょうどその頃。

「エルさま、おーじょさま、いらっしゃい！」

「こんにちは、ライムさん」

「お、おじゃまします」

　ファーレーン語習得の一環として、エアリスがリーファを連れてウルスの工房を訪れていた。誕生日パーティがいい刺激になったか、挨拶だけでなく必要最低限の会話はできるようになったが、幼さゆえにやや滑舌が怪しいライムの言葉を全て聞きとるにはまだ不足している。

　しかも、アズマ工房はいろんな単語が飛び出す、言葉という面でもなかなかの魔境だ。なので、ある意味で言葉の勉強には実に都合がいい。

「ふむ、息災なようだな」

「アンジェリカ様も、お元気そうでなによりです」

「ここに出入りしておれば、我やじーさまのような真祖がそうそうくたばることはあるまいさ」

　オクトガル便で連絡を受けて待っていたアンジェリカが、エアリスと和やかに挨拶を交わす。なお、ヘンドリックは現在、ウルス城から借りた伝承関係の資料を読み込むため、屋敷に引きこもっている。

　マルクトで情報収集する予定だったアンジェリカだが、宏達と一緒に行動すると、王族との面会だの拠点探しだのといった、面倒で手間のかかる用件に付き合う必要が出てくるため、転移陣の準備ができた時にそれを利用して移動することにしたのだ。

「さて、ファム達は納品に出たということゆえ、ここに残るのは我らとライムぐらいになるが、どうする？」

　さりげなくリーファに意思疎通の魔法をかけながら、アンジェリカがそう問いかける。何やら緊急事態で、ダールとフォーレから大量の補助アイテムの注文が来たのだ。それとは別口で、中央市場から大口の追加注文があり、三人で手分けして納品に行くことになったのである。

　因ちなみに、納品先はファムがダール王宮、テレスがフォーレ王宮、ノーラが中央市場だ。ファムがダール王宮なのは、緊急事態の対応に疲れが出ている女王が、癒いやしを求めて指名したからである。

　そういう理由なので、テレスとノーラはともかくファムが今日戻ってこられるかどうかはかなり不透明で、エアリスからすれば少々当てが外れた形になったといえなくもない。

「大丈夫！　おもちゃいっぱいあるの！」

「ふむ、おもちゃとな？」

「たとえばこーいうの！」

　和室まで上がらず、食堂のテーブルで会話していたアンジェリカ達に対して、ライムが実に楽しそうにけん玉を用意して見せる。そのけん玉を見て、エアリスがなるほどという表情で合掌するように手を叩たたく。

「ふむ、それはどういうものだ？」

「けん玉っていって、こーやって遊ぶの！」

　そう答えながらライムが実演してみせる。器用に玉をぽんぽんと皿に乗せては弾ませるライムに、アンジェリカが感心した表情を見せる。リーファも、スピーディなライムの動きに目を丸くしていた。

　実はこのけん玉はファム達の自作品だ。木工の練習も兼ねて、端材を使って作ったものである。

「なるほど、面白そうだ。少し借りていいか？」

「はい！」

　ライムの実演を見て興味をそそられたアンジェリカが、けん玉を借りて実際にやってみる。最初数度はいまいちコツを摑つかめず、初歩中の初歩である一番大きな皿にも玉を乗せられなかったが、試行回数が十回を超える頃には、三方の皿全てに玉を乗せることに成功してみせる。

「ふむ。なかなか難しいな」

「練習すれば、ちょっとぐらいよそ見しててもできるよーになるの」

「そうであろうな、っと」

　見た目の印象より随分と難しいけん玉に、微妙に苦戦しながらもどんどんコツを摑んでいくアンジェリカ。皿から皿へ移すのには最初とはまた違ったコツが必要であり、一回目に成功するまでには倍ほどの試行回数が必要になったが、一度できるようになってみると、拍子抜けするほど簡単に連続で玉を移せるようになる。

「なるほど、な。これはなかなか奥が深い」

　連続で玉を移したあと、高めの軌跡を描くように跳ね上げて剣に刺してみせて、アンジェリカがそう感想を告げる。そこから派生するいろいろな技に思い至り、基本がシンプルゆえにそれほど単純な遊びでもないと認識したらしい。

『奥が深い、ですか？』

「ああ。たとえば、玉の方を持って逆パターンでやってみせたり、糸を摑んで軌跡を変えたり、いろいろな遊び方ができそうなのでな。まあ、そんな高度な真似は、まず基本系を多少よそ見しても成功するぐらいまで習熟してからになろうが」

　けん玉という遊びの何が奥が深いかということを説明しながら、アンジェリカがリーファにけん玉を渡す。様子を見るに、エアリスはけん玉の基本ぐらいはできそうだと判断したこともあるが、今日のメインはリーファだからである。

『えっと、あっ、あれ？』

　最初のぶら下げた玉を跳ね上げる段階で、リーファが早くも苦戦し始める。澪と理由や方向性こそ違うが、こういった遊びをしたことがないリーファは、澪同様なかなかコツが摑めないようだ。

　結果、なかなか上う手まく玉が上に飛ばず、数度振り子のように玉を振り回しているうちに何かの拍子で勢いがつきすぎ……

『あう……』

「だ、大丈夫ですか!?」

「おーじょさま！」

　派手に振り回す形になった玉が大きく円を描き、鈍い音を立てて見事にリーファの額に直撃してしまった。

『……うう、痛い……』

「これは、かなり痛そうだな……」

　結構洒落しゃれにならないあたり方をしたリーファに、アンジェリカが渋い顔をする。魔法や薬で治療するのは大げさに過ぎ、かといって何もしないのは問題がありそうだ。こういうおもちゃは恐らく、習熟する過程でこの種の事故を何度も繰り返すのだろうが、リーファの立場や背景を考えると、どうにもそれはよろしくない気がするのだ。

　実のところ、リーファは宏がマルクトに行く前に作り上げた霊布の服をインナーとして着ているので、けん玉の玉が頭に直撃したぐらいでは、痛みはともかくダメージは受けない。ただし、こういう緊迫していない状況で自爆によって受ける痛みは一切軽減されないため、直撃すればそれはもう痛い。

『こ、この程度のことに……、負けたりしません！』

「いや、所詮遊びなのだから、駄目ならすっぱり諦めても問題はないと思うが……」

　どうやら、あまりに情けない流れに、リーファの中で妙なスイッチが入ったようだ。

　その後もさんざんあちらこちらに玉をぶつけ、見かねたアンジェリカが防御結界を張ってダメージを無効化することになるまでチャレンジを続け、そのあまりの不器用さにいい加減止めに入ろうかと思ったところで、ついにリーファが最初の一回に成功する。

『あっ』

「おめでとうございます！」

「おーじょさま、できた!!」

「ふむ。見事な根性だのう」

　頭に直撃してから三十分。鬼気迫る表情でチャレンジを続けていたリーファの努力が、ついに報われたのである。

　一度成功すると、今までなぜ苦労していたのかが分からないほど簡単にできるようになるのが、この手の遊びだ。さんざん暴走させたせいかいつの間にか力加減を把握していたリーファは、そこから先は一度も失敗せずに次々と玉を動かし続ける。

「できるようになれば、失敗せぬものだな」

「そうですね」

「それで姫ひめ巫み女こ殿。お主は頭や顔に直撃したことは？」

「二度ほど」

「なるほどな」

　春菜同様、見本を見せれば何でもあっさりこなしてしまいそうな印象があるエアリスだが、リーファほどではないだけで身体を動かす作業はそれほど得意なジャンルではないらしい。

　そもそもの話、懐剣を使っての護身術を毎日訓練しているというのに、いまだに合格ラインには程遠い腕前でしかないのだから、身体を動かすのが得意とは言い難いのは誰の目にも明らかであろう。恐らく、その訓練風景をアンジェリカが見れば、今までの評価をあっさり撤回するに違いない。

「他の遊びもあるよ！」

　リーファがある程度できるようになったと見て、そろそろ違う遊びに移りたいとライムが提案する。持ち出してきたのは、小さな樽たると髭ひげの生えた海賊船の船長風の男の人形、そしておもちゃのサーベルが数本。

「これは？」

「えっとね、こーやって人形セットして、こーやって一人ずつ順番にみぞに剣さして……」

　ライムが遊び方を実演するため次々にサーベルを刺していき、アタリの溝に刺したとき樽の中にセットされた人形が飛び出した。

「こうやって人形がとんじゃったらまけなの！」

「ふむ、なるほどな。いわゆる運だめしのようなものか。どこを刺せば人形が飛ぶのか、それは事前に分からないのだろう？」

「そーなの！」

　アンジェリカの質問に、元気よく答えるライム。遊び方も分かったところで早速ものは試しと順番をさいころで決め、一番手になったリーファが樽にサーベルを刺すと……。

『あっ……』
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　いきなり人形が飛び出す。確率的にそこそこ起こることではあるが、起こってしまうと爆笑するか微妙な空気になるしかない難儀な展開。今回は、見事に微妙な空気になってしまった。

「……そうだな。もう一度、最初からやり直すか。王女よ、今のはさすがにあんまりだから、もう一度一番手をやるといい」

『……はい……』

　リーファに気を使ったアンジェリカの言葉に頷き、再度人形をセットして別の場所にサーベルを刺す。再び飛び出す人形。

『……』

「……」

　さらに重くなった空気に耐えられず、もう一度セットしてサーベルを刺す。またしても飛び出す人形。三連続となると、さすがに別の遊びにしたほうがいいのではないか、という気になってしまうのだが、かといって、ここでやめるとそれはそれで何かに負けた気がする。

　そんな複雑な心境に、少しばかり全員の動きが止まる。

　ライムでさえ何も言わないのだから、いかに今の空気が重いか分かるだろう。

「……あっ」

　結局、誰も口を挟めぬまま四度目、五度目と無言で繰り返し、六度目についに、リーファの手番が終わる。サーベルを刺して何も起こらなかったその瞬間、思わず安あん堵どの声を漏らしたエアリスを誰も責めることはできないだろう。

「……三千年以上生きているというのに、こんなに緊張したのは初めてだぞ……」

『申しわけありません……』

「いや、謝られることではないのだが……」

　その後、ライムのサーベルで人形が飛ぶまで三周ほどゲームが続き、念のためともう二度ほどやって仲よくアンジェリカとエアリスが一回ずつ人形を飛ばしたところで、どうやら呪いは解けたらしいと皆の緊張まで解ける。

「運だけで決まるゲームは、当分触らぬに越したことはなさそうだな」

「ライム、反省してるの……」

「いや、ライムが悪いわけでもなかろうが……」

「ごめんなさい……」

「王女はそれこそ、何一つ悪くないぞ？」

　どうにも微妙な結果になったゲームに、ライムとリーファが謝罪する。リーファに至ってはわざわざファーレーン語で謝罪するあたり、一連の結果はかなりこたえたらしい。本当に呪いを疑いたくなる結果に、運が絡まない遊びはないのかと、アンジェリカがライムに視線を送る。

　その視線に気がついたライムが持ってきたのは、将棋にリバーシに知恵の輪。ルール説明に手間がかかる将棋を後回しにし、とりあえず知恵の輪から始めることに。

　知恵の輪を受け取るやいなや、遊び方とその意図に気がついたリーファが一分ほどかちゃかちゃといじりまわし、あっさり外してみせる。

「お～！」

『私、割とこれは得意みたいです』

「じゃあ、こっちは!?」

　と、次々と渡される知恵の輪をどんどん外していくリーファ。けん玉の時に見せた不器用さが噓うそのような光景である。

「ふむ。……我だと解けるものと解けないものがあるな」

「私も一応一度は全部解いたことがあるのですが、得意なものと苦手なものがありました」

「ノーラおねーちゃんは、これ苦手！」

　知恵の輪のおかげで、先ほどまでの空気は見事に払ふっ拭しょくされる。アルチェムが工房の世界樹に呼ばれて顔を出し、テレスとノーラが納品から帰ってくるまで、なんだかんだ言って四人で和気あいあいと遊んでいたのであった。








世界編　第二二話






「……やっぱ、あのダンスかい……」

「ん。別物ってぐらい違うけど、間違いなく原形はあのダンス」

　マルクトに到着した日の夜。当初の予定どおり王家の皆様および宰相一家と観劇しながらの会食に臨んだ宏ひろしは、舞台の一番最初に行われたダンスを見て一気に脱力した。春はる菜なの隣では、表情こそいつもどおりながら、同じように脱力している澪みおの姿が。

「あのダンス？」

「とある漫画のダンスでな。っちゅうか、もしかせんでも、ここに飛ばされてきた知られざる大陸からの客人、知り合いやな」

「そうなの？」

「せやねん。知り合いにな、自称キ○キ○ダンサーっちゅうやつがおってな」

「あ～、その名前、宏君が前に言ってたよね。たしか、腰こし蓑みのと草の鎧よろい作った相手で、『神の舞踊』ってエクストラスキル持ってたんだっけ？」

「せや、そいつのことやな。っちゅうか、もう一年以上前の話やのに、よう覚えとったなあ」

「データベース方向での記憶力には、一応自信があるから。思い出そうとしないとすぐに思い出せないのが難点だけど」

　他の人間の邪魔をしないように、小声でそんなやり取りをする宏と春菜。隣同士ゆえに会話が成立する程度の声だったのだが、どうやらマルクト王には聞かれていたらしい。少しばかり驚いた顔で、同じようにやや声をひそめながら会話に割り込んでくる。

　余談ながら、マルクト王・ナーデルは現在三十路みそじに差し掛かったところ、ダールの女王と同年代だ。二人の王妃と五人の子供がいるが、一番上の王子でもまだ十歳なので、これといって仕事は任されていない。ただ、これに関しては逆の話、そのくらいの年頃から政務に関わっているファーレーン王家の王子王女が特殊なのであり、マルクトの王子はまったくもって普通だ。

「工房主殿は、そのお名前をご存じなのか」

「ご存じ、っちゅうか、向こうでは普通に知り合いですねんけど……」

「ふむ。三百年前の英雄と知り合い、か。不思議な話だな」

「アルフェミナ様とダルジャン様の話やと、向こうで同じ時代に生きとった人間やからっちゅうても、必ずしも同じ時代に飛ばされるとは限らへんらしいどころか、千年単位でずれるんもザラやそうですわ」

「なるほど。知られざる大陸というのは、奥が深い」

　宏の説明に、何やら納得した様子を見せるマルクト王。

「では、英雄ゆかりの菓子など、いかがかな？　我が国では、ちょうどこのように観劇の合間に食すものでな。もっとも、作るのに手間がかかるので、庶民の大部分は存在すら知らぬだろうが」

「へえ？　そら興味ありますわ」

「そうか。ではすぐに用意させよう」

　宏の返事を聞き、手を叩たたいて合図を出すマルクト王。

　どうやらすでに準備をしていたらしく、マルクト王の合図があった直後に、本日出番がなかったディフォルティアの一人が、全員に菓子を給仕していく。

「……こら、餅やな」

「うん。ただ、お米を材料にしたものじゃなくて、何か別の穀物を使ってるみたい。……感じからすると……芋餅が近いかな？」

　フォークでお菓子を刺して、その正体を判断する宏と春菜。

　出てきたお菓子は、餅によく似た何かであった。

「……むう」

「ふむ、やはり口に合わなかったか？」

　一口食べて、珍しくはっきりと分かるほど難しい表情を見せる澪。その澪の様子に、苦笑しながらマルクト王が確認する。

「不ま味ずいわけでも、口に合わないわけでもない。けど……」

「ふむ。何か不満がある、ということか」

「……ごめんなさい」

「いやいや、かまわぬよ。英雄も、これには満足していなかったと伝えられているからな」

　澪の正直だが無礼な反応に、怒る様子も見せず穏やかにそう告げるマルクト王。食に関しては、下手に気を使われるほうが困る。

　とはいえ、折角のいい機会だ。無礼をとがめるつもりはないが、英雄と同郷の人間が何を不満に思ったのかだけは確認しておくことにする。

「参考までに、不満点を聞かせてもらっていいか？」

「砂さ糖とう醬じょう油ゆ塗って焼いて、海の苔り貼りたい、やろ？」

「ん」

　王の質問に、澪が言葉を選んで答える前に、宏がその答えを告げる。

　実際、宏達に出された芋餅は、砂糖醬油をベースにしたみたらし系のタレをたっぷりつけて、海苔を一枚ぺったり貼り付けるとほぼ完璧にイメージどおりのものになる感じだ。

　そこまでは求めすぎにしても、せめてきな粉かなにかは欲しいかもしれない。

　が、ベリルで調べた感じだと、マルクトのあたりには大豆はなさそうなので、きな粉も結構ハードルが高いだろう。

　どちらにせよ、今の宏達なら余裕でクリアできる程度のハードルなので、今後この地に日本人が飛ばされてしまった時のためにも、定番どころくらいは定着させてしまいたい。

「ふむ。ショウユにノリか。どのようなものかは分からぬが、それらがどうにか手に入るのであれば、教えてほしい」

「手元に現物ありますから、また後で。多分あいつが食いたかったんはこれやろう、っちゅうやつを用意させてもらいますわ」

　マルクト王の要請に、笑顔で頷うなずいて本物を用意することを力強く断言する宏。

　料理のスキルも習得していなければリアルでの心得もなかった友人。この世界に飛ばされ、長い間故郷の味から引き離されたであろう、だが、宏達のように自力で何とかするような能力もなかったはずの彼。そんな彼が恐らく血のにじむような努力で少しでも近いものをと頑張ったことがうかがえる芋餅。

　マルクトの人達も、彼のそんな境遇に心を痛めていたのだろう。大事に大事に原形を守りつつ、菓子として少しでも美お味いしくなるようにといろいろと工夫を凝らした跡が、主にかけられているソースなどにみられる。

　その境遇と執念に思いを馳はせながら、食感だけは餅の、十分美味しいのだがどこかこれじゃない感が漂う餅を平らげる。

　全員が餅を食べ終わったところで、舞台の幕が上がる。

「今日の劇は、新作らしいな。我々もまだ見ていないものだから、実はかなり楽しみにしている」

「へえ？　あらすじはどんな感じなんですか？」

「ああ。何でも、普段は男装の麗人が、とある事件の解決のために怪盗淑女に変身して悪を討つ、という内容らしい」

　国王から新作のあらすじを聞き、思わず突っ伏しそうになる日本人一行。そのあらすじ、間違いなく、知られざる大陸からの客人日本人の影響が出ている。

　他の国の劇が、基本恋物語か直近に起きた事件を脚色したもの、もしくは神話や伝説をそのまま舞台にしたものばかりなのに、それらと一切関わりのない完全に架空の物語、それも娯楽方向に大きく軸足を振った作品を上演するなど、未来を先取りしすぎにもほどがある。

「なんでも、ここ数年ダールを賑にぎわす、義賊アルヴァンから着想を得たそうだが、変身のための早変わりがなかなか上う手まくいかなかったとか何とかで、ようやく形になったから新作として本日お披露目されるそうだ」

「……本物の性癖まで忠実に再現していないことを祈りますよ……」

　完成までの経緯を聞き、達たつ也やが思わず余計な感想を漏らしてしまう。変装前後の性別こそ逆なれど、その正体が女性であるところが一致しているあたり、妙な符号を感じてどこまでも微妙な気分になってしまう。

「ほう、本物と知り合いなのか？」

「顔見知り、といった程度ですけどね。ちょっとした事件でたまたま同じ現場に居合わせて、性癖を垣間見る発言を聞いたことがあるだけです」

　達也の感想に食い付く国王陛下に、無難な答えを返してお茶を濁す達也。正体を知っているなんてことは間違っても言えないし、その正体がダールの女王だなんて絶対に漏らしてはいけない情報だ。

「まあ、細かいことは聞かんよ。事情がありそうだしな。とりあえず、折角のディフォルティアの新作だ。ちゃんと堪能せねばもったいない」

　何やらデリケートな内容に触れたと判断し、マルクト王がそれ以上は追及しないことを宣言する。王の言葉と態度につられ、宏達も私語をやめて舞台に意識を戻す。舞台では、今まさに劇が始まろうとしていた。

「……日本でもいけそうやな」

「そうね。ヅカあたりでやったら、きっと大受けするでしょうね」

「つうか、こっちに全員女性で演劇やる文化があるとは思わなかったぞ」

「あたしも驚いたわ。あと、あそこにファンが多い理由も理解したわ。男役の人の格好良さが、下手なイケメン俳優なんか鼻で笑う領域だったし」

　一時間強の演劇はあっという間に終わり、最後まで釘くぎづけになっていた宏達が次の出し物までの間、口々に感想を述べ合う。非常にクオリティが高いその劇は、ここがファンタジー世界であることを一瞬忘れそうになるほどであった。

　それだけ舞台に没頭していたにもかかわらず、きっちり出された料理の味も堪能してどれが美味かったかを把握しているのは、さすがの食い意地だとしか言いようがない。

「今回はディフォルティア単独だったが、セバスティアン単独のものや二部隊合同のものもある。どれもなかなか見事なものゆえ、機会があればぜひ見ていってもらいたい」

「機会があれば、ぜひ」

　王の言葉に、力強く頷く春菜。すっかりファンになってしまったようだ。

「因ちなみに、二部隊合同の方も今新作を練習しておってな。何やら、ローレンから入ってきた漫画というものを元にするらしい」

「漫画って、もしかして……」

　マルクト王の言葉に、真ま琴ことがひきつった顔をする。現時点で漫画といえば、ほぼ百パーセント真琴が描いたものだと断言できる。その中のどれがマルクトに流れてきているかによっては、いろいろと危険なことになりかねない。

　ベースにしているのが四コマやアクション物ならまだいい。腐女子向けのあれこれ、それも特に中級者向け以上のものやモデルが誰かはっきり分かる一部の作品は、危険どころの騒ぎではない。

「ラブコメディだと言ってたな。確か、タイトルは『春菜ちゃん、頑張る』だったか」

「「「お願いします、それだけは勘弁してください……」」」

　マルクト王が口にしたタイトルを聞いた瞬間、宏と春菜と真琴が同時に懇願する。ちゃんと許可をとったとはいえ、かなりいろいろ脚色して描いている真琴はもちろん、かなり脚色されていてなお本人だと分かってしまう宏と春菜にとっても、いろいろと洒落しゃれにならない。

　難儀なのは、真琴の実力のおかげで物語としては掛け値なしに面白く、劇にするにも向いている作品であることだろう。著作権とかそのあたりの概念が緩いこの世界において、それだけの題材をサーガや演劇に使うなというのは無理がある。

　一つ救いがあるとすれば、真琴が多少美化する程度で、ほぼ等身大の宏や春菜をできるだけ悪くとられないように注意して描写していたことであろう。それゆえに、仮に劇を見た人間が宏や春菜と話をする機会があったとして、過度に敵視されたり実物と物語の落差にがっかりされたりする確率はそれほど高くない。ただし、それが当人にとって救いとなるかは別問題だが。

「そういえば、タイトルに出ている人物とハルナ殿とは名が同じだが、何か関連が？」

「ん、モデルになった本人」

「なるほど。自身がモデルになっている物語を、他者に演劇という形で演じられる。余も身に覚えがあるが、あれは非常に居心地が悪い」

「自分が作った物語を、知らないところで劇とかにされるのも微妙な気分になりそう」

「ふむ。それも確かにそうよの。お主がそういうことを言う以上、この中に関係者が？」

「そっちの真琴姉が作者」

　マルクト王に、情け容赦なくどんどん舞台裏の事情をばらしていく澪。

　その話を聞いていたマルクト王が、何やら悪戯いたずらを思いついたような表情を浮かべる。

「折角原作者とモデルとなっている人物がいるのだ。その方々に恥じぬよう、全力で舞台の出来を完璧以上の完璧に仕上げてもらわねばな」

「「やめてー!!」」

　何やら調子に乗って余計なことに気合いを入れるマルクト王の言葉に、春菜と真琴の悲鳴が重なる。その二人とは裏腹に、どこか達観している様子の宏が印象的だ。

　結局、もうある程度告知も進んでいるという理由もあり、舞台化の阻止は不可能なのであった。




　　　　☆




「マルクトに行く必要が出てきました」

　同じ日のウルス、アズマ工房。夕食の席で、アルチェムが唐突にそんなことを宣言する。

　なお、現在夕食を食べているのはエアリス、アルチェム、リーファ、ライム、テレス、ノーラ、アンジェリカと、ライムのわがままに付き合って同席しているレラの八人である。

　ファムはダール王宮から戻っておらず、ジノ達は修行も兼ねて自分達の夕食を調理中。指定された食材にやや難易度の高いモンスター食材が混ざっており、絶賛リトライ中らしい。

「マルクトに？　アルチェムさんが、ですか？」

「はい。アランウェン様の巫み女ことして、世界樹の知恵の継承者として、向こうでしなければいけないことができまして」

　アルチェムとエアリスの会話に、黙って美味しい食事を堪能していたリーファの動きが止まる。聞き捨てならない単語が混ざるのはもはや諦めるにしても、いくらなんでも世界樹の知恵とかそういう話を、ただの夕食の席でさらっと言うのはやめてほしい。

　そんなことを思っているのはどうやらリーファだけで、他のメンバーは驚いたり身構えたりするでもなく、ごく当たり前に今後の日程でも聞くような感じで話を進めていく。

「それはいいんだけど、いつから行くの？　親方が転移陣を設置してから？」

「多分そうなると思う」

「一人で大丈夫なのですか？」

「正直、地理と移動手段の問題で不安があるから、場合によってはヒロシさん達に協力してもらうことになるかも。というか、転移陣を使わせてもらう以上は事情を説明しなきゃいけないんだけど、内容的にヒロシさんが食いついてくる可能性が高い気がするの」

　アルチェムの言葉に、何かを納得した様子を見せる一同。工房主・東あずま宏は、特定の条件さえ満たせば実に簡単に釣れる。最近はいろいろ満たされてきているため、少々ハードルが上がってきているのは事実だが、それでもまだまだやりようはある。

　その条件とは言うまでもない。特殊な素材の入手をちらつかせるか、もしくは職人魂が刺激される何かの製造依頼である。

　アランウェンの巫女でかつ世界樹の知恵の継承者として行動し、場所がマルクトとなると、恐らく高い確率で特殊素材の入手が絡んでくるのだろう。

　実はこの時点ですでにマルクトとは転移陣がつながっているのだが、アルチェムはウルス自体には別件で昨日来ており、今日は転移陣を使っていないので気がついていない。転移陣を使ったノーラも、普段わざわざ転送先リストを確認していないため、転送先にアルファトの工房が増えていたことに気がつかなかったのだ。

　そのため、現時点では誰もアルファトが転移陣ネットワークに追加されていることに気がついていない。

「どんな素材が手に入りそうなのですか？」

「ん～、話を聞くかぎりでは、ほぼ確定なのがユニコーンの角、それも特殊個体のもの。あと、場合によってはグリフォンのブレス袋とかペガサスの羽とかカーバンクルアイとかそういうのも手に入るかも」

　流れるように素材の話に移ったノーラとアルチェムに、目を白黒させていたリーファがようやく口を挟む。

『あの、少し質問、よろしいでしょうか？』

「どうぞなのです」

『事情を説明して協力してもらうのに、なぜ素材の話が出てくるのでしょうか……？』

「親方に何か頼むのなら、素材か製造依頼で釣るのが一番手っ取り早いのです」

「今回は、大義名分を持って合法的に幻獣系の素材が手に入りそうなので、その話をすると食いついてきそうかな、という話なんです」

　まるで一般常識を語るかのように、ノーラとアルチェムが宏の操縦方法を教えてくれる。そんな、自身にはまったく役立ちそうにない情報を聞かされ、困ったように乾いた笑みを浮かべるリーファ。

「因みに、一般的に男の人を操縦するのに絶大な威力を誇ると言われている、いわゆる色仕掛けとか女の武器とかは逆効果ですから、よく覚えておいてくださいね」

『私の歳で色仕掛けして引っかかるような殿方とは……あまりお近づきになりたくないのですが……』

「そうでしょうね。周りも、リーファ王女にそんな変質者を近寄らせたりはしないでしょうし」

　テレスの言葉に、リーファが少し曖あい昧まいな感じで笑ってみせる。幼女の色仕掛けに引っかかるようなタイプではないが、変態とは知り合いだ。しかも、その変態がいなければ、恐らく精神的に壊れていたであろうと自覚するぐらいには世話になってしまっている。

　だが、その話をして余計な誤解を招きたくない相手が何人かいるし、助けてくれた人に迷惑をかけるのも嫌だ。その程度にはその変態に感謝しているし、少なくとも故郷にいる親兄弟よりは好感を持っている。

　そんな態度が透けて出たか、リーファが変質者の類たぐいと知り合いであることをアルチェムとライムを除くこの場の全員が悟る。悟りはしたものの、触れるといろいろと怖いことになりそうで、結局誰もこの場ではそのことについて追及しない。

「それで、話を戻すけど、アルチェムの用事って結局何？」

「マルクトの幻獣がどうも変異化してるらしくて、その解決のために私が向こうに行く必要が出てきたの。幻獣はアランウェン様の管かん轄かつだから」

「なるほど、ね」

　アルチェムの説明に、テレスが納得して頷く。

「ねーねー、マルクトって、どんなところ？」

「そうですね。教えてもらった知識としては、農業で生計を立てる、歌とか演劇が盛んな国だと聞いています。首都アルファトのあるあたりはダールほどではありませんが、かなり暑いですね。リーファ様を保護しに行った時は街を見て回る余裕はなかったので、実際にどんなところなのかについては、ウルスよりかなり暑いことぐらいしか分かりません」

　ライムの疑問に、エアリスが知っていることを教える。といっても、ほとんどが教科書的な知識で、実体験したのは通年でかなり暑いアルファトの気候ぐらいだ。はっきり言って、何も知らないのと変わらない。

『……私も、宿屋の天井と途中で通った断崖絶壁ぐらいしか、マルクトの記憶がありません』

「だ、断崖絶壁って……」

　リーファがぽつっと漏らした単語に、テレスが半ば絶句しながら呻うめく。こう言っては何だが、国土に山がある国に、断崖絶壁があることは珍しくもなんともない。が、そこを仮にも一国の王女が通るというのはどうなのか。

「亡命のための逃避行だったというのは分かるが、王女の体力でよく無事だったのう？」

『今にして思えば、とても無謀な旅だった気がします』

　リーファには正直なところ、タオ・ヨルジャがいなければとうの昔に死んでいた自覚がある。利害の一致によるものとはいえ、足手まといでしかない子供と、ひたすら邪魔しかしない身体だけが一人前なのに中身は子供未満の侍女を抱えて、数々の難所を乗り越えた功績だけは否定できない。

　その難所越えの厳しさが侍女のヒステリーを増幅した面は否いなめないが、そんな道を通ったおかげで妙な一団を一組排除できているのだから、無謀なことをした甲か斐いはあったのだろう。

　もっとも、それだけの難所を乗り越えたというのに、結局最後までお互いに相手を信用せず、一体感も結束力も生まれなかったあたり、なんだかんだ言ってリーファもウォルディスという国の人間なのかもしれない。

「ふむ。思ったのだが、王女が今日、料理を教わりたいと申し出たのも、その時のことが関わっておるのではないか？」

『はい。ある人にも言われましたし、どんな環境になっても、ある程度ちゃんとしたものを食べられる方法を身につけておく必要を感じていました。今まで言い出す機会がなかったのですが、今日はちょうどいいきっかけがありましたので』

「方向性こそ違うのですが、リーファ王女の考え方が、親方達と同じになっているのです……」

「でも、どんな環境でも食べられるものを調達できて、きちんと食べられるように料理する技を磨くことは重要だと思います」

　なぜか料理を教わりたいと申し出てきたリーファの思惑。それを聞いたノーラのぼやきに、珍しく口を挟んできたレラが実体験から来る考えをしみじみと語る。

　食い詰めて最底辺の生活をしてきた期間が長いレラは、ちゃんとした最低限の食事すらままならないことによる悪影響をよく知っている。宏達のようにどこまでも美う味まい食事にこだわろうという気はないが、生ゴミと呼ぶのもはばかられるような、下手をすればネズミやゴキブリの餌より劣るようなものばかり食べていると、身体の健康だけでなく心の健康にもよくない。

　スラムにいた頃はライムの明るさに救われていたが、そうでなければ間違いなく、親子揃そろって致命的な犯罪を平気で犯していただろう。

「そういえば、レラさんはスラム出身だったのです」

「ウルスのスラムは、幸運にもヒロシさんのおかげで清潔で最低限ではあってもちゃんとした食事がとれ、薄給でも国に必要とされる仕事を任せてもらえる、人としての尊厳が保てる場所になりましたが、そうなる前は暗黒街よりマシというだけで、かなり荒すさんだ環境でした」

「まあ、そうでしょうね……」

　食後のお茶を飲みながら、ぽつぽつと去年までのスラムについて語るレラに、テレスが辛うじてそう相あい槌づちを打つ。

　今の旧スラム地区は、国の委託による実験農場での栽培方法の確立のための仕事を、食い詰めて流れてきた人間を雇って技能訓練とセットで行う場所になっている。この結果、以前よりはるかに前向きな形でセーフティネットとして機能するようになった。

　最近では隣接地区の空き地も畑や田んぼに変え、さらに試験栽培している作物の種類を増やしているため、人の手はいくらあっても足りない。時折突然変異を起こしてモンスター化するが、アルフェミナ神殿のおひざ元とも言える街だからか、逃げようとはしても積極的に攻撃に転じようとする作物は今のところ発生していない。

　ウルスのスラムは、様々な意味で幸運だったといえる。ファムが宏からスリを働こうとしていなければ、その時スラムでメラネイト中毒が流は行やっていなければ、恐らくスラムはスラムのままであっただろう。

　また、メラネイト中毒の発生件数が少なければ、国がアズマ工房に緊急依頼として治療の依頼を行わなかっただろうから、レラとライムだけがたまたま助かった形になりあちらこちらから恨まれたりねたまれたりして、結局身の危険はなくならなかったに違いない。

　そういった意味では、中毒の大量発生の原因が土壌汚染であり、安全保障や衛生改善の観点により土壌改良から実験農場まで一気に国家プロジェクトが進んだのは、ウルスのスラム地区だけでなくレラにとっても幸運であった。

　そこまでプロジェクトが進まなければ、セーフティネットのレベルではあってもスラムが雇用の場にはならなかっただろうし、その場合いくら全員平等に治療を受けていてもレラ達三人だけしか最低の環境から抜けだせなかったことは変わらない。

　こういう命が関わる環境での嫉妬は、容易に人を殺す方向に発展しがちなので、全員の環境が底上げされる方向に進んだのは、本当に運が良かったのである。

「なかなか壮絶な環境に生きてきた人間が揃っておるなあ……」

「ジノ達はともかく、親方の直弟子に当たる人間は全員、何らかの形で親方に命を救われているのです。ある程度以上平和でない人生を送ってきているのはしょうがないのです」

「聞くところによると、姫ひめ巫み女こ殿もアルチェムもヒロシに命を救われているらしいが、ヒロシが命の恩人ではないのは、もしかしてこの場では我と王女だけか？」

「そうなるのです」

「あれも女性恐怖症のくせに、まめなことよのう。揃いも揃って美人ばかりではないか」

　アンジェリカのその評価に、レラが微妙に物言いをつけたそうにする。極限の状況では容姿など何の役にも立たないと思い知っているため、コンプレックスの類は特にないのだが、褒められて思うところがあるのはまた別の話である。

　レラはあくまで十人並み。真琴同様、平凡な容姿と言われる範囲の女性としては魅力的な顔ではあるが、どこまでも誤差の範囲である。容姿が魅力的にうつるなら、それは完全にボディケアと雰囲気のたまものであり、リーファとは違って磨けば光る逸材だったわけではない。

　そのあたりの自覚があって素直に褒め言葉を受け入れられず、かといって文句をつけるのも自意識過剰な気がするし、何より相手は客人でいろんな意味で自分より上位の存在。褒められて文句をつけるなど、いろいろ恐れ多い。

　そんな諸もろ々もろもあり、結局レラは沈黙する。こんなことを考えるところからも、レラが基本社交辞令ですら美人だとか美しいだとか言われる機会がなかったことがよく分かる。

　スラムで生活していたなら、恐らく一生顔を褒めてもらうことなどなかっただろうし、逆に今の状況で褒められても、それはそれで受け入れられないというのは、なかなか不ふ憫びんな話ではある。

「命の恩人で好意も持っていれば感謝も尊敬もしているのも事実なのですが、ノーラはそれで単純に惚ほれるほどチョロくはないのです」

「本人は当時無自覚でしたが、ハルナさんが微妙に熱視線を送っていた時点でそういう対象からは外しました。あの人と張り合うなんて、エル様とアルチェムぐらいじゃなきゃ無謀もいいところです」

「まあ、分からんではない。余程強烈なきっかけでもなければ、ハルナと張り合おうなどと普通は考えんしな」

　容姿を褒められることに対してレラが何か思っていることを察し、話を不自然にならない形で恋バナ方面にずらす。

「あちらこちらで恋の花が咲き始めておるが、テレスとノーラはどうなのかな？」

「……合コン、日程が決まったそうなのです」

「……恋愛は諦めるにしても、いろんなところの思惑が絡んだブラックな感じのお見合いは嬉うれしくないなあ、というのが本音ですね……」

　アンジェリカの話題誘導に、素直に乗ったノーラにあわせてテレスも思うところを口にする。変わった先の話題もレラが無関係ではないのだが、容姿や変質者の話題よりはましである。

「そういえば、その件ですが、お兄様から伝言がありまして」

「伝言？　どんなものなのです？」

「はい。それなりの家柄か、身分はないが有能で信頼できる人間かを集めることになるので、人数合わせも兼ねて相手を探している貴族や大商人など名家のご令嬢も数人、女性側として参加させるとのことです」

「そういう人達とノーラ達を一緒に扱わないでほしいのです。ノーラは基本、どこの馬の骨とも知れないモーラ族なのです……」

　エアリスから受けた伝言に、微妙に絶望的な表情を浮かべるテレスとノーラ。どことなく達観した様子を見せるレラ。

「ねえねえ」

「どうしたの、ライム？」

「おかーさん結婚するの？」

「多分、このままだとそうなるんじゃないかしら。新しいお父さんは嫌？」

「おとーさんでおにーちゃんは親方とタツヤおにーちゃんだから、おかーさんをいじめない人ならどうでもいい」

　レラとの会話で、ライムが無邪気にシビアできついことを言う。子供なんてそんなものではあるが、宏や達也とライムの絆きずなを超えなければ父と認めてもらえないあたり、レラの再婚相手は前途多難である。

　恐らく、同じくらい重要なファムも認識は同じようなものだろうと考えると、なおのことである。

「この工房から嫁を取る男は、みな苦労しそうだのう」

「レラさんに関しては、さすがに仕方がないと思います。正直、私もファムさんやライムさんが、亡くなられた実のお父上やヒロシ様、タツヤ様以外を父親として認めるとは到底思えませんし」

　そこを割りきれる男以外、レラの相手は務まらないのではないか。同席者全員にそんなことを思わせながら、この日の夕食は終わりを告げるのであった。




　　　　☆




「コードネーム・バースト。新しい仕事だ」

「おや。今回は早いんだな」

「ファーレーンからの客人がらみだからな。一連の経緯を考えると、事情にも通じているお前に任せるのが一番手っ取り早い」

　観劇の翌日、マルクトでの早朝。まだ日の出直後という時間からすでに活動している勤勉なアサシンギルドでは、余計なことに対して勤勉な変態暗殺者に新たな指令が下っていた。

「了解了解。で、どんな内容だ？」

「幻獣達の生息地の異変については、知っているか？」

「異変が起こってるってことだけは聞いてる。確か、アジュカあたりが調査隊に同行してたと思うが？」

「ああ。詳細については後で説明するが、こちらが派遣した調査隊では手に負えないことが確定した。それで、ファーレーンからの客人であるアズマ工房一行に正確な調査と解決、継続的な対処が必要であるなら対処方法の確立を依頼することになった」

「あの調査隊で手に負えないか。そりゃなかなか大おお事ごとだな」

　ギルドマスターの説明を聞き、ピエロマスクの下で表情を引き締めるバースト。詳細こそ知らないが、一応調査隊の構成員ぐらいは聞いている。その中にあった幾人かの名前が、バーストに真面目な態度を取らせていた。

　彼にそんな態度を取らせるくらいには、派遣された調査隊は有能な人員で固められていたのだ。

「それで、その話が何で俺に声がかかるんだ？」

「それは、アズマ工房一行に同行するファーレーン側の密偵が、お前のよく知る人物だからだよ」

「ん？　ああ、王女様をファーレーンに逃がした時に組んだ、あの出自は俺達と同類っぽい歳や見た目にそぐわぬ凄すご腕うでちゃんか」

「ああ。リーファ王女の件でお前と共同で動いた、レイオット殿下の隠し腕ことレイニー・ムーンだ」

「そりゃ心強いような不安なような、って感じだな」

　レイニーの立ち居振る舞いを思い出しながら、バーストがおどけてそんな風に答える。単純な潜入工作の力量は自分の方が上、トータルでの情報収集能力は相手の方がかなり高い。正面きっての戦闘は状況次第。不意打ちからの初撃に関しては圧倒的に自分が上。しかしながら、その不意打ちで仕留めきれるかというと絶対の自信はない。

　正直に言って、相手が少女であることを差し引いても、あまり敵対したくはない相手だ。味方であるうちはいいが、敵に回られると同業者だけにやりづらい。

「正直に言うと、お兄ちゃんよその国の密偵とはあんまり縁を深めたくないんだが」

「心配するな。そもそもそいつと敵対する状況では、マルクト全土がファーレーンを敵に回しているのと変わらん。だから、敵に回ることはないと思え」

「そういう問題じゃないんだが、まあいいか。いい機会だし、あの凄腕ちゃんが気にしてるっぽい部分を徹底的にメンテしてやるか」

「個人的に敵対する可能性があるから、そういう余計なことはするな」

　先ほどまでのプロフェッショナルな緊張感はどうした。そう言いたくなるほど速やかに、バーストが普段の変態に戻る。

　信じられないことだが、これで本心から性欲とか下心とか一切なしに純粋に善意から、レイニーの身体をメンテナンスすると言っているのだから難儀な話である。

「話を戻す。お前が選ばれた理由は他にもある。一つは言うまでもなく、アサシンギルド屈指の潜入と生還能力。場合によっては変異化した幻獣達の巣に突入することになる。というより、アジュカが駄目だったのも、変異化した幻獣に発見され、重傷を負わされたからだからな」

「またハードな話で。つうか、アジュカで駄目なら、俺でも大概怪しいんだが？」

「そこは、先方と相談してくれ。で、だ。お前が適任であるもう一つの理由なんだが、今回まず手始めに調査するのが、レブル地方のユニコーンの森。調査の際、拠点にするのはオルガ村」

「あ～、そういうことか、なるほどな」

「そういうことだ。先方を村人に紹介するついでに、弟達に顔でも見せてこい。随分会ってないんだろう？」

「へ～い」

　幹部に言われ、素直に頷くバースト。場所にしても人選にしても、いろいろ納得できる話だ。

　レブル地方はアルファトから比較的近い場所にある。といっても乗合馬車で一週間以上はかかるなかなかの田舎だ。基本的に農業以外の産業がなく、ユニコーンの森がなければ乗合馬車の定期便など間違いなく存在しないであろう地域である。

　そのレブル地方のユニコーンの森にもっとも近い位置にあるのが、バーストの故郷であるオルガ村だ。どれほど近くにあるかというと、普通の人の足で約一日、今回調査用に用立てする予定の高速馬車なら、機材満載でも二時間かからないという、他の幻獣の群生地と比べると極端に近い場所にある。

　逆に、もっとも距離があって利便性が悪いのが、ロガーサ山地のペガサスの群生地だ。あちらは普通に移動だけで二十日はかかり、しかも途中乗り物が使えない場所が出てくる。

　さすがにそんな場所に、国外の、しかも頭を下げて調査を依頼した者達をいきなり送り込むのはよろしくない。なので、今回はペガサスの異変は後回しとなった。

　基本的に安全性その他の問題から、一部例外を除きこれ以上近くに人間の集落を作ることはできない。そのため、調査する幻獣の生息地としては、レブル地方のユニコーンの森が一番利便性がいいと断言できる。

　余談ながら、調査隊はアジュカが重傷を負わされた時点で、とっとと長距離転移でアルファトまで戻ってきている。

「それで、調査開始はいつからなんだ？」

「先方の都合次第だが、遅くとも三日以内というところらしい。アルファトに工房を作って、いろいろ準備を整えてからとのことだ」

「なるほど、了解。つまり、今日出発するってことはまずない、ってことか」

「そうなるな」

「なら、ちょっと日課を済ませてくる。今から出ればちょうどいいからな」

　そう言って、恐ろしいまでの早業で部屋から消えるバースト。そのあまりの早業に、調査の詳細を伝えようとしていた幹部が頭を抱える。

「まだ、説明することが山ほど残っていたんだが……」

　結局、四方八方に手を尽くして再びバーストを呼び出し、深夜帯に調査の詳細その他を説明するという二度手間を強いられる幹部であった。




　　　　☆




「シームリットちゃん、また鍋の修理お願いね」

「あいよ。そこ置いといて」

「とうとう包丁の刃が派手に欠けちゃったから、新調したいんだけど大丈夫かしら？」

「三日くんない？　今入ってる注文で、鉄の在庫カツカツなんよ。先週注文だしたんだけど、予定が明後日あさってなんだわ」

「分かったわ。三日ね。お隣の奥さんに、材料切るのだけお願いしなきゃね」

　バーストが指令を受けた日の昼。目的地であるオルガ村にある一軒の鍛か冶じ屋は、今日も大盛況であった。

　村で唯一の鍛冶屋を切り盛りしているのは、ウサギ系獣人の特徴を持った若い男。外見上の特徴はノーラ達モーラ族とあまり変わらないが、よく見れば耳の形が違う。といっても同じウサギ系獣人か観察力に優れた人間が見れば分かる、という程度の違いでしかなく、普通の人間系種族が見ても区別がつくほどの差はない。イギリス人とフランス人ぐらいの差といったところだ。

　何らかのトラブルがあって誰かが駆け込んでくるのは、大体この時間帯だ。それゆえに、シームリットと呼ばれたこの鍛冶師は、この時間帯はあまり仕事にならない。

「さて、今日の注文はこんなもんかね」

　あの後も五人ほどの村人が駆け込んできて、素人手入れではどうにもならなくなった斧おのや鎌、鍬くわなどを持ち込んでくる。それらの刃先を確認し、鍋やフライパンの修理箇所を観察して一つ頷く。

「じゃあ、昨日の端材で修理できるやつからいきますか」

　そう言って、最初に取り出したのが小さく穴が開いたフライパン。フライパンといっても揚げ物なんて概念がないこの村では主に用途は焼き物か炒め物だが、この調理器具の概念を持ち込んだ知られざる大陸からの客人がフライパンと呼んでいたため、世界的にフライパンと呼ばれている。

「材料よし、品物よし、ハンマーよし、準備完了。じゃあ、いくぜ！」

　穴埋めのための端材をあてがい、大きくハンマーを振り上げる。

「オレのじゃねえし！」

　振り上げたハンマーを気合いを込めて振りおろしながら、とんでもないことをシームリットが叫ぶ。最初の一撃であっさり穴が埋まり、続いての打撃でどんどん材料とフライパンが馴な染じんでいく。一撃ごとにフライパンと材料の境界線がなくなっていき、十五回ほどの打撃でフライパンの修理は完了する。

「うむ、毎度のことながらほれぼれする仕上がりだ」

　とんでもないことを叫びながら叩いた割には、本人の言葉どおり見事な仕上がりを見せるフライパン。長年の使用でくるっていた形状も叩き直され、フライパンとして最適な曲線を描いている。

「ただいま帰りました～」

「あいよ、おかえり」

　他の鍋の修理を終え、いよいよ大物であるいい感じにへたった鎌に取り掛かろうとしたところで、去年結婚したばかりの愛妻・マーヤが帰ってきた。

　ほんわかした雰囲気の癒いやし系美女で、僧侶が着るような衣装を身にまとっている。頭に生えている鹿の角が、彼女が鹿系の獣人であることを物語る。

「で、どうだった？」

「ダメでした。またしばらく、向こうに行かないといけないかもしれません」

「そっか。装備貸しな。修理するから」

「いえ。私の装備より、お仕事を優先してください。すくなくとも、今日明日はここにいますし」

「いや、そうもいかないって。前みたいにいきなり状況が変わって、慌てて飛び出す羽目になっちまったらやばいしさ」

　そう言いながら、強引に彼女のメイスを奪い取り、修理のために奥に持っていくシームリット。そのまま使い込まれてずいぶんヘタっているメイスを確認しながらポツリと付け足す。

「それにな。オレがちゃんと修理しなかったせいでこいつが壊れてお前になんかあったら、悔やんでも悔やみきれねえし。それで死んだりしたら、後追いかけちまう自信があるぞ、オレ」

　そんな口説き文句を言いながら、まだ普通の修理で何とかなる範囲のそのメイスを、先ほどの鍋類とは比較にならないほど丁寧に修理し始める。

　その私情の入り方は正直職人失格ではあるが、まだまだ新婚、しかも穏やかながらなかなかの大恋愛で結ばれた二人とあっては、ある程度仕方がないことかもしれない。

「さて、気合い入れていくぞ！　オレのじゃねえし!!」

　もっとも、修理の時の相変わらずの掛け声が、全てを台無しにしているが。

「あ、そうそう、シームリットさん」

「なんだ？」

「村長さんから聞いたんですが、近いうちに調査のための人員が来るそうです」

「ほうほう。そりゃ朗報、だといいなあ……」

「そうですね」

　朗報かどうか分からない話に、なんとなく微妙な言葉が続いてしまう。

「とりあえず、人妻になった途端に『よるなビッチ！』とか言い出す子達がいなくなってくれるといいんですけど……」

「そんなこと言ってやがるのか……」

「本来は伝承と違って、浮気でもしてない限りは人妻かどうかなんて気にしないし、男性に触られるの嫌がったりしないんですけどね……」

　なかなか深刻なことになっているらしいユニコーンの森に、いろいろため息が止まらない夫婦。特に嫁の方は特殊な役割を担っているらしく、その深刻さはちょっと冗談ではすまない。

「本当に、今度来るらしい人達が解決の助けになってくれるといいんですけどね。戦士見てるといっても限界がありますし」

　そうぼやいて、再び深々とため息をつくマーヤ。そんな彼らに対し、運命の出会いと再会は刻一刻と近づいているのであった。






世界編　第二三話






「どんな感じじゃ？」

「難儀なことになっちょるっちゃね」

　鹿系獣人の老人の問いかけに、地面に手を当てて何やらやっていたエルフの女性が、首を左右に振りながら非常に怪しげな訛なまりの入った言葉で答える。

　ユニコーンの森は、マルクトの上層部が思うよりはるかに厄介なことになっていた。

「とりあえず、このあたりの大地は浄化したっちゃ。柵作ってここに無事なユニコーンさ避難させるべ」

「そうじゃな。当面はそれしかないか……」

「やらねえよりははるかにましだべ。手遅れになる前に、サクサク動くっちゃ」

「うむ」

　エルフの女性に促され、老人が指笛を吹く。その音に呼ばれ、十数頭のユニコーンがぞろぞろと現れる。

「しばらくはここにいるっちゃ。ここは普通の森になったっちゃ」

『世話をかけます』

「これもうちの役目っちゃ。でも、感謝してくれるなら、グリフォンの時に手伝ってくれたらありがたいべ」

『分かりました。その時は、私の名にかけて協力しましょう』

　エルフの言葉に、ユニコーンの中でも特に立派な角と体たい軀くを持つ一頭がそう応じる。その後、どのあたりまでなら現状大丈夫かを告げ、慌ただしく他の場所にエルフが移動する。

　異変は静かに、だが着実に進んでいた。




　　　　☆




「それでは、気をつけるのだぞ？」

「アンジェリカさんも気をつけて。私達の手が欲しい時は、いつでも言ってね」

「その時は連絡する。お主らに転移用の目印も付けたし、状況次第では連絡してすぐに、直接転移する」

「うん。分かったよ」

　アルファトの工房に転移陣を設置した二日後。予定どおり、三千年以上生きた長命種としての能力で情報収集を行うため、アンジェリカがアルファトの工房を後にする。

「ほな、僕らも行くか」

「そうだね。アルチェムさん、あまり猶予なさそうなんだっけ？」

「そうですね。多分、急いだほうがいいかと思います」

　その後ろ姿を見送った後、宏ひろし達も調査隊と合流すべく、アルファト城へと向かう。急ぐといってもマルクト側や現地の都合もあるので限度はあるが、その前提で行動するかどうかは最終的に大きな違いとなってくる。

「ハニー!!」

　そんな風に急ぎ足での移動途中、唐突に現れたレイニーがいきなり宏に飛びかかってくる。

「させない」

　そんな、飛びかかってきたレイニーを、澪みおがハリセンで迎撃する。さらに、

「ちっとは学習しなさい！」

　澪のハリセンを食らってなお引かぬレイニーを、さらなる真ま琴ことのハリセン乱舞が叩たたきのめす。

「……なあ、澪。今のレイニー、いつ現れたか分かったか？」

「全然分からなかった」

「まったく、一般人に偽装した挙句に澪の索敵かいくぐれるレベルで気配消すとか、なんでそっち方向に成長するのよ……」

「正攻法で、ハニーとイチャラブできる気がしないから」

　悪びれる様子もなく堂々と言い切るレイニーに、思わず頭を抱える真琴。最初だけ不発にすれば落ち着くとはいえ、どんどんとアレな方向に成長する様子には頭が痛い。

　着々と能力を伸ばしていくにつれ、宏を襲うための技術も高度化していく点は、レイオットもさぞかし頭を痛めていることであろう。

　なお、今のレイニーは、マルクトの一般的な普段着を着用している。間違ってもその筋の人間とは思えない。

「で、どうしたのよ、レイニー」

「殿下の指示で、同行することになった。今回のミッション、多分潜入系の人間は多いに越したことはないと思う」

「なるほどね。殿下の指示なら、問題ないわ。ただし、あくまでも任務なんだから、宏にちょっかい出すのは禁止ね」

「分かってる。私だって、それくらいの空気は読む」

　宏と接触すると、空気を読むどころか、待ても碌ろくにできない駄犬に成り下がっていたレイニーとは思えない台詞に、日本人チームだけでなくアルチェムの顔まで驚きょう愕がくに染まる。

　確かに最近はある程度自制がきくようになっていたが、それでも空気を読まない人間の代名詞的存在を脱却できるほどではなかった。

　そんな存在だったはずのレイニーがこんな台詞を言うようになったあたり、意外にも結構人としてまともな方向に成長しているのかもしれない。

　まともな人間は出合い頭に想い人を押し倒そうと襲いかかったりしない、という突っ込みは正論だが、レイニーに限っては元が元だけに、これでも十分まともになったと言えてしまうのだ。

「……まあ、ええわ。ちんたらしとる状況でもあらへんし、さっさと向こうさんと合流や」

「……そ、そうだね。でも、レイニーさんは一緒にお城に入っちゃっていいの？」

「何人かと顔つなぎはしてるから、大丈夫。それに、私とかここの変態とかに侵入できない場所は、現時点ではハニーの工房だけ」

　さらっと恐ろしいことを言ってのけるレイニーに、いろんな意味で各国の中枢の警備が不安になってくる一行。そういうことにうといアルチェムですら、レイニーが言っていることの危険性はなんとなく理解している。

「侵入できるのと暗殺できるのとは、それはそれで別問題」

「いやまあ、そりゃそうなんだが……」

「フォーレの王さまとか、最初の一撃で仕留めるの失敗したら、私の腕じゃまず殺せる気がしない」

「それもまあ、同意するところだが……」

　地味に戦闘能力の低い国王自体が少ないこの世界においても、フォーレとクレスターの国王は単体戦闘能力にかけては頭二つぐらい抜けている。一級の戦闘能力特化型冒険者数名に完勝できるクレスター王ほどではないが、フォーレ王もパンチ一発でワイバーンの頭ぐらいは軽く粉砕し、ケルベロスクラスの爪やブレス程度なら気合いだけで無効化してのける防御能力を持つ、この世界最強クラスの人間である。

　このあたりにタイマンで勝てれば、間違いなく胸を張って人類最強を名乗れる。この二人はそんな規格外の王なのだ。

「何にしても、レイっちの指示で動いとって、その上で顔割れとっても問題ない、っちゅうんやったら、僕らがごちゃごちゃ言う筋合いやあらへんでな。それに、手ぇ足りへんやろうっちゅうんも予想できとるし」

「そうね。というか、今となってはレイニーをそういう種類の工作に使うことって、あんまりないんじゃないかって気がするし」

　恐らくいろんな意味で問題ないだろうと考え、さっくり同行を許すことにする宏達。ダールの頃を考えれば随分レイニーの待遇も良くなったが、これに関しては間違いなく実績によるものだろう。

　基本的に望むことは何一つ変わっていないレイニーだが、仕事を通じて一般常識をある程度身につけた結果、単に飛びかかって押し倒そうとしても目的は絶対に達成できないと学習したのだ。本性を隠して努力し実績を積み重ねれば、周囲の認識や評価も変わり、結果として直接事をいたそうとするより確実に望みをかなえられることを学んだのである。

　とはいえ、いくら学んだところで、宏を見ると飛びついて可愛かわいがってもらいたくなる衝動を完全に抑え込めるわけもなく、どうせ真琴か澪が阻止するだろうという余計な信頼のもと、素直に技の粋を尽くして勝負を挑んでいるのだ。

　そのことからも分かるように、レイニーの本質は何一つ変わっていない。可能性としては相当低いが、恐らく望みを達成できるとなったら、今までと変わらぬ変態性を発揮していろんな意味でアブノーマルなことを楽しみつくすであろう。

　間違っても、春はる菜なのようなほのぼのとした青春や色恋にはならない。レイニーの場合、そこのところだけは永遠に不変だ。

「さて、向こうさんはどんな人材を用意してるんやら」

「一人が変態なのは断言する」

「そういう、夢も希望もあらへんこと断言するんはやめてんか……」

　レイニーの一言にいろいろ不安になりながらも、王宮まで急ぎ足で進む宏達であった。




　　　　☆




「くれぐれも、くれぐれも！　粗相のないようにお願いします!!」

「おう！　お兄ちゃんに任せとけ！」

　一方、合流場所であるマルクト王宮の裏庭では、そんなゆるい会話が繰り広げられていた。

「まったく、アサシンギルドも何を考えているのか……」

　今回調査隊に同行するセバスティアンの副団長・ティアンが、同じく同行者であるディフォルティア副団長・ジョゼットとバーストのやり取りを見ながらそう嘆く。

「あれの出身地がオルガ村らしいから、その絡みなんだろうな」

　それに対して、宰相が苦笑しながらそのあたりの理由を説明する。

「あのラインの実力者を選定するとなると、どうにも女癖が悪いやつが多い。あれは変態ではあるが、貞操的な意味では他に誰を連れていくよりも安全だからな。多少の顰ひん蹙しゅくを買うぐらいは我慢するしかなかろう」

「顰蹙を買うのが前提、という時点で非常に遺憾なのですが……」

　宰相のその言葉に、ティアンが苦々しい顔でため息を漏らす。女癖が悪いやつが多い、という指摘に、反論の余地がなかったのだ。

「おはようございます。お待たせしました」

　そこへ、待ち人である宏達がやってくる。

「まだ集合時間には余裕があるから、気になさらぬように。そもそも、城に住んでいる我らが早く集合して待っているのは、当然のことゆえ」

「お兄ちゃんは城に住んでるわけじゃないけどな」

　春菜の謝罪に気にしないよう告げる宰相の言葉に、バーストが余計な茶々を入れる。

「お前は毎朝早朝からディフォルティアの更衣室に不法侵入してるから、集合が早かっただけだろうが……」

「不法侵入じゃない！　あくまで城で生活しているお姉さま方の着替えの手伝いと健康管理に来てるだけだ！」

「やっぱり変質者がいた」

　ティアンの突っ込みに悪意も何も見せずに、胸を張って堂々と言い切るバースト。それに対してレイニーが正直な感想を言う。

「なあ、レイニー」

「何？」

「お前さんも、変質者度合いでは人のこと言えないって自覚、あるか？」

「私はハニー限定。そこの変質者みたいに、誰彼構わず堂々と触らない」

　五十歩百歩とかどんぐりの背比べとか、そんな慣用句が頭をよぎるレイニーの言い分。それに対して慣用句どおりに突っ込みを入れるべきか、それともレイニーが宏限定とはいえ十分変質者になっている自覚があったことに驚くべきか迷ってしまう達たつ也や。

　その間に、バーストがレイニーの言葉に反論する。

「変質者とは失礼な！　お兄ちゃんは、あまねく女性の美と健康のために、持てる技能と人生を捧ささげているだけだ！」

「その信念は理解せんでもないが、やってることを聞く限りは、明らかに世間一般で犯罪に分類されるからな」

「世間一般の評価なんか、お兄ちゃんは気にしてない!!」

「だったら失礼だとか言うなよ……」

　バーストの悪びれない態度に、心の底から疲れ切ったように肩を落とす達也。ボケ気質の変態を相手に突っ込んでいると、延々突っ込まされて疲れる。

「で、結局この変態は何もんなん？」

「そいつはコードネーム・バースト。マルクトのアサシンギルド構成員の中でも、三本の指に入る腕利きだ。もっとも見てのとおりの変態で、五指に入るほど扱いづらい人物でもあるがな」

「五指に入るって、こんなんがあと四人もおるんかい……」

「ああ。敵対しない限りは害のない変態、という点以外は一切共通点がないほど、性格的にはバラバラだがな……」

「難儀な話やな……」

　宏の疑問に、宰相が答える。余談ながら、初対面の日に公式の場以外では敬語の類たぐいは使わないことで合意しているため、こういう状況で宏達が宰相と話す時はタメ口だ。

「それにしても、ふむ……」

　丸い穴を三つ開けただけの何とも言えないデザインの仮面の下から、アズマ工房の女性陣を値踏みするバースト。そこには色欲だとか性欲の類は一切なく、いわゆるプロフェッショナルだけが持つ真しん摯しさがにじみ出ている。

　そのまま二度三度頷うなずいたと思うと、不意に姿を消す。

「ひゃっ!?」

　レイニー以外の誰一人反応できない速度で春菜の背後を取った変態は、何やら納得しながらオーバーニーソックスに包まれた春菜の足をさすっていた。

　そのままプロフェッショナルな動きで、真琴、澪、アルチェムと次々に毒牙にかけていく。身構えていた真琴や澪すら出し抜くあたり、無駄に高い技量を感じさせる。

　何より恐ろしいことに、面と向かって触れられたというのに、油断してうたた寝している時に不意に動物ややわらかいゴムボールなどが膝の上を通過したとか、そういった種類の驚きと反射的な不快感しか感じなかったため、触れられた全員の反応が一拍遅れる。

「いい仕事、してますねえ……」

「いい仕事って、何!?　てか、いきなり変なとこ触るとか、普通に犯罪だと思うんだけど!?」

　いきなりのバーストの非常識な行動に春菜が食ってかかろうとした瞬間、バーストに向かって巨大な剣がなぎ払われる。
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「危ねえなあ。お兄ちゃんじゃなかったら死んでるぞ」

「国賓に粗相を働くような変態は、そのまま死になさい」

　春菜をはじめとした女性陣が行動を起こすより先に、ジョゼットがどこからともなく取り出した巨大な両手剣を振り回し、バーストを斬きり捨てようとする。

「まあ、待て、落ち着け。客人の前だ」

「あなたがそれを言いますか!?」

　諭すようにそう言いながらジョゼットが剣を振り下ろすと、

「つうか、ちょっと話聞け」

　剣の上に飛び乗り、場を仕切りなおすように真剣な声で言うバースト。言い終えると同時に、今度は無駄に華麗な動きで剣の上から飛び降りて床に着地する。

　その妙な真剣さに、どうせたわごとであろうと頭の片隅で考えつつも、何か重要な理由があるのかもしれないと考えたジョゼットは、一いっ旦たん矛を収めることに。

　そもそも、今回は客人が被害者とはいっても、所しょ詮せんは太ももを短時間さすった程度であるため、たいした処罰はできない。というか、その程度で重罰を科していると、この世界のほとんどの国は回らない。

　根本的にこの世界全体、地球に比べるとはるかにセクハラの概念が薄い。尻や太ももを撫なでまわされる程度だと、嫌なら自衛するか触られた直後に反撃しろ、という反応が普通である。

　この場での制裁に失敗している以上、閻えん魔ま帳ちょうに記載してあとで専属の仕置き人に制裁をしてもらった上で、客人達に納得してもらえる補償その他をしたほうが丸く収まるかもしれない。

　そう考えて、ジョゼットはティアンや宰相とアイコンタクトを取り、ある種の諦めのため息とともにバーストの言い分を聞くことにした。

「お兄ちゃんとしたことが、あまりにいい仕事してるお嬢さん方を見て、ついつい本当にこんな奇跡があるのか確認したいって衝動に負けちまったんだ。つうか、この場で行動に移しちまったのはうかつだが、美容業界にいる人間なら誰でも目を疑うぞ？」

「……その、いい仕事というのは何ですか？　あまりにしょうもないことを言うようなら、今度こそ叩き斬りますよ？」

「それはだな。肌の張り、つや、手触り、さらには筋肉の付き方に脂肪の割合その他、健康で健全かつ美容にちゃんと注意を払っている証拠が揃そろってるって話。食生活に睡眠時間に肌の手入れ、さらには精神的な要素まで、どれ一つとっても完璧だよ。参った」

　いきなりの派手な立ち回りに怒りを忘れて啞あ然ぜんとしていた春菜の前に立ち、何やらありがたそうに柏手かしわでを打って拝むバースト。

　そもそもこの世界に柏手を打つなどという作法がなぜ存在しているのか、という地味ながら考えようによっては重大な疑問は、これまでの一連のバーストの言動によって、思考の隅に追いやられざるを得なくなる。

　救いようのない変態ではあっても、美容がらみに関しては一目置かざるを得ないバーストの言葉に、思わず春菜の姿を確認し、何を言いたいのか理解してしまうジョゼット。行動の是非でいうと圧倒的に非ではあるが、不覚にも本当に印象どおりなのかを触れて確認したいという意見に納得してしまったのだ。

「お兄ちゃんの目指す境地にして極意に自力でたどり着いた上に、誰に言われるでもなくそれを維持してるその秘ひ訣けつ、ぜひとも教えてもらいたいもんだ」

「教えろって言われても……一日トータルで栄養バランスとカロリー考えた上で三食きっちり食べるのと、ちゃんと体質にあった化粧水と乳液で肌の手入れするのと、用事がない時はちゃんと睡眠時間を確保する以外のことは特に何もしてないよ？」

　やけに真剣なバーストの質問に、ジョゼットの行動で出鼻をくじかれた上にその雰囲気に吞のまれた春菜が、困惑しながら正直に答える。自分達の職務範囲に関わってくるからか、この期に及んで詰め寄って質問していたバーストを叱しかりつけようとしていたティアンとジョゼットも春菜の回答を真剣に聞いて頷いていた。

　三食に必ずモンスター食材か神の食材が使われていることや使っている基礎化粧品が宏特製のやたら効果が抜群なものであること、寝具が王族ですら使っていない特級の寝心地と目覚めの快適さを誇るものであることを横に置けば、春菜の回答は一切間違っていない。

　もはや当たり前になっているために春菜の頭からすぽんと抜け落ちているが、彼女達と同じ前提条件を満たせば、恐らく誰だって肌や髪に関しては一番魅力的な状態を保てるだろう。

　結局そのあたりの要素に誰も気がつかず、バーストもティアンもジョゼットも、当たり前のことを極めるしかないらしいとある意味において正しい結論に到達する。

「まったく、美容の道は奥が深いな」

「本当ですね……」

　基本を極めるだけでこうなる、という究極例を目の当たりにし、バーストとジョゼットがしみじみと頷き合う。

　顔や身長、胸の大きさなど、ある程度生まれ持っての資質に左右されてしまう要素はともかく、髪や肌の状態は神々でもない限り条件は同じである。

　春菜達に関しては、体質にあった基礎化粧品という形で神の手が入っているといえなくはないが、それでもいわゆる普通の人間でここまでできる、という実例は大いに参考になるとともに、その到達点の遠さは今後の研究に気合いを入れざるを得なくなるのには十分だ。

　どんなに到達点が遠くても、バーストやジョゼットに諦めるという選択肢はない。アズマ工房の女性陣、特に顔の造形だけならどこまでも普通である真琴を見れば、女性の美と健康に並々ならぬこだわりと愛を注ぐバーストや、外見を磨くことも重要なセバスティアンおよびディフォルティアの面々が気合いを入れないわけがない。

「盛り上がっているところに悪いが、バーストの変態的な行動がうやむやになっている件について、怒らなくていいのか？」

　バーストの粗相がうやむやになっていることを察知し、やんわりと指摘する宰相。

「……あっ」

「なんか、すごく大真面目に美容と健康について質問された上に、そっちのお兄さんとお姉さんもやけに真剣だったもんだから、やられたことが本来は普通に痴漢だってことをすっかり忘れちゃってたわよ……」

　ディフォルティアのお姉様方がなんとなくバーストの更衣室侵入を許してしまっているのと同じ流れで、太ももを撫でまわされたことを完全にスルーしてしまっていた春菜と真琴だったが、宰相の言葉に我を取り戻す。

　アルチェムにとってはこの程度のセクハラはいつものことで、澪は向こうにいた頃に治療の一環で受けたマッサージと同じ触り方だったため、そもそも最初からそれが痴漢行為にあたるなんて欠片かけらも思っていなかったりする。

　さらにいえば、レイニーにレーフィアの巫み女こにスノーレディにと濃い変態に遭遇しすぎたせいか、それとも油断するとオクトガルにセクハラされるせいか、全体的に慣れて麻ま痺ひしてしまった部分が多分にある。

　結果、そういう面で比較的常識が残っていたはずの春菜と真琴ですら、命や貞操に関わるところまで行かないと、今回のように勢いに押されてしまう事態になっていたのだ。

　特に春菜にとって重要な事情として、自分自身の軽度な被害に対して、宏の前であまり攻撃的で暴力的な対応を取ると、その宏の女性恐怖症がどんな反応を見せるのかが予想できなくて怖い、という問題もある。そういった諸もろ々もろの事情から、年頃の女性としてはありえないほど寛大な対応になってしまったのだ。

　もっとも、ジョゼットがバーストに対して制裁を加えようとしたシーンを目撃しているはずの宏は、その流れがあまりにも予定調和すぎたためか、啞然とはしていても特に恐怖症的な反応は見せていない。

　変態大勝利の構図である。

「も、申しわけありません！」

「重ね重ね無礼をいたしまして……」

　宰相の指摘を受け、ティアンとジョゼットが大慌てで謝罪する。やらかした当人はそもそも肌の状態確認のための触診という意識なので、場所をわきまえずにいきなり触ったこと以外は、悪いことをしたなどとは一切思っていない。

「これ以上許可なしで触るのは制裁案件だけど、今回はあたし達もスルーしちゃったし、そもそも執事のお兄さんと侍女のお姉さんが謝ることでもないんじゃない？　さすがに次はないけど」

「そうだよね。それに、胸とかみたいに絶対触られたくないところは触られてないし、こんなどうでもいいこと……というか女性のプライド的には本当はどうでもよくはないんだけど、この程度のこと一回ぐらいで謝ってもらったりとか制裁とかに時間使うのは、今の状況だとどうかと思うし。たしか、割と緊急事態なんだよね？　さすがに次はないけど」

　苦笑しながらの真琴の言葉を受け、結論がかぶりつつも春菜がこれ以上この話は蒸し返さないことを宣言し、あまりくだらないことで時間をかけられる状況ではないことを確認する。

　春菜に緊急事態であることを確認され、宰相とアルチェムが真剣な顔で同時に頷く。とはいえ、宰相は国を預かる立場としてこのままスルーする気は一切なく、現在修行の旅に出ざるを得なくなって不在の専属制裁人に後できっちり制裁させることは決めているのだが。

「ほな、さっさと移動しよか。調査隊のメンバーはこれで全部なん？」

「ああ。立場上私は同行できないが、調査に入るメンバーはこれで全部だ」

　バーストが余計なことをしている間に、それに関わらないように再度機材の漏れがないかのチェックなどをしていた他の調査隊メンバー約三十名ほどが、宰相の言葉を聞いて整列して一礼する。半分ぐらいはアルファト城に勤務している学者や魔導師で、そこに斥候隊と一般兵士、セバスティアンとディフォルティアの隊員が数名ずつ加わる構成である。

「この人数と荷物の量やったらうちらの船で十分運べるし、空からさっくり行こか」

「空から？　噂うわさに聞く例のあれか？」

「せやで。いわゆる神の船っちゅうやつや」

「ありがたい申し出だが、使わせてもらって、いいのか？」

「こっちが言い出したことやから、気にせんと使ってくれてええで。移動も楽しむ観光やったらともかく、調査目的での移動にそんなちんたら時間かけてられへんしな。馬車やと、ごっつ時間かかるんやろ？」

　割合切羽詰まっているらしいと聞いていた宏が、移動時間短縮のためにそう申し出る。

　馬での移動と飛行手段による空の移動とでは、根本的な部分で大きな差が出るが、それを踏まえてもなお、神の船による移動速度は圧倒的に速い。

　マルクトに限らず、この世界の行軍速度は完全に荷駄に依存する。エンチャントやスキルをはじめとする様々な要素により、地球の中世に比べると荷駄の速度は大幅に速いが、それでも今回のように時間との勝負になることが予測される状況で即応できるほどではない。

　それに対し、神の船は地球の超音速戦闘機を超える最高速度と、タンカーを上回る貨物積載量を誇る。船室の数や貨物室の仕様の問題で、運べる人数こそ五十人程度ではあるが、そんなことは大した問題にならないほど神の船の輸送能力は圧倒的だ。仮に空が飛べなかったところで、存在そのものがルール違反と言えるほどの能力を持っていると言える。

　そこに加え、モンスターの問題で基本空軍というものが存在しえないこの世界において、そのネックとなっているモンスターをものともせずに飛行できる神の船は、地球の歴史において航空機の出現が与えた以上に、戦場におけるルールや秩序といったものに大きな影響を与えうる代物だ。

　そのあたりのことは当然、宏も理解している。理解した上で、なんとなく普通に移動すると本気でヤバいのではないかという直感に従い、あえて提案しているのだ。

「で、目的地まではどんぐらいかかるん？」

「乗合馬車で一週間、機材の運搬も考えれば十日といったところか」

「ほな、目的地知らんからゆっくりめに飛ぶっちゅうこと考えても、三十分ぐらいやな。一カ月二カ月とかならともかく、三十分ぐらいやったら部外者乗っても全然問題あらへん」

　そう言いながら、ざっと集合場所付近を確認し、船の展開場所を見つくろう。

「あの辺やったら十分船出せるけど、出してもうてええ？」

「ああ。頼む」

　宰相の許可を得て、集合場所から五百メートルほど離れた場所に神の船を展開する宏。唐突に現れた神の船に、調査隊の間からどよめきが湧き起こる。

「ほな、さっさと荷物積んで出発や。念のために、馬車と馬も積んでこか」

「この船って、動物用のスペースあった？」

「こういうケースもあるやろ思ってな」

　使うかどうかも分からない動物用のスペースがあったことに感心する澪に、宏が胸を張ってドヤ顔でそう言ってのける。マッドサイエンティストの必殺技、こんなこともあろうかと。タイプは違えどマッドの系譜につながる宏も、問題なく習得しているようだ。

　搭載できる容量は馬車十台分とそれを引くための馬。見た目や本来の容積よりも居住スペースやペイロードがかなり大きい神の船だからこその荒技である。

「さて、出発までに時間があるし、ちょっくら仕事しておくかね」

　積み込みが始まったところで、そんなことを言い出すバースト。仕事、という言葉に思わず身構える女性陣を尻目に、バーストが毒牙にかけたのはセバスティアンのティアンであった。

「前々から言っているが、いきなり太ももを撫でるな！」

「いつもの触診じゃないか。つれないなあ」

「だから、触診するならするで、一声かけろと言っているんだ！　大体、女性のために磨いた技だというなら、なぜ我々まで触る!?」

「分かってないなあ。女性を美しく輝かせるためには、男が健康でよく働けてなきゃダメなのは、考えるまでもない当然の事実だろ？」

　客人の前で毒牙にかけられたティアンの苦情に、大真面目で筋が通っているのかいないのか分からない理屈で反論するバースト。そのまま、診察結果を告げる。

「ちっとストレスが胃にきてる感じだな。あとで胃薬処方しとく、いや、折角アズマ工房の旦那がいるんだから、そっちに処方してもらったほうが確実か」

「そのストレスが誰のせいだと思っているんだ、誰のせいだと！」

「全部がお兄ちゃんの責任だってのは心外だぞ？」

「責任があるのは認めるんだ……」

「お兄ちゃんだからな！」

　春菜の突っ込みに、やたら誇らしげに胸を張って断言するバースト。全部の責任を否定しない点は潔いと言えなくもないが、なぜ誇らしげなのかは理解できない。

「あっ、それと左肩に炎症の兆候ありだから、注意しとけよ」

「注意、はいいが、何か薬とか使う必要はないのか？」

「そこまでじゃない。っつうか、今下手に薬とかで治療すると悪化しかねないんだよ。だから、左腕使う時はちょっと気を使って風呂にでも入って揉もんどけ。なんだったら、このあと空き時間があったらマッサージぐらいはしてやるぞ？」

「……そうだな。時間が許せば頼む」

　ティアンの言葉に、親指を立てて了承の意を示すバースト。このやり取りだけを見ていると、まるで真っ当な医者か何かのように見える。

「……なんで太ももだけでそこまで分かる？」

「そういう診察方法だからな。理想を言えばどこ触っても精密な診察ができればいいんだが、お兄ちゃんまだまだ未熟だから、心臓から一番離れた位置で太ももが限界なんだわ。背中だと大体鎧よろいだとか厚手の服だとかが邪魔だしな」

「だったら普通に診察すれば……」

「どこの世界に、男のアサシンの前で服脱ぐやつがいるんだ？」

　澪の素朴な疑問に、チッチッチッと人差し指を左右に振りながらバーストが答える。だったらなぜアサシンをやっているのか、とか、そもそもなぜにアサシンが診察なんて真似をしているのか、とかいろいろ疑問が出てくるのだが、そこに目をつぶれば、言っていることは無駄に正しい。

　澪が納得したとみて、今回同行する人間のうち、荷物の積み込みにかかわっていない人間を次々と診察の毒牙にかけていくバースト。そのやけに生き生きとした楽しそうな姿を見ていると、さっきの台詞がどこまで本心なのかが分からなくなる。

　例外などない、とばかりにきっちり診察された宰相がまったく動じていなかったところなど、実に趣深い話であろう。

「で、だ。出発前にちょっと確認したいんだが、いいか？」

　一通り診察を終えたところで、バーストが宏達に声をかける。相変わらず仮面をつけたままなのでその表情は分からないが、その雰囲気は実に真面目なものである。

「何、バーストさん？　調査がらみ？」

「いや。調査がらみじゃない。あと、お兄ちゃんのことは愛と敬意をこめてお兄様スイート・ブラザーと呼んでくれ」

「調査がらみじゃないなら、何？」

　バーストの戯言ざれごとをさらっと流し、質問の続きを促す春菜。戯言に付き合っていてはキリがないと早くも学習したようで、そのスルーぶりは堂々としたものだ。

「お兄ちゃん、前の任務でリーファ王女の面倒見てたんだが、あの時あの子はひどい状態でなあ……」

「つまり、今どうなのか情報持ってないか、ってこと？」

「ああ。あんた達、ファーレーン王家と仲いいんだろ？　なんだかんだで情に厚いあの王家に保護されてるから、そんなには心配してないんだが……」

「最近、エルちゃんに連れられてうちに来たって聞いてるよ。ライムちゃんとけん玉とかで一緒に遊んだってアンジェリカさんは言ってたかな」

「そっか。少しは子供らしくやってるのか。そいつはよかった」

　春菜からの情報に、心の底から喜んだ様子を見せるバースト。その喜び方の種類が澪的な定義で言うところの紳士のものではなく、我が子的な感じで面倒を見ている近所のおじさんとかが、入学などを喜ぶ感じなのが趣深い。

　行動も言動も基本変態でその自覚がない男だが、純粋に面倒見はいいらしい。

「あんな絶望しきった鳥ガラ寸前のロリータなんて、お兄ちゃんとしては到底認められるものじゃなかったからなあ。その様子だと、近いうちに身体の方も魅惑的なロリぷにボディを取り戻してくれそうだし、上う手まくいけばそのまま健全で健康な形で思春期の危うい心と体を経て純情な魔性を秘めた肢体に育ってくれそうだし、本当にひと安心だ」

　見直しかけたところに、この弁護しようのない百パーセントの変態発言。本人の特性をなんとなく理解した今では、言いたいことも分かるし本質部分は同意するところでもあるのだが、もう少し言い方とか言い回しというものを考えてほしいと思ってしまう春菜。

　そこへ、話が一段落ついたと見てレイニーが寄ってくる。バースト同様、積み込み作業の間は特にすることがないので、ある程度の情報の収集や認識のすり合わせに時間を使うことにしたらしい。

「相変わらず変質者全開」

「言うなよ、照れるじゃないか」

「褒めてない」

「あ、やっぱり？」

　ファーレーンが誇る変態とマルクトが頭を抱える変態が軽く言葉のジャブをぶつけあい始めたのを見て、そっとその場を離れる春菜。巻き込まれては大変だと思ったらしい。

「それにしても、割と本気で二度と顔を合わせないことを祈ってたってのに、またお前さんと一緒に任務をこなすとはなあ……」

「世の中そういうもの」

「縁とか実力の問題とか言っちまえばそれまでだが、それだけ今の情勢が厄介で物騒なのかねえ」

「少なくとも、ウォルディス関係は厄介で物騒」

「だよなあ……」

　挨拶代わりの前置きを軽くすませ一呼吸置くレイニーとバースト。その一呼吸でお互いに話の持っていき方をまとめ、レイニーがまず口を開く。

「今回の異変、どの程度の情報を持ってる？」

「事前に渡された資料以上のことは分からない。というか、恐らくギルドも王宮の諜ちょう報ほう部も、これ以上の情報はないから今回の調査が計画されたんじゃないか？」

「言い方を変える。あなたは今回調査に行く土地の出身だと聞いた。その知識と照らし合わせて、特に大きく引っかかることは？」

「いくつかあるが、前提としてあの森のユニコーンについてよく知ってる必要があるからな。難儀なことに、その事前知識がないと、お兄ちゃんの違和感を理解してもらえないんだよなあ……」

「むう……」

　変態同士とは思えない、非常に真面目な会話を始める二人。こういうところは、やはり腕利きの特殊工作員である。

「最初からあの態度なら、触診とかも誰からも文句言われないのに」

「本当にそうですよね……」

　シリアスな雰囲気で打ち合わせと情報共有を続けているバーストとレイニーを見て、澪とアルチェムがそんな感想を漏らし合う。

　大概のセクハラをセクハラと感じず、いまだに性的な要素では常識からかなりずれているアルチェムにすらそんなことを言われてしまう、ある種筋金入りのバーストであった。




　　　　☆




「空の旅ってのはいいもんだな。お兄ちゃんも個人用に一つ欲しいぞ」

　出発から三十分後。予定どおりにオルガ村郊外街道脇の未開地に船を下ろしたところで、空にいる間は実に静かだったバーストがしみじみそんなことを言い出した。

「欲しいのは理解も同意もするが、どこの王家も持っていないようなものを、たかが一介のアサシン風情が個人所有できるわけがないだろうが」

「わーってるって。単に、持ってたら今回みたいな任務の時に便利だよなあ、って思っただけで、貰もらえるとか思ってないさ」

　ティアンの厳しい突っ込みに、おどけて両手を上げそう弁明するバースト。

「そういや、レイニーのバイクって飛べたよな？」

「うん。飛べる」

「使ってるか？」

「結構便利に使ってる」

　バーストとティアンの会話を聞くとはなしに聞いていた達也が、ふと思い出したことをレイニーに確認する。実のところ、宏がこちらの世界で初めて作った飛行手段はレイニーのバイクなのだが、あまりに個人の身体能力に依存しすぎる仕様ゆえに、高性能だと知っていてもレイオットから追加注文は来ていない。

　時速五百キロ以上で空を走るバイクは、レイニーのようにあちらこちらに潜入しては情報を集めたり、秘密裏に重要人物と接触したりする人間には非常に便利なのは間違いない。だが、あくまでも運べる単位が人間一人とその手回り品少々、頑張って二人乗りが限界となると、軍や王族が使うにはいろいろと難があるのだ。特に、荷物が馬ほど運べないのが厳しい。

　しかも、使われている素材を考えると、馬の代わりに数を用意するにはコストがかかりすぎる。馬に乗るのとは必要な訓練も大きく違うので、ファーレーン政府はレイニー以外の分を調達するつもりは今のところない。

「まあ、それはそれとして、だ。さすがに派手に空から来たもんだから、村人達が驚いて集まってきてるんだが、どうする？」

「そういう時のために、バーストが同行している。だろう？」

「ま、そういうことだな。お兄ちゃん、ちょっと行ってくるわ」

　調査隊が荷物を下ろしている間に、人を食った態度のままバーストが村人達の方へと迷いない足取りで歩いていく。

　そのまま何やら村人達とやり取りをし、村長らしい誰かから一発しばかれたところで、責任者であるティアンとジョゼット、それから今回の調査での重要人物である宏達を手招きして呼ぶ。

「とりあえず話は通したから、後の細かいことはそっちで詰めてくれや」

「了解」

　バーストに振られ、ティアンが前面に出る。今回の調査隊がらみでは、細かい条件面での打ち合わせや交渉はティアンの役目となっているのだ。

「こっちの話は俺がやっとくから、お前らは村の中と周辺を確認しといてくれ」

「そうですね。こちらの話は私とタツヤ様だけで十分でしょうし、他の皆様はジョゼットと一緒に実務方面でいろいろ詰めていただけたら助かります」

「了解や」

　村長に一通り自己紹介を済ませたあと、達也とティアンの申し出を受けて村長の前を辞去する。村長の方も滅多に来ないようなえらいさんと、そのえらいさんが重要なゲストとして扱っている存在にビビっており、人数が減ると聞いて助かったという表情をしている。そういう方面でも、宏達が同席しているのはマイナスになりそうだ。

「えらいビビってはったけど、別に権力者っちゅうわけやないんやから、うちら相手にそんなにビビらんでもええやんなあ？」

「だよね～」

　村長との話し合いの席を離れ、十分に距離を取ってから先ほどの光景に対して素直に思うところを口にする宏と春菜。

　確かに最近は王族とのつながりも多くなってきてはいるが、宏達の認識では基本ただの少人数の工房にしか過ぎない。ほぼ自給自足が成立している上に逃げ込む先を多数確保しているため、仮に何かあって国から追われる身になっても問題はないが、逆に言えばその程度の強みしかない。

　という感じの自己認識をベースに会話を続ける宏達を、困った顔で観察するジョゼット。各国の認識、というより本当のアズマ工房の実態は、そんな生なま温ぬるいものではないのだが、それをどう理解させればいいのかが分からないのである。

　一部の貴族のように無駄に特権意識に凝り固まって、むやみやたらと身分や権力を振りかざして好き放題やられるのも困るが、宏達のように自身の立場や実態、影響力などといったものを正確に認識せずに振る舞われるのも、厄介さで言えば大差ないだろう。

「まあ、村長さんの態度は別にいいとして、まずは何確認する？　このままぶらぶら歩き回るだけってのはいくらなんでもまずいわよね？」

「せやなあ。とりあえずさしあたって、この村にある店とかは全部チェックしとこか。大概のもんは何とかなるにしても、やっぱりすぐに手持ちがなくてこの村から調達せなあかんもんとかも出てくるやろし」

「師匠に賛成」

「私は村の周りと、森までの道その他について確認してくる」

「頼むわ。できたら簡単にでええから、地図も作っといてな」

「ハニーに喜んでもらえるように、ちゃんとしたのを作るから期待してて」

　村の外に関しての情報収集をレイニーに振り、まずは村の経済活動について把握しておくことにした宏達。

　オルガ村は人口五百人ほど、世帯数は百世帯を行ったり来たりする程度の、吹けば飛ぶようなという表現から辛うじて脱出しつつある規模の村でしかない。そこに、総勢四十名ぐらいが押しかけてきたのだから、村長と代表者の話し合いで決めたこと以外にもいろいろと気を使う必要がある。

「ここもレイテ村なんかと同じで、家とかは一カ所に集まっとんねんなあ」

「お隣まで何キロ、とかそういうことはなさそうだよね」

「師匠、宿と雑貨屋発見」

「あ、本当です。オルテム村には存在しない、専業のお店です！」

　最低限の商売は成り立つ規模なのか、オルガ村には専業の店がいくつかあった。この中で特に驚きなのが宿屋で、乗合馬車で一週間とはいえ街道の終点にあり、ここを通ってどこかに行くということがない立地にある村にあるのはかなり珍しい。

　基本、村の範囲に収まっている集落は規模の大小にかかわらず、街道沿いで宿場町と宿場町の間にあるような場合を除いて専業の宿などない。理由は簡単で、来るのが行商人ぐらいしかおらず、泊まる人数も頻度も知れているため商売が成り立たないからだ。そういう一般常識からすれば、オルガ村の立地で専業の宿屋が存在するのは、かなり異例のことではある。

　なお、十倍以上の規模があるはずのオルテム村が、専業の店どころか貨幣経済すら成立していないのは、外部から完全に隔離された完全自給自足の集落であることが影響している。話し合いと物々交換で全てが足りており、わざわざルールを決めて貨幣を用意する必要がなかったのだ。

　結果、少々の不便さと貨幣経済導入の面倒くささを天てん秤びんにかけて面倒くささが勝り、人口が一万人もいるのに貨幣経済が成立しなかったのである。

　因ちなみに、この状況はオルテム村に限らずエルフの集落全般に言えることであり、独自に貨幣経済まで移行したのは十万人規模の都市を作った四集落だけである。種族の総人口は一千万人近くいるのだが、その大半がヒューマン種主体の都市にいることもあって、案外エルフだけの集落というのは規模が小さいものしかないのもこの傾向に拍車をかけている。

「他にパン屋と鍛か冶じ屋、酒場、ちょっとした食料品の店に冒険者協会の出張所まであるんか」

「ここはユニコーンの森があるからなあ。その絡みで冒険者協会も出張所ぐらいは置かにゃならんのよ」

　宏が呟つぶやいた疑問に、知らぬ男の声が答える。その声に振りかえると、鍛冶屋から出てきたらしいウサギ系獣人の男がやけに友好的な笑顔を浮かべて立っていた。他の国ではほとんど見たことのない、サングラスのような何かをかけているのが特徴的である。

「あんた達、空から派手に下りてきた調査隊の人だよな？」

「派手に下りた記憶はあらへんけど、調査隊の人間なんは間違いあらへんな」

「だよな。本当に助かったよ。こんなに早く来てくれるとは思ってなかったからさあ」

「そないに切羽詰まっとったん？」

　心から歓迎している様子の男の態度に、いろいろ不吉なものを感じた宏が問いかける。

「いや、オルガ村だけで見れば、まだそこまでは行ってねえな。ただ、オレ個人としては、今回の異変が結構切実な問題につながってるんだわ」

「切実、っちゅうと？」

「立ち話するにはちっと長くなる。ついでにこの村とかユニコーンの森とかについても説明するから、そこの酒場まで付き合ってくれ。一杯おごるよ」

「昼間っから酒かいな」

「オレにとっちゃあ、いつものことだ。それに、この村の酒は安くてうまいからな」

　いまいち答えになっていない答えを返す男の言葉に、真琴が食いつく。

「安くて美お味いしいお酒があるって、本当に？」

「おう！　オルガ村特産のルメルチ酒は、ほどよい強さと深い味わいが自慢でな。そのまま飲んでよし、料理に使ってよし、カクテルによしと最強の酒なんだよ。新酒も熟成したのもそれぞれに美う味まいし、おまけに、素人が適当に熟成しても失敗しないっていうありがたい性質もあるしな」

「へえ。それは試さなきゃ駄目ね」

　飲のん兵べ衛えの真琴が飲兵衛らしい男と一瞬で意気投合する。男と女なのに色気の欠片もないところが、いろんな意味で泣けてくる。

「じゃあ、ちっと悪いが先に行っててくれ。雑貨屋で調達するものがあるんだ」

「あ、雑貨屋で売ってるものが気になるから、ついていくよ」

「せやな。場合によっては長居することになりそうやし」

　春菜の提案に便乗し、ぞろぞろと雑貨屋についていく一行。なし崩しに同席することになったジョゼットも、村の現状やら男の事情やらには興味があるらしく、特に文句は言わない。

　オルガ村の雑貨屋は冒険者が使うような消耗品と生活雑貨を扱うごく普通の雑貨屋で、男が塩をはじめとしたあれこれを注文している間、真琴は懐かしそうに、宏と春菜と澪はどことなく感激したように、アルチェムは物珍しそうに店内を見て回るのであった。




　　　　☆




　一方その頃、アルファトでは、

「なかなか、隙すきがないな……」

　新たな隠れ家に潜んでいたタオ・ヨルジャが、忌いま々いましそうにそう吐き捨てる。

　宏達の拠点をどうにか割り出し、アルファト城に向かうタイミングで接触しようとしたものの、唐突に現れたレイニーに機先を制されて失敗したのだ。

　幸か不幸か王女のお守という役目がなくなったため割と身軽に動け、路銀その他の心配も冒険者協会で依頼を受けることで虎の子の財産に手をつけずにやっていけてはいる。

　だが、本来の目的であるウォルディスの打倒と現王家の処刑、そして祖国ミンハオの再建に関しては一切目処が立っていない。

　否いな、ウォルディスの打倒に関しては、ある意味目処が立っている。ファーレーンがウォルディスに対抗するための大義名分を手に入れ、西側諸国とマルクト、ローレンが急速に手を組み始めているからだ。

　内部事情を知るタオからすれば、恐らくモンスターの集団である軍部はともかく、国家としてのウォルディスにはそれに対抗する能力などないと断言できてしまう。故に、攻める側にも少なくない被害は出るだろうが、ウォルディスが滅ぶのは時間の問題だろう。

　だが、それでは駄目なのだ。その流れでは、タオは何一つ功績を上げられず、新たに立ち上がるであろう国に対して、一切の発言権を得られない。それに、今の対ウォルディス連合だけで決着をつけてしまえば、ミンハオの再建も不透明になってしまう。

　いくら聞き分けがよかったとはいえ、ただのお荷物であったリーファをかなりの財産を投入して救出したのにそれでは、何のために命をかけたのか分からない。

　そのため、せめて現状の巻き返しを図るためのきっかけを、タオは虎こ視し眈たん々たんと狙っていた。

「タオよ、もう諦めたらどうだ？」

「諦めきれるものか！　ここで諦めたら、某それがしは何のために先祖伝来の宝物を手放してまで王女を逃がしたのか分からぬ！」

「そんな考えでいるから、警戒されて排除されたんだろうが」

　マルクト宰相の懐刀、レーゼット・ヨールがタオの言い分を冷たく切り捨てる。変わり果てた旧友の姿に、哀しみのあまりため息が止まらない。

　年齢こそかなり離れてはいるが、レーゼットとタオは親友と言ってもいい間柄だった。互いに尊敬し合える仲で、自身の祖国に弓引かぬ限りは助け合うことを誓うのに躊躇ためらいは一切なかった。

　だが、今のタオのためには、どうしても動く気にはなれない。

「リーファ王女に忠誠を誓え、とまでは言わない。ファーレーンで心を取り戻すまでは、あの方は生ける屍しかばねも同然だったからな。だが、忠誠を誓っていないことと、そんな幼い子供を食い物にしようとすることは、別問題だ」

「ふん！　某がおらねば、あの子供は城を出る暇も与えられずに殺されておったわ！　それを助け出し、ちゃんとマルクトまで届けたのだから、何らかの褒美を求めるのは当然だろうが！」

「褒美目当てに行動することを悪いとは言わん。だが、それでもせめて、王女のことをもう少し気にかけるそぶりぐらいは見せろ。大国の王族や首脳部が、いかに功績があろうと人でなしに莫ばく大だいな褒賞を与えることはあり得ない」

「某が人でなしなら、国を動かしている連中は皆人でなしだろうが！」

　一切聞く耳を持たないタオに、レーゼットが深々とため息をつく。公人としては完全に見限ったものの、かつては友と慕い尊敬した相手だ。できることなら問答無用で切り捨てたくなどない。

　それに、一切信頼できぬところまで堕した男とはいえ、功績があったのも動かしようのない事実である。それを信頼できぬから、とか、折角助けた王女に対して害になるからとかそんな理由で物理的に排除するのは、ウォルディスのやり口と変わらないのではないかという悩みもある。

　王女という歯止めがなくなり、いろんな意味で堕おちるところまで堕ちたタオ。その絡みでいろいろな悩みを抱え、ため息を止められぬレーゼットであった。








世界編　第二四話






「そーいや、自己紹介してなかったな。オレはシームリット。この村で鍛か冶じ屋をやってる」

「僕は東あずま宏ひろし。ウルスでアズマ工房っちゅう工房やっとります。こっちの四人は一緒に工房やっとる仲間やな」

「藤とう堂どう春はる菜なです。アズマ工房で職人兼経理をやってます」

「水みず橋はし澪みお。職人」

「溝みぞ口ぐち真ま琴ことよ。採取の時の護衛ってとこかしら」

「アルチェムです。中庭の手入れと素材の納入やってます」

「私はジョゼットと申します。ディフォルティアの副団長をさせていただいております」

　宏とジョゼット、シームリット以外、噓うそではないがそれだけでもない自己紹介を済ませる。

「で、今村長と打ち合わせ中やねんけど、もう一人香か月づき達たつ也やさんっちゅうお兄さんがこっち来とってな」

「へえ、ちゃんと男もいるんだな」

「個人的には、男女比は逆の方が楽でええんやけど……」

「あ～、なんか女性関係では幸薄そうな感じするもんなあ、アンタ……」

　しみじみとままならぬ身の上を嘆く宏に、どことなく同情的な視線を向けるシームリット。歳相応に女好きではあるが、女性とか恋愛の類たぐいを無条件で素晴らしいとは思わない程度にはいろいろ経験しているらしく、宏に微妙に熱視線を向けてる春菜達の様子に気がついていながら、そちらに味方するつもりはないようだ。

　達也同様、現時点では奥さん一筋の新婚さんであり、正直女房の素晴らしさに骨の髄までやられている現状で他の女などどうでもいいシームリットだが、女性に懲りている未婚の人間に結婚の素晴らしさを語ったりしない程度にはデリカシーの類は持っているらしい。

「まあ、そのあたりはこれからの話に関係ねえから置いとく。まずは前提条件として、この村がどういうところかの説明から話をしないと事情を理解できねえんだが、そこからでいいか？」

「その方がありがたいわね。どうにも、この村ちょっと特殊な立地みたいだし」

　シームリットの申し出に、真琴が代表して同意する。内心では、地雷たっぷりなのに興味を引きそうな話題をサクッと終わらせたことで、シームリットの印象を軽そうな兄ちゃんからちゃんと良識のある人物に上方修正していたのはここだけの話である。

「この村の主要産業は、農業とユニコーンの森関連のあれこれ。ユニコーン自体は幻獣で基本狩るのは禁止されてるが、アイツらが住む森ってだけでいろいろ特殊な植物があるからな。森の産業資源はどっちかってっと、ユニコーンより主にそっちだ。で、さっきもちらっと話したと思うが、このオルガ村は、ユニコーンの森から徒歩で一日って立地だから、冒険者が結構来る。冒険者の目当ては基本的に森の特殊な植物だが、他にも国が出してる依頼なんかでもこっちに来るな。それらの依頼の主な内容は、ユニコーンから無謀な密猟者を保護した上で、犯罪者としてアルファトに護送すること」

　村の立地云うん々ぬんに関してサクッと省き、まず重要であると思われる産業まわりを話し始めるシームリット。その予想外の内容に、話の途中で思わず真琴が待ったをかける。

「ちょっと待ってよ。ユニコーンから密猟者を守るの？　逆じゃなくて？」

「あのなあ。並の冒険者が二十人ぐらいのチーム組んでも傷一つつけられねえんだぞ？　密猟なんか成立すると思うか？」

「……あ～、ユニコーンって、そこまでの暴れ馬なのね……」

「おう。しかも、単に殺すだけならまだいいんだが、気性の荒いやつはケツの穴を角で掘ったりするからな。何年に一回かの生え替わりの時に回収するんだから、ケツの穴掘った角なんざ触りたくないだろ？」

「うわあ……」

　密猟者を保護する理由を聞かされ、思わずうめく真琴。ただし、掘られると聞いた瞬間に少し目が輝いていたのは隠しきれていない。

「ユニコーンがケツ掘る話の何がそんなに気に入ったかは知らねえが、話を先に進めるぞ」

「あ、うん。あたしのことは気にしないで、進めてくれていいわよ」

「真琴姉の病気が出ただけだから、別に問題ない」

「どんな病気だよ、ってあ～、そういうことか……」

「こっちの大陸の、しかも男の人なのになんか悟って納得してる!?」

　それだけのことでいろいろ悟って納得したシームリットに戦せん慄りつし、思わず真琴が絶叫する。

「ここも一応マルクトだからなあ。最近ルーフェウスあたりでひそかに流は行やってるっていう、男同士が裸で絡んで掘りつ掘られつやってる物語見て喜んでる、ある種の病気持ってる人間が結構いるんだわ……」

「おまけにものすごく正確に理解してるし!?」

　遠い目をしながらきっちり止とどめを刺してくれたシームリットに、全力で頭を抱える真琴。腐女子であることを恥じる気はないが、予想などはるかにぶっちぎった伝でん播ぱ力と感染力には、さすがにいろいろ申しわけないものを感じてしまう。

　しかも、この時真琴は気がついていなかったが、同席していたジョゼットが同じように遠い目をしていたあたり、なかなか深刻な状況になっていそうだ。

「真琴姉、今の気持ちは？」

「さすがに自分の業の深さに、ちょっと恐れを抱いてるわね……」

　やや虚うつろな目で聞いてきた澪の質問に、もっと虚ろな目で真琴が答える。アニメなどなら、完全にハイライトが消えている類の目だ。

　腐女子であることを恥じていないのと、初対面のノンケの一般人に訳知り顔で頷うなずかれ、分かっているからと妙に優しい態度で接されるのとは別の問題だ。

　残念ながら、真琴はこういう時に誇らしく思えるほど心臓が強いわけでもなければ開き直れてもいない。むしろ、そこで開き直れなかったからこそ、クズな元彼に痛い種類の腐女子であるとばらされたぐらいで引きこもってしまったのだ。

「腐女子がらみの話は関係ないから置いとくとして、続き頼むわ」

「ああ、そうだな。どこまで話した？」

「ユニコーンから密猟者を保護するうんぬんやったと思う」

「ああ、そうそう。で、密猟者にも若干関わってくることなんだが、ユニコーンの森には、ディーア族っていう鹿系獣人の部族が住む村がある。ディーア族は森の調和を維持する役目をアランウェン様から与えられた部族で、部外者がユニコーンに無茶をしないか監視するのと、その逆にユニコーンが森から出ていってまで部外者に喧けん嘩かを売らないかを監視するのが基本的な仕事だ」

「森の中に住んでるの？」

「ああ。つっても薬とかは外部に頼ってるし、仕事の内容が内容だから閉鎖的な部族ってわけじゃない。その仕事の関係でオルガ村にもよく出入りするし、冒険者協会や雑貨屋なんかで森の恵みを換金したり、逆にその金で必要な雑貨や道具を買ったりもしてる。それ目当てに行商人が結構な頻度で来るってのも、この規模の、しかも街道って観点ではどん詰まりにある村なのに、妙に商店や宿が充実してる理由の一つだな」

　シームリットの説明を聞き、いろいろ納得する宏達。やはり、商店が充実するのには、それなりの理由があるのだ。

「で、農業関連で目立ったものは、さっき注文した酒の原料のルメルチ以外にゃ特にないから省略する。今回の異変とも、まだ無関係だしな」

「まだ？　どういうことよ？」

「異変ってやつが、ユニコーンの森の土壌に出てるらしいんだ。で、その異変がまだ森の中、それもユニコーンが群れてる場所を中心に五キロぐらいの範囲で収まってるから、今のところはまだ村の農業にまでは影響してきてない」

「幻獣がらみの異変や聞いとったけど、土壌にも出とるんか」

「そうなんだよ。幸いにして、今のところは土壌とユニコーンに影響が出てるだけで、水の方は問題ないからさしあたって村がパニックにならずに済んでるんだが、ユニコーンが変異化してるから、ディーア族がそっちに手一杯で異変の原因究明までは手が回ってねえんだよ」

　かなり深刻な状況に、一行の表情が渋くなる。アルチェムはあまり猶予がないと言っていたが、本当に猶予がなさそうだ。

「で、個人的にかなり切実な問題なのが、オレの嫁さんがディーア族の戦士で、今回の問題でたびたび集落に戻っては一週間、二週間と帰ってこれなくなること。結婚してまだ半年でこれは正直つらいし、帰ってくるたびに武器も防具もかなりヘタってるから気が気でないし、でなあ……」

「それは……、つらいよね……」

「ああ。だから、少しでも解決につながりそうな人間が来てくれたのは、正直ものすごくありがたいんだわ」

　心底嬉うれしそうに言うシームリットに、宏達は事態の深刻さを再認識する。シームリットは個人的に切実な問題だと言っているが、結婚して村を出た人間まで駆り出されているというのは、かなりのっぴきならない状況なのだろう。

「こら、早いこと森に入って、原因つきとめなあかんな。アルチェム、アランウェン様とか世界樹はなんかその絡みの情報言うとった？」

「えっとですね、こっちに私とゆかりのある人がいて、すでに事態の収拾に動いているので、その人と合流して事に当たるように、と」

「なるほどなあ。しかし、アルチェムにゆかりのある人間って、オルテムから脱走したエルフっちゅうことやんなあ」

「脱走って、ヒロシさん。オルテム村は、別に村人が外に出ることを禁止したりはしてませんよ」

「あそこから人里までっちゅうたらかなりの難関やから、なんとなく脱走っちゅうイメージがあるんよ。出ていったら帰ってけえへんのもそういうイメージにつながっとるし」

　宏に言われた言葉に反論できず、微妙に困ったような苦笑を浮かべてごまかすアルチェム。言われて自分でもそう思ってしまったのだから、どうにもならない。

「で、具体的に異変っちゅうんはどんな感じなん？」

「まあ、一言で言うと、昨日まで白かったユニコーンが黒くなって、言葉が通じなくなって凶暴化してるって感じだ。もっとも、これは報告書に記載してある内容で、厳密に言うと違うんだがなあ……」

「どんなふうに？」

「言葉が通じなくなったってのが、ちと違う。言葉は通じてるし、意思疎通もできないわけじゃない。ただ、会話が成立しないんだよ」

「会話が成立せえへん、って、その言い方やと、要するに自分勝手で独りよがりなアホを説得しようとするような感じで考えればええん？」

「そんな感じだ。ただ、会話が成立しない理由ってのが微妙でなあ……」

　嫌な予感をさそうシームリットの物言い。どうにも、ここまでのちょっとシリアスな話が一気に崩れそうな、そんな予感が宏達の背中に嫌な汗をかかせる。

　なんとなく、話の流れが読めてしまったのだ。オルテム村のエルフをはじめとした、いわゆる一般的なファンタジーの幻想的なイメージが一瞬で崩れ去るような、聞くといろいろ後悔しそうな、そんな不吉なイメージが頭にこびりついて離れないのである。

　特に今回話題になっているのは、清らかな乙女にしか心を許さないという性質をコメディ系の作品でいじられまくった結果、近年イメージダウンが著しいユニコーンだ。一体どんな話を聞かされるのか、正直不安でしょうがない。

「とりあえず、そのあたりの理由を話す前に、アンタ達のユニコーンのイメージと森に住む実物のユニコーンとの差をすり合わせしたほうがいいだろうな。アンタ達のユニコーンって、どんなイメージだ？」

「えっと、私達の故郷だと、穢けがれなき乙女にしか触らせない気位の高い馬、っていうのが基本イメージだよね？」

「ボク的にはマグナムな感じのビーム兵器持ってたり、よく分からないシステムでガチガチに固められてて普通のパイロットでは動かせなかったり、唐突にそのシステムが起動して妙な変形して赤い光出しながら暴走したりするイメージ」

「言うと思ったけどさ、澪。この世界でそんなものが普通にうろうろしてたら、とっくの昔にマルクトは滅んでるか世界の覇者になってるわよ」

「じゃあ、処女と幼女にありえない種類の幻想を抱く獣、略して幻獣」

「ねえ、澪。それで上う手まいこと言ったつもり……？」

　春菜の語る基本イメージに対して、予想どおり澪がこちらの世界では絶対通用しない種類のボケと身も蓋ふたもない評価を口にし、真琴にいろいろ突っ込まれる。

　その怒ど涛とうの流れについていけず、アルチェムが目を白黒させているのはご愛あい嬌きょうであろう。こういう時には忘れ去られがちなラーちゃんは、人形ダンジョンで糸を吐いた時に鳴くことを覚えたのか、たまに合いの手を入れるようにぴぃ、とかぴぎゅ、とか鳴いている。

「ビーム云々はよく分からんが、基本はハルナが言うようなイメージだわな。実際には、ユニコーンが嫌うのは、欲に負けて密猟しようとしたり、浮気して次々に肉体関係を持ったりするような、いわゆる低俗な精神の持ち主ってやつだがね。生娘云々は、要するに肉体関係を持った経験のない女なら、そういうことをしてる確率が低いってだけの話だしな」

「我々ディフォルティアやセバスティアンで管理しているユニコーンも、気位が高いのは確かにそうなのですが、別に穢れなき乙女にだけしか触れさせないということはありません」

「因ちなみに、貴族が常識の範囲でちゃんとした側室を持つとか、そういうのはあんまり気にしてない感じだな。精神的にどうかってのが重要で、一般的に浮気してるって思われがちなケースでもユニコーン的にはありだったりとかも普通にするし」

　春菜の持つ一般イメージに対し、シームリットとジョゼットが実物について説明して若干の修正をする。

　その修正内容から察するに、この世界のユニコーンはエルフと違い、さほどファンタジーに対して喧嘩を売っている存在ではないらしい。ただし、一般的なファンタジーのイメージどおりでもないようだが。

「で、変異で黒くなったユニコーンってのがなあ……」

「もしかして？」

「ああ。処女以外の人類を一切認めない感じで、しかも人間の言葉になんざ一切耳を傾けなくなってなあ。言いたいことを一方的に宣言して、処女以外を殲せん滅めつしようとしやがるんだよ」

　異変の内容を聞き、嫌な予感が見事に的中してしまったことを悟る日本人チーム。シームリットが語るユニコーンは、近年日本でよくネタにされる、処女厨ちゅうそのものの低俗な生き物だ。

「……そんなことになっていたのですか？」

「ああ。報告書にはなかったか？」

「ええ、残念ながら」

「あ～、調査したやつとしちゃ、報告書に書きづらい内容かもしれないから、しょうがないかもなあ……」

　シームリットのぼやきに、無言で頷くジョゼット。実際、報告書に処女うんぬんが書かれていても、反応や対処に困っただろう。

「で、だ。実のところ、昔から何年かに一頭ぐらいはそういうユニコーンが生まれるんだが、母体から生まれてすぐに群れのトップが自分で手を下して処分するから、大体問題にならなかった。今までは、だが」

「今までは、になるよね実際……」

「ああ。今回は数が数な上に、今までと違って白い普通のユニコーンが黒くなって、変異化してやがるんだ。いや、もしかして順序が逆で、変異化したから黒くなったのかもしれないが」

「……そっか。新生児じゃなくて大人が変異体になっちゃうと、いくら群れのトップでも確実に仕留められるわけじゃないんだ……」

「そういうことだな」

　そこまで話したあたりで、酒と一緒に昼食が運ばれてくる。飲み物以外メニューなんて選べないような田舎の酒場ゆえ、出てきた昼食は全員同じものだが、郷土料理中心のなかなか美う味まそうなメニューが食欲をそそる。

「お、いいタイミング」

「話がある程度聞こえてたからね。シームリットちゃんは飲み始めると止まらないから、料理出すタイミングとか見計らってたんだよ」

　料理を持ってきたおばちゃんが、肩をすくめながらそう言う。真琴と意気投合した時点で薄々予想できてはいたが、シームリットはかなりの飲のん兵べ衛えらしい。意外と話が長引いたこともあり、料理が出てきた時はそろそろ早めの昼、という時間になっていた。そういう意味でも、おばちゃんが酒と料理を持ってきたタイミングはちょうどよかったと言える。

　どうでもいいことながら、実はシームリットが注文したのは酒と適当なつまみであって、昼飯ではなかったりする。どうせメニューなんて飲み物以外存在しない店だけあって、そこらへんも気を利かせてくれたらしい。

「で、そっちのお嬢ちゃんは分かるとして、あんた達は本当にお茶でいいのかい？」

「僕らは国に帰ったらまだ未成年やから、酒飲んだらあかんのよ」

「別にここで飲んでも咎とがめられないんだけど、習慣になっちゃうと帰ってから苦労しそうだから、飲んでいい歳になるまでは我慢しようかな、って」

　宏と春菜の回答に納得したように頷くと、おばちゃんはアルチェムに視線を向ける。

「自覚はないんですけど、私酒癖が悪いらしくて、外では絶対に飲むなって言われてるんです」

「なるほどねえ。そういう事情ならしょうがないかね」

　酒場をやっているだけあって、おばちゃんも酒癖を出されてしまうと反論の余地などない。酔っぱらいの相手には慣れているが、しなくていいならしないで済ませたい。

　因みに、アルチェムの酒癖は本人が問題を起こすタイプのものではない。というより、当人は少々酒が入ったところで、普段とまったく変わらない。

　ではどうなるかというと、普段はアルチェム一人かせいぜい巻き込まれた一人二人だけでとどまるエロトラブルが、無作為かつ無尽蔵に発生するようになるのだ。

　オルテム村の中や工房にいる時なら大した問題にならないが、出先で発生するといろいろまずい。そのぐらいの常識と良識はあるらしく、アルチェムが外で作業する時は、オルテム村の人間全員が顔を見るたびに口を酸っぱくして言うのが面白いところだろう。

「さて、これがオルガ村自慢のルメルチ酒だ。あと、そっちのパイはルメルチが入ったやつで、これがまた甘さ控えめで美味いんだよ」

「へえ、ちょっと楽しみ」

　目の前に並んだ料理の数々に目を奪われながら、ルメルチに対する期待をどんどん高めていく春菜。

　今回用意された料理は昼食だからか、料理の数々といってもそれほどの品数はない。肉類はなく、山菜の煮物とスープにパン、ルメルチのパイという、パイ以外は割合簡素なものだ。

　だが、簡素な料理だから不ま味ずいとか手を抜いているとは限らないのはよくある話である。それに、特産品などの味を見るには、簡単な料理の方が向いていることは多い。

「か～っ！　この一杯のために生きてるって感じ！」

　デザートらしいパイを後に回し、とりあえず野草を使ったらしいスープに手をつけようとした春菜の隣で、最初の一杯を一気に飲み干した真琴がおっさんくさい言葉を吐く。

「姉ちゃんいい飲みっぷりだな。もう一杯いくか？」

「もちろん！」

　異変の調査をはじめとしたあれこれをあっという間に頭の片隅に追いやって、目の前の酒にのめり込む真琴。昼に出されるルメルチ酒はそれほどきつくないものなので、真琴の酒豪ぶりなら何杯飲んでも酔いはしないのは間違いない。だが、酔う酔わないと、調査という名目で訪れた村で昼間から浴びるほど飲むのとは別問題である。

「達也が仕事してる時にこんないいお酒にめぐり逢あっちゃって、いいのかしら～」

　などと言いながら、杯を空ける手を一切緩めない真琴。完全にダメ人間の行動である。

「夜はもうちょっと熟成させて酒精を数段きつくしたやつがメインになるんだ。そっちはそっちでいけるけど、真っ昼間から客に堂々と出す人間はこの村にゃいねえからなあ」

「当たり前さね。ああいうのは仕事のあとにやるからいいんだよ。昼間っから仕事もせずに酒浸りになる穀ごく潰つぶしを抱え込む余裕は、こんな小さな村にゃありゃしないってね」

「昼間っから飲んで仕事してるオレに対するあてつけかい？」

「シームリットちゃんは黙認さね。あんた、一番強いルメルチ酒飲んで酔っ払っちまっても、修理ぐらいミスんないだろ？」

「鍋の穴ふさぐぐらいはなあ」

　などと、なかなかとんでもない話をしながら、シームリットが三杯目のルメルチ酒を飲み干す。どうやらこのウサギ男、昼間からの飲酒は常習犯らしい。

「相変わらず飲んでるねえ」

　昼食も大方終わり、真琴が八杯目、シームリットが六杯目に入ったところで、いつの間にか現れたバーストが呆あきれたように声をかけてきた。

「兄貴、いつの間に？」

「今来たところ」

　シームリットの問いかけに、まるでデートの待ち合わせのような返事をするバースト。その気安い態度と種族的特徴の一致、さらに兄貴という呼びかけ。そこから、恐らく血縁関係なのではないかと察した宏が、確認のために口を開く。

「念のために聞きたいんやけど……」

「ああ、この変質者はオレの実の兄だ」

「この飲んだくれは、俺の実の弟さ」

　宏の問いかけに、兄弟揃そろって明確に肯定の言葉を口にする。変質者と飲んだくれ、社会的により駄目なのは兄の方ではあろうが、世間では度合いの差はあれどっちもダメ人間扱いされる人種だ。そういうところに共通点があるあたり、どっちもどっちのよく似た兄弟だといえなくもない。

「なるほどなあ。他に兄弟は？」

「神官やってる弟がいる。ただ、神官の割に呪われてるんじゃないかと疑いたくなるほど運が悪くてなあ」

「そうそう。オレらの弟とは思えないぐらい真面目で、なかなか見事な突っ込み気質なんだが、ものすごく運が悪いから、そのあたりの克服のために今、修行の旅に出されてるんだよな」

「また濃いのがおるんやなあ」

　バーストとシームリットの説明に、宏がちょっと遠い目をする。その様子からは、自分達も人のことは言えないという自覚は一切感じられない。

「つかさあ、兄貴。調査隊と一緒に戻ってきてるってのは聞いてたけど、オレのとこに顔出すのが今頃ってどうよ？」

「お兄ちゃん、これでもいろいろ仕事してたのよ？」

「兄貴の仕事なんて、今日はせいぜい調査隊と村長との顔つなぎぐらいだろ？　こんなに時間かかるようなことじゃねえじゃん。あと、転移魔法使えんだからさ、年一回、新年ぐらいは顔出しに来たらどうだ？　マーヤも気にしてたぞ」

「いやなあ。情報や物資的な意味でのバックアップと引き換えに、健康診断とボディケアを随分頼まれちまってなあ。てか、雑貨屋のおやっさん、しばらく禁酒させないと、奥さん泣くぞ」

「ヤバいのか？」

「おう。雑貨屋の奥さんのケアを隅々まで徹底的にやらにゃならんぐらいにはヤバい」

　そのまま、余人が割って入りづらい感じの兄弟トークに移るバーストとシームリット。どんどんと微妙になっていく内容に、ここはスルーだということで日本人組とアルチェムの意見が一致する。

「春はる姉ねえ、春姉」

「何？」

「このルメルチって果物、ウルスとかで栽培できないかな？」

「今度、ドルフェットと一緒に栽培してみよっか」

　アイコンタクトで今決めた方針に従い、春菜と澪がバースト達に関して一切コメントせず、ルメルチの確保をどうするかで話し合う。

　二組のマイペースな連中に挟まれ、反応に困っているジョゼットが妙に哀れを誘う。そんなオルガ村初日の昼食であった。
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「で、俺が村長や調査隊と飯食いながらいろいろ詰めてる間、飲んだくれと一緒に鯨飲してた、と」

「ごめんごめん。でも、ちゃんとお酒は確保してきてるからさ」

「それはいいんだが、本来の目的は酒でも飯でも果物でもなく、異変の調査だってことは忘れてねえだろうな？」

「だいじょぶだいじょぶ。あれぐらいじゃ酔わないって分かってたから、飲めるだけって感じでやらせてもらったんだし」

　バーストに言われ、調査隊の駐在場所まで移動した宏達を待っていたのは、一仕事終えた達也からの冷たい視線であった。

「で、この後どうするんだ？」

「周辺の地図作成はレイニーに丸投げしたし、村の商店とかの配置は酔いどれウサギに案内してもろたからなあ。やるとしたら、車出して森ちょっと見に行くぐらいか？」

「まあ、そんなとこか。歩いて一日ぐらいってことは、ワンボックスなら一時間ぐらいか？」

「多分、そんなもんやろう」

　滞在のための準備を進めている調査隊を横目に、今後の予定を話し合う宏達。今回は人数的にも資材や機材の分量的にも全員が宿に泊まることは不可能なため、まだ開かい墾こんされていない村の空き地を間借りしてテントその他を準備する必要があるのだ。

　携帯用コテージのおかげでその種の作業が必要なく、また設営の手伝いも断られている宏達は、どうしてもこの後の時間は中途半端に手が空いてしまう。ならば、少しでも調査の足しとなる行動をしたほうが建設的であろう。

　因みに、ジョゼットは設営の方に回っている。宏達と違ってマルクトの指揮系統に組み込まれている人間なので、こういう時は普通に設営その他の仕事に入る。

「森の方に行くんだったら、お兄ちゃんも一緒に行きたいんだがいいか？」

　宏達の相談を聞いていたらしく、バーストが同行を申し出てくる。その申し出に、宏達がどうしたものかと微妙に顔を見合わせる。

「あ～、何警戒してるかは大体分かるけど、お兄ちゃん今割と真面目モードだから、今回は何もしないぞ？」

「説得力あらへんなあ……」

「いやいやいや。お兄ちゃんが女体に触るのは、触診と着替えの手伝いと研究の時だけと決まってるんだ。で、触診と着替えの手伝いはともかく、研究は相手の許可を取らなきゃ触らないし、触診は来る前にやってるし、着替えの手伝いは今必要ないだろう？」

「大真面目に、ものすごい変態的なこと言うとるけどどない思う？」

　バーストの主張を聞き、ものすごく困った表情を浮かべてしまう一同。正直言って、説得力は欠片かけらもない。微妙に信用もできない。なのに、なぜかいろいろ納得できてしまう。この、説得力も信用もないのに納得はできてしまう不思議な感覚が、いろんな意味で難儀だ。

「多分、本人の主張どおり手は出してこないとは思うんだけど……」

「不安は不安なのよねえ。あたしとしては、一緒に車に乗るのまでは妥協できても、隣に座られるのだけは嫌って気分」

「あ～、うん。それは私もかな……」

　とかく微妙な相手に、非常に困った話が続く。男性サイドも春菜と真琴の意見には実に頷けるが、バーストを連れていくことにもそれなりに意味はあるので、結論を出せずに悩んでいる。

「いっそ、空から行くとか」

　いろいろ面倒になったらしい澪が、いろんな意味で手っ取り早い解決策を提案する。はっきり言って、別にワンボックスカーで移動しなければいけない理由は特にない。

「せやな。うちらが空飛ぶ船持っとんのは知られてんねんし、面倒やから飛んでくか」

「宏君。神の船だと、五分ぐらい？」

「そんなもんやな。短縮しよう思ったら一秒未満までいけるけど」

　歩いて一日の距離が、わずか五分。高速飛行できる移動手段があると、ものすごく世界が小さくなる。

「ほな、空飛んでいくことなったから、一緒に乗ってけばええわ」

「そいつはありがたい。ってか、やっぱ便利だよな。お兄ちゃんも魔法じゃない個人用の飛行手段が欲しいぞ、切実に」

「こいつはそうガンガン作れるもんやないから、悪いけど諦めて」

「分かってるさ。その手のは、お兄ちゃんみたいなのに回ってくるより先に、国が数を確保するもんだ」

　やけに物分かりがいいバーストに、そういう判断ができるのになぜ女性の美容がらみでは常識とか良識とかそういうのを捨て去るのか、だとか、なぜそれがらみの発言は非常に言葉の選択が誤解を招きやすい変態チックなものなのかとか、いろいろ小一時間ほど問い詰めたくなる達也。

　問い詰めたところでのらりくらりとかわされるのが目に見えているのでやらないが、なぜ彼がこうなったのかは、達也的に非常に気になるところだ。

　余談ながら、バーストはいろいろと意表をつく形で個人用の飛行手段を確保することになるのだが、それはまだ先の話である。

「じゃあ、ここじゃちょっとあれだから、村の外に出よっか」

「そうですね。ここだと、いろいろと邪魔になりますし」

　いろいろ決まったところで春菜が提案し、アルチェムが同意する。実際、村の中で船を出すといろんな意味で激しく邪魔になる。飛び立つまでの時間は短いとはいえ、配慮せずにすませていい問題ではない。

「あ、森の近くまで行くのでしたら、これを入口に設置してきていただけたら助かります」

「だったら、こいつもお願いします」

「了解。っちゅうか、簡易の転移陣も設置してきたほうがよさそうやな」

「できるんですか？」

「いろいろ制限はかかるけど、大した問題やあらへん」

「だったら、お願いします。費用は予算から出しますから」

　宏達が神の船で森まで行くと聞き、調査隊の面々がついでの用事をどっさりと頼んでくる。それらの打ち合わせで出発時間が遅れ、結局村を出るのはそれから三十分後になるのであった。
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「こら、あかんな……」

「うん。詳細は入ってみないと分からないけど、かなりまずいことになってるよね……」

「師匠、予想以上に切迫してる」

　ユニコーンの森を目にした瞬間、感覚まわりの能力が高い宏と春菜、澪の三人が真剣な表情で深刻そうなことを言う。森が専門のアルチェムに至っては、今までに見たこともないような怖い顔で黙りこくっている。

　その様子と雰囲気に気け圧おされたか、達也と真琴がたじろいでバーストの方に視線を向けた。

「……正直、お兄ちゃんにはおかしくなってるってことぐらいしか分からないんだが、具体的にどれぐらいヤバいか教えてもらっていいか？」

「詳しくはまだ分からん。ただ、僕らに言えるんは、この異変は今年入ってからとかそんな短期間の話やないっちゅうことと、このまま放置しとくといろんな意味で取り返しつかんことになりかねんっちゅうことぐらいや」

「取り返しがつかん、ってえとダンジョンにでもなっちまうのか？」

「それぐらいで済めば、まだましやろな」

「お兄ちゃん、そのあたり全然詳しくないんだが、異界化してダンジョンに変質するより取り返しがつかないことってあるのか？」

「パターンとしては三つほどあってな。一つ目は森全体がモンスター化するケース。二つ目は、この森に生き物が入った瞬間に、変質してモンスターになったり変異化したりする土地になってまうケース。最後が、邪神すら触さわれんほどきつい呪われた不毛の土地になってまうケース。どれも、なってもうたが最後でな。神様でもどうにもできんし下手するとどんどん広がっていきおる」

　宏の説明を聞き、バーストの雰囲気まで剣けん吞のんなものに変わる。生まれ故郷が存亡の危機にさらされていると知り、完全にシリアスモードに切り替わったようだ。

「一応説明続けるとやな、ダンジョンの場合、誰かが連れ出さん限りは中のモンスターが外に出ることはあらへん。せやけど、森全体がモンスター化したり土地が変質してもうたりすると、そこで生まれたモンスターは普通に外で暴れまわりおる。しかも、そういうところで生まれたモンスターは、そこらのフィールドボスなんざ鼻で笑うほど強い上に、必死なって仕留めてもまともに素材としても食材としても使えんやつがやたら多いねん」

「素材とか食材にならないのがどうまずいかはよく分からんが、それ以外は大体理解した」

「素材とか食材にならんのは、うちらの趣味以外の部分でも結構致命的やで。依頼以外やといくら仕留めても収入につながらんねんから」

「正直、そのランクになるとどうせ大概の人間にゃ加工も調理もできないから、あんまり関係ないような気もするがね」

「実際のところは案外、強さと加工やら調理の難しさに相関関係なかったりするけどな。それにそもそもの話、倒しても誰の収入にもならん相手に報酬かけて駆除するっちゅうても、出せる金には限度あるやん。しかも相手は無尽蔵に湧きおるんやから」

　宏の言わんとすることを理解し、かなり厄介な事態になっていることを改めて認識するバースト。どうやら、故郷どころかマルクト存亡の危機にまで発展しかねない状況にあるらしい。

　バーストに対する宏の説明が終わったところで、何かを決心した様子のアルチェムが近くに来る。

「ヒロシさん、ちょっと入って様子を見てきます」

「アルチェム一人で大丈夫か？」

「大丈夫ですよ。そもそも森は私達エルフのフィールドですし、それに今回は私単独ではありませんから」

　一人で様子を見に行くというアルチェムに、不安そうに確認を取る宏。その不安を解消すべく、アルチェムが自身のガーディアンを呼び出す。

「……狼おおかみ？」

「っちゅうか、大だい霊れい窟くつにおるんと同じタイプやん」

「はい。大霊窟の守護者からいただきました」

　アルチェムが呼び出したガーディアンを囲み、春菜と宏がアルチェムとそんなやり取りをする。今まで存在すら知らなかった、アルチェムのガーディアン。大霊窟の守護者から貰もらったというそれに、興味が集まるのは当然である。

「……いろいろ気になることはあるけど、まずは偵察を優先やな」

「そうだね。ただ、森の中をアルチェムさんだけに行かせるのはちょっと不安だから……」

「師匠、春姉。ボクがついてく」

「俺も行くさ。元々おたくらに同乗させてもらったのも、それが目的だからな」

　いろいろ質問したいことはあるが、まずは目先の問題を解決してから。そんな宏の提案にのっかり、立派な毛皮に惹ひかれそうになっている気分をやや無理やり切り替えて追従する春菜と澪に、バーストが当初の目的に沿った申し出をしてくる。

　その申し出に一つ頷くと、澪とアルチェム以外の行動を決める相談に入る宏達。雰囲気や口調、そして何より放置しておくと故郷が滅ぶかもしれないという事態から、今回はバーストのことを信用するらしい。

「となると、あたしと達也は森の外側を調査、ってとこね」

「そうだな。安全を考えるなら全員で森、なんだが、ヒロはいろいろ作業せにゃならんしな」

「じゃあ、私は……」

「春菜は残って、ヒロの手伝い兼護衛だ。正確には、護衛ってより支援と火力って感じだが」

「ん、分かったよ」

　もう一年以上の付き合いだけあって、あっという間に役割分担を決めてしまう宏達。

　それを見て、バーストが仮面の下で感心したような表情を浮かべている。

　その立場上、冒険者に限らず騎士団から学者、宮廷魔導師、アサシンギルドなど様々なチームを見てきたが、こういう異変に対応する際にここまでスムーズに役割分担を決められるチームは、意外と多くなかったのだ。

　そして、こういうチームは例外なく実力があり、簡単に被害を受けたりはしない。正直なところバーストは、アズマ工房に関しては普段の行動その他から、冒険者としては単に極端な技術力と生産力をバックに、道具任せで押し切るだけの連中かと思っていた。その評価が明確に間違っていたことを認識し、自分の中の考えを修正する。

「じゃ、早速行動開始ね」

「とりあえず、こっちの作業は一時間ぐらいやから、それ目処に集合っちゅうことで」

「了解」

　決めるべきことを決め、さっさと行動に移すべく安全圏である船から下りる一行。そこには、今までのような緩い空気は一切残っていないのであった。
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　一方、その頃。

「お待ちしておりました」

「すまんのう。世話をかける」

「ヴァンパイアの真祖、その現在生存する最年長の方のお役に立てるのです。ダルジャン様の巫み女ことして、これほど誇らしいことはございません」

「そう言ってもらえるとありがたい」

　ルーフェウスの工房では、大図書館を利用するためにヘンドリックがサーシャと合流していた。

「さて、大図書館を利用できるのはありがたいが、アンジェリカが不在なのが痛いのう」

「本日はどのようなご用件でご不在なのでしょうか？」

「里の用事での。どちらかが残る必要があったので、とりあえず外での調べ物に慣れておる儂わしだけで出てきたわけじゃ」

「なるほど。そういえば、ヘンドリック様とアンジェリカ様は、隠れ里の守護をなさっておられましたね」

「うむ。今後こういう事態も多かろうから、一応里の連中は異文化交流ということで、一人残さず大地の民に預けてはきたがの。里をいつまでも空にもできぬし、向こうの負担も考えると正直あまり長く預けられるわけでもなくてなあ」

　ヘンドリックの説明に、なんとなく納得するサーシャ。真祖が守護する里といったところで、雑事がなくなるわけではないのは、考えてみれば当然のことである。

「まあ、それはそれで仕方がないことではあるが、大図書館の蔵書量を考えると、今日一日でどれほど調査が進むかが不安じゃ。最悪、まずはめぼしい資料にあたりをつけるだけにして、アンジェリカの手が空いてから本格調査という形にしたほうがいいかもしれんの」

「でしたら、図書館ですので最悪貸し出しという手も使えます」

　サーシャの提案に、ヘンドリックが意外そうな顔をする。一時ほど書物が貴重ではなくなっているとはいっても、やはり大図書館が収蔵しているものは稀き少しょうで高級なものが主体だ。それが現存する唯一の書物、なんていう本もあり、そう簡単に貸し出しなどしていいともできるとも思えない。

　もはや原本が手に入らないような本は大半が写本を済ませているようだが、その写本も何冊もあるわけではない。迂う闊かつに貸し出して破損でもしたら、いろいろと取り返しがつかない。

　歳を取っているだけにそのあたりの機微に敏さといヘンドリックは、その敏さからサーシャの申し出を意外だと思ってしまったのだ。

「貸し出しなどして大丈夫なのか？　儂がちゃんと返すという保証もないし、そもそも大図書館に収蔵しておる本は、貸し借りに向かんものが主体ではないのか？」

「あくまでヘンドリック様だから、ということになります。それに、印刷によりある程度大量に発行されている本は、保証料を預かった上で普通に貸し出しをしていますし」

「ふむ。世の中変わったものじゃなあ……」

　サーシャの説明を聞き、世相の変化にしみじみと感じ入るヘンドリック。

　そもそもの話、ヘンドリックが知る外の世界は、都市部でも識字率が低い。故に、本の貸し出し以前に図書館を利用するような人間自体が少なかった。識字率が低いのだから一年で書かれる書物の数も少なく、図書館が図書館と呼べるだけの蔵書を蓄えるだけでも一苦労だった。

　それが、今では印刷技術により大量に（といっても地球の先進国とは比較にならないほど小部数だが）発行され、それを一般庶民が普通に手にとって読み、図書館から貸し出しを受ける。大図書館があるルーフェウス特有の事情ではあろうが、それでも昔を知るヘンドリックからすれば信じられない変化である。

「さて、そういうことなら、保証料を払えばいいのじゃな？」

「必要ありません」

「ふむ？　そういうシステムじゃと、今話しておったではないか？」

「ヘンドリック様は、エアリス様からの紹介です。それに、アズマ工房というこれ以上ない身元保証人もございますし、何より数千年を生きた真祖の方です。本を粗雑に扱うことも、借りたまま返さないということもないはずです」

「返すつもりはあっても、事故や事件で返すに返せなくなる可能性はあるが？」

「その時はその時、その本はそこで失われる運命だったのでしょう」

　ヘンドリックの質問に対し、サーシャはダルジャンが言いそうな言葉できっぱりと答える。

　本に限らず、どんな物もいずれは無くなるのだ。書物というのは写本という手段がある分寿命が長いというだけで、失われる時は失われるのである。

　ダルジャンの巫女なんて役職についていると、そのことは痛いほど実感させられる。管理がちゃんとできていなくて紙し魚みに食い荒らされ、復元できなくなって失われた書物など枚挙にいとまがない。不慮の事故や戦火、証拠隠滅のための焚ふん書しょなどを含めると、その数はもっと跳ね上がる。

「さて、こうして話をしていてもキリがありません。大図書館に向かいましょう。といっても、この工房からはそれほど離れていませんけどね」

「うむ。頼む」

　どうやら、サーシャの言葉にいろいろ納得したらしい。ヘンドリックが素直に大図書館までの案内をサーシャに頼む。

　もっとも、

「外に出た途端、実に食欲をそそる匂においが漂っておるが……」

「そういえば、そろそろアズマ食堂の営業時間でしたね」

「ふむ。食堂の営業時間ということは、昼飯時か」

　隣に建てられているアズマ食堂が営業を開始したタイミングとちょうど重なり、スムーズに案内とはいかなくなるのだが。

「……そうですね。ここで食事を済ませますか？」

「かまわんのか？」

「ええ。大図書館で食べるか、ここになるかの違いだけですし」

　結局、宏達が乗り移ったかのように、飯のために寄り道をするヘンドリックであった。








世界編　第二五話






　森の中は、これといっておかしなところはなかった。

「こりゃ、たまらん感じだな」

　あまりに普通すぎる森にもかかわらず、バーストが真剣な声色で呟つぶやく。アサシンギルドに入る前、何度か食料を漁あさりに来た時と変わらない、もっと正確に言えば自然の範囲での違いしかないのに、肌に突き刺さる空気はとてつもなく異常だ。

　バーストのそっち方面の感知能力は達たつ也やや真ま琴ことなどと比較すれば圧倒的に高いものの、宏ひろし達や巫み女こなどの特殊な存在に比べればどうしても大きく劣る。その感知能力ですら、今このユニコーンの森が洒落しゃれにならないほどおかしな状況にあることははっきり分かる。

　それだけの異変なのに、目立って変化がない。それが何よりも異常性を際立たせていた。

「見た目だけで言うと、お兄ちゃんの目にはどう見ても以前来た時の森と同じにしか見えないんだよなあ……」

「同じって、完全に？」

「さすがに完全にってことはないがね。少なくとも、異常成長してるとか、そういう感じはない」

　状況が状況だけにふざけるつもりはないのか、澪みおの確認にバーストが非常に真面目な回答をする。

「おかしいですね、本当に……」

「ん。明らかに地面が変なのに、植物が普通のまま」

「ですよね……」

「バーストさん、ユニコーンの食べるもの、知ってる？」

「あいつら馬なのに雑食。ついでに言うと、幻獣って名がつく連中は、肉食寄りか草食寄りかって違いはあるが全部雑食でな、基本的には何でも食う」

　澪に質問され、アサシンギルドが持ち合わせている情報を告げるバースト。それを聞いた澪が、もう一度何やら考え込んで一つ頷うなずく。

「アルチェム、実験」

「何をしましょうか？」

「土地の浄化。今日このあとの行動に支障が出ない範囲で」

「分かりました」

　澪に言われ、即座に浄化に入るアルチェム。もはや浄化作業も慣れたもので、初めて使った時とは比べ物にならないほどよどみなくトーテムコールを発動する。

　発動したトーテムコールが、圧倒的な力で周辺一帯を浄化する。この地に眠る祖霊達も今の異常な状況には怒りがあるのか、本来なら投入コストを考えればあり得ないほどの威力で、あり得ないほどの範囲に効果を及ぼす。

　その一部始終を観察していた澪が、あれこれチェックして回って静かに首を左右に振った。

「変化なし。恐らく、単純な浄化は無意味」

「ああ、やっぱりそうですか……」

　発動した時の手ごたえからなんとなく察していたのか、澪の言葉にアルチェムが小さく頷く。

「でも、感じからいって浄化を行うのが間違いとも思えない」

「単純な浄化だと、何かが足りない感じなんですよね」

「案外、春はる姉ねえの歌だったら効果が出たりして」

「さすがに、いくらハルナさんの歌でもそこまで万能では……」

　澪の提案に、もしかしてと思いつつも一応否定しておくアルチェム。

「何にしても、森全体に対して、ユニコーンだけをピンポイントに狙った何かが仕掛けられてる」

「そうなりますね」

「現状だと、仕掛けの内容と場所、それから解除方法は分からない」

「てか、こんな浅い場所でそれが分かるんだったら、調査隊を組むような騒ぎにゃならなかっただろうなあ」

　とりあえず、澪が現時点で判明したことを口に出してまとめる。はっきり言って何も分かっていないに等しいが、少なくとも厄介さを再認識するぐらいの役には立つ。

「このままやみくもに調べて回っても多分進展はなさそうなんですけど、どうします？」

「ん、一度引き返して……」

　そこまで言いかけて、いつの間にかバーストがいなくなっていることに気がつく。ついさっきまで話をしていたのに、ほんのすこし意識をそらしただけで、その姿を完全に見失っていた。

「……変態がいない」

「あ、本当ですね」

「相手は腕利きでここ出身だから、迷子とかはない、はず」

　いなくなったバーストに少々不審なものを感じつつ、澪とアルチェムは割とそれどころではなさそうな現状に身構える。

　こう言っては何だが、バーストは経験豊富な腕利きのアサシンである。こんな入口から十五分程度の浅い場所で、それも直前まで話をしていたタイミングで姿を消したとなれば、何かあったというよりは単独行動に出たと考えたほうが自然だ。

　その何かが、アルチェムの巫み女ことしての感覚や澪の多数のスキルに裏付けされた探知能力でも察知できないのであれば、バーストよりも自分達の身を心配したほうがいい。

　そんな予感に突き動かされて二人が身構えてすぐに、三時の方向から派手に草を揺らす音が聞こえてくる。

「何か来る！」

　澪のその警告を待っていたかのように、森の奥から黒い巨大な影が二人に対して躍りかかってくるのであった。




　　　　☆




「ベースキャンプはこんなもんか？」

「そうだね。このあたりのモンスターがどんな感じかは分かんないけど、この結界を抜いてくるようなのは多分いないと思うよ」

　澪達がバーストとはぐれたその頃、宏と春はる菜なは簡易転移陣を設置するためのベースキャンプをせっせと作っていた。

　宏と春菜の、それも特に宏の行動原理として、一カ所でそれなりの長期間行動する可能性がある時、〝とにかく最初に安全圏を作りたがる〟というものがある。

　オルテム村の場所を探していた時やダンジョンアタックのように、結構な距離をうろうろしたりそもそも恒常的な安全圏など構築できないような状況でも、安全で快適な寝泊まりのための空間だけは確保しようとなにかしらの道具を作っているのだから、もはや本能に根ざした行動だとしか言いようがない。

　今回もその行動原理に従い、まずは何かあってもすぐに逃げ込めるベースキャンプ地の確保から始めていた。今はテントや機材などを設置できるように整地を終え、安全確保のための結界を張ったところである。

　余談ながら、今回宏が張った結界はガルバレンジアクラスまでを完全にブロックできる、いわゆる上級結界に分類されるものである。各国の首都、もしくは重要な拠点ぐらいにしか張っていないような強力なもので、維持のために毎日神官達が儀式を強いられる類たぐいの強力な結界だ。これ以上となると、ウルスやスティレン、ルーフェウスなどごく一部の都市にのみに張られている対ドラゴン用結界ぐらいなものである。

　近くにオルガ村という普通の村がある地域に展開するには、明らかに過剰すぎる代物だ。いかにオルガ村の面積と比較しても猫の額ほどの広さしか確保していないベースキャンプだとしても、これほどの結界を張るのは普通の人間には不可能で、非常識な話だ。

　ジズの撃墜や隠しダンジョンの攻略といった出来事が続き、いろんな意味で感覚がずれた宏が異変で黒くなったユニコーンの強さが分からないからと過剰な警戒をした結果、本人的には妥当だと思い込んで非常識な結界を張ってしまったのだ。

　一緒に作業をしている春菜も同じく感覚がずれているため、結局誰も突っ込まないまま下手な大都市より強固な防御力を持つベースキャンプが誕生してしまったのである。

「簡易転移陣の設置完了。あとは調査機材やな」

「そういえば宏君、簡易転移陣と普通の転移陣の違いって、何？」

「転送できる距離と一度に運べる荷物の差やな。簡易っちゅうだけあって転移可能距離は百キロ、運べる荷物の重量は人間含めて二百キロが上限やねん」

「へえ～。でも、それだけあれば十分な気がするんだけど……」

「百キロっちゅうとウルスとカルザスとかメリージュとはつなげんし、重量二百キロはドーガのおっちゃんクラスがフル装備やと転送できんか、できても食料とかそのへんが運び込めんし」

「あ～、言われてみればそうかも」

　宏の説明に、春菜が納得する。

　現実問題として、距離の百キロはともかく重量の二百キロの方は結構シビアな制限だ。

　何しろ、この世界の装備はとにかく重い。基本的に金属の塊なので仕方がないとはいえ、ハルバードやモールなどの大型武器は平気で三十キロくらいの重さがあるのも珍しくない。重装鎧よろいに至っては、鎧下なども含めると全身で百キロ超になるのが当たり前で、それら全てを身につければ二百キロなどあっという間だ。

　たかが鎧を着て動くだけで重装行軍などというスキルが必要になるのも、伊だ達てではないのである。

　それだけの重量になるのだから、水辺や砂漠、湿地帯などでの行動も当然大きく制限される。維持費もかさみがちとなると、冒険者の大半が革鎧か布鎧クロースアーマー、金属装備でもせいぜいブレストプレートに籠こ手てくらいなのも仕方がないことだろう。

　余談ながらこの重量制限、重量軽減などのエンチャントがかかっているものの場合、かかる前の重量で判定される。なので、正確に言うなら、重量制限ではなく質量制限と表現するのが正しい。

「あと、所しょ詮せん簡易やから、陣の起動だけやなくて移動そのものにも魔力いるんよ」

「そうなんだ。どれぐらい必要なの？」

「ゲームで言うんやったら、レベル１のキャラが三回も起動すれば枯こ渇かつするぐらいやな」

「あ～、結構重いね」

「なかなかのコストやねん。しかも、簡易やから何回も使ったら壊れおるしな」

　魔力が初期値なのはせいぜい開始直後数日なので、ゲームなら決して問題にはならないであろう。だがこちらの現実世界ではかなり重いと言わざるを得ない負担。そのあたりが、あくまで簡易であり普及していない理由なのだろう。普通の転移陣と違い、使っていると壊れる可能性があるのもマイナスポイントだ。

　しかも、それだけの問題がありながら、作るのが難しいために値段も高く、そうホイホイ数を揃そろえられるものでもない。その結果、持ち運べること以外に特別なメリットもなく、運用も難しいために後回しにされがちな、実に難儀で微妙なアイテムとなっている。

「で、調査機材やけど、どこに設置するんがええかやな」

「それ、どんな機材なの？」

「定点カメラ的なもんと、普段使っとる水質検査器の高機能型地質版みたいな感じのやつやな。どっちも測定場所に設置して時系列での変化を確認するタイプのもんやからか、結構な大きさと重さがあるくせに割と扱いがデリケートなんが厄介やで」

「デリケートなものなのに、定点調査に使うんだ」

「設置したら周辺の魔力を使って強度を向上させるタイプみたいやな。技術的な限界で測定端子とかがどないしてもデリケートになるらしいてな、設置するまでがものすごい気ぃ使うことなりそうな感じやで」

　機材の点検と調整をしながら、春菜の疑問に答える宏。技術的な問題は大きいらしく、デリケートな調整が必要な割には、宏の、というより日本の基準からすれば性能は大したものではない。

　たとえば定点カメラといっても動画ではなく写真のようなものしか記録できず、それも最大でも十五分に一枚が限界だ。写真も写実的な絵、という感じでさほど鮮明ではない。

　地質検査器に関しては地球にまったく同じ種類の物はないが、同じ大きさの成分分析機ならもっと詳細に分析できる、その程度の機能しかない。基本的に野外で使うものではないので単純比較できるわけではないにしても、チェックできるのが土の柔らかさと酸性かアルカリ性か、あとはせいぜい含有水分量と瘴しょう気き量くらいというのは項目が粗すぎる。

　しかも、時系列での変化を記録するといっても、こちらもデータ集積は十五分に一回。測定端子からのデータ分析に時間がかかるのと記憶容量の問題で、これが解析能力の限界なのだ。

「改造してええんやったら、改造するんやけどなあ……」

「さすがに、無断でするのは駄目だと思うよ」

「それぐらいは分かっとんでな。っちゅうか、最近は許可取っても改造とか下手にするんはろくなことならん気ぃするし」

「そうだよね」

　すでに実績的な意味で手遅れな現状について、宏と春菜がようやく自覚した一言を漏らす。

　春菜の方はダールの頃にはなんとなくのっぴきならない感じになっていることを察していたが、その頃にはすでに手遅れになりつつあったことに加え、宏が楽しそうにやっていたのでわざわざ言う必要はないかと黙っていたのだ。

「自分らで使うもんとかに関しては今更自重もくそもあらへんけど、こういう備品系は調整程度にとどめたほうがええかな、思うねんわ」

「うん、そうだね」

　宏の言葉に、春菜が同意する。

　今までの経験を考えるともはや手遅れだと、それこそ今更のように自覚した春菜だが、あえてそのことは口にしない。なぜなら、たとえ今からでも自重しないよりはしたほうがいいに決まっているからだ。

　もっとも、ウルスに入った頃のように、本人的には自重してるつもりでも周囲から見ればカッ飛ばしている状況になったり、エアリスを助けた後のようになし崩しにしてられなくなったりするので、自重しようという意思がどれほど継続するかは疑問に思っていたりもするが。

「とりあえずざっと調整したし、どのあたりに設置するかが……」

　十数台の定点カメラと地質検査器を調整し終え、設置場所の相談に入ろうとしたところで、宏が異変をとらえる。

「……なんか来おるな」

「……うん。それも複数で、かなり速い」

　移動してくる何かの気配に対し、宏と春菜は状況認識をすり合わせつつ武器を構える。一応結界、それも物理的な防壁を張るタイプの内側にいるが、ぶち抜かれないとは限らないので念のために準備をしているのだ。

　武器を構えて数秒後、黒い何かが十数体、結界に激突するのであった。
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「なんだありゃ!?」

「ちょっと、どういうこと!?」

　突如聞こえてきた地響きに、大慌てで狩っていたモンスターに止とどめを刺して振り返った達也と真琴は、眼に映ったその光景に一瞬絶句し、すぐに絶叫した。

　達也と真琴が絶叫したのも、仕方のないことであろう。二人の視界には、見て分かる範囲で十を超える黒いユニコーンが走っていたのだから。

「……あそこ、ベースキャンプよね？」

「……ああ、そうだな……」

　一度絶叫して少し落ち着いたところで、状況を確認し合う。達也と真琴が狩りをしているのは、ベースキャンプ設置予定の場所から二キロほど離れたあたり。さほど障害物がないこともあり、一応目視可能な範囲である。

　割と近場といえる現在地で狩りをしていたのは、単純に遠巻きにしているモンスターの群れを発見したからだ。一日かかるとはいえ徒歩圏内に村があるだけあって、この近辺のモンスターは大した強さではなく、快調に殲せん滅めつしていたところで今の異変が発生したのである。

「……とりあえず、急いで戻るか！」

「そうね。ピンチにはなってないでしょうけど、あれだけの数の馬がいたら身動きは取れないはずよ！」

　お互いの意見の一致を見て、仕留めたモンスターを鞄かばん、というより倉庫に突っ込むと、大急ぎでベースキャンプに向かって駆け出す。

　ユニコーンの変異体がどの程度の強さかは分からないが、正直宏がどうこうなるとは思えない。宏と春菜だけという人員構成上、宏をどうにかできなければ春菜に手を出すことは不可能だ。

　故に、そっち方面の危機感は一切持っていないが、それとは別に構築中のベースキャンプが駄目にされるかもしれない、という方向では心配している。ベースキャンプを荒らされるだけならいいが、機材がやられてしまうと非常に難儀なことになる。

　実のところ、達也と真琴は、一緒に持ち込んだ機材や資材しか心配していなかった。

「しかし、何の予兆もなかったのに急に出てきたな」

「そうよね。澪達が森に入ったのが引き金にでもなったのかしら？」

「かもしれねえなあ。バースト以外は全員女、それも未経験の人間ばかりだが、あいつらがどういう基準でどんな判断するかまではよく分からんからなあ」

「話聞いてる限りじゃ、碌ろくでもない判断基準なのだけは間違いないんだけどね」

　ベースキャンプへ向かって全力疾走しながら、目の前の状況について意見交換を進める。残念ながら、異変について何も分かっていないも同然であり、推測しようにも限界がある。それゆえに、実のある結論は出てこない。

　結局、当のユニコーンに聞かねば何も分からないことに変わりなく、意見交換の中身はどうやってユニコーンからそのあたりを聞き出すかに移りつつあった。

「っ！」

　ベースキャンプまであと半分、というタイミングで背筋に冷たいものを感じた真琴が、とっさに達也を突き飛ばして自身も別の方向に飛び退のく。

　その直後に、二人がいたあたりを突如出現した黒いユニコーンが走り過ぎ、なかなかの機動性と旋回性能を見せてすぐに戻ってきた。

『ちっ、中古ビッチのくせに勘がいいな！』

　戻ってきたユニコーンが、憎々しげに吐き捨てる。テレパス系の能力なのか、頭の中に直接響くその言葉は、内容も相まって非常にイラッとくるものであった。

「ねえ、達也」

「なんだ？」

「馬刺しにしちゃっていい？」

「正直賛成したいところだが、一応許可取ってからにしような……」

　居合いの構えのまま、据わった眼で物騒な言葉を吐く真琴を、とりあえず達也がなだめる。正直な話、達也としてもこの手の害獣は駆除してしまっていいんじゃないかと思わなくもないが、元に戻せる手段があるかもしれないので問答無用でというのはさすがに問題だろう。

『へっ。ビッチが大口叩たたくじゃねえか。ぶち抜いたのと違う男を侍はべらせて股また開いて腰振るような尻軽が、図星指された程度で切れてんじゃねえよ。そっちの男も違う女の匂においがするし、どうせやらせてくれる女なら誰でもいいん……、へぶし!?』

　ユニコーンが最後まで言う前に、真琴が鞘さやに入ったままの刀で馬面を一撃する。そのまま無表情にユニコーンの足を払って転倒させ、腹のあたりを踏みつけながらもう一発馬面を殴り飛ばす。

「知りもしないで、よく知った風な口を利いてくれるわね、この変態馬」

『ビッチに変態呼ばわりされへぶし!?』

「誰がしゃべっていいって言ったかしら？」

　この期に及んでなお余計なことを言おうとするユニコーンを、真琴が容赦なく殴る。その情け容赦のない、それも痛みを与えるためだけの殴り方に、減らず口を重ねようとしていたユニコーンが恐怖で黙る。

「あんた、新婚早々嫁と引き離された達也が、どれだけ苦しんでるか知らないでしょ？　達也がどんな思いで奥さんに操を立ててるか、考える気もないでしょ？　本当、表面だけ見てよく好き放題言ってくれるわ、駄馬のくせに」

　言っているうちに再び怒りが再燃してきたか、顔だけでなく腹や尻にも何発か鞘に入ったままの刀を叩き込む真琴。相手が無駄に頑丈なユニコーンでなければ、いかに痛みを与えるためだけの殴り方であっても、とうに深刻なダメージが出ている威力だ。

　真琴本人のことを言われただけなら、恐らくここまでキレなかっただろう。だが、恋愛感情は一切持ち合わせていないとはいえ、いい加減下手をすれば親兄弟以上に深い絆きずなを持ち、なんだかんだで十分以上に尊敬している相手を謂いわれもない、それもゲスな理由で馬鹿にされたことで、自分でも制御できないほど本気の怒りが湧きあがってしまったのだ。

　もし馬鹿にされた相手が宏だったとしても、恐らく真琴は同じくらい本気でキレたに違いない。そのあたりが、この一年で宏達日本人一行が育て上げた絆の強さを物語っているが、自業自得とはいえそれをこんな形で思い知らされた変異ユニコーンは実に災難だったといえる。

　なお、真琴が宏にも達也にも恋愛感情を持っていない理由は単純で、宏に関してはあそこまでの女性恐怖症を持ってるとそっち方面ではどうしてもしらけてしまうためで、達也についてはあれだけ嫁一筋の姿を見せられれば、好感度とは関係なく千年の恋も冷めようというものである。

「まあ、分かるわけないわね。だってあんた、膜の有無だけでしか判断できない、変態で頭の軽い存在意義ゼロの駄馬だものねえ」

　余程怒り心頭なのか、ねちねちといたぶるように言葉をかけ、反抗しようとした瞬間を狙い澄まして殴るという、ある種の調教、もしくは洗脳のような行動を続ける真琴。完全に頭に血が上っているようで、よく見るとユニコーンの黒い身体が、殴られて腫れたというのとは違う種類の赤みが差していることに気がついていない。

「おい、そろそろそれぐらいにしておいたほうが……」

「達也は黙ってて。こいつ、明らかに反省してないわ」

「いや、反省してないっつうより、そろそろ逆効果になりそうなんだが……」

　あまりの真琴の怒りっぷりに完全に冷静になってしまった達也が、ユニコーンの反応を見ていい加減まずいと真琴を止める。侮辱された言葉の内容が許せないのは達也も同じだが、いろいろ限度というものがある。

　そんな達也の配慮をぶち壊すように、ユニコーンが余計なことを言う。

『殴って罵ののしれば俺が言うこと聞くとでも思ってんのかよ中古！　お前みたいな頭悪い女騙だますのなんざ楽勝だろうが！　どうせその男も女房と引き離されて苦しんでるふりして、裏では下半身緩い女を騙して食い散らしてんだぜ！　男なんてそんな生き物だからよ！』

「あたしのことはともかく、達也を侮辱するのだけは許さないって言わなかったかしら？」

　達也が止めたために口を開く機会を得たユニコーンが、何かを期待するように暴言を吐く。

　その内容にもう一度切れた真琴が、言葉責めと物理でのお仕置きを再開する。無駄に頑丈で皮が分厚い馬体にはただの折せっ檻かんや乗馬鞭むちでの一撃ぐらいでは効果がない、という意味では真琴の行動は仕方がない面はあるのだが、いろいろと目を覆いたくなる惨状ではある。

　この時は鞘に収まっていたために達也も真琴も気がついていなかったが、使っていたのがヒヒイロカネの刀であったため、実は刀身がうっすら薄紅色に染まり、使い手に気がつかれないように歓喜と興奮で震えた挙句に余計な能力を身につけていたのはここだけの話だ。

「なあ、真琴。本気でもう、やめとけ……」

　折檻再開から五分後、ユニコーンの呼吸が荒くなったところで達也が再び、懇願するように真琴を制止する。その達也の表情を見て、さすがにやりすぎたかと今度こそ折檻の手を止める真琴。

　だが、残念ながらこの五分ですでに、いろいろ手遅れになっていた。達也の制止は、遅きに失したのだ。なぜなら、

『中古ビッチの言葉責めと折檻、いい……』

　息も絶え絶えになったユニコーンが、そんなことを口走るようになってしまったのだから。

「うわあ……」

「だから、そろそろやめとけって言ったんだよ……」

「つうかさ、こいつ本気で変態ね……。駄馬にもほどがあるわよ……」

『我々の業界ではご褒美です!!』

「そのフレーズをこっちの世界の、しかも馬から聞くとは思わなかったわね……」

　つくづく駄目な方向に突き抜けてしまったユニコーン相手に、思わず頭を抱える真琴。

「で、どうするよこれ……」

「放置しとくのも怖いし、止め刺すのもちょっと様子見なのよね……」

「そうだな」

「かといって、連れ歩くのも勘弁してほしいし……。適当に縛って、ワンボックスで引きずっていきましょうか」

「……それしかなさそうだし、そうするか。どうせそれぐらいで死にやしないだろうし」

　二人とも一連の流れでいろいろ疲れているらしい。情け容赦も常識もないアイデアを、本当に実行する。

　折檻を期待して余計なことを言いまくるユニコーンを無視して縛りあげ、ワンボックスカーにくくりつけたところで、ベースキャンプ付近に落雷のようなものが発生する。

「忘れてたが、ベースキャンプが囲まれてたんだよな」

「そうね。急いだほうがよさそうね」

　状況が変化したと判断し、馬を引きずっているとは思えない速度でワンボックスカーを発進させる達也。草原に、ユニコーンの感極まったような悦よろこびの声が響き渡るのであった。
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　時間は少しさかのぼって、真琴がユニコーンに折檻を開始したのと同時刻。

「こらまた、えらい数やなあ……」

　結界に向かって突撃し、はじき返されて憎々しげに睨にらみつけてくるユニコーンの群れに、微妙に困った表情で宏がぼやく。

　さすがに変異体でもガルバレンジアほどの強さはないようで、結界を揺るがすことすらできていないが、それでも何かに突き動かされるかのように、ユニコーン達は突撃を繰り返す。

　そんな光景が一分ほど続いたところで、突撃が無意味だと悟り結界の破壊を諦めたユニコーン達。その代表だと思われるもっとも体格のいいユニコーンが、内部にいる宏と春菜を憎々しげに睨みつけながら口を開いた。

『変態とロリビッチと乳エルフビッチを送り込んできた挙句、こんな邪魔なところにガチガチに結界なんざ張って、なんのつもりだヘタレ童貞！』

「ヘタレ童貞ってまた、えらいストレートな表現やなあ……」

　ユニコーンの詰問に答えず、どうでもいい部分に反応する宏。容姿や雰囲気をこき下ろす表現はいろいろ言われてきたが、ここまでストレートな表現はなかなかなかった。

「というか、さっきのがバーストさん達のことだったら、澪ちゃんもアルチェムさんも男性経験はないんだけど……」

『男に媚こび売って発情してる時点でビッチなんだよ、この処女巨乳ビッチが！』

「何でもビッチつけたらええっちゅうもんでもないやろうに……」

　ユニコーンの頭の悪そうな表現に、思わず全力で呆あきれながら余計な突っ込みを入れる宏。そろそろレーティングその他が気になるところである。

『隣にいる男相手に発情して毎晩一人で盛さかってる女をそう表現して、何がおかしい？』

「ま、毎晩じゃないし盛ってはないよ!!」

　ユニコーンの挑発に乗って余計なカミングアウトで墓穴を掘る春菜。自爆にもほどがある。

　彼女の名誉のために付け加えておくと、毎晩ではないのも盛っているわけでもないのも事実だ。むしろ、年頃の心身共に健康で健全な恋する乙女であることを考えると、逆に心配になるぐらい、そっち方面では大人しい。

　大人しすぎるがゆえに聖域の島で寝ぼけて起こしたような暴走の芽を育てている面もあり、そういう意味でももう少し奔放でも大丈夫ではないか、と言いたくなるのが現在の春菜なのだ。

「そういうプライベートな話はええから……」

　そんな春菜を、宏がいろいろビビりながら窘たしなめる。

　正直な話、女性のこういう事情を聞かされて大丈夫なほど、宏の女性恐怖症は改善していない。

　それは、〝ここまでの信頼関係を構築している事例はめったにない〟というほど深い信頼で結ばれた春菜相手でも変わらない。というよりも、むしろそういう相手だからこそ、この種の自爆を見せつけられるのはいろいろとしんどいものがある。

　今更春菜と無関係な生活に戻ることなど考えもしないが、こういうカミングアウトに巻き込まれてなし崩しでというのは、非常に抵抗があるのだ。

　自身にそういう感情を持ってくれている春菜には悪いが、宏的にはあまり春菜とこの手のことで話をしたくない。手に入れた素材で何を作ろうか、ゲットした食材でどんな料理をしようかと話しながら、一緒にいろんなものを作る間柄が気に入っているのだ。

「そもそも、人が人を好きになることを、悪く言われる筋合いはないよ」

『人を好きになることはいいことだ、なんて口実のもとに簡単に股を開くメスを正当化することを、我々は認めない！』

「そんな人ばかりじゃないっていうか、ほとんどの人は結婚するまでそういうことはしてないし、結婚してからも夫婦間でしかしてないはずだよ、多分」

『相手が特定の一人か否いなかは関係ない！　性欲に流されて盛って腰を振ってる時点でアウトだ！　男に惚ほれた女など穢けがれの塊にすぎん！』

　性欲も性交渉も、それどころかそれにつながる愛情の類すらも一切合財全否定するユニコーンの極論に、春菜の表情が曇っていく。ここまでの極論を言う相手に、告げる言葉が見つからないのだ。

　しかも厄介なことに、〝人を好きになることはいいことだという口実のもとに〟は、極論ではあっても全否定も難しい。男女ともにそういう人物がいい目では見られないのは、人間もユニコーンも大した違いはない。そこをベースにいろいろ言われると、少々反論しづらい部分がある。

　さらに重ねて厄介なのが、地球の宗教には、ユニコーンが言っているようなことを教義にして性交渉を否定するものも結構多いことだろう。この変異体達が主張するほど極端ではないにしろ、内容としては同じだ。程度の問題だけで、彼らの主張については割と同意する人間がいることが、春菜の反論の力をそいでしまっているのである。

「根本的な話、自分らが大好きで大事に大事にしてる、まだ誰にも惚れてへん未経験の女っちゅうんも、結局そうやって男女が盛った結果生まれてきとるんやけどな」

　微妙に不毛な議論になりつつある春菜とユニコーンの会話に、現実に戻ってきた宏が微妙に面倒くさそうに一応の指摘を入れる。

　ユニコーンの主張の根本的な問題は、宏が指摘した点に尽きる。

　彼らが正しいと主張するような女ばかりになると、人類は滅ぶ。そもそもの話、男女間の正常な愛情を否定し汚らわしいものだと言ってしまうと、その結果生まれてきた子供は穢れの塊ということになってしまい、ユニコーンの主張している穢れを知らぬ乙女というものは成立しないことになる。

　好きになった相手と子供を作り添い遂げることも駄目ならば、ほとんどの存在がこの世でもっとも美しく神聖なものの一つと認める、親子が寄り添い心からの笑顔で笑い合う姿も同時に否定されるだろう。もっとも、ユニコーンに限らず、このあたりの矛盾を抱えている宗教や人物は結構存在しているのだが。

『否いな！　断じて否！』

『経産婦は淫いん売ばい！　幼女は天使！』

『清らかな乙女ばかりだと子供が生まれなくなる!?　知らないわよ!!』

『我々は薄汚い男の手によって、無む垢くな子供が穢されるのが耐えられぬだけだ！』

『まともな男もいる？　そんなもの、我々が認めるわけがないだろうが!!』

　宏の突っ込みに一瞬沈黙するものの、再び口々に勝手な主張を始めるユニコーン達。主張すればするほど、身体の黒色が深くなっていくあたりが興味深い。

『そうだ！　そこの処女ビッチもいずれ汚い男に食われるのなら、我々の手で散らせてやらねばならん！』

『何を言うか！　たとえ処女ビッチといえども処女は処女！　散らすぐらいならそのまま心臓を貫き、永遠の処女にするべきだ！』

『何を言ってるの!?　記憶を消して心を初期化、永遠の乙女として生きられるように秘術をかけるのが一番に決まっているでしょうが!!』

　自己主張がだんだんヒートアップし始め、ついにお互いの主張を巡って内輪もめを始めるユニコーン達。異変によって変質しているとはいえ、穢れを知らぬ清らかな乙女に寄り添う馬として神聖視している人が見れば、そのままアイデンティティが崩壊しそうな状況だ。

「なんぞ、かなり自分勝手なこと言うとるなあ……」

「これ、どうしたもんだろうね……」

　もはやここに来た理由そっちのけで内輪もめに集中し始めたユニコーン達に、どうしたものかと相談する宏と春菜。正直、このままタイタニックロアか何かで全部消滅させてしまったほうが世の中のためになりそうなのだが、異変の原因を探るとなるとそれでいいのかが疑問になってくる。

　恐らくタイタニックロアあたりで消滅させても真相究明には影響しないだろうし、生かしておいたところでまともにコミュニケーションもとれないのはこれまでの経過で証明されている。それを考えればやってしまって問題なさそうだが、殺しすぎると異変の解決が不可能になる可能性がゼロではないのが頭が痛い。

　そんな風に悩んでいると、目の前をまばゆい光が包み込み、あたりに轟ごう音おんが響き渡る。

「な、なんや!?」

「落雷!?　でも、今は晴れてるよね？」

　唐突に起こった異変に、あたふたしながら周囲を確認する宏と春菜。幸いにして結界の機能により、二人の目に飛び込んできた光は目がくらむほどではなかった。おかげでどうにか普段どおりに物を見ることができ、状況確認自体はスムーズに終わる。

「焦げとるなあ……」

「焦げてるね……」

　光が収まったあとには、漫画的な感じで落雷を受けて焦げているユニコーン達の姿があった。

『自分達の間違いを指摘されただけで騒ぎたてるとは、まったくもって情けない』

　落雷で黒焦げになり、たてがみがアフロになったユニコーン達に目を丸くしている宏と春菜に、森の方から何かが声をかけてくる。

『お見苦しいところをお見せしました』

「えっ？　白いユニコーン？」

「まともなほう、っちゅうことでええん？」

『自分で自分のことをまともだというのは恥ずかしいですが、少なくともそこで焦げている痴しれ者達のように、筋の通らぬ理屈をわめきたてることはしないつもりです』

「うわあ、何かものっそいまともそうや……」

　森の方から現れた白く巨大なユニコーンの言葉に、宏が思わずまとも認定を下す。意見や主張はともかく、言葉が通じた上で話し合いが成立する時点で、中身がまともだと認定していいだろう。

『お二人は、我らが住まう森の調査に来てくださった方々ですか？』

「一応そないなります」

「正直、どこから手をつけていいか分からなくて、まだベースキャンプを作りかけたところですけど……」

『でしたら、ありがたい。今、森の方で少々もめておりますが、我々の協力者がこちらへ向かっております。彼女達から話を聞いて、現状を把握していただけたらと思います』

　先ほどとは打って変わって、実にスムーズに話が進む。それだけ変異体のユニコーンが変わっているといえばそれまでだが、神話や伝承などのイメージからすると、こんなに話が通じるのは意外といえば意外だ。

「それにしても、ちょっと気になったんですけど、いいですか？」

『どうしました？』

「変異体じゃない普通のユニコーンの場合、彼らの言っていた話はどうなんですか？」

『そうですね。結局のところ、相互に気持ちが通じ合っているか、己の行為が子をなすためのものだと理解した上で行っているか、できた子をちゃんと愛して育て上げる覚悟を持っているか、ですね』

「あ～、そういう感じなんですか」

『はい。色欲におぼれて行為に耽たん溺できしたり、相手を屈服させるために愛のない行為を行ったりしていなければ、たとえ出産経験があろうと我々の中では清らかな乙女ですね。ですので、あなたは十分に清らかな乙女です』

　ユニコーンの言葉に、意外と柔軟だなと思いつつ、別の意味でいろいろ気になるところが出てくる春菜。世の中には、本人の意思に反して力ずくで純潔を奪われ妊娠させられたり、自身は十分に愛を持っていても相手は単なる色欲だったりするケースはいくらでもある。

　そういった、相手方に問題があり、しかも本人には避けようがなかったケースはどうなるのか。相手は単なる色欲だったというのは真琴と元カレのケースがあるので、宏達としても割と他ひ人と事ごとではない要素だ。

　なお、ユニコーンが絡むと決まった時点で、真琴と元カレの話は真琴本人の口から詳細を聞かされている。

『あくまでも当人の人格と精神性ですので、自身ではどうしようもなかった事情で穢れを背負った場合は、現在どうなのかだけで判断します』

　春菜の疑問を察してか、ユニコーンが補足説明をする。それを聞いた宏と春菜は、安心したようなかえって心配になったような微妙な気分になる。

　そもそも、腐女子というのが精神性の面でどう判断されるのかが分からないのが問題だ。

「……なんぞ怖い結論出そうな話は横に置いといて、こいつらどないしたろうか？」

「そうだよね。放置して逃げられたら、なんかすごく面倒なことになりそうな気がするよね」

「っちゅうたかて、止とどめ刺しても浄化が面倒なことになりそうな予感があるし、なんぞ心底反省して更生させる手段があれば……」

　そこまで言いかけて、ふと何やら思いついた様子を見せる宏。頭の中でいろいろ検討し、もしかしたら可能かもしれないと結論付ける。

「なあ、春菜さん」

「何？」

「もしかしてやけど、般若心経とか効くかもしれん」

「いい加減、そのネタやめてほしいんだけど……」

　宏の提案に、心底嫌そうに告げる春菜であった。




　　　　☆




「いやあ、いい具合に引っかかってくれたなあ」

『貴様!?』

　澪とアルチェムに躍りかかろうとしていた黒いユニコーンが、突如ロープに足をひっかけて宙ちゅう吊づりにされる。その様子を確認したバーストが、嬉うれしそうに木の上から下りてきた。

「あ、バーストさん」

「こいつらの光学迷彩、慣れてねえとなかなか見分けがつかないんだよな」

「で、こっそり寄ってきてズドン、って？」

「そうそう。その時パニックって迂う闊かつに逃げようとすると、マコトってねーちゃんが好きそうな展開になるんだわ」

　宙吊りにしたユニコーンを見上げながら、そんな微妙な会話を続ける澪とバースト。いくら光学迷彩があるといっても、この巨体で澪に気配すら悟らせずに無音でこの距離まで近寄った隠密能力には驚くが、その能力の使い道は微妙な感じだ。

「で、もう一頭いるんだが、そろそろだろうなあ」

「そろそろって、何が？」

「ん？　まあ、すぐ分かるって」

　バーストの言葉どおり、派手な音を立ててもう一頭がアルチェムに襲いかかろうと飛び出してきて、何かに弾はじき飛ばされて大木の幹に叩きつけられる。

『な、何ものだ!?』

「神は、戦士の目を通してありとあらゆるものをご覧になっておいでです。そう、どんな些さ細さいな悪事も」

『ま、まさか……！』

「戦士、見てましたよ？」

『げぇ、戦士!?』

　藍色の神官衣のようなものを身にまとい、背中をやや超えるぐらいの長さの栗くり色いろの髪を一つにまとめ、手には盾とメイスを持った鹿系獣人の女性が、静かにそう言いながらユニコーンの方へ歩み寄っていく。

「よう。マーヤちゃん、久しぶり」

「お久しぶりです、お兄様」

　そう。現れた女性はシームリットの嫁・マーヤであった。

「その呼び方もいいが、愛と敬意をこめてお兄様スイート・ブラザーと呼んでほしいなあ」

「お兄様も、調査のために戻られたのですか？」

「ま、そんなところさ。ついでに里帰りもって感じだがね」

「確かに、たまには里帰りしたほうがいいとは思いますよ～。前回は確か、私とシームリットさんが結婚するより大分前だったと思いますし」

「いやいや。実はちょっとした用事で八カ月ぐらい前に戻ってきてんのよ。マーヤちゃんとは行き違いだったがね」

　などと和気あいあいと再会の挨拶を続けるバーストとマーヤ。結構な時間があったのにマーヤに殴り飛ばされたユニコーンが立ち上がらないところを見ると、かなりいいのが入ったか特殊な打撃を入れられたかのどちらかだろう。

「まあ、実はお兄様が帰ってきてるのは知ってたんですけどね」

「へ、へえ……？」

「ええ。というか、戻ってきてからしてたあれこれ、戦士見てましたよ？」

「そ、そうか。そりゃよかった」

「ですので、あとで神の審判を受けてもらいますよ～」

「大丈夫。お兄ちゃんはやましいことは何一つしていない！」

　などと言い合いながら、吊つり下げたユニコーンと殴り飛ばしたユニコーンに、神の審判とやらを下していくマーヤ。久しぶりの再会だというのに、そんな感じは一切しない。

　実のところ、これが彼女を導く運命の再会となるのだが、あまりに微妙な再会シーンとなってしまったこともあり、結局事が終わってもバーストとの再会が運命のそれだとは気がつかなかった。

「あ～、やっとるっちゃなあ」

　マーヤを追いかけてきたエルフが、神の審判とやらを下しているところを見て呆れたように言う。

「あれ？　セシリアさん？」

　そのエルフが見知った顔であることに、アルチェムが驚きの声を上げて澪に胡乱うろんげに見つめられる。

「あんれまあ、アルチェムでねえだか」

「何でセシリアさんがここに？」

「何でもなにも、アランウェン様さ言いつけられてここまで来ただよ。セネガルさ元気だか？」

「畑仕事とかは元気にやってますけど、それ以外は萎しおれてますよ」

「あんれまあ。誰かと子供さ作ってるかと思っただが、そんなことになってただか」

　澪の視線を無視して、感動なのかどうなのかいまいち微妙な再会を繰り広げるアルチェムとセシリア。このあたり、バーストとマーヤの再会に妙に似ている。

　結局、マーヤの運命の出会いの一部である、澪とアルチェムとの顔合わせと自己紹介に移るまで十分以上の時間がかかるのであった。
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「さて、結果的に十分すぎるほどの数、サンプルが集まったわけだが……」

　死し屍し累るい々るいといった感じで横たわる変異ユニコーンを見ながら、どことなく乾いた口調で達たつ也やが言う。真ま琴ことと一緒にユニコーンを引きずって戻ってきたベースキャンプは、なかなかの惨状となっていた。

　ベースキャンプの結界の中では、地味にバーストが逆さ吊づりにされて鹿系獣人の女性に何やらされていたが、どうせ何か性的な問題につながる真似をして報復を受けているとかそんなところだろうと、とりあえずこの場ではスルーしている。

　なお、森の中で澪みお達が遭遇したユニコーンに関しては、アルチェムの狼おおかみが最大サイズに戻った上で、まとめて咥くわえて運んできた。微妙に牙が刺さっていたようだが、誰も気にも留めなかったのはユニコーン達の自業自得であろう。

　森から戻ってくるまでの間に、バーストがセシリアの太ももを触って肌荒れだけでなく内臓まわりの問題を指摘、その対処方法を伝授してセシリアから浮気を持ちかけられて断るという一幕があったが、長くなるので割愛する。

「当然、これで全部ってわけじゃねえよな？」

『はい。この愚か者どもは、氷山の一角にすぎません』

「こんなのがまだまだうじゃうじゃ居るってのは、本気で頭痛いよなあ……」

　達也の言葉に、巨大ユニコーンがため息をつく。そうでなくても偏った習性から陰口をたたかれているというのに、その内容をさらに悪化させるような連中が闊かっ歩ぽしているのは非常に頭が痛い。

　しかも性た質ちが悪いことに、ユニコーン全体のイメージを貶おとしめているだけでなく、彼ら他の種族にも迷惑をかけている。それでも今までは、ごく一部を除いて自分達から攻撃を仕掛けにはいっていなかったし、そのごく一部も言いがかりに近いながらも、まだ辛うじて自衛の範囲であった。

　だが、今回は違う。問答無用で先制攻撃を仕掛け、そのあとで本人達にしか通じない理屈で正当性を主張し、相手が悪いとわめきたてている。ここまでくると、たとえ幻獣と長く共生してきたマルクトといえども、ユニコーン全てを滅ぼすしかないと結論を出しても不思議ではない。

　そうなる前に、この愚か者どもを全て始末しないといけない。それが、ユニコーンの群れを預かる自分の使命だ。そう考える巨大ユニコーン。

『焼け石に水とはいえ、ここでこの愚か者どもを減らしておくのは意味のあることです。とりあえず、始末してしまいますので、死体はご自由にお使いください』

「ちょい待ちちょい待ち。始末するんはいつでもできるし、まずは実験してからや」

『ああ、さきほどの話ですね』

　宏ひろしに待ったをかけられて、素直に振り上げた足を戻す巨大ユニコーン。その会話に、春はる菜な以外の全員が首をかしげる。

「実験？　何の話だ？」

「お経聞かせたら、なんぞ効果あるかもしれんっちゅう気がしてな。いっぺん実験してみよかって」

「またそのパターンかよ……」

「仏教は偉大やで」

　宏の言い分に、呆あきれたように肩をすくめる達也。

　確かに仏教の経典は、イメージ的にキリスト教あたりの聖句などよりはこういう連中によく効きそうな気はする。だが、何でもかんでもお経で解決しようとされても、仏の方も困ってしまうだろう。

「別にお経を唱えるのはいいんだけど、毎回毎回私だけってのはちょっと……」

「せやなあ。集団でやったほうが効果ありそうな気ぃするし、たまにはみんなでやってみるか？」

　そろそろこのパターンで自分ばかり矢面やおもてに立つのは嫌だ、と、仲間を巻き込みにかかる春菜。

　その意を受けた宏が、面白がって同意する。

「え～!?　なんであたし達まで……」

「別にやるのはいいんだが、俺らが混ざると非常に罰ばち当たりじゃねえか？」

「そんなの、私の時点ですでに今更だよ」

　真琴と達也の抗議を、春菜が笑顔で叩たたき潰つぶす。そもそも春菜がお経を唱えまくる羽目になった発端自体、邪神像の反応に気を悪くして八つ当たり気味に般若心経系の歌を歌ったからという、信仰心も何もない出来事だ。

「とりあえず、今回はみんなでやるんは決定事項な」

「ん。達たつ兄にいも真琴姉も腹をくくる」

　宏と春菜が方針を決めたことで、気乗りしないながらも参加することにする達也と真琴。なんというか、お経がらみのあれこれは春菜だから許されているだけで、自分達だと非常に罰当たりではないか、という気がして仕方がないようだ。

　なお、澪はそのあたり特にこだわりはないので、やるならやるで従うのみである。

「で、や。どうせやるんやったら、ゴスペルとかやのうて正式な読経を再現してみようか、思うんよ。まあ、言うたかて所しょ詮せんはまったく修行したことない素人やねんから、どんだけ効果あるかっちゅうたら疑問やけどな」

「そりゃそうよね。ってか、試すのがあたし達日本人だけってんだったら、そんな修行とか誰もしたことないんだしさ。それでびっくりするほどの効果なんてものが出たら、厳しい修行積んでるお坊さんに申しわけが立たないわよ」

「それ以前の問題として、春菜さん以外はこっち来てからよう聞くようになった般若心経ぐらいしか覚えてへんしなあ」

　とことんまでいい加減な話をする宏と真琴。日本の仏教が割とおおらかだから許される種類の会話である。

　その般若心経にしたところで、般若心経ゴスペルの歌詞として覚えたようなもので、しかもいい加減な覚え方をしていたのを春菜に正確な内容を教えてもらったものであるため、厳密な意味で覚えているといえるかどうかは微妙なところだ。それを試そうとすること自体、普通なら喧けん嘩かを売っていると取られても仕方がない。

　今回はあくまで実験の一環で、別に仏教の新たな宗派を立ち上げるとか阿あ舎じゃ利りを名乗るとかそういうことは一切考えていないので、とりあえず辛うじて子供の悪ふざけ程度で済む範囲であろう。

　宗教に関してとことんまでアバウトでいまいち敬意を払わない日本人らしさが、実によく表れている行動といえる。

「ほな、まずはその般若心経から」

「はいはい」

　宏にうながされ、半ばしぶしぶといった感じで配置につく真琴。地味に数珠だけでなく、木魚をはじめとした鳴りものが用意されているあたりが、無駄に芸が細かい。

　もっとも、般若心経の文言こそ覚えてはいても、内容を理解しているわけでもなければ作法を知っているわけでもない宏達。どういう始め方をしたかを思い出せず、それを覚えていそうな春菜に視線が集中する。

「春はる姉ねえ、教えて」

「あ～、うん、分かったよ……」

　どうせそうなるだろうと思って、春菜は般若心経の作法を思い出していた。どうせなんちゃってなんだからそこまできっちりやらなくても、とか、そもそも藤とう堂どう家は家系をたどっていくと父方は神道で母方は無宗教かイギリス国教会に行きつくんだけど、などと思いつつ、素直に思い出せた範囲で般若心経を始める。

　そんな雑念が入っていたのも最初だけ。三十秒もお経を唱えた頃には余計なことは考えなくなり、お経の内容に没入し始めたのは、さすがに般若心経といったところか。

　お経の内容に没入し始めたのは春菜だけではなく、共に経文を諳そらんじていた他の四人もいつの間にかすっかり雑念が消え、世界と一体化するような不思議な感覚を味わっていた。

『くっ！　負けるか！』

『人間が決めたルールになんぞ屈して、清らかな乙女を守れるものか！』

『やめて！　これ以上私の心をえぐるのはやめて！』

『我々の業界ではご褒美です!!』

　宏達が経文に没入し始めたあたりで微妙にぴくぴく反応していた黒いユニコーン達が、般若心経の経文を折り返す頃に、ついにダイナミックにのたうちまわりながら叫び始めた。

　ただし、その苦しみ方は痛みとか恐怖でというよりは、むしろ年配者に昔の黒歴史を徹底的にえぐられ羞しゅう恥ち心しんをこれでもかとあおられた時のそれに近い。どうやら、お経の影響で若干思考が正常に戻り始め、自身の今までの言動や行動が周囲にどう映っていたかを理解し始めたらしい。

　その結果、今まで経験したことがないほどの羞恥に苛さいなまれ、のたうちまわりながら叫ぶことでどうにかしてアイデンティティを保つしかなくなってしまったのだ。

「ふむ。あれだけ恥じてるのにまだ抵抗しようとか、かなり問題は根深いのかね」

「むしろ私としては、お兄様がまったく影響を受けていないことが不思議で仕方ないですよ？」

「だってお兄ちゃん、ああいう種類の煩悩で行動してないし。てか、女性の美とか魅力って、その人の人柄とか生活習慣とかが重要で、別に処女かどうかなんて関係ねえじゃん」

　そんなユニコーン達の様子を見ていた鹿系獣人の女性ことマーヤと、いまだに芋虫状態で逆さづりのままのバーストが、現状について正直な感想を言い合う。

　普通に考えれば、方向性は異なれど変異ユニコーンと同等くらい変態であるバーストが、変異ユニコーンを正気に戻してのたうちまわらせるほどの威力を持つお経の影響を受けないのは不自然にもほどがある。

　だが、残念なことに、バーストは女性の身体を観察したりいじったりする時には、性欲を含む一切の煩悩を持っていない。あくまでもメンテナンスが目当てである以上、相手に性的な感覚を持たせたり自分が性的な欲求を持ったりするのはもってのほかなのだ。

　さらに言うなれば、変態ゆえの倫理観からか、バーストは年齢で相手を差別しない。中身が女性であれば幼女だろうが老ろう婆ばだろうが、それこそ身体が男であっても、バーストにとっては美しく磨きあげるべき対象である。

　そういった、ある種の悟りを開いているのではとすら思わせる無駄に一本筋の通った思考や行動原理と、己のあり方を一切恥じることない生き様ゆえに、バーストはお経の影響を一切受けない。毎度のことながら、この男に関しては妙なところで変態大勝利である。

「言いたいことは理解しますが、どうにもお仕置きが足りてないみたいです。戦士見てたことですし、念のためにもう一回審判をしておきましょうか」

「えっ？　それってルール違反じゃね？」

「社会のルールを不必要な方向でさんざん破ってるお兄様が言っても、全然説得力がありませんよ～？」

　そう言いながら、審判の術を発動させてバーストの腹筋を軽く小突くマーヤ。どうやらまだまだ有罪らしく、バーストの身体がビクンビクンとヤバい感じで痙けい攣れんし始める。

　お経的には変態大勝利でも、やはり犯罪は犯罪らしい。いかに性欲その他がなかろうと、神の目で見て有罪であれば審判の術でダメージを受けるのである。

　なお、一応注意しておく必要がある点として、今回のお経は煩悩とか色欲とかそちら方面に強く作用するものだったためにバーストが影響を受けなかっただけで、仏教だとバーストは無罪だ、というわけではない。手段や判定基準を変えれば、当然バーストには仏罰が下る。あくまでも、今回のお経は効果がなかった、というだけである。

　判定基準がキリスト教の七つの大罪だったとしても、残念ながらバーストは制裁の対象にはならないのだ。理不尽に思えるかもしれないが、それが現実である。

「あんたもおっとりしてるようで、なかなか容赦がないっちゃねえ」

　その様子を見ていたセシリアが、いろいろ感心したようにマーヤに声をかける。

「本当は、お兄様に関してはルルヤちゃんかイーヴァスさんの役目なんですけどねえ……」

「どっちもいないんだべ？」

「はい。イーヴァスさんは呪いを解くための修行の旅で、ルルヤちゃんは応援要請でカーバンクルの里に出張中です」

　そう言ってため息をつくマーヤの隣で、なおもやばい感じにビクンビクンと痙攣し続けるバースト。こういうところはまともなのか、苦痛に耐える様子には喜びの色は浮かんでいない。仮面で隠れていて分からないが、表情が見えていれば間違いなく苦しんでいたであろう。

　喜びの色が浮かんでいるようであれば、もはや生き物として終わっているレベルの変態だと断言できたのだが、さすがにそこまでではなかったらしい。それが残念ながらと言えばいいのか、幸いにしてと言えばいいのかは悩ましいところであるが。

「あっ、ユニコーンの様子が……」

　そんな妙な寸劇から視線をそらしたアルチェムが、いろんな意味で様子が変わった変異ユニコーンに注目を集めるために声を上げる。気がつけば、聞くに堪えないことを叫んでいた変異ユニコーン達が、お経の前に完全に沈黙していた。

「なんか、斑まだらになっとるっちゃね」

「何ともまあ、不細工だな」

　ユニコーンの大きな変化に、セシリアとバーストが正直な感想を言う。もっとも、バーストの方は痙攣しながらなので、折角の色男ボイスが妙な感じになっているが。

　セシリアとバーストの言葉どおり、お経を聞かされて苦しんでいた変異ユニコーン達の身体は、白と黒の斑模様に変化していた。それも綺き麗れいな模様ではなく、不細工とか間抜けとか言いたくなるような、実に絶妙な模様の配置になっている。

　その他にも、妙な感じにねじれていた角が、普通のユニコーンのそれと同じくまっすぐ天をつくドリル状に戻っていたり、随所に細かい変化が見られている。

　そこまで変化しているのだから、先ほどまでのユニコーンの恥という状態ではなさそうだが、かといってまともな状態に戻ったと判断しようにも、白黒の斑模様となった毛並みがそれを拒む。

　何とも結論を出しづらい姿に変貌したユニコーン達。読経に没入しているからか、宏達はその変化に気づくことなく、四つ目のお経に入っていた。

「アルチェム、そろそろ止めたほうがいいんでねえべ？」

「あ、そうですね」

　ユニコーンの観察に意識を持っていかれていたアルチェムが、セシリアの指摘を受けて我に返り、いまだにお経を読みつづける宏達を止めに入るべく動き始めた。

「あの、ヒロシさん、ハルナさん……」

　なんとなくトランス状態に入っている感じがする宏達にアルチェムが声をかけた瞬間、地面に横たわっていたユニコーンが次々に立ち上がる。

「へっ？」

　突然立ち上がったユニコーン達を見て、一瞬びくっと立ちすくむアルチェム。たとえ結界の外であっても、今まで散々暴れて暴言を吐いてきた連中が急に立ち上がったのだから、仕方がない反応であろう。

　だが、そこから先のユニコーン達の行動は、誰にも予想がつかないものだった。

『南無大師遍照金剛南無……』

「えっ？」

　起きあがったユニコーン達が、次々にお経を唱え始める。その声が宏達の声と混ざり合い、あたり一帯を妙に荘厳で厳粛な空気に染め上げる。

『これは一体、どうしたことでしょう……？』

「さ、さあ……」

　いろんな意味であまりにも変貌を遂げた元変異ユニコーン達に、巨大ユニコーンも戸惑いを隠しきれない。しかも

「南無大師遍照金剛南無……」

「ば、バーストさんまで!?」

　いつの間にか逆さ吊りから復帰していたバーストが、同じようにお経を唱え始める。

　ここまでくると、お経を唱えていないアルチェムやセシリア、マーヤの方が変なのではないかという気がしてくる。

　残されたアルチェム達の困惑をよそに、そんなよく分からない空気は結局全てのお経が終わる十分後ぐらいまで続くのであった。




　　　　☆




「いやー、世の中奥が深い！」

　お経が終わり、全員が通常空間に復帰した約十分後。バーストが開口一発、やけに上機嫌にそんなことを言い放った。

「いいアガペーだった。あんなすばらしい境地があったとは、お兄ちゃんもまだまだ未熟だわ」

「俺達からすれば、あんたが何ともなかったことの方が、奥が深いと思うんだが……」

「精神と言動とか行動とかは別、っちゅうことなんやろうなあ……」

　やたら上機嫌で先ほど覚えたばかりのお経を口にするバーストに、なんとなく理不尽なものを感じてしまう達也と宏。誰の目から見ても間違いなく変態であるバーストが、変異ユニコーン達のように仏罰を受けていないどころかむしろ悟りの境地に近づいているようにすら見えるところは、世の聖職者にとっては残酷な現実かもしれない。

　変態であることと悟りの境地に近いこと、常識やら良識の類たぐいがずれていることは普通、同時に成立するとは思えないのだが、どうやら悟りの境地に至るまでの過程においては、一時的に成立することがあるようだ。

　いろんな意味で残念なことではあるが、どうやらバーストの本質は、本人が宣言している程度にはストイックなようである。恐らく、今の方向性で突っ走ることがなければ、普通に聖人認定される可能性ぐらいはあったのだろう。

　たとえやっていることが変態的な行為であっても、真面目にストイックに邪よこしまな心を持たずにその道を追求していけば、いずれ悟りの境地にたどり着けるのかもしれない。

　というより、そういうことにしておかないと納得できないほど、バーストに関してはいろいろ歪いびつなのだ。何をどうすればこんな人物が出来上がるのか、誰か説明してほしいところである。

「まあ、あれのことは置いときましょう。それで、さっきのは一体何があったのよ？」

「分かんない。っていうか、私達、あんな事態を発生させられるような修行積んでないどころか、そもそも修行そのものをした経験がない単なる素人なのに……」

「それ以前の問題として、あたしこっちで春菜に教えてもらった般若心経以外、お経なんて全然知らないけど、さっき勝手に聞いたこともないお経が口から出てたわよ？　やってる時は没頭してて気にもなってなかったけど、あれ一体何よ？」

「私に聞かれても困るよ。私だって、とりあえず聞いたことがあるお経を思い出せるままに唱えてただけだし」

　さきほどの、ある種の奇跡と言えなくもない状況。どうやら起こした当事者も、何が起こったかはまったく理解できていなかったらしい。

「春姉の家系が、仏教の偉い人につながってるとか」

「家系を言い出したら父方は基本的に神道だし母方はイギリス国教会か無宗教になるし、そもそも日本人は最終的に全員神武天皇に行きつくって聞いたことがあるから、家系は多分関係ないと思う」

「むう……」

　澪がひねり出した説を、完膚なきまでに春菜が叩き潰す。実際のところ、残念ながら春菜の家系には、名のある仏教徒はいない。料亭という一見仏教と縁が深そうな職業を営んでいた父方の曽そう祖そ父ふですら、神棚に拝むことはあっても仏壇は持ってなかった。

　経歴的にもビジュアル的にも、基本的に仏教とは縁が薄い春菜。母の知人や親戚の関係者、曽祖父のお得意様といった関係で、いわゆる高僧と呼ばれる人物幾人かとは知り合いではあるが、仏教的な経験などそのつながりでたまに説法を聞いたり写経体験をしたり、もしくは知人友人の葬儀や法事に参加したりといった程度だ。

　般若心経その他も、その説法の時に修行僧が必死になって読んでいるのを聞きながらなんとなく内容を教えてもらった程度で、春菜の記憶力でなければ普通に内容など覚えていなかっただろう。お経ごとの作法は妙に正しいのに順番がいい加減だったりするのも、結局のところはそのあたりが原因だ。考えれば考えるほど、あんな現象を起こせる道理がない。

「あの、少しいいですか？」

　さっきのあれが何だったのか。その話し合いが行き詰まったところで、マーヤが口を挟んでくる。どうやら、何か思うところがあるようだ。

「何か心当たりあるの？　えっと……」

「あ、私はディーア族の戦士で、マーヤと申します。オルガ村の住人であるシームリットさんという方をご存知でしたら、彼の妻でもあります」

「へえ、あなたがあの飲のん兵べ衛えの奥さんなのね。酒代大変でしょう？」

「ルメルチ酒は自家製のものがメインですから、そうでもないですよ～？」

　マーヤの自己紹介を聞き、いきなり話題を明後日あさっての方向にずらす真琴。しかも、その内容が決して人のことを言えない酒代の話。時折真琴は、なかなかのブーメランの使い手となる。

「とりあえず、墓穴掘りそうな話は横に置いといて、だ」

「そーいや、自己紹介してなかったっちゃね」

　達也の言いたいことを察し、セシリアが言う。アルチェムは顔見知りで澪とは自己紹介を済ませており、しかも先ほどのお経大合唱の間にアルチェムから大体の紹介を受けていたために、マーヤもセシリアもすっかり忘れていたのだ。

「うちはセシリア。オルテム村はファーム地区の出身だっちゃ。農家兼獣医っちゅうところだで。そっちのことはさっきアルチェムから説明聞いてるから、自己紹介は晩飯あたりで改めてでいいべ」

「了解。で、話を戻すとして、マーヤさんは何か心当たりが？」

「あ、はい。というか、ものすごく不思議なのですが、ヒロシさんもハルナさんも、ご自身の持つ聖性というかそういったものをご存知ないのでしょうか？」

　マーヤに言われて、宏と春菜がしぶい顔をする。宏に関しては新神だのなんだのと行く先々で言われているが、春菜までとなるといろいろときな臭い。

「正直、それだけの聖性をお持ちで、それだけのエネルギーを扱える方が、あれだけ力のある言葉を唱えておいてあの結果を予想できなかったのは、ちょっと不思議ですよ～？」

　さらに、マーヤが畳みかけるように言葉を継ぐ。そうやってどんどん逃げ道をふさがれ、とてつもなく泣きたくなってくる宏と春菜。

「ま、まあ、あれだ。春菜の歌とかがああいうことを起こすのはよくあるし、お経も歌の一種だってことにしておけばそれほど不自然でもないし、な？」

「そ、そうそう。それに、変なことは起こったけど、別にそれで何かが解決したわけじゃないし。森は変わってないのよね、澪？」

「ん、変わってない」

　フォローなのか止とどめなのか分からない達也の言葉に乗っかり、強引に話を軌道修正する真琴。現実問題、先ほどのお経は変異ユニコーンにこそ何かしらの影響を与えたが、森の異変自体は何一つ変わっていない。

「つまり、あのお経にどんな効果があったかは分からねえが、少なくとも森の異変に影響を与えられる種類のもんじゃないってことだな」

「ん。多分、森には意味がない」

「で、その変異ユニコーンに関しても、一体どんな影響があったのか、詳細は現時点では分かってない、と」

　やけに大人しい元変異ユニコーン達を見ながら、頭をガシガシかいて達也が現状を整理する。連中にどんな影響があったのかを調べるには、彼らの口からもいろいろ語らせる必要がある。

　だが、大人しくなっただけで中身が変わっていなかったりすると、またしても話が進まなくなる。そのあたりのジレンマが、達也の頭を悩ませていた。

『拙者達になにが起こったのか、それが重要なことなのでございましょうか？』

　その様子を見ていた元変異ユニコーンのうちの一体が、おずおずとといった感じで口を開く。その言葉に、元変異ユニコーンを警戒していた巨大ユニコーンが、驚いた風情で首をそちらに向ける。

『拙者、だと？　お前は今まで、そんな一人称は使っていなかっただろう？』

『先ほど御仏の教えに触れ、いかに自分が愚かで未熟だったかを思い知りました。本当なら拙僧と名乗りたいところですが、まだ修行どころか出家すらしておらぬ身の上。ですので、己の愚かさを忘れぬように、自身のことは拙者と呼ばせていただくことにしました』

　巨大ユニコーンの問いかけに対して、やけに澄んだ目で心の底から力説する元変異ユニコーン。その様子に、宏達は先ほど何があったのかを悟る。

「なんか、妙に腹立たしいことなんだけど、宏の思惑どおりに進んじゃったみたいねえ……」

「別に期待しとったわけやないんやけどなあ……」

　遠い目をしながら結果を受け止めた真琴の言葉に、死んだ魚のような目で宏が応じる。

　どうやら、元変異ユニコーン達は、宏達の読経を聞くことで邪悪な何かに歪ゆがめられていた精神が浄化され、御仏への帰き依えという形で邪心のもととなった執着から解脱し、結果として変異が改善されたようなのだ。

　半ば以上冗談で行った、〝とりあえずやってみよう〟程度の行動で、ここまでの成果とダメージが発生することは、滅多にないことであろう。

　ほぼ全て自業自得ではあるが、マルクトに来てから、宏達は妙な精神ダメージを食らうことが多い。

「とりあえず、お経については邪心の類とそれが原因の変異をなんとかできるらしいっちゅうことで、いったん横置いとくとして、や。こいつらが変質者方向であんまりにもあんまりやったから、何かこう出家希望っちゅう話になった時点で全部終わった気分になっとるけど、正直結局何の糸口も摑つかめてへんねんなあ」

「ヒロシさん、タツヤさん。地脈から、何か分かりませんか？」

「なあ、アルチェム。それ、どっちかっちゅうたら自分の方が専門分野やない？」

「私の専門とは、ちょっとずれてる感じなんですよ。何かが引っかかってる感じはするんですが、それが何なのかと言われると……」

　アルチェムの正直なコメントに、再び唸うなってしまう宏達。経験の問題もあるだろうが、アルチェムが分からずアランウェンが神託をよこさないとなると、恐らく森で異変が起こっている、という点は異変の原因には直接関係しないのだろう。

　そうなってくると、違う角度からの検証が必要となる。とりあえず、地脈をチェックしてみるかと宏が地面に手を当てようとしたところで、セシリアが口を開く。

「森の中はどんどんおかしくなっていってるだが、浄化と解呪を同時にやって結界さ張れば、とりあえず異変はそこで止まるっちゃ」

「っちゅうことは、呪い関連やな。まあ、今までの経緯からいうても、瘴しょう気きがらみやないんだけは確定やったしなあ」

「瘴気だったら、もっと対応は簡単だっちゃ。アルチェムが来た時点で勝負はついてるっちゃ。ただ、単純に呪いってわけでもなさそうだべ」

「まあ、そうなるわなあ」

　セシリアから情報を得て、今度こそ地脈から情報を吸い上げる。その結果、分かったことといえば……

「あ～、アルチェムが分からんわけやな、こら」

「宏君、何か分かったの？」

「正攻法やったら、絶対何も分からんっちゅうことは分かった。っちゅうか、セシリアさんのヒントなかったら、多分見落としとったな」

「どういうこと？」

「地脈の情報がな、ほんの少しだけやねんけど部分的にえらいバグっとる」

　非常に致命的な事実であった。

「コンピューターでいうたら、設定まわりのファイルが一部分文字化けしとる、っちゅう感じやな。それも、人間にゃ理解できんでもコンピューター的には読み込める形で化けとるから、正常な動作としてわけの分からん処理しとる、っちゅう難儀な形になっとるわ」

「それ、何とかできるの？」

「できるできんで言うたら、そらできるけどな。ここで遠隔操作で修正できるレベルやあらへん。まずは原因になっとるポイント探り当てて、そこを完璧に修正するところからスタートや」

「つまり、すぐには終わらないんだ？」

「そうなるな。道具も作らなあかんし、報告も兼ねていっぺんオルガ村に戻ったほうがよさそうや。ついでにレイっちに頼んどきたいこともできたから、レイニーに連絡とってもらいたいしな」

　宏の言葉に、その場にいる全員が頷うなずく。内容的にも状況的にも猶予は少なそうだが、だからこそちゃんと準備を整える必要がある。

「問題は、こいつらそのままで大丈夫なのか、ってことなんだが……」

『拙者達のことなら、心配しないでください』

『そうです。この恥の証である黒い斑点、どうやら呪いへの耐性となっておるようでしてな。今も森から忌いま々いましい声が聞こえておりますが、まったくと言っていいほど心が動きませぬ』

『それに、いざとなれば御仏の教えを口にすれば、あの程度のマーラなど取るに足りませぬ』

　達也の懸念事項について、元変異ユニコーン達がやけに力強く問題ないことを告げてくる。後に僧形ユニコーンと呼ばれるようになるこの変異体達、実際にやたらと精神系の呪いに対する耐性が強くなっていたりする。

　単にそのジャンルに限定するのであれば、それこそこちらに飛ばされてきた頃の宏に匹敵しかねないほどの呪い耐性。それが、一度暗黒面に身を堕し、御仏の教えに触れて悟りの道を歩み出したユニコーン達が得た、新たな特性であった。

「ま、まあ、大丈夫だってんだったらいいか……」

「なんだったら、うちが作った安全圏に引っ込ませればいいっちゃ」

『そうですね。道中先ほどのお経というものを唱えながら歩けば、少しはましかもしれませんし』

　無む暗やみに力強く断言するユニコーン達に微妙に引きつつ納得した達也。それに対しフォローするように、セシリアと巨大ユニコーンが重ねて行う対応策を口にする。

「そこまでやるんだったら、大丈夫そうだな」

「そうね。さっきまでの様子を見る限り、お経も多分気休めよりは効果があるでしょうし」

「ん、さすが仏教」

　いろいろと罰ばち当たりな納得の仕方をする達也達。そんな三人に微妙に苦い顔をする宏と春菜。引き金を引いた以上何も言う資格はないが、向こうに帰った時に仏罰が下りそうで怖い。

「あ、お兄ちゃんちょっと野暮用」

「野暮用？　こんなところで？」

「ま、いろいろあんだわ」

　いろいろ、と言いながらマーヤの方に視線を向けると、マーヤがどこか諦めたように苦笑しながら小さく頷く。

「うちの村、前回お兄様が来た時点ですでに、戦士見てても審判の効果が薄くなっちゃってるんですよね～……」

「いや、それまずいだろうに……」

「なんかもう、無断で触ること以外にアウト判定が出ないみたいで……」

　ディーア族の村に関する、本当に大丈夫かといいたくなるような内部事情。それを遠い目をしながらマーヤが語る。

「つうか、せめて許可取って触れよな……」

「お兄ちゃんが正面からお願いして、許可くれると思うか？」

「あ～、いろいろ納得した」

　変態の、実に正しい自己認識。あまりに正しすぎて、達也もコメントしようがない。

「まったく、最終的な目的自体は悪いことじゃないんだから、もうちょっとやり方とかどうにかできないの？　成果出てるケースもあるって話なのに、そんなんじゃ感謝してもらえないわよ？」

「つうか、感謝してもらう必要あるのか？」

「えっ？」

「あくまでお兄ちゃんは綺麗で健康な女性が増えてほしいっていう自己満足で行動してるだけだぞ？　自分勝手に自己満足で自分の意見押しつけてんだから、感謝されるほうがおかしいわな」

「分かってるんだったら……」

「むしろ、お兄ちゃんにヘイト集めておけば、言い訳に使えて女性の精神衛生管理って面では便利だし」

　飄ひょう々ひょうと、かなり達観したことをあっさり言ってのけるバーストに、苦言を呈した真琴が絶句させられてしまう。

　人間、普通はまったく見返りを求めずに行動することなどできない。自己満足とはいっても、やはり他人のために動いたなら、せめて感謝ぐらいはしてほしいと思うのが当たり前の人間の心の動きである。

　なのに、バーストは先ほどの言葉を、口先だけでなく本気で言っていた。そのあまりの異常さに、本気だと思ったのが勘違いだったのではないかと思った真琴が他の人間に視線を向けると、ものすごく渋い、いっそ悲しげなと言ってしまえる表情のマーヤが目に飛び込んでくる。

　その表情が何より、バーストの本気を物語っている。

「じゃ、ちょっと行ってくるわ。この簡易転移陣、お兄ちゃんが使っても大丈夫なんだよな？」

「好きに使えばええで」

「助かる。んじゃ、また後で」

　まっとうにやればちゃんと立派な職業として成立することを、あえて変態という立場に立った状態で命がけで全力を尽くして行う。何が彼をそこまで駆り立てるのか分からず混乱している真琴を尻目に、その平常運転のままバーストが立ち去る。

「変わった男だべなあ」

「それで済む範囲じゃない」

　立ち去ったバーストを見て、しみじみとそう言うセシリアに、澪が容赦ない評価をぶつける。

「セシリアさんは触られなかったの？」

「触られたっちゃよ？　触り方が不満だったから、浮気持ちかけたら断られたべ」

「えっ？　浮気ってことはセシリアさんって結婚してるの？」

「してるべさ。そもそも浮気なんてオルテム村じゃ珍しくねえべ。それにうち、村出てからずっと男日照りで溜たまってるっちゃ」

　春菜の問いかけに、エルフらしいつつましやかな胸を張って非常に駄目なことを言いきるセシリア。

　その返答に、目を白黒させる春菜。やっていることは末期的な変態であるバーストの方が、オルテム村の連中より倫理的にまともに見えそうなところが実に奥が深い。

「……それでよく、ユニコーンが普通に接してくれますね……」

「オルテム村のスタンダードだからじゃねえべか？　それに、別に溜まってるからってだけで誰彼構わず誘うわけじゃねえだしな。少なくとも、こいつの子供なら産んで育てたい、って思った相手以外には持ちかけてねえっちゃ」

　あっけらかんと、ユニコーン的にもかなり駄目そうなことを言うセシリアに、一瞬啞あ然ぜんとする女性陣。本当に、なぜユニコーンが普通に接しているのかが分からない。

「あの、それでいいんですか？」

『普通なら、我々が一番嫌う話なのですが……』

「あ～、バーストさんと同じ、ってことですか……」

『多分、そうなのでしょうね。セシリアからは、不思議と我々が嫌う種類の匂においが感じ取れません。無理に理屈をつけるなら、優れた子供を産むという生き物として当たり前の本能に忠実なだけで、性欲とか快楽におぼれているわけではないから、ということになるのでしょうね……』

「それでいいんだったら、少々の浮気ぐらい全然問題にならないような……」

『あくまでも、無理に理屈をつけるなら、です。というか、何事にも例外が存在する、ということでしょう。我々だって、なぜセシリアがそばにいても平気なのか、理解できていないのですよ？』

　いろいろと、奥の深い話が出てくるセシリアとユニコーン達の関係。内容的に、もしかして変異ユニコーンのこじらせっぷりはセシリアの本質も影響しているのではないか、などとうがったことを考えてしまう。

「……とりあえず、戻りましょう」

「……そうだな。ここでくっちゃべってても仕方ない。戻って、やるべきことをやっちまおう」

　いろいろ触れてはいけない感じの話が出てきたと見て、さっさと戦略的撤退を始めることにする真琴と達也。実際、やるべきことはいくらでもある。

「じゃあ、俺達はオルガ村に戻るから、そっちも気をつけて帰ってくれ」

『分かりました。転移陣を使うとはいえ、皆様も気をつけて』

　ユニコーン達と挨拶を交わし、転移陣に入っていく達也。それに続いて移動を開始する日本人一行。その後をオルテム村の知らなかった、それも非常に駄目な一面を知ってしまい混乱しているアルチェムと、それを見てけらけら笑っているセシリアが続く。

　アルチェムがどれだけ混乱していたかというと、いつの間にかボトムがずり落ちかけていたのに、それに気がつかずに転移陣をくぐりかけたといえば想像できるだろうか。

「今日のお夕飯、お兄様の分は要らなくなりそうですね～」

　バーストが残った理由。それを額面どおりには受け取っていないマーヤが、もう一度森の方を見てそう呟つぶやき、転移陣に入る。

　こうして、ベースキャンプ予定地には、誰もいなくなったのであった。




　　　　☆




　ディーア族の村に向かうと言って単独行動に移ったバースト。途中まではその言葉のとおりにディーア族の村に向かっていたのだが、途中で森に入る前に感じた虫の知らせのとおり、きわめて巧妙に偽装された侵入者の気配を拾い……、

「ふむ、やっぱりいたか」

「何ヤツ!?」

「あ、それこっちの台詞だから」

　そろそろ日が落ちようかという時間帯まで森の中を縦横無尽に走り回り、ユニコーンの森の中をうろつく不審人物と対たい峙じしていた。

　ただし、例によってアサシン装束に穴が三つ開いただけの仮面をつけたバーストと、いかにも不審人物ですよという感じの黒ずくめとでは、どっちの方がより不審人物度合いが上かは何とも言えないところであるが。

「ん～、あんた、人じゃないね？」

「だとしたらどうする？」

「前に駆除したバルドってのに比べると大したことなし。恐らく単なる下っ端で与えられた作業をしてるだけ。周辺に他のもいないとなると、生かしておいたところで背後関係にゃつながらんか」

　などと言いながら、一瞬で首を刎はね飛ばし心臓を粉砕し、四肢を分断して間違っても復活できないように処分するバースト。仕留められた時点で擬態が解け、悪魔のような姿になる不審人物。

　シリアスモードだと、やはり実力は十分なのだ。

「ん～、デーモン系のモンスターか。最近人間に化けて侵入してくるのが増えたねえ」

　とりあえず証拠になりそうなパーツを適当に鞄かばんに詰め、邪魔になる部位を瞬間燃焼の魔法で焼却しながら思考を巡らせる。

　実のところ、リーファの護衛をしていた頃から、このタイプの密入国者はかなりの数始末している。数が多すぎてカウントできず、多数としてしか報告できなかったぐらいだ。

　単体で言うと、恐らく五級の冒険者の中でもトップクラスの連中が、一対一でやや手に余るかもしれない程度。弱点自体は人間と同じで、たまに心臓が無事で四肢がつながっていると復活するやつがいるのが厄介だが、基本的にアサシンにとっては殺しやすい相手だ。

「さて、異変の規模やら何やらを考えると、どうせ他にもいるだろうな」

　移動しながらそう呟いたタイミングで、索敵範囲内に新たな一体が入ってくる。

「しかし、絶妙な人選だねえ。俺がいなきゃ、恐らく誰も気がつかなかっただろうな」

　実に見事に森の気配にとけこんでいる侵入者の気配。それに心の底から感心するバースト。

　森に詳しいマーヤ達は、戦士ゆえに割と至近距離まで近づかねば、このクラスの隠密能力を持つ相手を発見することはできない。

　逆に、索敵能力が高い澪やレイニーは、この森の気配について無知だ。それに、澪は基本的に隠れて逃げ回る相手を追い回すタイプではないし、レイニーは長い間人格そのものがなかったため、持っている知識などに付け焼き刃的な部分が目立つ。

　双方に共通して、未知の環境で巧妙に隠れている侵入者を発見するとなると、能力は足りていても経験が足りない。今のように感知能力が高い人間なら誰でも分かる種類の異変が発生していると、間違いなく異変にまぎれてしまって分からなくなる。

　この森について詳しく、人格を持った上でアサシンとして十分な訓練と経験を積んだ人物。つまり、バースト以外には、この連中を発見するのは不可能だったといえる。

「っ!?　何者!?」

「不審人物に名乗る名前はねえよ」

　新たな不審人物の誰何すいかの声に、お前が言うなと突っ込まれること間違いなしの言葉を返しながら、問答無用で襲いかかるバースト。

　彼のこの日の夜は、実に長くなるのであった。
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「んで、オレは何を作ればいいんだ？」

　夕暮れ時のオルガ村。マーヤに連れられて宏ひろしと澪みおが顔を出したのを見て、話を聞く前にシームリットがそう切り出した。

　この時春はる菜なと真ま琴こと、達たつ也やの三人は森での出来事を調査隊に報告し、翌日の作業ポイントにしるしを入れるために再びベースキャンプまで戻っていた。

　余談ながら、地脈に異常があるポイントは、何気に春菜と澪も探知可能である。宏の説明を聞いてこっそり探知を試してみたところ、事前情報があれば十分見分けられることが判明したのだ。なので、作業効率も考えて春菜がポイントにしるしを入れる側に回っている。

「話早くて助かるんやけど、その前に溶鉱炉と自分の作った道具類、ちっと見せてもろてええか？」

「おう」

　宏に促され、商売道具も含む自作の道具類を全て披露するシームリット。それらを見た宏と澪が一つ頷うなずく。

「思ったとおりやな」

「ん、これならいける」

「合格点もらったみたいだし、オレは何を作ればいい？」

　シームリットの問いに答えるように、宏が鞄かばんの中から鉱石を次々に取り出す。その鉱石を見たシームリットの表情が、真剣なものに変わる。

「ミスリル、か？」

「正確には、作るんは聖銀やな。自分、作れんことはないやろ？」

「ああ。ディーア族の村から注文が入るんでね。それ以外の出番はねえが、ミスリルだけは常にある程度ストックしてある」

「ほな、問題ないな」

　睨にらんだとおりの腕を持つシームリットに満足し、宏は必要な材料を次々に準備していく。それに合わせて、澪が他の道具類を取り出して並べる。

「処理の問題があるから、聖銀そのものは僕が作るわ。自分はそいつを杭くいに加工してほしいんよ」

「杭？　どれぐらいの大きさだ？」

「大体二十五センチぐらいの径で一メートル半ぐらいの長さやな。大きさはそんなにシビアでなあてええけど、ちゃんと地面に刺さるように作ってもらいたいねん」

「それぐらいは大した問題じゃねえが、それ、どうやって地面に打ち込むんだ？」

「調査班には工兵もおるからな。その人らに頼む予定や」

　宏の説明を聞き、シームリットが難しい顔をする。聖銀はミスリル同様、金属としては軟らかい部類ではあるが、ちゃんと地面に刺さるように加工することは可能である。仮に強度に問題が出たとして、それくらいはエンチャントその他でどうとでもなる。

　問題なのは、一メートル半という長さだ。このタイミングで作るのだから恐らく森の中で使うのだろうが、その長さ全てが地面に埋まるように打ち込むとなると、かなりの重労働である。やってやれないことはないだろうが、どうにも宏が想定しているよりはるかに時間がかかるのではないか、そんな気がしてならない。

「なあ、それって、道具あったほうがいいんじゃねえか？」

「そうか？」

「工兵って職業がそういうのの専門だってのは知ってるが、今回は大した人数で来てねえだろ？　地元民としては、それこそ素人でもぶちこめるような道具でも用意しとかねえと、そんなにスムーズにいかねえ気がすんだよなあ」

「なるほどなあ。地元民の意見は大事やなあ。マーヤさんも同意見か？」

「そうですね。あの森、頑丈な根っことかが地面いっぱいに広がってるので、三十センチ以上の深さになると杭とかものすごく入りにくいんですよ～」

　シームリットに続き、マーヤも同じ指摘をしてくる。地元の二人の意見を聞き、宏が自分の楽観的な考えを修正する。

「そうなると、魔力かなんかで衝撃与えて一気に打ち込む道具が要るか。杭の方に細工するっちゅう手もあるけど、目的考えたら本命以外は強度上げるだけにしといたほうがええやろうし」

「ん。地面に余計な干渉して、さらにおかしくなったらアウト」

　宏の考えに、澪が同意する。目的が地脈の情報に対するアクセス経路を作ることなのだから、物理法則にのっとった方法以外で、大地に余計な干渉をするのは避けたほうがいいだろう。

「っちゅうことは、作るべきはパイルバンカーやな」

「ん」

　妙にわくわくした様子で提案する宏に、澪が目を輝かせながら頷く。パイルバンカー。ロボットもの、それも泥臭い戦い方をする作品が好きな人間にとって、それは魔法の言葉である。

　普通に考えて、むしろ今まで宏が作っていなかったほうが不思議だと思われそうだが、これまで潜地艇以上に使いどころがなかったため、珍しく自重していたらしい。

　現実に、宏達が直接自分の手で杭を地面に打ち込んだのは、オルテム村のアランウェン神殿修繕の時ぐらい。

　作業的に一番大きな内容になったエルザ神殿は、エルザが大地母神であることが影響してか、幸いにして基礎の大部分が軽い補修で済み、それ以外の部分でも杭を打ちなおす必要はなかった。

　エルザ神殿ですらそうだったので、それ以外の基礎工事は、大半が杭を打ち込むほどの作業が必要なかったり人海戦術でどうにかできたりと、杭打ち機が必要になることがまったくなかったのだ。

　故に、今回のように口実があれば、まったく自重することなく余計なところまでハイスペックなものを作るのは当然だと言えよう。

「まず、要求仕様やな。誰がやっても簡単に位置決めできて、反動でずれたり倒れたりせんように装置全体固定したる必要があるな」

「ん。あと、可搬性」

「せやな。森ん中持って運ぶんやから、取りまわし悪いんはアウトやな。ついでに、重量も軽くしたらんとあかんか」

「軽くしすぎると、反動で動く」

「それは固定の方の課題やな」

　時間を無駄にしないよう、聖銀を作りながら杭打ち機の仕様を詰めていく宏と澪。その手際の良さと息の合い方に、目を丸くするマーヤの隣で、シームリットが何やら思案する様子を見せる。

「なあ、ちょっといいか？」

「なんや？」

「その杭打ち機、武器として使えねえか？」

「……まさか、こっちの人間からそういう意見聞くとは思わなんだわ」

　シームリットの発想力に、宏が戦せん慄りつする。常識的に考えるなら、見ただけで武器としては使い物にならないと分かる土木用のパイル。それを武器として使おうなんて発想を、いくらマルクト人とはいえこちらの世界の人間から聞くとは思いもよらなかったのだ。

　そもそも、単純な杭打ち機が武器として成立するのは、最低限ちゃんと杭が刺さる相手という前提条件がある。軟らかすぎたりサイズが小さすぎたり、逆に杭が刺さらないほどの強度だったりすると、杭を打ち込むための衝撃で吹っ飛んだり滑ったりしてまったくダメージにならない。

　また、生身で使う場合、杭打ち機の反動に負けないだけの手首や腕、足腰の強さが求められる。それだけの身体能力があれば、大抵の重量武器を使いこなせるので杭打ち機を使う意義が薄い。

　さらに、それらの条件を満たしても、相手が固定されているか杭打ち機の衝撃程度では動かないほどの重量でなければ、衝撃が逃げてやはりダメージにならない。打ち込む時に結構長い時間、使い手の動きも完全に止まってしまうリスクも考えると、使える条件は非常に限られてしまう。

　そんなこんなから、杭打ち機は余程巨大な相手以外には単なるロマン武器となってしまうのだ。故に、宏もいずれやりたいと思いつつ、実用性の低さとやるべきことの多さから後回しにしていたのである。

　宏ですら後回しにせざるを得なかったような実用性の低いものを、ちょっとした会話を聞いただけで思いついたシームリット。なかなかの有望株かもしれない。

「とりあえず、ものっそいデカイ相手以外には使いもんにならんで」

「だろうとは思うが、具体的には？」

「使う杭の大きさにもよるけど、最低ラインは全長十メートル以上やろな」

「そんなやつじゃないと駄目か？」

「そんぐらいやないと、杭が刺さる前に衝撃で弾はじき飛ばされて大したダメージにならんと思うんよ。それに、それ以下のサイズやとな、普通に大技か魔法で殴ったほうが手っ取り早いやろうし」

「あ～、なるほどなあ」

　宏の説明にシームリットが納得する。一部例外を除き、まともな冒険者がどつきあいできるサイズの限界は十メートル以下で、そのあたりまでは割とダメージを与える手段がある。

　余談ながら、一般的なモンスターは、全長五メートルまでは順当に見た目のサイズどおり鈍重な動きになっていく。

　ところが、種にもよるが五メートルを超えた途端、三十センチ程度の大きさのモンスターと同じ機動性を持ち合わせるようになるモンスターが存在するのだ。

　それが、五メートル刻みの境界を超えるたびに繰り返され、そのくせ、生命力や皮膚の厚み、頑丈さなどはちゃんとサイズに比例するため、どんどんどんどん討伐難易度が上がっていくのである。このあたりの法則が特に顕著に表れるのが飛行型モンスターで、ワイバーンがトロール鳥の機動性を上回っている点などはその典型例だと言えよう。

　もっとも、全部がこの法則に従うわけではないし、同一種の機動性は普通にサイズに比例して鈍重になっていく。四メートル半の超大型ポイズンウルフが、成長して五メートルを超えた途端に、すばしっこいモンスターの代表格であるファーラビット顔負けの機動性を見せる、などということはない。

　また、機動性が上がるのもある程度限界はあり、さすがに三十メートル級が三十センチ級と同じようなすばしっこさで動くことはまずない。それでも、図ずう体たいの大きさや重量から見ると破格のスピードで動き回るので、まったく救いにはならないのだが。

　宏が提示した十メートル以上、というのは、そういったもろもろを踏まえた数字でもある。

「つうかさ、それだと使う人間も二メートル以上でそれ相応の体重と筋力がいるんじゃね？」

「使い方次第やけど、相手に固定せんとぶっ放すんやったらいるやろな」

「だよなあ。そもそも、相手に固定するとか、どうやんだよって感じだし」

　などと言い合っているうちに、五本分程度の聖銀が完成する。溶鉱炉の大きさの問題で、一度に作れるのはこれがほぼ限界である。それでも携帯用溶鉱炉よりは一度に精製できる金属の量が多いので、作業効率で言えばかなり違いがある。

「まあ、細かい仕様はあとで考えるとして、今は杭を作るん優先やな」

「だな。じゃあ、オレも始めるか」

　渡された材料を手にとって観察、一つ頷くと、シームリットはハンマーに魔力を込める。そして、

「オレのじゃねえし！」

　例の掛け声とともに、気合いを入れてハンマーを振り下ろす。その掛け声にぎょっとして、思わずシームリットに注目してしまう宏と澪。

　そんな二人にかまわず、真剣な表情でハンマーを振るい続けるシームリット。職人にあるまじき掛け声とは裏腹に、作業そのものは実に丁寧に行われている。

「なんっちゅうかこう、びっくりな掛け声や」

「ネタ師以外でああいう掛け声、初めて」

　あんまりにもあんまりな掛け声に、我に返った宏と澪が作業を再開しながら何とも言い難い表情で囁ささやき合う。そんな状態でも、たかが聖銀の加工や処理ごときでは失敗しないあたりは、さすがだと言えよう。

「あ～、シームリットさんが修行した工房、そういう流派だったらしくて……」

「どんな流派やねん」

「踊りながら足で踏んで鍛えるよりはよっぽどマシだ、とか言ってましたよ～？」

「師匠、マルクト奥が深い……」

「ほんまになあ……」

　マーヤから説明された内容、その奥の深さにどことなく遠い目をしてしまう日本人組。『フェアクロ』のプレイヤーだったと思われる人間がいたのが約三百年前と比較的最近だからか、マルクトはネタ方向で日本人的な感性を感じさせる要素がやたらと多い。
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「あ、でも師匠」

「なんや？」

「ヒヒイロカネの加工だったら、どっちも有効かも」

「あ～、ありそうやなあ……」

　そのあたりの真相は分からないが、ヒヒイロカネの加工に関する特性を考えると、確かに有効かもしれない。

「まあ、そのあたりはどうでもええから、さっさと杭の数揃そろえて杭打ち機試作しよか」

　横道にそれた思考を切り替え、今やるべきことに全力投球する。必要な杭は二十七本。予備も含めて三十本として、現在用意できているインゴットは五つ。あと五回、精製作業が必要だ。

「うっし、一本目終わり！　次！　オレのじゃねえし!!」

「最終処理終わり」

「次の五本分、そろそろ精製終わりやで」

「三本目、行くぜ！　オレのじゃねえし!!」

　意識を切り替え作業に集中すると、一気に加工効率が上がる。一時間かからないぐらいの時間でシームリットは第三ロットまで杭に加工し、宏も精製作業を終える。

　その間、マーヤは何をしていたかというと……。

「お酒はこんなものとして……」

　大量の酒類や酒のつまみ、夕食の材料などを調達し、家の中を片付けて、といった感じで、最近バタバタしていて手抜きになっていた家事を一気に進めていた。

　料理はともかく、普通片付けや掃除などは作業のためとはいえ客人が来ている時にはやらないものだが、どうせ全員作業に没頭していて、作業場はともかく居住スペースの方は誰も気にしないだろうと、暇にあかせて一気にけりをつけたらしい。

　やはり、バーストやシームリットと仲よくやっているだけあって、マーヤも結構変わった女性だと言えよう。

「あの分だとまだまだかかりそうですし～、夕食はちょっと時間のかかる煮込み料理にしましょうか～」

　あくまでもマイペースに、自分の好みに合わせて献立てを決めるマーヤ。

　とはいえ、恐らく昼に食べているであろう山菜の煮物は避け、燻くん製せい肉を主体に根菜多めのシチュー的なものにするぐらいの配慮はしている。

　昨晩の残りものでもない限り、この村で時間がかかる煮込み料理が昼食に出てくることなどない。継ぎ足しながらずっと煮込んで、いつでも食べられる状態にするなんて文化は、オルガ村には一切存在していないのだ。

「お～、ええ匂においやな～」

「おっ、今日はシチューか。うちの嫁、戦士だけど料理は上う手まいんだぜ」

「師匠、あとで食材補ほ塡てん」

「分かっとる。何がええやろな」

　結局、宏達が作業を終えたのは、シチューが完成してついでにもう一品、森の幸の焼き物を完成させたころであった。

「お疲れ様です。作業は全部、終わりましたか～？」

「杭打ち機だけ明日実際に使ってテストせなあかんねんけど、それ以外はできたで」

「それはよかったです。じゃあ、明日は朝から、ですね」

「せやな。全部終わったら、酔いどれ兄さんと杭打ち機武器にする研究、っちゅう感じやけど」

　自分達の仕事を終え、すがすがしい笑顔でマーヤに明日以降の予定を告げる宏。それを聞いてマーヤも笑顔を浮かべる。彼女は、自分の夫や宏、澪といった愚直なまでに職人仕事にこだわり、思いついたものを実現するために努力や工夫を惜しまない人間が大好きなのだ。

　そのままマーヤの料理をご馳ち走そうになる宏達。自分達で作る料理には劣るとはいえ、味だけで言えばテレスが作るものより美お味いしいその料理に感心し、結構高レベルのモンスター食材も調理できると聞いて容赦なく余りに余った食材を補塡および報酬の一部との名目で押しつける。

「ヘルハウンドですか。美味しいんですか～？」

「塩焼きが最強、っちゅう感じやな。ただ、火ぃ通しすぎたらいきなり歯ぁ立たんほど硬なる上に、えぐい匂いしおるからそこは要注意な」

「この砂すな鮫ざめのキャビアっての、飲のん兵べ衛えには最強だな」

「ん、自分で取らなきゃ高級食材」

「あ、このお菓子初めて見ます。美味しいですね」

「シュークリーム。春はる姉ねえが子供達のおやつに作って余らせて、存在忘れてた。腐敗防止の食糧庫に入れてなかったら、かなりアウト」

　などと、あれこれ話し合いながら、押しつけられたものを吟味していくシームリットとマーヤ。渡したほうも渡されたほうも物価に疎いため、口では高級食材などと言いながら、実際にそれらがどれだけの値段になるかをまったく理解していないのが面白いところである。

　もっとも、どれもこれも流通に滅多に、もしくは一切のらない類たぐいのものなので、そもそも売りに出されたことのないシュークリーム以外は、貴族でもなければ値段など知らないのが普通だが。

　結局、夫婦はそうと知らずに、全て換金すれば十年は余裕で食っていけるだけの食料品を押しつけられるのであった。




　　　　☆




「ハニー」

「おう、レイニーか」

　シームリットの自宅兼鍛か冶じ場を出て、宿泊場所へ向かう途中。そろそろ春菜が準備したコテージが見えてきたところで、宏達にレイニーが声をかけてきた。

「殿下に用があるってタツヤから聞いた。定時連絡ちょっと遅らせたから、その時に一緒に話をする」

「了解。ほな、うちのコテージ使うほうがええな」

「使っていいの？」

「話の間だけやけどな」

　思いもよらない話に、レイニーが澪の方を見る。レイニーの視線を受けて一つ頷く澪。それで、仲間内ではもう話がまとまっていることをレイニーが理解する。

　宏達の方から健康な状態のレイニーをプライベートスペースへ招き入れるのは初めてのことだが、それなりにレイオットからの仕事をこなしてきた今のレイニーは、ここで羽目を外しては二度とチャンスは巡ってこないことも理解している。

　故に、今回は宏の用件だけか、せいぜい昼のうちに作った地図を渡して、ついでに細々とした報告をする以上のことはしないつもりだ。春菜が厚意でお茶などを用意してくれた場合はありがたく頂くが、これに関してはむしろ、そっちの方が波風が立たないからである。

　なお、今回レイニーがこれだけ冷静にいられるのは、なんだかんだ言って一連の調査で宏達と一緒にいた時間が長く、またアルファトで再会した際に飛びかかって迎撃されるというお約束を終わらせているから、というのが一番大きい。

　愛いとしのハニーに肉欲的な意味で弄いじり回してもらいたい、という衝動は常に抱えているが、現在はそれをコントロールできないほど宏成分に飢えていないのだ。

「ただいま」

「お帰り。杭の準備はできたんだ？」

「明日朝、実験はせなあかんけどな」

「実験？」

「ここが地元のシームリットさんとマーヤさんに言われてな。あの森、三十センチも掘ったら根っことかびっしりで、普通にハンマーで叩たたいたぐらいやと杭が刺さらんのちゃうか、っちゅうから、杭打ち機も作ってん。でも、急造品やから上手く動くかは実際に使ってみんと分からへんから、明日一カ所目でちょっとチェックしてみよか、ってな」

　出迎えた春菜に、宏がざっと作業内容を説明する。その説明を聞き、なるほど、という感じで春菜が頷く。地元民の意見を軽視するような、そんな傲ごう慢まんさは春菜にもない。

「春菜さんの方は、どない？」

「ちゃんと作業ポイントにしるししてきたよ。ただ、森の中は無理っぽいから断念したけど。これ、しるし入れてきた場所の地図」

「さよか。……特に問題はなさそうやな」

「真上に来たらはっきり分かったから、多分大丈夫だと思うよ。ただ、おかしくなってるって聞いてなかったら、きっと違和感なかったと思うけど」

　明日の作業に関わってくるポイントへのマーキング。それについて春菜から報告を受ける宏。実のところ、そっちはさほど心配していない。

「で、レイニーさんが一緒ってことは……」

「これから定時連絡するっちゅうことやから、そこに便乗させてもらうことになった」

「了解。お茶用意するから、食堂使って。もう私達もご飯食べたから。レイニーさん、晩ご飯は？」

「もう食べた。ありがとう」

「そっか。じゃあ、お茶だけ用意するね」

　ダールの頃を思えば、噓うそのように穏やかで和やかなやりとりを見せる春菜とレイニー。レイニーが待てを覚え、ある程度自制がきくようになったのもあるが、フォーレの時に弱ったところを春菜達が保護したのも、関係改善には大きかったのだろう。

　春菜にしろ真琴にしろ、今ではレイニーをちょっと困った性癖を持つ、常識にかなり疎い妹ぐらいの感覚でとらえつつあるのだ。

『定時連絡、定時連絡』

『レイニーか。時差を考えても、今日は妙に遅かったな』

『ハニーから殿下に頼みたいことがあるって言うから、ハニーの作業が終わるのを待ってた』

『ヒロシが私に？　頼みごとの類は随分久しぶりのような気がするな。そこにいるのか？』

『いる。今はハニー達の厚意で、宿泊場所の食堂を使わせてもらってる』

『そうか。代わってもらえるか？』

『了解』

　レイオットとのやりとりを済ませ、通信具をテーブルに置くレイニー。

　それを手に取り、ついでに同席している人間全員の声を拾えるようにモードを切り替え、宏が会話を始める。

『レイっち、ばんは』

『ああ。出先で私に頼みごとを持ちこむとは、どういった風の吹きまわしだ？』

『ちょっと情勢がいろいろ怪しなってな。先手打って準備始めとかんとヤバそうな感じなんよ』

『……どういうことだ？』

『とりあえず、その話は先にレイニーの定時連絡済ませてからにしよか。そっちはそっちで、多分それなりに重要な話もあると思うし、僕の話先にやって、そういうのを上の空で聞き流したり軽く考えたりもまずいし』

『ああ、そうだな。レイニーに代わってくれ』

　宏に言われ、先に定時連絡を済ませることにするレイオット。宏に指摘されたように、レイニーからの定時連絡はそれなりに重要な話がいくつかあり、通信具を相手に眉まゆをひそめることになる。

『幻獣の異変は、なかなか深刻なことになっているようだな。お前達に同行していなかったはずのレイニーですら、これだけの情報を拾ってきているのか……』

『僕も今聞いてびっくりや。ユニコーンだけやなしに、野生馬の一部も変になっとるとはなあ……』

『これは、マルクトの王家と一度話し合っておいたほうがよさそうだな。お前達が首尾よく解決してくれたとしても、影響がすぐに消えるとは思えん』

『せやな。いっぺん出た影響は、結構長いこと残ると思うわ』

　レイニーの報告を聞き、渋い顔をする羽目になる宏とレイオット。お茶を用意してきた春菜や、宏の頼みごとがダイレクトに影響してくる他の日本人メンバーも、かなり表情が硬い。

『それでヒロシ、お前の頼みたいこととは？』

『ちょっとな、城建てられる土地貸してほしいんよ』

『土地？　というか、城を建てるだと？』

　宏の言い出した、どう聞いても大おお事ごとにしかならなさそうな言葉を思わず聞き返すレイオット。宏は簡単に言うが、城を建てるのもそのための土地を用意するのも、そんなに簡単にできることではない。

『土地自体は、城ができてもうたらすぐに空くねんわ。ただ、さすがに築城そのものに一カ月ぐらいはかかりおるから、その間占有してても問題あらへん広い土地を借りたいねん』

『……やりたいことは理解した。正直、城が建ってしまえばすぐに土地が空く、という点がなぜそうなるのか理解できないが……まあ、土地の用意自体は可能だろう。ただ、今日言って明日、というのはさすがに無理だ』

『そらそうやろう。すぐに用意できんと思ったから、幻獣がらみが始まったばっかりのこのタイミングで声かけてん』

『なるほどな。とりあえず、一度父上に話を持っていく。が、場所にもよるが城を建てるとなると、勝手に進めるといらぬ腹の探り合いになる。それに、お前達の要望で、となると、ダールやフォーレも関わりたがるだろうから、少なくとも同盟内には話を通しておく必要があるだろう。悪いが、いつまでに回答できる、というのも見通しが立たん。が、要望自体は確実に実現しよう』

『分かった。頼むわ』

　今までにない大規模な頼みごとに、話が大きくなりそうな予感を覚え腹をくくるレイオット。アズマ工房からいろいろと便宜を図ってもらっているファーレーン、ダール、フォーレの三カ国同盟および、最近ようやく正式にアズマ工房の同盟に加入できたローレンにとって、蓄積している借りを多少でも清算できるチャンスなのだから、否いなはない。

　借りの清算としてはジズの解体の時にファーレーンとしてアズマ工房のために人を出したが、実のところリヴァイアサン料理により騎士団が微妙にパワーアップしたため、借りを減らしたことになっているかどうかは微妙だという認識になっている。そもそも、ジズがファーレーンの脅威になっていたかもしれないことを考えると、宏達が討伐したことで、さらに借りができたと言えるのだ。

　つながりが深く、人を出す機会が多いファーレーンですらそうなのだから、最近は見合わない値段で安くいろいろやってもらう一方になっているダールやフォーレ、面倒事を解決してもらったのに碌ろくに報酬も渡せていないローレンなどは、この機会に何でもやろうとするだろう。

　そのあたりの調整はレイオットの手に余るので父に丸投げになるが、間違いなくどこがイニシアティブを握るかで紛糾しながらも、土地の選定や必要な土木作業の開始は異常な速さで行われることになるに違いない。

『それにしても、なぜ今になって城を造ろうと思ったのだ？』

『いろいろきな臭い話が出とる上に、地脈の情報までくるっとるからな。ほんまの意味での絶対安全圏を作るんに、デカイほうの森羅結晶で神の城建てといたほうがええか思ってん。それやったら出入りは僕らが完全に管理できるし、基本空に浮いとるか亜空間に隠れてるかのどっちかやから、それこそ世界が滅んでも内部は安全やし』

『だから城ができたら土地が空くわけか……。しかし……またしても、国際的なパワーバランスに激震を与えるつもりなのか……？』

『そうなるかもしれんけど、多分必要になるで。まあ、それ以前の問題として、あんなデカイ森羅結晶何年も死蔵しとったら、それこそ碌なことにならんし』

『いっそ、どこかに領地でも持つか、ミダス連邦か大陸中央あたりの領有権が曖あい昧まいな場所で都市国家として独立してくれないか？　正直、そろそろお前達がフリーの一工房というのは、いろいろと無理が出てきている』

『無茶言いな。故く郷にに帰るんが目標の僕らに、都市国家とか領地とかの運営なんざできるわけあらへんやん』

　宏の言い分に、思いっきり眉をひそめてしまうレイオット。聞かされた内容が内容だけに、どうにも非常に胃が痛い。

　エアリスを通じてアルフェミナから、宏がもはや神の一柱となっていることは教えられている。その際、宏は本人にそのつもりがないまま、いずれどこかに神域を作ることになるだろうと言われたが、こんなに早くそのとおりになるとは思いもよらなかった。

　相手は神なのだから、無茶ぶりの十や二十は仕方がない。そうは思うものの、できることなら神域作りになど関わりたくなかった。

『実際の築城自体は一カ月ぐらいやけど、下準備の土木工事に何カ月かはかかりおるやろうから、その間に別件をいろいろ準備しつつ、折角の誕生日プレゼントを使わせてもらうつもりや』

『……多少は自重してくれると助かる……』

『約束はできひんなあ』

『本当に、頼む……』

　大量に投下された爆弾に、恥も外聞も投げ捨てて頭を抱えるレイオット。彼にここまでの態度を取らせることができたのは、後にも先にも宏だけである。まったく自慢できない話だが。

『とりあえず、こっちの用件はそんだけや』

『分かった。レイニーの方は、他には何もないか？』

『特にはない。殿下、指示の追加、変更は？』

『すぐに決められんことばかりになっているからな。しばらくは現状維持だ』

『了解』

『では、用件は全て終わったようだから、これで通信を終える』

　周囲の声を拾っていることに気がついていたレイオットが、そのままレイニーに確認を取ってから話を切り上げる。

　通信が終わったところで、黙って聞いていた春菜と澪、いつの間にか食堂に来ていた達也と真琴が、いろいろ聞きたそうに宏に視線を向けた。

「ねえ、宏君。質問いいかな？」

「いろいろ説明せなあかんやろうから、何でも聞いてや」

「うん。じゃあ、まず手始めに、神の城、っていうほどのものが、一カ月で完成するの？」

「あれはな、敷地の定義した上で必要量の資材積み上げて、コアの部分作って設置したら、あとは勝手に敷地内の資材を取りこんで築城しおるねん。そんときに足らんかってもあとから追加できるし、上位の素材突っ込んで成長させることもできるしな」

「あ～、もしかして、いわゆるシミュレーションゲーム的な建築システムになってるの？」

「そんな感じやな。一カ月っちゅうんは、半分がそのコアの部分の製造時間、残りが実際に城が建つまでの時間や」

　春菜の質問に対し、宏が丁寧に答える。実際には築城時間自体はスキルの熟練度も影響し、様々な方法である程度短縮できるのだが、その具体的な方法に関しては準備している間に城がほぼ完成するので、今回はあえて口にしていない。

　なお、今回初めてのはずの神の城の建築方法についてなぜ宏が知っているのかというと、これは単純にゲーム内で神の城スキルを習得した際、スキル習得クエストで実際に建築しているからだ。コアを作るのに半月というのも、クエストで実際に作るのにかかったゲーム内時間である。

　実のところ、コアの製作時間である半月の内訳を見ると、加工途中で発生する反応が終わるまで、だとか、かけた術が定着するまで、だとか、その手の待ち時間がほとんどを占めており、実際に本人が直接作業する時間はゲーム内時間で延べ三日程度だった。

　それゆえ、ゲーム内では時間が四倍の速さで流れることもあり、宏が手出しできない待ち時間はほぼ全てログアウト中に進んでいた。

　この加工時間は神の城スキル未習得での時間なので、いろいろやって地味にスキルの熟練度が多少上がっており、さらにメイキングマスタリーのエクストラスキルである神の匠たくみスキルを持っている今の宏だと、恐らくもう少し短縮される。それでも、最低で十日はかかるので、見積もりとそれほどの差は出ないだろう。

「なるほど。じゃあ、次の質問。神の城って、何ができるの？」

「まず城やから結界と防壁はあるとして、それ以外の基本機能は空に浮くことと光学迷彩、亜空間収納やな。亜空間におる間もちゃんと二十四時間で昼と夜が来るし、太陽も月も星空もあるで」

「それって、もはや別の世界って言わない？」

「そうかもしれんな。城の敷地の外には何もあらへんけど」

　聞いていて非常に不安になることを言い出す宏に、一瞬春菜が絶句する。だが、仮にも神の城と名乗るぐらいだから、それくらいで驚いては話にならないことに思い至り、すぐに気を取り直して次の質問に移る。

「基本機能、ってことは、応用機能もあるの？」

「応用、っちゅうんかは分からんけどな。敷地内には自動的に森と鉱脈ができて、その気があるんやったら畑も可能や。川もあって魚もおるから、釣りとかもできるで。それと、拡張すれば城の地下とかにダンジョンも作れたはずや」

「それ、森羅結晶だけでまかなえるの？」

「今回は多分、世界樹も植樹するからエネルギー的にはまったく問題にならんと思うで。ただ、城の内部で採れる資材は、城を成長させたらんと質も量もしょぼかった記憶があるわ」

　宏の回答に、何となくほっとする春菜。特に成長させねば採れる資材がしょぼい、というのは、宏が引きこもる可能性が下がるという点において大いにありがたい話である。

　ただし、このあたりもあくまで宏の言い分が正しければ、の話である。成長させなければ資材がしょぼいのは事実だが、高品質でサイズも大きな森羅結晶をコアに使い、世界樹を何本か植樹するとなるとエネルギーはむしろ派手に余る。

　築城の時や外部からエネルギー生産能力を持つものを持ち込んだ時は、自動的に余剰エネルギーをある程度消費するように各機能を強化するため、場合によっては最初からテレス達の腕では採取も採掘もできないようなランクのものが生まれてしまう可能性すらある。

　ダンジョンだけは所有者が拡張しなければ使えず、基本城の自動調整機能によって勝手に強化されることはないので、コアの性能に関係なく最初は同じ規模になる。が、素材も何もかもが自給自足できるこの神の城、その気になれば無制限に成長できてしまう。

　エネルギー保存の法則と質量保存の法則に関しては、突っ込むだけ無駄であろう。コアさえ成長させれば海に山に周辺の村に、なんてこともできるのに、そのあたりの法則を順守しているわけがないのだ。

「攻撃機能に関してはどうせ聞くまでもないだろうから、お城がらみはこれぐらいでいいかな。で、別件をいろいろ準備するって言ってたけど、別件って、何？」

「まずは全員の装備を神鋼とかそのあたりの素材に切り替える作業やな。なんぼか神器も作れるから、作れるやつは作ってまいたい」

「他には？」

「エルザ様の先代巫み女この魂こん魄ぱく結晶、いい加減何とかせんとあかんやろう。この際やから、神の城の管理者として使える身体作って、あそこで魂のダメージがなくなるまでのんびりやっといてもらおうか、思うんよ」

「なるほどね。でも、恋をしてみたかったって言ってたのに、閉じ込めるのはちょっとひどくないかな？」

「最終的に出入りは自由にするで、そら。ただ、しばらくは身体に慣れる時間と勉強の時間、それから魂をある程度癒いやす時間が要るやろうから、その時間をエネルギーが十分ある神の城で過ごしてもらったほうがええかな、ってな」

　宏の言い分に、ある程度納得する春菜。悟りを開いて解脱したわけでもないのに、輪りん廻ねの輪に戻れないほどダメージを受けているのだ。魂魄結晶になった時点で記憶も失われているのだから、どこかで一いっ旦たん魂を癒しつつ、いろいろと学ぶ時間も必要であろう。

「ねえ、宏。ちょっといいかしら？」

「次は真琴さんか。何が気になる？」

「先代の巫女さんを管理者にするのはいいんだけど、出入り自由だと何かあった時に困らない？」

「まず、当然普通の攻撃ではそう簡単に殺せん身体にするし、よっぽどでない限りは帰還機能を封じるんは無理やで。異界化しとってもゲートぐらいはこじ開けられるし」

「そこはさすがに神の城、ってことね。でも、逆にそれだけのものだと、一人で管理とか無理じゃない？」

「それに関しては、リセットさんみたいなオートマタを用意するつもりや。いずれ巫女さんも輪廻の輪に戻さなあかんから、それまでに魂を持つ可能性があるオートマタを男女適当に混ぜて、っちゅう感じで考えとる。それも、いろいろな準備っちゅうやつやな」

「そこまで考えてるんだったら、あたしからは何もないわね」

　宏の考えを聞き、真琴が追及を終える。注意しなければ趣味と興味でどこまでも突っ走る宏だが、結構ちゃんと考えて行動している時もあるのだ。

「まあ、神の城がらみはそれでいいとして、だ。なあ、ヒロ。お前さんの誕生日プレゼントの方はどうするつもりだ？」

「そんなん、期間終わってからのお楽しみにきまっとるやん」

「……くれぐれも、くれぐれもある程度で自重してくれよ？」

「自重か。一応心がけて行動しとった頃もあったなあ……」

「おいっ!!」

　一番の不安要素に対する宏の言葉に、達也が全力で突っ込む。

　宏に与えられた誕生日プレゼント。それは、一週間誰にも邪魔をされずに好き放題ものを作っていいという、かなり後が怖い代物である。

　今までは素材の都合だの状況との兼ね合いだのである程度ブレーキがかかっていたが、今回はそれが一切ない。こうなってくると、一体何を作るか想像もできないのが困る。

「このお茶菓子、美味しい」

「ん、春姉渾こん身しんのラングドシャ。恐らく、日本でもこれに匹敵するラングドシャはない」

「あ、お茶おかわりいる？　なんだったら、お茶菓子ももうちょっと用意するけど」

「いいの？」

「うん。お菓子の在庫、意外と減ってないから、レイニーさんも消費手伝ってくれたら助かるよ」

「春姉、ボクもおかわり」

「は～い」

　言うだけ無駄な宏に対する突っ込みをしている達也をよそに、確認するべきことが思いつかなくなった春菜と澪が、レイニーと一緒に優雅に夜のティータイムに入る。

「お前ら、もっと危機感ってものをだな！」

　それを見た達也の絶叫が、むなしくコテージに響き渡るのであった。




　　　　☆




「今日の作業説明するけど、準備はええか？」

　翌朝。調査隊メンバーが全員ベースキャンプに揃ったのを確認し、宏が説明を始めようとする。

「ちょっと待った。お兄ちゃん、ちょっと報告事項」

　そんな宏に、バーストが待ったをかける。

「なんぞあったん？」

「ああ。こいつを見てくれ」

　そう言って、バーストがデーモン系モンスターの頭部と邪教集団の衣装を取り出す。

「……森ん中にこいつらがおったん？」

「ああ。こそこそなんかやってたから問答無用で狩った。今までも他で似たようなのとやりあったが、生かして捕らえても背後関係は何も知らないことが多い上に、すぐに死体も残らない方法で自殺するから、死体残るように仕留めたほうが情報源になるかと思ったんだが、まずかったか？」

「いんや。こいつらが大した情報持ってへんのは事実やし、この手のが異変に関わっとるっちゅう証拠が出てきたんはありがたいで」

　バーストの説明を聞き、思うところを正直に告げる宏。恐らく関わっているだろうとは思っていたが、明確な証拠がなかったために先入観を持たないようにしていたので、対策その他を若干絞り込めるようになったのは非常に助かる。

「とりあえず、今日のところはあんまり関係あらへんけど、この後どうするか決めるんにはものすごい参考になるわ」

「そうか。役に立てたんならよかった」

　それだけ言って、隅っこに引っ込むバースト。どうやら、現時点ではその他に彼から報告することも質問することもないらしい。

　そのプロフェッショナルな姿勢と早速上げた成果に、これで変態でさえなければとその場にいる人間全員がしみじみと思ってしまう。

　その中に、人のことを決して言えないレイニーが普通に混ざっているのはご愛あい嬌きょうだろう。何しろ、レイニーは待てを覚えただけで、本質や本性は一切変わっていないのだから。

「他に、なんぞ報告とかある？」

　バーストのことがあったので、とりあえず念のためにそこを確認する宏。ざっと見渡した限り、特に誰も言うことはないらしい。

「何もないみたいやし、作業の説明に移るわ。今日やるんは地脈に発生した情報エラーの修正作業、その下準備や。具体的には、昨日のうちに用意しといた杭を、所定の場所に打ち込んで回るねん」

　作業班全員に地図を配りながら、宏が説明を続ける。

「森ん中はうちらアズマ工房が、外はマルクトの調査班が担当な。森の外のポイントにはしるしつけてあるから、地図を参考に探してほしいねん。一応杭打ち機も用意したしこの後どう使うか実演する予定やけど、普通にハンマーで打ち込んだほうが正確にできる、っちゅうんやったらそっちでもええで」

　そこまで話をしたところで、ティアンが手を挙げる。

「質問、よろしいですか？」

「どうぞ」

「我々が森の外で、皆様が森の中という分け方には理由があるのでしょうか？」

「単純な話で、森ん中は目印つけられへんかってん。せやから、おかしいポイントを探知できる僕と澪、もしくは春菜さんが分かれて打って回るつもりやねん。ものすごい微妙な感覚やから、地脈の探知に慣れてへんと教えても分からんと思うんよ」

「なるほど。そういう事情なら」

　宏が示したチーム分けに、すんなり納得するティアン。マルクトには高位の神官と巫女以外、地脈の力を扱って何かをする人間がいない。そのどちらもそう簡単に動けず、それ以外には地脈の探知なんてできる人材はいない。

　もっとも、このあたりの条件は、ほとんどの国家で共通だ。下手に地脈をいじられるとそれこそ国全体に影響してくるのだから、その方面の技術開発や人材育成なんて怖くて簡単には行えない。

　本来ならマルクト王家と密接な関係がある技芸神・セリアンティーナが巫女を通じて教えなければならないのだが、今回の地脈の異変は規模があまりにも小さく、神の中では地脈の扱いが苦手なセリアンティーナでは発見できなかったのだ。

　せめてエルザに余裕があればよかったが、そもそも冥界神・ザナフェルを欠く五大神には余裕なんてものは一切ない。特にここ数年はいろいろありすぎて、宏が集中して探知しなければ発見できない規模の異変に気づくのはほぼ不可能、と断言できるほど忙しかったのである。

　結果として、微妙に管かん轄かつ外のアランウェンが幻獣がらみという口実で行動を開始するまで、異変に対しては誰も手を出せなかった。

　セリアンティーナの巫女と神官は、マルクトの中枢都市であるアルファトに問題が発生しないようアルファトに走る地脈の状態を維持するだけで手いっぱいだし、そもそもエアリスやアルチェムのように、神殿を長期間空けてホイホイ他国に出入りできる巫女は現在少数派なのだ。

　そんな状況なので、調査班と言いながら、地脈関連を触さわれる人間だけはどうしても用意できなかったのである。

「説明続けるで。杭打つポイントは森の外が十五カ所、中が十二カ所。そのうち一カ所はかなり離れとるから、そこは個人で高速移動手段持っとるレイニーに任すわ。それ以外の場所は、基本最低でも護衛五人以上に作業者一人の組み合わせで班作って、現場の判断で進めといてほしい。昨日の調査やと、馬系のモンスターとか野生馬の類も影響受けとるらしいっちゅうんが分かっとるし、変異ユニコーンが出てきて襲いに来るかもしれんからな」

「了解しました！」

「あと、学者先生と文官の皆さんは、昨日時点での現場レベルの報告とか資料まとめて情報整理、そこから今後の予測と国に出す報告書の作成頼んどくわ。恐らく僕らはそこまで手ぇ回らんし、こういうのは時系列順に毎日作っといたほうがええし」

「分かっています。我々はベースでバックアップに専念させていただきます」

　宏に作業を振られ、全員が頷く。昨日時点での報告で、変異ユニコーンが唐突に襲撃をかけてくる可能性があるのは分かっている。そのため、足手まといになる可能性が高い学者や文官は、言われるまでもなく事務仕事や聞き取り調査の続行に力を入れる予定であった。

　しかも、昨日一気にあれこれ進んだため、まとめねばならない報告が少なくない。それらのすり合わせや、まだ聞き取りが終わっていない冒険者の人数などを考えると、ついていっても足を引っ張るだけでしかない杭打ち作業に関わるような無駄なことはできないのである。

「ほな、ここから一番近いポイントでやり方説明するから、作業班はついてきてや」

　宏に促され、作業班全員でぞろぞろと最初のポイントに移動する。最初のポイントは森と平地の境界線、もしくは森の入口と表現するのが正しい場所にあった。

　そこに刻み込まれた大きなバツ印。その中心が、杭を打ち込む場所である。

「用意した杭打ち機は、これな。打ち込む杭はこいつや」

　そう言って、荷物から取り出した杭と杭打ち機を見せる宏。

　そこにお披露目されたのは、魔力こそある程度込められているものの、基本的にはどう見ても長さ一メートルほどのただの筒。それでどうやって杭を打つのかと作業班一同が疑問に思っていると、すぐに宏が作業を開始する。

「まずはここに折りたたんであるハンドル起こしてな、穴の中心が目印の真ん中に来るように、上から覗のぞいて位置調整して固定。位置が決まったら杭をセットして、ハンドルに体重かけて両方にあるトリガーボタンを握るねん。それで、杭打ちが始まりおる」

　そう説明しながら、分かりやすいようにゆっくり杭打ち機をセットする。ただの筒のように見えていた杭打ち機だが、位置決めの時点で収納されていたスタンドが展開され隠れていたハンドルが開き、杭をセットすると同時にハンドルの根元に引っ込んでいたトリガーが押し込めるように出っ張る。

　それらの作業を一つ一つ確認させてもらい、トリガーを引く手前までの手順を全て覚える作業班。全員がその手順を理解できたと判断した宏が、杭を打ち込むためにトリガーを引く。

　その瞬間、ものすごい音を立ててどんどんと杭が地面にめり込んでいく。五度ほどの打撃音の後、杭は完全に地面に埋まっていた。

「とまあ、こういう感じや。作業する時の注意点として、多少ずれても構わへんけど、できるだけ中心狙ってほしいねんわ」

　あまりにあっさり打ち込まれた杭に硬直する作業班。そんな彼らの様子を一切気にせず、注意事項を告げる宏。

　そのまま、容量拡張と重量軽減がかけられた杭が数本と杭打ち機が入った袋を各人に渡し、作業開始を告げようとしたところで宏と春菜、澪の三人が何かに気がつく。

「なんかが走ってくる音がすんなあ。恐らくユニコーンやと思うけど、またえらい勢いで走ってきとるな……」

「そうですね。さっきの音に怒ってるのかもしれません」

　宏が音に言及してすぐに、耳のいい幾人かが地響きのような音を拾う。

「早いとこ移動したほうがええな。場合によっちゃあ、一旦ベースキャンプに逃げ込んで……」

　突如空から爆撃のように撃ち込まれた衝撃波のおかげで、宏は最後まで言葉を告げることができなかった。他の人間も、不意打ちの衝撃波に体勢を崩され、即座に反応できるような状況ではない。

「なんや!?」

「師匠！　ペガサス!!」

「宏君！　何だか様子がおかしい!!」

　澪と春菜の叫びに慌てて空を見上げると、澪の探知範囲すら超えるであろう高度を駆けてきたと思おぼしきペガサスの群れが、目視可能な高さまで下りてきている。

　目を血走らせて空を駆ける漆黒の馬体のペガサス達。春菜の言うように明らかに様子が変だ。もしかしたら、ユニコーンのように処女崇拝をこじらせ切っているのか、と警戒しつつ体勢を立て直すと、十メートルほどの高度まで下りてきたペガサスが、とんでもないことを口にした。

『ヒャッハー!!　幻獣の面汚しどもは殲せん滅めつだぁ!!』

　なんとなく、たてがみがモヒカンのように見えるペガサス。その言葉は宏達をさらなる混乱の渦へと叩き込むのであった。
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『ヒャッハー!!　消毒消毒ぅ!!』

「ペガサスはそっち方面かよ!?」

　なんとなく、たてがみがモヒカンのように見えるペガサスの群れ。そいつらの第一声に、思わず達たつ也やが全力で突っ込みを入れる。

「ねえ。今の異変って、一応かなり致命的な状況なのよね？」

「普通に冗談抜きで致命的やで。幻獣のイメージがどうとかそんなちゃちな話やないぐらいにな」

「とてもそうは思えないんだけど……」

「言動のせいでそう思えんだけで、現実問題として変異して攻撃的にはなっとるやん」

「あ～……、そういう考え方ね……」

　宏ひろしに指摘されて、疲れたように真ま琴ことが納得の言葉を絞り出す。

　変異したユニコーンとペガサスが揃そろいも揃ってネタとしか思えない方向で頭の痛い言動をするため、何となく大して深刻な状況という感じがしないのは事実だ。幻獣のイメージやら何やらに致命的なダメージが入る程度で、放置していても幻獣達がうっとうしい以外に実害がなさそうな錯覚に陥ってしまうのも無理はなかろう。

　だが、そもそも幻獣がここまで変になっていること自体、かなり抜き差しならない状況なのだ。

　処女厨ちゅうをこじらせた、とか、気性が荒くなって世紀末救世主的な感じになってしまった、とかいった表現になると微妙な笑いが浮かびそうになるが、ユニコーンもペガサスも何かの原因で取り憑つかれたように凶暴化し、一切の意思疎通が通じなくなったと表現するといきなりファンタジーっぽくなるのが不思議ではある。

『いつもいつも清らかな乙女清らかな乙女うぜぇんだよ、ゴミどもが!!』

『殲せん滅めつ殲滅ぅ!!』

『ヒャッハー！　血祭りだぜぇ!!』

　宏達がくだらない話をしている間にも、ペガサス達は見事な編隊飛行で急降下爆撃や絨じゅう毯たん爆撃を繰り返す。見た目や言動はザコっぽい連中だが、その攻撃能力は割と洒落しゃれになっていない。流星のように降り注ぐ不可視の衝撃波は、周囲の被害を着実に拡大していた。

　しかも、ただの急降下爆撃ではない。離脱の際に尻尾を炎で包んで振り回すという、それはペガサスの攻撃手段なのかと小一時間ほど問い詰めたくなる追撃まで行っているのだ。このままでは、冗談抜きで汚物を消毒されかねない。

「師匠、真琴姉、腑ふ抜ぬけてる暇ない！」

「そうだよ！　一いっ旦たん引いて、態勢立て直さなきゃ！」

「せやな！　森からも何か来とるし！」

「達たつ兄にいも、突っ込みは後回し！」

「お、おう！」

　澪みおと春はる菜なに叱しかられて、気持ちを切り替え行動を開始しようとする宏達。周囲では、調査班が必死になってペガサスの絨毯爆撃から身を守っている。見れば、衝撃波をよけそこなったアルチェムが、森の方に飛ばされて服を派手に木の枝に引っかけ、ぎりぎりゴールデンタイムに放送できるくらいの感じで胸元を露出させていた。

　と、そこに、森から飛び出してきた変異ユニコーンが、泡を吹きながら白目を剝むいて倒れ込んでくる。またしても異常事態。一度に連続で発生したイベントに、宏達も一瞬反応が遅れる。

『色即是空、空即是色』

　続いて森の奥から白黒の斑まだら模様のユニコーンが、般若心経を唱えながら現れる。二十頭を超えるユニコーンによる般若心経。音量も申し分なく、しかもやたら重々しく周囲に響き渡るそれを聞いたペガサスは、これまた見事に影響を受けて墜落した。

「ユニコーンのお経でも、効果あるんだ……」

「びっくりやなあ……」

　バタバタと墜落し、苦く悶もんにのたうつペガサスを見ながら、宏と春菜が微妙に引きつった声で感想を漏らす。身体の色が激しく入れ替わっているところを見ると、恐らく落下のダメージよりも般若心経で苦しんでいるのだろう。

　宏達は知らないことだが、実のところペガサスは意外と落下の衝撃に強い。ペガサスに限らず幻獣分類のモンスターで飛行能力を持つ連中は、揃いも揃って種族特性として強めの落下耐性を持っているため、叩たたき落としてダメージを与えるやり方はかなり効率が悪い。ワイバーンやジズが持っていない落下耐性をペガサス達が持っているのは不思議な印象だが、これに関しては、単純に重量の問題もあるのだろう。

　日頃は大きな恩恵を持つ落下耐性だが、今回に限ってはペガサスにとってマイナスに働いたようだ。

『遅くなって申しわけない』

　三十数頭の斑ユニコーンを代表して、一頭がそんな挨拶をしてくる。

「来てくれただけでありがたいから気にしてへんけど、昨日は二十おるかおらんかぐらいやなかった？」

『あの後、安全地帯に戻るまで般若心経を諳そらんじながら歩いていたら、我ら同様マーラに魅入られていた連中が次々と正気に返ってな。実はこれでも、この場には改心した黒ユニコーンの半分も来ておらぬ』

「うわあ……」

　斑ユニコーンの言葉に、春菜が思わずうめき声を漏らす。変異体よりはるかにましではあるが、無駄に濃い上にかなりファンタジーに喧けん嘩かを売っているこのユニコーンが、少なく見積もっても七十頭以上。正直、春菜としては想像したくもない。

『とりあえず、天馬達も我らの経きょうで正気に戻せそうだ。彼らについては我らに任せてもらえるか？』

「……せやな。ただ、正気に戻った結果がどうなるかだけは確認させてもらうで」

『ああ』

　宏と斑ユニコーンとのそんなやり取りの間に、ペガサスのうち一頭の痙けい攣れんが収まり、体毛の模様がユニコーン同様白黒斑で安定する。変化が終わったペガサスが、ゆっくりと立ち上がった。

『見苦しい行動でご迷惑をおかけした。申しわけない』

『正気に戻ったか、よかった』

『正気というのがどういうものか、その定義をせんことには私が正気かどうかは決められんが、少なくとも先ほどまでの己を恥じるぐらいには意識が変わっている』

　先ほどまでの頭の悪そうな言動とは打って変わって、いきなり小難しいことを言い始めるペガサス。これがペガサスのスタンダードだとすれば、ユニコーンとは違う意味で面倒くさそうな連中である。

「とりあえず大丈夫そうやし、これ以上邪魔が入らんうちに作業に入ったほうがよさそうやな」

「だったら、お兄ちゃんも三カ所ぐらいやるわ。これでも短距離転移と中距離転移は使えるし、森から戻ってくるついでに場所チェックしてポイント設定済ませてあるし」

「そら助かるわ。ほな、レイニーが行かへん側でいっちゃん遠いところ、頼んでええ？」

「了解了解。お兄ちゃんに任せとけって」

　宏に頼まれ、自信満々に胸を張るバースト。今一つ信用できない態度だが、ここまで仕事自体はちゃんとしている。女性の美容と健康が絡まない限りは国や故郷に不利益を与えることはないだろうと考えれば、緊急事態である現状、杭くい打ちを任せるのは問題ないだろう。

　宏が下したそのあたりの判断は、ティアンやジョゼットはおろか、マーヤですら異を挟むことがなかったため、そのままサクッと話が進む。

「荷物小分けにするん面倒やから、杭と道具は作業班のん一個そっちに回すわ。転送石も渡すから、遠いところから五カ所やってくれへん？」

「オーケーオーケー。転送石使っていいんだったら、そっちの工作員ちゃんが回る側を二カ所ほど、追加で潰つぶすわ。それだったら、作業班は移動方向が揃うだろ？」

「せやな。それで任すわ。あと、この転送石そろそろ期限近いやつばっかりやから、残そうとせんと優先して使い潰したって」

「おう、助かる」

　宏から十個ほどの転送石を道具と一緒に受け取ったバーストが、早速転移して作業に入る。それを見届けたレイニーがバイクを取り出し、最高速度で一気に一番遠いポイントまで移動を開始する。

『では、我らは残りの作業班を護衛しよう』

『ユニコーンだけに任せておくのも不安だ。こちらも空から警戒しておこう』

　般若心経で元通りとはとても言えない状態になったユニコーンとペガサスも、異変の解決のために協力を申し出てくる。それに小さく頷うなずいて作業班を見送ると、宏達は最後の打ち合わせに入る。

「森の中やけど、あんまり細かく分かれるとあれやから二組ぐらいに分かれるとして、や。まず僕と澪と春菜さんは同じチームにならんように分かれんとあかん。回復能力の観点で春菜さんと兄貴も分かれたほうがええやろう。浄化能力が必要になるかもしれんから、春菜さんとアルチェムも別行動やな」

「特に根拠はないけど、ボク的には師匠と春はる姉ねえは別にしちゃだめだと思う」

「澪の言いたいことは、なんとなく分かるわね。それとは別にあたし個人の意見としては、宏とアルチェムも別行動の方がいいと思うわ。アルチェムの特性考えたら、人数減ってフォローしづらい状況でアレが出ちゃうとまずいし」

「そうだね。そのあたりを踏まえて考えると私と宏君の組と、澪ちゃんと達也さんとアルチェムさんの組で分かれるのが無難、かな？」

「そうなると、あたしがちょっと悩ましいところね。人数バランスと火力を考えるなら宏と春菜についていくべきなんだけど、澪の方は前衛がいないのよね」

　ある程度チーム分けが決まったところで出てきた難題に、微妙に頭を悩ませる宏達。

　実際のところ、澪の意見がなくアルチェムがエロトラブル誘発体質でさえなければ、宏と達也とアルチェムが組むだけで解決する問題だ。だが、アルチェムのエロトラブル誘発体質は悪化こそしていないが、改善しているわけでもない。そのあたりは、先ほどの衝撃波での状況を見ていれば一目瞭然であろう。

　今までの傾向的にシリアスな状況では他人を巻き込むようなものは発生しないだろうが、ユニコーンとペガサスのおかげで今がシリアスな状況だとは少々断言しづらい。その断言しづらさが、組分けにもどうしても影響してくる。

「大体の話は理解したっちゃ。うちとマーヤがヒロシ達に同行すれば解決するべ」

「今回は、私達も関係ないわけじゃないですからね～」

　悩んでいるポイントを理解したらしいセシリアとマーヤが、宏達にそう提案してくる。

「本当に大丈夫？　主にセシリアさんの方なんだけど」

「そうだね。見た感じ身のこなし的にちゃんと戦えるんだとは思うけど、今回結構シャレにならない状況みたいだし……」

「いや、あたしが心配してるのは……ってまあ大丈夫か……」

「ん。合流した状況を考えると、多分どっちの意味でも大丈夫」

「……そうだな。これ以上悩んでる時間が惜しい。セシリアとマーヤにヒロ達と一緒に行ってもうか」

「せやな、了解。ほな、さっさと行動開始やな」

　セシリアとマーヤの申し出を受け入れる宏達。正直なところ、マーヤはともかくセシリアは微妙に不安なのだが、彼女もバースト同様、こういう状況で余計なことはしないだろうとは想像できる。

　もっとも、セシリアが浮気を持ちかけたり性的な方向で暴走しそうになったりしても、恐らくマーヤが戦士見てる式制裁術でブレーキをかけてくれるだろう、という信頼性がなければ、もう少し組分けを考えることになっていただろうが。

「二手に分かれた後、僕らの方は手当たり次第に杭ぶちこんでくから、場所は澪の方で調整したって。最終的には一番奥の一カ所で合流な」

「了解」

　宏の指示を受け、森に入ってすぐのポイントに杭を打った後、そのまま二手に分かれる一行。ユニコーンの森の異変は、一歩ずつ最終局面に近づいていくのであった。




　　　　☆




「ねえ、宏君……」

「……春菜さんも、嫌な予感するか？」

「うん……」

　何事もなく四カ所目の杭打ちを終えたところで、そのあまりの順調さに違和感を覚えていた春菜と宏の意見が一致する。

　ユニコーンやペガサスの様子を考えると、いくらなんでも順調すぎる。変異ユニコーン全員がお経を聞いてまともになったわけでもあるまいし、襲撃が一切ないのは不自然にもほどがある。それ以外のちょっとした細かいこともいくつか積み重なり、ついに気のせいと誤魔化せなくなったのだ。

「マーヤさんとセシリアさんは、どう思います？」

「今回の件と直接関係あるかどうかは分かりませんけど、私も少し気になってたことはあるんですよ～」

「あ～、最近姿見せねえ雄の方のでかいのだか？」

「はい。元々人間嫌いの傾向があったので、最近見ないのもあまり気にしてなかったんですけど、状況が状況ですから……」

「えっとそれ、状況的にユニコーンのことだと思うんだけど、あってる？」

「はい」

　マーヤの言葉に、ますます嫌な予感が膨れ上がる宏と春菜。人間嫌いのユニコーン。普通に考えれば珍しくもなんともない。むしろユニコーンとしては人間となれ合っているほうがおかしいはずなのに、この状況下ではどう考えてもフラグである。

「そういえば、昨日変異ユニコーンを止めてくれた大きなユニコーンも、今日は出てきてないよね」

「せやな。こっちに来たん、全部斑のユニコーンやし」

「ユニコーンの長おさですから、安全地帯の方にいるのかもしれません」

「あれもいろいろ気を配らにゃならねえでな。割と忙しいっちゃ」

　巨大ユニコーンことユニコーンの長について、宏と春菜にいろいろ教えてくれるマーヤとセシリア。とはいっても、今日は二人ともディーア族の村ではなくオルガ村に泊まっている。早朝からこのあたりをうろうろしていたバーストと違い、昨日の合流後からずっと宏達と一緒に行動しているので、残念ながら今日のユニコーン達の動向は分からない。

　そのあたりも微妙に不安要素ではあるが、考えても仕方がないのでとりあえず考えないことにする。

「……五カ所目。やっぱり順調すぎるでな」

「……うん」

　気になることを話し合っているうちに、ついに宏達の担当ポイントの最後の一カ所に到着する。その順調さと、それにもかかわらずどんどん漠然とした不安が強くなっていくことに対し、宏も春菜ももはや予感ではなく確信を持つに至っていた。

「こら、絶対何か起こるな」

「お約束どおりだったら、多分森の一番奥にあるポイントだよね」

「せやろうな。っちゅうか、兄貴らのグループももう五カ所目みたいや」

　杭を打ち込む前に、地脈の様子を確認して状況を告げる宏。

「達也さん達も、似たような話をしてるかも」

「せやな。まあ、とりあえず先に作業や」

　細かい話は後回し、とばかりに、宏がサクッと杭を打ち込む。これで、終わっていないのは森の一番奥にあるポイントと、外の作業班が担当しているポイントが一カ所だけ。レイニーとバーストが担当したポイントは、すでに全て作業が終わっている。

　外のポイントにしても、単に移動時間の問題で終わっていないだけなので、奥の一カ所が終わる頃には間違いなく終わっているだろう。森から結構離れた場所なので、ここまでの段階で襲撃を受けていないなら、変異ユニコーンに襲われる確率は低い。

　もっとも、変異ユニコーンに襲われたところで、斑ユニコーンがお経を唱えまくっているのでたいしたことにはならないだろうが。

「とりあえず、状況確認のために兄貴らと連絡やな」

「そうだね。パーティチャットモードに入るので、しばらく声をかけられてもすぐに返事できなくなります」

「了解っちゃ」

「分かりました」

　宏の言葉に頷き、セシリア達に一言断りを入れてから達也達にパーティチャットをつなぐ。声をかけようと春菜が口を開きかけた瞬間、真琴の声が聞こえてきた。

『宏、春菜、今大丈夫？』

『ちょうど声をかけようとしたところだけど、何かあったの？』

『むしろ、何もなくて不気味だから声かけたのよ』

『あ、やっぱりそっちも？』

　ある意味で予想どおりだった真琴の言葉。それを聞いて、少し困ったような表情を浮かべる春菜。予想どおりだったからといって、決して楽観できるようなことでもない。

『それで、こっちは五カ所目が終わったんだけど、そっちは？』

『こっちも、今終わらせたところ。宏君となんかおかしいよね、って話してて、そっちはどうなのか確認しようとしてたんだ』

『なるほど、状況は同じってことね。だったら、さっさと合流しましょ』

『了解。下手に動きまわるとややこしいから、最後のポイントに向かうね』

『ＯＫ、こっちもそうするわ。じゃあ、あとで』

　大体の合流場所を決め、パーティチャットを終える。黙ってじっと話し合いが終わるのを待っていたマーヤとセシリアの視線を受け、春菜がこれからどうするかを話すために口を開いた。

「とりあえず、最後のポイントで合流しようって話になりました。向こうも特に何もなかったらしくて、不気味だから早く合流したほうがいい、って」

「それがいいでしょうね～。なんだか、ここに杭を打ち込み終わったぐらいから雰囲気が変わり始めてますしね～」

「んだべな」

　春菜の説明を聞き、方針に合意するマーヤとセシリア。彼女達にもはっきり分かるほど、森の雰囲気が不自然になっている。そのあまりの雰囲気のおかしさに、それ以上誰も口を開かず最終ポイントに向けて歩き始めるのであった。




　　　　☆




「この流れ、どうもなあ……」

　十五分後。あと五分もすれば最終ポイント、というあたりで、宏がぽつりと呟つぶやく。その呟きを拾った春菜とマーヤの視線が、宏に集中する。

「どうしたの、宏君？」

「このパターン、高確率でボス戦がありそうやなあ、ってな……」

「あ～……」

　宏の感想に、反論できずに声を漏らし、そのまま沈黙する春菜。むしろ、ないほうがおかしい。

「そろそろ兄貴らも近くまで来とるし、細かい話は合流してからにしよか」

「そうだね」

　お互いに相手の気配がはっきり感じ取れる距離に来ていることに気がつき、やや進路を変えて合流を優先する一同。他の面々も、ボス戦がありそうな流れなのは否定できないのだ。

「師匠、春姉」

「よかったわ、ちゃんとこっちに気づいて合流してくれて」

　合流のために進路を変えて一分もしないうちに、澪と真琴が姿を現した。合流してすぐに放たれた真琴のその第一声に、宏と春菜が怪け訝げんな顔を浮かべる。

「師匠、春姉。最終ポイントのすぐ近くに、ユニコーンの気配が三つ。そのうち一つは、昨日の巨大ユニコーンで、一つは変異ユニコーンに近い感じ」

「最終ポイントのすぐ近くに巨大ユニコーンと変異ユニコーン二つでしょ？　地脈のバグってのも考えると、あたし達だけで踏み込むのもちょっと躊躇ためらってたのよね」

「……やっぱ、ボス戦がありそうやな……」

「でも、ユニコーンだったら、オキサイドサークルで終わるかも」

　真琴の言葉の真意を理解し、そんな正直な感想を漏らす宏と春菜。そんな二人とは裏腹に、ユニコーンの長が来ていると聞いて、マーヤとセシリアの表情が変わる。

「ミオさん、昨日の大きなユニコーンがどうなっているかは分かります？」

「ごめん、まだ分からない」

「そうですか……」

「長が出張ってきてるっちゅうのは、きな臭いっちゃ。急いで確認したほうがいいべ」

　いよいよきな臭くなってきた状況に、マーヤの表情が不安に染まり、セシリアが前のめりになる。

「待て待て待て。急いで行くのは賛成だが、先に補助魔法だ。他にも、先に使っておいたほうがいい技があったら今のうちに使っておけ」

　そう言って焦りを見せるセシリアを押しとどめ、歩きながら補助魔法を詠唱する達也。それにならい、春菜も積層詠唱で一気に人数分の補助魔法を発動する。

「それにしても、妙に静かやな……」

　全ての補助魔法が発動したあたりで、宏が今までにないぐらい真面目な顔で、全員に注意を促すように言う。

「あ～、やな感じだったの、それが原因ね……」

「言われてみれば、森の中なのに葉がすれる音とか何かの鳴き声とか、そういうのが全然聞こえねえな……」

「澪ちゃん、周囲にユニコーン以外の気配は？」

「ない。普通の動物のも全然」

　この期に及んで、ようやく異変が抜き差しならないものだと思わせる事態だと気づく一行。変異ユニコーンや変異ペガサスのせいでいまいち緊張感が維持しづらかった達也や真琴も、さすがに認識と心構えを変える。

『こんなことを続けていれば、排除されるのは我々の方ですよ!?』

『何を言うか！　本来この森は、我らが先に住んでいたのだ！　後から来た人間が好き勝手するのを、なぜ黙って見過ごさねばならんのだ！』

　最終ポイントまであと少し、というところで、ユニコーン達のものと思われる言い争いが一同の頭の中に流れ込んできた。

『だとしても、それは生かしておいてはいけません！　それを生かしておけば、人間だけでなく他の幻獣に、いえ、我が同胞にまで害を及ぼします！』

『人間どもに迎合する幻獣など、どうなったところで知らぬ！』

『そこをどきなさい、バルザック!!』

『やれるものならやってみるがいい!!』

　バルザックと呼ばれた何者かがそう叫ぶと同時に大地が大きく揺れ、さらに馬同士の喧嘩で使うとは思えないほどの魔力が集められる。

『我の邪魔は誰にもさせん!!』

　揺れに足を取られそうになりながら慌てて駆け込んだ宏達の目に入ったのは、崩れた地面に足を取られて動けなくなっているユニコーンの長と、角に蓄えた大量の魔力を今まさに長に向かって解き放とうとしている同じくらい大きな白いユニコーン、そして魔法を放とうとしているユニコーンにかばわれるように眠っている漆黒の異形のユニコーンだった。

『さらばだ！　オルフィア！』

「させるかい！」

　バルザックと呼ばれた大きな白いユニコーンが角に蓄えた魔力を超高密度の荷電粒子に変換して解き放った瞬間、長の前に宏が割り込んだ。

　正面から宏を飲み込もうとした荷電粒子の帯は、圧倒的な魔法抵抗力にそのエネルギーを削り取られ、あっという間に消失する。

『な、何だと!?』

「こんぐらい、何ぼのもんでもないわな」

　必殺を期した一撃が完全に防がれ、愕がく然ぜんとするバルザックを宏が鼻で笑う。オルガ村くらいなら更地に変えられそうな火力ではあるが、今更その程度の魔法が宏に通じることはない。それ以前に、ベースキャンプの結界すらぶち抜けないだろう。

　はっきり言って、この程度で人間全部を敵に回そうなど、無謀もいいところだ。敵も己も知らなさすぎる。

『貴様、何者だ!?』

「アズマ工房の工房主、東あずま宏や。マルクトの依頼で、この森の地脈を直しに来た」

『そういって、人間どもの都合のいいようにいじりまわすのだろう!?　認めぬ、認めぬぞ!!』

「これに関しては、アランウェン様の依頼でもあってな。これ以上神も手ぇ出せんような呪われた土地増やすんは、絶対に阻止させてもらうで」

『人間風情が、神の名を騙かたるな!!』

　宏の宣言に激怒したバルザックが、角をドリルのように高速回転させながら突っ込んでくる。それを正面から受け止め、足を止めたところでスマッシュで弾はじき飛ばす宏。

　恐らく三級程度の冒険者なら、場合によってはこの突撃で鎧よろいを抜かれ、腹を裂かれて瀕ひん死しの重傷に追い込まれていたであろう。だが、残念ながら宏相手には、いや、日本人チームにはほぼ通用しない。もっとも防具が薄い達也ですら、今の装備はベヒモスとリバイアサンの合成皮革を部分的にグレータードラゴンの鱗うろこで補強したものを着ている。

　大きいといったところで十メートル強のバルザックでは、突撃で弾き飛ばして体勢を崩させることはできても、鎧を貫くことは不可能である。

「さて、しばらく暴れて頭冷えたら、話し合いはできるんかいな？」

『残念ながら、無理でしょう。バルザックは心の底から人間を憎んでいますから』

「……何でそこまで、っちゅうんは聞いても無意味やとして、どないしたもんかが問題やな……」

『ユニコーンの長としてお願いします。バルザックを……、殺してください』

　宏の呟きに答えるように、ユニコーンの長が頼みを告げる。その内容に、そばにいた宏だけでなく、その場にいた全員の視線が長に集中する。

『もはや、バルザックは超えてはいけない一線を超えてしまっています。規律を守る意味でも、我らの安全を守る意味でも、もはや生かしておくわけにはいきません』

「……ほんまに、ええんやな？」

『はい。本来なら私の手で行わねばならぬことですが、残念ながらこの足ではバルザックに勝てません。嫌な役目を押しつけてしまいますが、よろしくお願いします』

　依頼を躊躇ったことを見透かしたような宏の問いかけに、今度ははっきりきっぱり躊躇いも迷いも見せずに言い切る長。その返事を聞いた宏が、達也に目を向ける。

「了解や。兄貴！」

「おう！」

　宏の言わんとしていることを察し、達也が即座に詠唱に入る。最近ちょっとだけ出番が少ない、オキサイドサークルだ。

『オルフィア！　貴様、同胞を人間に売るところまで堕おちたか!?』

『黙らっしゃい！』

　虫のいいことをわめくバルザックを、長が一いっ喝かつして黙らせる。その声に反応したのか、奥で眠っていた変異ユニコーンが、のそりと立ち上がる。

「また、凶悪な面構えね……」

「あの駄馬が行きつくところまで行きついたら、あんな感じ？」

　完全に理性など失っていそうな変異ユニコーンの姿に、真琴と澪が冷や汗をたらしながら囁ささやき合う。戦闘能力的にはまったく怖いと感じないのだが、それ以外の理由で本能が拒絶反応を示す、そんな外見だ。

　これがいっそ見ているだけで正気を削られていきそうな種類の外見ならむしろネタにできるのだが、そこまでは到達していないのが面倒なところである。

「春菜、一応お経、やってみてくれる？」

「……了解」

　真琴に言われ、少し躊躇った後に般若心経を口にする春菜。これまでのあれこれでお経に対していろいろ思うところができているが、それはお経が悪いのではない。むしろ、修行しているわけでもないのにお経を唱えることで怪現象を起こしまくっている、自分達に問題があるのだ。

　そう考え方を切り替え、真剣に祈りながら般若心経を詠む。バルザックがフリーな現状、昨日のように全員がシンクロしてしまうとかなり危険なのではないかという心配が頭をよぎるが、お経を唱えているのが春菜だけだからか、今回は他のメンバーまで引きずり込まれることはないようだ。

　もっとも、その分だけ効果は覿てき面めんに落ちているらしく、元からお経で改心するかどうかが怪しかったバルザックはもとより、変異ユニコーンの方もかなりいらついた様子を見せる程度で、普通の変異ユニコーンほど影響が出ている様子はうかがえない。

　恐らく、このあたりが丸暗記によるなんちゃって仏教の限界なのだろう。ちゃんと修行を積んだわけでもない人間が、適当に覚えた作法に従って経典だけ正しく読み上げたところで、たかが知れているのだ。むしろ、春菜が内包するそっち方面の能力を活かしたいなら、もっと効率のいい方法がいくらでもある。

　そもそもの話、バルザックや変異ユニコーンの動きに気を取られ、真剣に祈っているつもりで雑念が入りまくっていること自体、修行をまったく積んでいないことの証左である。

　いかにお経が数千年の歴史で練磨されたものであろうと、真剣さが足りていない人間が唱えて効果が出る道理がない。真言宗でもないのに南無大師遍照金剛と唱えてしまうなんちゃって仏教の限界は、同時に春菜の人としての未熟さも浮き彫りにしていた。

『わけの分からぬ言葉をぶつくさと、気でも触れたか!?』

　特に効果がなかったお経を、バルザックが嘲あざける。

　バルザックの嘲りを聞き、お経に見切りをつけた春菜が完全に戦闘態勢に移る。

　春菜の様子に反応した変異ユニコーンがいななきを上げ何かを飛ばし、そのタイミングに合わせて宏が、

「やかましいわ!!」

　馬達にアウトフェースを叩きつける。

　宏の技が変異ユニコーンから発せられた何かを吹き散らし、そのままの勢いでバルザックと変異ユニコーンを威圧。恐怖のどん底に叩き込む。

『な、なぜだ!?　なぜ我われが人間ごときに!?』

『人間を甘く見るからそうなるのです。このあたりが田舎だからそこまでの強者がいないだけで、各国の首都に行けば単独でこの森を制圧しかねない人間が、少なからずいるのですよ？』

　この期に及んで目の前の現実を受け入れようとしないバルザックに、憐あわれみの目を向けながら世界の真実を教える長。ユニコーンなど、モンスターとして見るならば強くてせいぜいワイバーンと同格。基本群れで行動するから面倒なだけで、各国の中枢にいる実力者なら片手でひねることができてもおかしくない程度の強さしかないのだ。

　だが、バルザックがその言葉を聞き届けたかどうかは分からない。なぜなら、

「オキサイドサークル！」

　長の言葉が終わると同時に、達也が多重起動したオキサイドサークルが、変異ユニコーンともどもバルザックを閉じ込め、一気に窒息死させていたのだから。

「……えらくあっさり終わったわね……」

「バルザックやっけ？　そっちの方はまあ、単に考え方が偏っとっただけの普通のユニコーンやから分からんでもないけど、こっちの行き着くとこまで変異したやつまでオキサイドサークルで一発やとは思わんかったわ」

「結局こいつは何だったんだろうなあ？」

「そのあたりは、死体ばらすなりなんなりせんと分からんわ。もしかしたら、オキサイドサークルで一気に仕留めるとかやらんかったら、もう一段変異とかしおったかもしれんけど」

　真琴と達也の疑問に、渋い顔をしながらそう告げる宏。仕方がないことではあるが、正体が分かる前にケリがついてしまったので、今更調べようがないのだ。

　実のところ、この変異ユニコーンは、一週間ほど前にバルザックの手によって連れ去られた生後三週間ほどの個体である。

　生後二週間というさほどしっかりとした自我が確立される前の時期に連れ去られ、実験体としてこのもっともエラーが激しい地脈の上に放置された結果、異変をばらまく媒体としての能力を持った、バルザックの望みをかなえるためには最高の個体に変異したのだ。

　が、所しょ詮せん生後三週間なので、戦闘能力としては普通のユニコーンとさほど変わらず、結局達也のオキサイドサークルによって一蹴されてしまったのだ。

　そういう事情だけに、恐らく宏達が真相を知ることはないだろう。

「さて、こいつどけて最後のポイントに杭打ち込もか」

　完全に生命活動を停止した二頭のユニコーンを引きずってどかし、最後のポイントに杭を打ち込む宏。その間に、春菜と澪が地面に埋まった長の足を掘りかえし、回復魔法で癒いやす。

「なんや？」

　杭を打ち込み終わる直前に妙な手ごたえを感じ、怪訝な顔をしながら地面に手を当て、地脈を再確認する宏。その様子に気がついた真琴が、宏のそばに近づいて声をかける。

「どうしたのよ？」

「なんぞ、変なもん埋まっとったみたいやねん」

「変なもの？」

「ちょい、引っ張り出してみるわ」

　変なものと聞いた真琴が、不思議そうな顔をする。ポイントの真上に変異ユニコーンが居座っていたので断言はできないが、何かを埋めたような痕跡は見当たらなかった。スキルが足りないだけかと澪やアルチェム、セシリアといった専門家に視線を向けると、彼女達も首を横に振る。

「誰か埋めたにしても、昨日今日の話やなさそうやな。なんせ、杭が完全に埋まる直前の深さにあったし」

「それは、誰にしろ埋めるのは難しそうですね～」

「少なくとも、人間がやるのは大変だと思います」

　宏の言葉を聞き、即座に人間が埋めた説を否定するマーヤとアルチェム。

　この森の地中は、杭打ち機を使わねば杭が入っていかないほど、硬い根っこが絡み合っているのだ。わざわざ物を埋めるだけのために一メートル半も地面を掘るのは、簡単な話ではない。もし人為的にやったのであれば、浅めに埋めて地殻変動などで徐々に深くなるのを期待する方法になるが、仮にそうだとしたら百年単位の時間がかかる。

「まあ、そのあたりの考察は引っ張り出してからやな。ベンディングマテリアルとグリードフィールドで何とか引っ張りだせそうやからよかったわ。掘りかえすってなったら、何のために杭打ったんか分からんところやった」

　そう言いながら、宏が目的の物体を引っ張り出す。

　宏が使っているベンディングマテリアルというのは、岩石などから特定の物質や成分を分離する魔法である。生産系プレイヤーは大抵が探知系魔法のサーチマテリアルとセットで身につけている、生産用と言えなくもない類たぐいの魔法だ。

　難点は、使うためには分離したい物質や成分の存在をしっかり認識する必要があることで、使いこなすのはかなり難しい魔法だと言えよう。

　また、同時に使っているグリードフィールドは、基本的には神の船の特殊機能として搭載されているものと同じだが、本来はベンディングマテリアル同様、特殊魔法に分類される魔法である。

　神の船の機能との違いは、魔法は効果範囲の調整ができて今回のように地中に埋まっているものでも手元に引き寄せられる代わりに、神の船のものほど広範囲に展開することはできない。

　他にも、神の船のものは倉庫に直行させているが、魔法の方は熟練度を上げてカスタマイズしない限りは、基本落ちているものを手元に引き寄せるだけという違いもある。

　そうして出てきたのは、砕けた破片全てを集めても赤子の小指の爪ほどしかない、小さな灰褐色の石であった。妙な手ごたえを感じさせるにしてはあまりに小さなそれに、見守っていた人間の疑わしそうな視線が集中する。

　特に瘴しょう気きの類を出しているわけでもないその石を観察し、宏が一つため息をつく。

「……なるほどな。今回の異変の原因、分かったわ」

「そうなんですか？」

「多分、間違いあらへん。かなり気ぃ長い話やけどな」

　石を聖水入りの瓶びんに入れて蓋ふたをしながら、呆あきれを隠そうともせずにアルチェムに答える宏。気の長い話と聞いて、その場にいる人間がわけが分からないという顔をする。

「この石な、ほんのちょっとだけ、周りのもんを変質させる性質がありおるみたいでな。木ぃとかみたいに成長するもんにはほとんど影響ない程度のもんやねんけど、地脈とかみたいに流れはあっても変化はせえへんもんには無視できん程度に影響しおる感じや。で、このあたりの地脈はちょっと浅いところにあってな。一メートル半っちゅうんは、このポイントの場合ちょうど真ん中ぐらいなんよ」

「つまり、その石のせいで変質した、ってか？」

「多分な。恐らくやけど、何千年か前にこのあたりにこいつが落ちて、千年ぐらいかけて地殻変動その他で地脈の中心に来て、それからまた千年ぐらいかけてじわじわ地脈変質させて、っちゅうとこやと思うねんわ。考えてみたら、ここも他に杭打ったポイントも、分岐したり合流したりで流れが弱なるところやから、影響が残ったり蓄積しやすいねんわ。特にこのポイントは、ここら一帯で一番大きい地脈だまりやし影響範囲も広いわなあ」

「そりゃまた、気が長い話だな。で、その石による変質、効果の方向性はあの駄馬どもを見れば分かるとして、どのぐらいの期間でどの程度変わる感じだ？」

「近い感覚やと、地殻変動で山の高さが年間一ミリ二ミリ高くなる、っちゅう感じや。ついでに言うとこれ、瘴気による汚染やなくて変質やから、浄化系スキルとかやと影響受けんように土地を保護することはできても、元に戻すんはできん感じやねん。邪神像から影響受けんのは防げても、洗脳されてもうたら戻されへんのと同じようなもんやな」

　宏の解説を聞き、どことなく納得した様子を見せるアズマ工房組。邪神像的なケースではさんざん苦労しているため、どういう状態なのかが実によく分かるようだ。

「それ、大丈夫だべか？」

「今回は本来の地脈情報が残っとるから、元に戻すん自体はそんな難しいことやあらへん。ただ、影響が消えるまでは結構時間かかりおるけどな」

「影響が消えるまで、どれぐらいかかるんでしょうか？」

「なんとも言えんけど、ユニコーンが変異になるほどの影響は、一カ月もしたらなくなるはずや。それ以上は最低でも何十年か、下手したら何百年、っちゅう単位で時間かかるかもしれん。どういう変質があったか分からんから僕が強引に戻すんも無理やし、そんな真似したら今度、どこにどんなひずみが出るかも分からんしな」

「そうですか～……」

「こういうんは、目に見えるほどの変化が始まったら、実際にはかなり進んでんのが普通や。一気に進んだ分は割と早く戻せるけど、その土台になったとこまではなあ」

　宏の説明を聞き、ほっとしたようながっかりしたような様子を見せるセシリアとマーヤ。厄介な影響は割とすぐに消えるようだが、それでも、おかしくなった森が完全に戻るわけではない。それが、この地に住むディーア族と森とともに生きるエルフにとって、とても悲しい。

『……バルザックも、この森の変質にとりこまれたのかもしれませんね……』

　ようやく動けるようになった長が、悲しそうに己の推測を語る。ああなるにはいろいろな要因があったはずなので、それが全てとは言えないだろう。だが、無関係とも思えないし、思いたくない。

「まあ、何にしても、や。杭は全部打ち終わっとるみたいやし、やろう思ったらできそうな感じやからさっさと地脈元に戻してまうわ」

　これ以上はただの根拠のない推論にしかならない。そう判断し、やるべきことを優先する宏。

　この場で儀式も行わずに地脈を戻すには、エクストラスキル・神の道と特殊陣を組み合わせ、地脈を整備、舗装し直すというやり方が必要になる。少なくとも、宏がこの場で即座に修正するとなると、権能その他の問題でこれ以外の方法は使えない。

　本来なら土木系のスキルは地脈に干渉などできないのだが、エクストラスキルであることと大地そのものに干渉する特殊陣との組み合わせ、そして媒体として杭を打ち込むことで土木工事だと定義をすることで、神の道の能力で地脈を整備できるのだ。

　そんなこじつけに近いやり方でも、もはや神の一柱、それも特定の世界や信仰に依存しない存在となっている宏なら、強引に進めることが可能だ。エクストラスキル・神の匠たくみを取得する前なら厳しかったかもしれないが、今ならばまったく問題なく余裕で実行できる。世界に依存しているわけではないため、この世界の神々のように、直接干渉を禁じるルールにも引っかからない。

　そんな抜け道を利用しまくった宏の圧倒的なエネルギー量により、地脈の整備はあっという間に終わった。

「……こんなもんやな」

「もう終わったの？」

「ちゃんとした準備しとったし、単に調整したエネルギー流しこむだけやからな」

「そっか。見た目に変化もなかったし、すごいエネルギーが動いたことしか分からなかったから、終わったかどうかが分からなくて」

「浄化と違って地脈の整備は地味やからなあ……」

　などと春菜と話しながら、相当疲れたように首や腕を回す宏。個人の持つエネルギーだけで広範囲の地脈を修正したのだから、疲れるのも当然である。

　そもそも、本来は十日から二週間ぐらいかけて、森の外と中から一カ所ずつ修正していく予定だったのだ。それをできそうだからという理由で、自分一人のエネルギーだけを使って一気に修正したのだから、疲れないほうがおかしい。

「宏君、なんだかすごく疲れてるみたいだけど、大丈夫？」

「まあ、疲れたっちゅうても初級の頃のポーション作りよりはましやからな。戻って飯でも食ったらすぐ元戻るわ」

「そっか。というか、今のって一気にやる必要あったの？」

「別に、一気にやらんでもええっちゃええんやけど、一発でいけそうやったから面倒になってな。早いこと終わらせとくに越したことないか、っちゅうことで、一気に済ませてん」

「気持ちは分からなくもないけど、これで終わりとは限らないんだから、無茶したら駄目だよ？」

　宏の言葉に、春菜が心配そうに釘くぎを刺す。宏がここまで直接的に疲れた様子を見せたことがなかったので、どうにも不安が抑えきれないのである。

　そんな春菜の言葉に、微妙に目をそらす宏。

　そもそもたった一人でやるような規模の作業ではないのに、本当なら何日もかけてちょっとずつ修正すべきところを、ほんの数分で一気に修正している。その分発生する反動も大きく、それを全て宏が一人で抑え込んだのだ。なんだかんだでいつの間にか巫女に近い地脈感知能力を得ていた春菜が不安になるのも仕方がないだろう。

　逆に澪は、生産やってる人間にとってこの程度の疲労は疲労に入らず、これくらいの反動は反動とは呼ばないという意識があるので、あまり心配していない。

「……あの、ヒロシさん……」

「なんや？」

「今の、ものすごく広範囲に影響してるんですけど、疲れただけで済んだんですか……？」

「まあ、何とかなあ……」

　春菜よりもそのあたりを詳細に理解しているアルチェムが、宏の回答を聞き思わずめまいを覚える。新神だなんだと言われているのは知っていたが、本当にそういう存在になっていることを実感させられてしまう。

「なあ、アルチェム。今の、そげにすげえだか？」

「ヒロシさんと同じことをしようと思うなら、少なくとも神様に直接出てきていただく必要がありますよ……」

「ほほう？　ヒロシさんが拍子抜けするほどあっさりやってのけたもんだから、巫女様ならやろうと思えばできると思ってたっちゃ」

「一人じゃ絶対無理ですよ……。せめてエアリス様に来ていただいた上で、徹底的に下準備してから三日ぐらいかけて儀式しないと……」

　アルチェムの説明を聞き、ようやく宏がやったことのとんでもなさと春菜の態度の意味を理解する一同。地味すぎて一般人には一切分からなかったが、本当にすごいことというのは案外地味だったりするのだ。

　正直なところ、この世界由来の人間ではない上に神になって日が浅い宏がここまでやってしまったという事実については、エルザあたりの地脈専門の神からすれば何をどうすればこの短期間でここまでできるようになるのか、小一時間ほど問い詰めたい事例なのは間違いないだろう。

『ありがとうございます。新たな神であるヒロシ様、いえ、まだ神として敬われるのはお嫌いなようですので、あえてヒロシ殿と呼ばせていただきましょう。ヒロシ殿に、ユニコーンの長として感謝させていただきます。お礼と呼べるかどうかは分かりませんが、我々が管理しているユニコーンの角の一部と、そこにある亡なき骸がらを差し上げます。不要なら適当に捨ててくださっても構いません』

「そらありがたいけど、ほんまにええん？」

『もちろんです。ユニコーン全体を危険にさらした愚か者どもではありますが、せめて死体だけでも何かのお役にたてれば、少しは償いになるでしょう』

　同胞に対して、案外シビアなユニコーンの長。その言い分に顔を引きつらせつつ、死体そのものはありがたく素材としていただくことにする。

「ねえ、宏、春菜」

「なんや？」

「どうしたの、真琴さん？」

「ユニコーンって、馬刺しにできるのかしら？」

「一応新鮮だし、作ってみて変な影響が残ってないか確認してから、かな？」

「せやな。いけそうやったら、馬刺しだけやなしにタタキとかにもしてみよか」

「師匠、春姉。馬肉って他にどういう食べ方してた？」

　どことなくしんみりした雰囲気を叩き潰すかのように、いきなり食い気に走る真琴と学生組。その切り替えの速さに驚き、思わず達也を凝視するユニコーン関係者に、平常運転だとばかりに肩をすくめて首を左右に振る達也。

　こうして、最後までシリアスになりきれぬまま、ユニコーンの森の異変は解決したのであった。




　　　　☆




　一方その頃、森の外では……。

「こんなところに、ワイバーンの群れだと!?」

「作業班の避難状況は、どうなっていますか!?」

「作業班、結界内への避難が完了しました！」

　ブラックワイバーンの群れが調査隊を襲撃していた。

　このあたりはワイバーンが好む高山からは遠く、また人間の集落やユニコーンのような戦闘能力の高い生き物の住処すみかが近いため、余程のことがない限りワイバーンが飛んでくるような場所ではない。

　それが飛んできているだけでもおかしいのに、その数がまたありえない。見て分かるだけでも十数体。さらに後ろからも続々と飛んできている。

　ワイバーンの群生地からここまでの距離や飛んできている数を踏まえれば、異変でおかしくなったペガサスの襲撃に引き寄せられたとしか思えない。

「むう……」

　そんなワイバーンの一体を叩き落とし、首を刎はねて仕留めたレイニーが不満そうに唸うなる。

「何か問題でもあるのか？」

「ワイバーンなんて、いくら狩ってもハニー達のお土産にならない……」

　同じように急降下して襲ってきたワイバーンの首を刎ね飛ばしたバーストの質問に、不満そうに言うレイニー。他の人間がワイバーンの対処でいっぱいだというのに、やけに余裕である。

「そりゃまた贅ぜい沢たくな話だねえ」

「ハニー達、ワイバーンの素材なんて腐るほど持ってる」

「あの連中だからなあ」

　ユニコーン達が唱和するお経をＢＧＭに、降下してくるワイバーンを次々倒しながら、妙に温ぬるい会話を続ける暗殺者組。

　もっとも、一見余裕そうに見えるバーストとレイニーだが、現実にはそれほど簡単にワイバーンを仕留めているわけではない。本来、バーストやレイニーのようなタイプは、今回のような乱戦に向いていない。ワイバーンのような、タフで攻撃力があり空を飛びまわっていて攻撃機会を作りにくい相手との乱戦というのは、彼らにとって最悪の状況の一つである。

　何とかなっているのは単純に、味方が余計なことをしないでくれていることと、ワイバーンの動きがなぜか荒く、技量を駆使すれば不意打ちと変わらない状態で攻撃できるからという二つの要素があるからにすぎない。

　何か一つ状況が傾けば、暗殺者組は瞬く間に窮地に追いやられかねないのだ。

「……親玉らしいの発見。仕留めに行く」

「こっちも見つけた。あいつらを何とかすれば、こいつら巣に帰るのかね？」

「やってみないと分からない」

　ひときわ大きなワイバーンの背中に乗っている人型の何か。それを発見した暗殺者組が行動を開始しようとするより速く、

『そこのセバスティアンとディフォルティア！　我らの背に鞍くらなしで乗って、空中戦を行う技量はあるか!?』

「その程度、問題ありません！」

「天馬の背で華麗に舞うのは、ディフォルティアの必修科目ですわ！」

『では、我らの背に乗れ！』

　ティアンとジョゼットが斑模様のペガサスに乗り、空中戦に移行する。

「さて、お兄ちゃんは空中戦の手段がねえんだよなあ……」

　いつの間にかバイクで空を走り回っているレイニーと、すでに空中戦を始めているティアン達を見上げてぼやくバースト。

　その間もワイバーンが急降下しては、バーストを食い散らそうと襲いかかってくる。

　倒しても倒しても新たに飛来するワイバーン。どうやら、本格的に親玉を殲滅しなければならないらしい。

「こりゃまいったね」

　どうにかして空中に上がろうといろいろ模索しながら、さらに仕留めること三体。ワイバーンの巨体により、ついに地面が埋め尽くされる。

　これ以上仕留めると、どんどん足場が悪くなっていく。そうなると、いずれ詰む。周囲の斑ユニコーンも一生懸命に角から仏教ビームを発射して改心させているが、残念ながら減る数と増える数は均衡している。

「しゃあない。いっちょやってみるか」

　数を減らすことを諦め、回避に専念しながらバーストは覚悟を決める。自力で飛べないのなら、飛んでいる生き物を利用すればいいのだ。

　おあつらえ向きに、ひたすらバーストを食おうと頑張っている、ひときわ大きなワイバーンが一体いる。そのワイバーンに狙いを定め、次の急降下のタイミングを図る。

「よっと！」

　突っ込んできたワイバーンをジャンプでかわし、その首の付け根に飛び乗る。食おうとした標的を見失い、わたわたしながら空へ舞い上がるワイバーン。

　首尾よく空へ上がることに成功したバーストは、次々に飛来してくるワイバーンを足場に空中を飛び回り、最終的に立派な角を持つ親玉っぽい何かが操るワイバーンに着地。親玉の背後を取る。

（当たりだといいんだがねえ）

　そう心の中で呟きながら、容赦なく首を落とし四肢を分断し、心臓をえぐり出す。

　バーストが親玉っぽい何かを仕留めると同時に、バイクをパワードスーツ形態に変形させたレイニーが三体目の悪魔系モンスターを、ティアンとジョゼットで二体目を、それぞれ仕留める。

　親玉っぽい悪魔系モンスターを全て仕留めたところで、飛来しようとしていたワイバーンが方向転換し、遠くへ飛び去る。どうやら、これで正解だったらしい。

「さて、あとはどうやって下りるか、だなあ」

「変態、摑つかまるといい」

「おっ、悪いね」

　いざとなれば短距離転移でと考えていると、パワードスーツ形態のまま飛び回っていたレイニーが、文字どおり救いの手を差し伸べてくれる。が、ありがたくその手にすがろうとしたその瞬間、それまでの悪行が祟たたったか、バーストに不幸が襲いかかる。

　まず最初に起こった不幸。それは、バーストが足場にしていたワイバーンをユニコーン達が誤射し、撃墜させてしまったことだ。

「あっ」

「おろ？」

　ワイバーンがきりもみしながら墜落した結果、レイニーの手を取り損ね、空中に投げだされるバースト。そこにさらに追い打ちをかけるように、新たな不幸が襲いかかる。

　先ほど執しつ拗ようにバーストを狙い、足場にされたワイバーンが、ユニコーン達の放つ弾幕をすりぬけてバーストをパクリと咥くわえたのだ。

「えっ？」

「あっ」

　バーストを口に咥え、そのまま悠然と飛びさるワイバーン。その後に続くように、他のワイバーンも規律正しく編隊を組んで飛び去っていく。

「あ～～れ～～～～～～ぇ」
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　なぜかカラスの鳴き声とハモっているのが、シュールさを何倍にも増幅する。

「……惜しくない変態をなくした」

「これから、ちょっと不便になりそうですね」

　春菜達の真似をして合掌するレイニーに、特に困った様子も見せずに割とひどいコメントで同意するジョゼット。

「いや、さすがにそれはちょっとどうかと思うんですが!?」

「でも、腕が落ちるだけで代わりはいますよね？」

「そうかもしれませんが、そうではなくて!!」

　なかなか薄情なことを言うジョゼットに対して、頭を抱えながら必死に突っ込みを入れるティアン。不便にはなるが、いなければいないでさほど惜しくない。そんなバーストの立ち位置を否定できないのが、ティアンにとっては一番頭が痛い。

　もっとも、突っ込みを入れているティアンにしたところで、報告書が面倒だとか、アサシンギルドに対する補償のための予算が、とか、そっち方面の心配が一番先に来ているので、薄情さでは五十歩百歩だろう。

「ハニー達が戻ってきたら、どんな反応するんだろう？」

「それほど仲良く行動してたわけでもないのが、予想しづらいところですね」

「というかディフォルティアの人、地味にあれがあの程度で死ぬと思ってない気がする」

「あれぐらいで死ぬようなら、そんなに対処に困らないんですよね。というか、あなたも死んだと思ってないでしょう？」

「ああいう変態は、死体を見るまでは死んだと断定できない」

　好き放題言いまくるレイニーとジョゼットに、突っ込みを諦めて沈黙するティアン。

　自業自得とはいえ、こういう状況でも誰も身を案じてくれない、なかなかに哀れなバーストであった。
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「バーストさんが、ワイバーンにさらわれた!?」

「また、どんな状況でそんなことになったんよ……」

　別口で作業があるというアルチェムとセシリアを森に残し、ベースキャンプに戻ってきた宏ひろし達を待っていたのは、そんなどこから突っ込んでいいのか分からない報告だった。

「そもそも、何でワイバーンの群れなんか襲ってきたん？」

「多分、邪神教団のさしがね」

　親玉と思おぼしき悪魔系モンスターの頭部を見せながら、レイニーが宏の問いに力強く答える。そのまま、何があってどういう状況でバーストが持っていかれたのか、できるだけ詳細に宏達に説明する。

「……まあ、森の中も連中がうろうろしとったみたいやから、あいつらが何か行動を起こすんはおかしなこっちゃないわなあ」

「ただ、何で今頃……しかもここに襲撃かけるには不自然すぎるワイバーンなんてモンスターを使って仕掛けてきたのか、なんだけど……」

「そんな連中の事情までは、分からんでな」

　邪神教団の行動原理を探ろうとした春はる菜なの言葉を、宏がサクッとぶった切る。今までだって、何でこのタイミングでこんなことを、と思わざるを得ないことをさんざんやってきているのだ。今回だけ考察してもしょうがない。

「でも、それを調べないと、バーストさんがどこに連れ去られたかが分からないし……」

「それが分かっても、多分変態兄さんの救助は間に合わんで。連れ去られてから、時間経ちすぎとる」

　地味にバーストを助けに行こうと考えていたらしい春菜に、宏が厳しい現実を突きつける。

　バーストを連れ去った理由によって生存確率や生存時間は変わるが、最終的に餌にされる点は変わらない。せいぜい、冬ごもりのための食料目当てに連れ去った場合、バーストの力量なら生還できる可能性がある、という程度だ。

　何より、ワイバーンの行動範囲は広い。邪神教団がどこから呼び寄せたかは分からないが、住処すみかがどこであれ、このベースキャンプから相当距離があることだけは間違いない。仮にどこから来たかが特定できたところで、そこにある無数のワイバーンの巣からバーストを探すのは、いろんな意味で難しい。

　もっとも今回の場合、それらの否定的な要素以上に、バーストを助けようという積極的な理由が特にないのが、春菜以外で救助しようという意見が盛り上がらない原因であろう。

「そうだとしても、可能性があるんだったらどうにかしないと……」

「春はる姉ねえ、春姉」

「何？」

「あの手の変態が、ワイバーンに食われかけたぐらいで死ぬとは思えない」

「いやいやいやいや！　普通に死ぬから！」

　澪みおのなかなかに薄情な言葉に、春菜が大慌てで突っ込む。澪がその突っ込みを受けたその様子に、同じことを考えていたレイニーとジョゼットがそっと目をそらす。近いことを考えかけていたのか、達たつ也やと真ま琴ことも小さく苦笑する。

　救いようのない変態でさえその命を最優先に考える春菜の姿勢に、一応広い括くくりでは同僚であるジョゼットなどは自分達が汚れた人間であることを突きつけられたようで妙に居たたまれないようだ。

　と、そこへ身内代表として、マーヤが口を挟む。

「ハルナさん、現実問題として、私達がお兄様を探し出して助けるのは難しいと思います。助けられるなら、助けたいですけど、ね」

「分かってる。分かってるんだけど、せめて何か方法がないか検討だけでも……」

「お兄様の身内として、あえて言わせていただきます。お兄様の場合、私達が下手に動くより、信じて他に優先順位が高いことを進めておいたほうが、邪魔にならなくていい。そう思うんですよ～」

　身内の言葉という無視できない意見に、春菜が口を閉ざす。結論は同じだが、他の人間が手遅れだからとかやる必要を感じないからとか割と後ろ向きな理由だったのに対し、マーヤの意見はバーストに対する一定ラインの信頼をベースにしている。

　そういう理由で手を出さないようにと言われてしまうと、助けに行きたい理由が、〝顔見知りが死ぬのが嫌だ〟というだけの春菜が、強硬に救助を主張することはできなくなる。

　それに、宏達が動くべきこと、宏達にしか解決できそうにないことはたくさんあり、せいぜい飛んでいった方向ぐらいしか絞り込めないワイバーンの行方を探す余裕はない。

「……分かったよ。ただ、バーストさんのことで何かあったら、すぐに動けるようにしておきたいんだけど、それはいい？」

「そらもちろんやで。いくら変態やっちゅうても、一応手伝ってもらった相手やからな。できることがあって何もせんのは寝覚め悪いし」

　春菜の要請を、宏が快く受け入れる。積極的に行動する気がないだけで、無事でいてほしいし助けられるなら助けたい、というのは宏だって同じだ。

　感覚としては、海外で事件に巻き込まれた日本人の無事を祈る心情に近いだろうか。

　宏は、言ってしまえば大多数の日本人と同じ。いわゆる目に入るところで支援活動をしていたなら協力することもある、という感覚。

　それに対し、春菜は実効性がある種類の署名運動や募金、救援物資の募集などを自分から積極的に探しては協力、場合によっては直接支援に行くボランティア活動にも参加するタイプだというところであろう。

　達也は宏と同じか若干冷めた感じで、真琴は自分一人が協力したところで、と考えてしまうタイプ、澪は自身が弱者に分類されるからか、割とそういうケースには手厳しい意見を持っている。

　さすがに、そんな迂う闊かつな人間は死ねばいいのに、なんてことは誰も考えないが、全員が被害者に無条件で同情的かというとそうでもない感じだ。

　もっとも、春菜がバーストの救助にこだわっていたのは、どちらかというとマーヤやシームリットの気持ちを慮おもんぱかってという面が強い。

　さすがの春菜といえども、好感度がもろもろ合わせて辛うじてプラスマイナスゼロの変態のためだけに、仲間を巻き込んでまで一から十まで積極的に動く気はない。多少なりとも好意を持った知り合いが悲しむのを見たくないからこそ、どうにかできないかと検討していたのだ。

　無論、救助できるのであれば救助するし、別に死んでほしいと思うほど嫌いな相手でもない。故に無事でいてほしいとは思っているが、ではマーヤやシームリットと顔を合わせていなければどうだったかというと、恐らく宏がどうしようもないと判断した時点でレイニーかティアン達に調査を依頼、自分で動くのは後回しにしていただろう。

　マーヤが春菜を窘たしなめたおかげで、結果的にバーストだけならどうだったか、というケースと同じになったのが面白いところである。

「で、やるべきことは山積みだけど、どれから手をつけるのよ？」

「その前に、他にどんな幻獣がいてどんな状況になってるのか、ってのを確認しときたいんだが」

「マルクト内では、他にはペガサス、グリフォン、カーバンクル、リュンクスがおるんやけど、うちリュンクスは首都の近くやし変異の類たぐいも出てへんから省くわ」

「おう。で、ペガサスの変異はさっき見たとおりとして、グリフォンとカーバンクルはどんな感じなんだ？」

「それがなあ。どっちも報告書が要領得ん感じでな。ただ、中身の違いを無視して大雑把にまとめるんやったら、ユニコーンとかペガサスと同じで、意思疎通がまともにできん状態になって凶暴化しとる、っちゅう感じやな」

「なるほどな」

　宏の説明を聞き、小さく頷うなずく達也。つまるところ、幻獣の変異に関しては、対処が必要なのは残り三カ所、ということになる。

「それで、どうするの？　正直、聞いてる感じじゃ優先順位はどれも同じぐらいって感じだけど」

「せやなあ。順番的にも緊急度合い的にも、ペガサスかグリフォンやな。カーバンクルはウォルディスとの国境に近いらしいから下手したらもう手遅れかもしれんし、そうでなくても外国人の僕らが動くんは、ちょいリスクでかい気ぃするわ」

「ん～、手遅れになってない可能性があるんだったら、そっち先にやったほうがいいんじゃないの？」

「そこが悩ましいとこやな」

　とりあえずバーストのことは後回しにし、真琴の質問に答える形で今後の方針を打ち合わせする。

　冥界神・ザナフェルの復活。

　霊帝織機をはじめとする最高位の生産機材の製造。

　神器クラスの装備や神酒クラスの消耗品の生産。

　何かあった時、現地の人達を避難させる場所の確保と強化。

　など、やるべきことはいくらでもあるが、現時点では当然、幻獣達の変異の調査と解決が最優先になるだろう。マルクトから公的に依頼されている上、変異が割と抜き差しならないところまで来ているのだから。

　問題となるのは、最優先といってもどこから手をつけるか、だ。ユニコーンについては、後のことは時の流れに任せるしかないにしても、それでもあと三カ所残っている。

　残り三カ所もユニコーン同様、最初の調査隊はどうおかしくなったのかまで正確に調査できておらず、現地に行かねばなにが起こっているかが判断できない。

　そこに地理的要因も重なって、方針の決定が非常にやりづらくなっている。

「俺としては、ペガサスはユニコーンが協力してくれるみたいだから、一いっ旦たんそっちに任せちまってもいいんじゃねえか、って気がしてる」

「そうかもしれんなあ。実際、仏教系ユニコーンのお経でも効果あるみたいやから、ある程度は頼んで大丈夫そうやし」

「ってことは、消去法でグリフォン？」

「そうなるなあ」

　達也の意見をもとに宏が決定した内容を、念のために春菜が確認する。その結論には特に誰も異論がないようで、まずはグリフォンの変異を解決することに決定しかける。

　そこに、森の中での用事を済ませてきたアルチェムとセシリアが戻ってきて、宏達に声をかけてくる。

「ヒロシさん、アランウェン様からの伝言です」

「なんや？」

「カーバンクルとグリフォンは根っこが同じ。故に主原因であるカーバンクルを優先せよ、とのことです。あと、ユニコーンの森の原因が取り除かれたことで、ペガサスの変異も進行が止まったそうで、あとは私達が後処理をすれば時間が解決してくれるかもしれないそうです」

「なるほど。ユニコーンの森とペガサスの群生地は、地脈でいうたら同じ系統やったわけか」

「そうみたいです。特に太くて分岐がない一本がさっきの中心ポイントとつながっていて、そこから変質したエネルギーが群生地に流れ込んで地脈だまりに蓄積、若干のタイムラグを持ってペガサス達を変異化させていったみたいなんですよ」

　アランウェンのお告げと自身が後始末のついでに調べたことを、皆に告げるアルチェム。その話を聞き、ふと気になったことを宏が確認する。

「ここからペガサスの群生地って、実は近いん？」

「近いわけではないんですが、森を通っていけばいくつかの難所を迂う回かいできるため、ユニコーンの足で一日ぐらいだそうです。ユニコーンは、森の中を移動する時はずっと走っていられますし、長距離を走る時の速さがゴーレム馬車と大差なく、森と平地で走る速度も変わりませんし」

「なるほどなあ。っちゅうことは、空から行ったらそんなにかからんわけか」

　それらの情報をもとに、大体の位置関係を把握する宏達。実際、アルファトからペガサスの群生地までが遠いのは、あちらこちらをぐるぐる迂回したり、速度が出しにくく慎重に進む必要のある場所が多いからだ。直線距離で考えれば、必要な日程は半分ぐらいまで短縮される。

　空の旅ならそれこそ、一時間もかからずに到着できるだろう。ワイバーンが出没するあたりとなると、そこからさらに結構な距離の移動が必要だが。

「何にしても、いろいろ決まったことやし、調査隊の割り振り決めて移動やな」

「そうですね。調査隊の再編成と報告書の作成のために、とりあえず一日だけ時間をください」

「慌てんでもええで」

　調査隊の責任者であるティアンの申し出を、宏が苦笑しながら受け入れる。宏達にしても、カーバンクルの群生地がどこにあるのかを確認したり、念のために聖銀の杭くいを作ったりといった時間が必要だし、それ以前に宏は先ほど大量のエネルギーを消費している。

　それらのことを考えるなら、一日二日は休息と準備に割り当てておいたほうがいいのは間違いない。

「とりあえず、バーストのことをご家族に連絡するのは、私達の方でやっておきます」

「頼むわ。正直、現場見てへんからどう説明すればええんか分からんし」

「お任せください。あれの存在の是非はともかく、事件の解決に従事していた時の出来事です。後始末は責任者である我々がすべきことです」

　調査隊の再編を始めたティアンと入れ違いで、ジョゼットがバーストのことについてそう申し出る。その申し出を受けたことで、宏達はとりあえず一旦フリーとなる。

『此こ度たびのこと、誠に申しわけない』

『拙者がもう少しちゃんと見ていれば……』

『お主だけの責任ではない。拙者とて、お主の尻馬に乗って確実に撃墜すべしと追撃を入れたのだから』

「あの状況ではしょうがない。あの変態は、ただ運が悪かっただけ。いや、むしろ日頃の行いが悪かったからかも」

　何やら深刻な感じで反省会を開いている斑まだらユニコーン達を、そんな感じで慰めるレイニー。彼女の場合、ちょっと前までは人のことを言えなかった、という自覚は一切ない。

「とりあえず、村に戻ろう」

「せやな。大分戻ってきたっちゅうても、まだまだ使うた分の三割ぐらいしか回復してへんし」

「むしろ、もう三割も回復してることにびっくりだよ……」

　相変わらずの宏の異常な回復能力に目を丸くしながらも、少し気遣わしげな視線を向ける春菜。予想される宏の回復能力から言えば、恐らく彼が使ったエネルギーは魔力、スタミナ共に、最大の三割から四割といったところだろう。

　この消費量は、ちょうど消耗によるペナルティが発生するかしないか、くらいのラインである。一度ペナルティが発生すると、強めの薬で無理やり体調を整えるかしっかり休憩するかをしないと解消しない。

　所しょ詮せんは一番軽いペナルティなので、別に無視してもそれほど問題はない。だが、状況が状況なので、休憩して体調を整えておくのは重要だ。

　それ以前に、ペナルティの有無に関係なく、春菜は宏の身体が心配でならない。片思いフィルターによる補正がなくても、普通に心配してしかるべき量のエネルギーを使っているのだから。

「とりあえず、さっさと帰って休みましょ。特に宏は大人しく休憩してないと、心配で心配でたまらない春菜に押し倒されるわよ？」

「そら物騒やな。早いとこ引き上げよっか」

「物騒って言うのはひどいと思うんだ……」

　そんなことを言いながら、バーストに関することからすっぱり気分を切り替えて身体を休めに戻る宏達であった。




　　　　☆




「ユニコーンの森は……失敗した。主ぬし様の欠片かけらは、アズマ工房の手に落ちた」

「なんと……」

　ウォルディス国内の某所。異界化したとある土地の中で、見た目にも仰々しい集団が深刻な顔で話し合っていた。

「またしても、アズマ工房か……」

「三千年探して見つからなかった主様の欠片、マルクトの幻獣群生地にそれらしい反応が見つかったと聞いた時にはいよいよ我らの宿願が大きく前進すると思ったのだが……」

　一般人なら近づくだけで変な様子になり、一歩でも足を踏み入れた時点で人ではいられなくなるほどの瘴しょう気きの中、どこからどう見てもモンスターの集団としか思えない一団が、実に忌いま々いましそうに言葉を吐き出す。

「やはり、姫ひめ巫み女こを救助されてしまった時点で、なんとしてでも始末しておくべきだったのだ」

「確かにそうだが、今更言っても遅い。それに、あの当時はあの方々もまだ本調子ではなかった。度々舞台装置どもに邪魔をされ、七度目のウォルディス勃ぼっ興こうにより、ようやくまともに復活していただけたばかりだった。あの方々が復活なされたことを隠し、力を取り戻していただくために大陸東部を混乱させ、破壊と絶望を振りまきながら方々を腐敗させる。この作業にどれだけの人手とエネルギーを要したか、忘れたとは言わせんぞ？」

「言われずとも分かっている。大陸西部や大陸中央に、あれ以上の干渉ができなかったこともな。だが、その結果、いかに予想外だったとはいえ、よそ者にこうも次々と計画を邪魔されては、何の言い訳もできぬ」

「これ以上放置はできん。なんとしてでも、連中を始末せねば」

　失点続きの中、ようやくウォルディスを望むとおり掌握し、東部をいい感じに混乱させて情勢を立て直したところで、再びの大失態。

　邪神教団の中枢に近いと思われる彼らにとって、ついにアズマ工房が最優先で潰つぶすべき集団となった瞬間であった。

　今更か、と言われてしまいそうな話だが、この世界の神々に余裕がなかった程度には、彼らにも余裕がなかった。中途半端なリソースを突っ込んだ結果大失敗した西部三大国家のことを考えれば、まずは足場固めのために、持てるリソースをほぼ全てウォルディスに集中するという判断が間違いだったとは言い切れない。

「何をごちゃごちゃとくだらない話し合いをしているのかしら？」

「オルディア様!?」

「もう動かれて大丈夫なのですか!?」

「完全体とまでは言えないけど、そこらの町を聖域に変えるぐらいのことは、指一本も必要ないわね」

　嫣えん然ぜんと微笑ほほえみながら、オルディアと呼ばれた女性がフェロモンたっぷりの声で部下達に答える。

　もっとも、その声を聞いて、まともな感性の持ち主が感じるのは色気だけではないだろう。どこか媚こびたように聞こえる音色でありながら、聞くものにはっきりとした恐怖を与える声。背筋を走るゾクリとした感覚が、色に魅入られたためか本能的な恐怖ゆえか、それすらはっきりしないほど思考を麻ま痺ひさせる囀さえずり。

　容姿も男をたぶらかすことだけに特化している。そう評価するしかないような、どこか幼さが残っているようにすら見える甘い美貌と、メリハリがきいた豊満な熟れた肢体。とろんとした表情が、男の生存本能を麻痺させる。

　やや童顔でメリハリがきいた豊満な肢体、というだけなら春菜もアルチェムも同じだが、彼女達にはどう逆立ちしても、このオルディアのように微笑みだけで男の理性を奪い尽くすような、そんな圧倒的な色気とエロスを発揮することは不可能だ。

　この場に出入りして正気を保てるような男でなければ、オルディアにたぶらかされずに済むことなどあり得ない。容姿の好みも性癖も関係なく、あっという間に堕おちてしまうだろう。

　一見して色事に特化しているだけの存在に見えるのに、それに惑わされない人間の目にはドラゴンすら足元にも及ばないほど致命的な戦闘能力を有していることが分かってしまう。

　邪神教団の大幹部であり、邪神の腹心の一人・オルディア。彼女もまた、本質は破壊するものであった。

「それで、つい先ほどから少し聞いていたのだけれど、あなた達は実にくだらない話し合いをしているわね」

「も、申しわけありません！」

「確かに主様の欠片は、取り返せるならそれに越したことはないのだけど、そこに無駄なコストをかけるならば、その分どこかを破壊し焼き尽くし混乱させるほうに回しなさいな。その方が結果的に欠片を取り返すより力が増えるはずよ」

「まさしくおっしゃるとおりです！」

　部下達の恐縮する姿を、冷めたような呆あきれたような視線で観察するオルディア。正直、この場にいる雑ざ魚こが何をどうしようと知ったことではないのだが、こいつらが失敗して末端が消耗すると、邪神の力も無駄に消耗する。

　そういう意味では、失敗した無能といえど、こいつらをこの場で処分するのもよろしくない。同じ処分するのであれば、どこかで暴れ回って破壊を振りまき、負の感情をたっぷり発生させた上で舞台装置どもの陣営を消耗させる形で使い潰すほうが何倍もマシだ。

「とりあえず、そのアズマ工房っていう連中は、私が始末してあげるわ。あなた達は、そうね。まずは何人かは私が現状把握するのを手伝いなさい。他の連中はとりあえず、このウォルディスで内戦を起こすなり、周辺国家を侵略して潰して回るなり、聖気を効率よく増やすことに力を注ぎなさい。場合によってはもう一国ぐらい、ウォルディスのように陥落させるのもありね」

　部下達にそう指示を与え、外に出ようとするオルディア。その後を、部下達がついてくる。

「さて、世界情勢の確認が終わったら、まずはアズマ工房とやらについてありったけの情報を確認ね。相手を知らずに動いて返り討ちなんて、そんな無様な真似をこのオルディアがするわけにはいかないもの」

　部下を無能だと断じつつも、オルディアは人間達を、そしてアズマ工房のことを、決して甘く見てはいなかった。邪神が劣勢になったのも、自分達邪神の腹心がなかなか復活できないところまで痛めつけられたのも、全て人間の手によって引き起こされた出来事だ。

　人間は時々、舞台装置である神々など比較にならないほど化けることがある。それを、ファーレーン建国王との戦いに敗れて眠りにつく羽目になったオルディアは、痛いほどよく知っている。

「オクトゥムやザーバルドは動けるようになっているのかしら？」

「まだ、そのような報告は受けておりません」

「そう。彼らが目覚めたら、真っ先に教えなさい。協力もせずに適当にやっていては、前回の敗戦の二の舞になるわ」

　必要な指示を出し、頭の中に送り込まれてくる情報を整理しながら、自分達にとって聖地とも言える場所に向かうために飛び立つオルディア。

　それを見送った後、残った部下達が、オルディアの指示に合わせて行動と役割分担を話し合う。

「よし。当面の行動計画はできたな」

「オルディア様も復活なされた。オクトゥム様もザーバルド様も、おそらく時間の問題であろう」

「ならば、皆様が復活なさるまでの間に、満足していただけるだけの聖気を確保するぞ！」

「そして、散々邪魔立てしてくれた連中に、そしてこの世界の舞台装置どもに目に物を見せてくれる！」

「ああ！　やるぞ、皆の者！」

「「「「「「「「世界を聖気で満たすために！」」」」」」」」

　実現可能な行動計画も完成し、意気揚々と掛け声を揃そろえる部下達。その士気は今までになく高い。

　邪神教団にとって、ようやく本来のスペックを発揮できそうな環境が整いつつあるのであった。




　　　　☆




「さて、宏、春菜、澪。手が空いたんだったら、そろそろ馬刺し作ってよ」

「えらいこだわんなあ……」

　ユニコーンの森で変異体とバルザックを仕留めた翌日の昼下がり。簡易工房もかねて展開されたコテージの中。

　なんだかんだでオルガ村でやることも終わり、ちょうど手て隙すきになった宏達生産チームに、真琴がそんな要求をぶつけてきた。

「真琴姉。ずっと馬刺し馬刺し言ってるけど、そんなに馬刺し好き？」

「酒のあてとして好きなのは否定しないけど、今回は好物かどうかってのとは別の話ね」

「別の話？」

「いろいろあったんだよ、いろいろ」

　やたら執着する真琴に対する澪の素朴な疑問に、真琴と達也がそんな風に答える。

　真琴は、いまだに変異ユニコーンに言われたあれこれを根に持っていた。

「まあ、別に馬刺しの一つや二つ、作るんはかまへんけど、まずは食えるかどうかのチェックからやで」

「そうだね。今回のユニコーンって、変異してないほうでも普通の状態かどうか分かんないし」

　馬刺しと言われて、容赦なくユニコーンの肉を要求していると判断する宏と春菜。真琴がなぜにそこまで執着しているのかは分からないが、直前にユニコーンの肉をゲットしているのに普通の馬肉やベヒモスの馬肉的部位を使って馬刺しにするほど空気が読めないわけではない。

「……なあ、春菜。ちっと気になったんだがいいか？」

「何？」

「お前さん、意思疎通できる類の相手を食おうとするの、割と抵抗感を持ってなかったか？」

「あ～、うん。人型に近いとか人型になれるとかだと、ちょっと遠慮したい感じかな？　まあ、半魚人ぐらいのレベルで意思疎通不可能だったら、さほど気にはならないけど」

「ってことは、今回のユニコーンぐらいだと、食うのに抵抗はない、と？」

　達也が何を気にしているのかを理解し、思わず苦笑を浮かべる春菜。

　ぶっちゃけた話、気にするほどしっかり意思疎通できた相手でもなければ、知性を感じるほどのやり取りができた相手でもない。極端な話、日本の自分の家で飼っている猫の方がはるかに、解体だのなんだのに抵抗を感じる。

「ん～……。あのぐらいの意思疎通だと、家畜とかペット相手でも結構できちゃうから……」

「……そういう次元なのか？」

「うん。極論すれば、クジラとかイルカとか、あれぐらいには賢い、どころか多分もっと知的な個体もいると思うけど、別に食べるのに抵抗とかないし」

「あ～……」

　ある種ものすごく割り切った春菜の答えに、なんとなく納得してしまう達也。春菜にとって、案外そのあたりのタブーは大雑把な感じらしい。

「あと、こう言っちゃうとあれなんだけど、私達が仕留めたユニコーンって、意思疎通ができるとは言えないよね」

「……春菜。あんたたまにものすごくきついこと言うわよね……」

「さすがに、今回ぐらい言いたい放題言われれば、私だって思うところの一つや二つぐらいはあるよ。っと、とりあえず、試食用のお肉はこんなものでいいかな？」

　達也の疑問に答えつつ、ユニコーンの肉を適当に切り分けていく春菜。そんな春菜の台詞にやや引きながら突っ込んだ真琴に対し、妙に穏やかな笑顔でそんなことを言い切りながら次の工程に移る春菜。

　隣で一緒に作業していた宏と澪は、藪やぶ蛇へびを恐れ触らぬ神に祟たたりなしとばかりに、黙って変異体の方を適当な分量切り分けた上で食えるかどうかを念入りに観察している。

「……多分、毒ではないな」

「ん。でも、春姉が邪神像漬け込んだ水に触った時みたいに、毒でも呪いでもない類の何かがあるかもしれない」

「そこまでは、食うてみんと分からんからなあ……」

　食材としてどうか、というのを確認したところで、宏と澪がそう結論付ける。それを聞いていた春菜が、ノーマルのユニコーンであるはずのバルザックの肉をチェックし、一つ頷く。

「うん。馬肉としては相当いいものだと思う。そっちのお肉と同じで、妙な変異をしてなければ生で食べても多分大丈夫」

「問題は、その妙な変異っちゅうやつが食うてみんと分からんことやな」

「ん。それに、師匠の大丈夫とボクや春姉の大丈夫と達たつ兄にい達の大丈夫ではかなり基準が違う」

　そのまま食べて本当に大丈夫かの確認に関し、問題点を挙げていく宏と澪。これが、森がまともな時のユニコーンであれば、何一つ気にせずに食えたのだがと全員頭の片隅で考えてしまうものの、言っても詮せんないことなのであえて口にはしない。

「とりあえず、まずは軽くあぶってみて試食、かな？」

「せやな。その後、生でっちゅうとこか？」

「ん。まずはそれで」

　味見もかねて、まずは火を通して試食することで意見を一致させる料理人組。変異的な意味で食って大丈夫かどうかは、それで大体分かる。

「……大丈夫そうやな」

「……そうだね。澪ちゃんは何かおかしなところとかある？」

「今のところ、特には」

　ノーマルと変異体、両方を試食して数分待ち、そう結論を出す宏達。聖水の時はこれぐらいの時点で異変が起こっていたので、少なくとも即効性のあるなにかは含まれていないらしい。

　なお、味は普通に美う味まい肉、である。強いて言うなら、牛肉と鹿か何かをいいとこどりさせてジビエっぽくした感じ、であろうか。脂身が少なくてさっぱりしているのが特徴といえば特徴である。

　少なくとも、神の食材のように食った直後は一切のコメントが封じられるほどの威力はない。

　さらに一つ補足すると、普通のユニコーンと変異体では、少なくとも味の面では特に違いはなかった。まったく同じではないが、いわゆる個体差の範囲に収まる程度の違いである。

「……魔力やらオーラやらにも特に異常はあらへんし、普通に食う分には問題なさそうやな」

「師匠、時間差で来る可能性も」

「それやったら、料理しとる間になんか出てくるやろう」

「ん」

　遅効性だったり潜伏期間があったりする可能性に言及する澪に対し、さくっと結論を告げる宏。呪いまがいの祝福があった場合、いくら遅効性でも二時間もすれば何らかの影響が表に出てくる。潜伏期間のある病気の類はもっとかかるだろうが、逆にそれなら手持ちの薬で対処できる。

「で、どうしよっか？　いよいよ生でいっちゃう？」

「せやな。真琴さんがすごい執着しとるし、肉の表面と包丁殺菌消毒したら、消毒した部分切り落として刺身にして試食やな」

「了解。ついでだから、タタキも作っちゃう？」

「春姉、ジャーキーとかもありだと思う」

　食べて問題ないと判断したところで、食べ方を追求し始める宏達。ちゃんと食えるのであれば、美お味いしくいただくのが礼儀である。

　なお、このクラスのモンスターは、基本的に寄生虫の心配はいらない。宿主が強すぎて、寄生できないからだ。

　綺き麗れいな桜肉を馬刺し用とタタキ用に切り分け、タタキ用をあぶりながら馬刺し用の肉を刺身にしていく宏。宏が馬刺しを作り始めたところで、春菜がタタキを引き継ぐ。

　その間に澪が適当に切り分けた馬肉を燻くん製せい器に突っ込んでスモークを始め、ジャーキーの仕込みにかかる。

「馬刺しだと、しょうが醬じょう油ゆがいいんだっけ？」

「どうやったかなあ。ほとんど食べる機会あらへんかったから、よう分からんわ」

「そっか。まあ、そうだよね」

　綺麗に刺身にされた桜肉を大皿の上に並べ、大葉などを添えてそれっぽくしてから、何をつけて食べるのがいいのか相談する春菜と宏。馬刺しの本場に住んでいるわけでもなければ日本での身内に大酒飲みがいるわけでもない彼らの場合、馬刺しを食べる機会など片手で足りる程度だった。

　それも、食べて一切れか二切れで、食べた馬肉の質の問題かそこまで味の印象が残っていないとなると、どうだったか思い出せないのも仕方がないだろう。

「こういう時は、素直につけて食ってみればいいだろう？」

「せやな。因ちなみに、兄貴の好みは？」

「しょうが醬油だが、わさび醬油やポン酢も悪くなかったぞ」

「ほな、いろいろ試してみたらええか」

　達也の答えを聞き、そう結論を出す宏。何も薬味を入れていない醬油やポン酢を入れた皿を大量に用意し、わさび、しょうが、大根おろし、もみじおろし、刻みネギなどの薬味を思いつく限り準備する。

「っちゅうわけで、思いつく限り用意したから、好きに試してな」

「おう」

「師匠、先にジャーキーの仕込み終わらせたい」

「せやな。熟成加速器使うか？」

「ん。タイマーで二十分ぐらい燻いぶしてみる」

　そう言って、燻製器を熟成加速器に突っ込んで、馬刺しの試食に移る澪。

「春菜さんはどうするん？」

「タタキを完成させちゃいたいから、あとで食べるよ。先に始めちゃってて」

「了解や」

　春菜の意向を受け、馬刺しに意識を戻す宏。そのタイミングを見計らって、辛抱たまらんとばかりにしょうが醬油で馬刺しをむさぼり始める真琴。

「……宏、焼酎ちょうだい、焼酎！」

「早速かい！」

「だってこれ、絶対焼酎と合うんだもの！」

　念願の馬刺し、その美味さにあっという間に飲のん兵べ衛えの血を覚醒させる真琴。いろいろ溜たまっていたこともあり、酒が恋しくてしょうがないらしい。

　横で達也もやたら強い目力で要求してきていることもあり、諦めて最近仕込んだ麦と芋の焼酎を出してやる。
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　出された焼酎を喜々として呷あおりながら、様々な薬味の組み合わせを堪能している達也と真琴を尻目に、黙々と試食を続けていた澪が、一通り食べ終わってポツリと感想を漏らす。

「試食では気づかなかったけど……生だと思ったより味が濃くて美味しい」

「せやな。普通の馬肉はよう覚えてへんけど、ユニコーンの肉は牛とイノシシあたりのええとこどり、っちゅう感じやな」

「薬味は好きずき、何も入れない醬油やポン酢でも美味しい感じ」

「脂少ないから、濃厚やのに淡泊っちゅう難しいコメントになるなあ、これ」

　そんな風に味の評価を下しながら、どんどん馬刺しを消費していく宏と澪。ちゃんと春菜が食べる分を横に取り分けてあるため、まったく遠慮も加減もしない。

　生だからかそれとも別の要因があるのか、火を通した時とは若干味の印象が違うのだが、調理方法で味の印象が大きく変わるものは珍しくもないので、そのあたりはスルーだ。

「ん～、もうさいっこう！　この一杯でようやく念願がかなったって感じよ！」

「真琴さん、すごく馬刺しにこだわってたしね」

「あいつら、何度馬刺しにしてやりたいと思ったことか」

「実際に馬刺しになっちゃったから、そろそろ許してあげようよ」

「この一杯の前には、多少の暴言は許さざるを得ないわね、残念ながら」

　酒と馬刺しにやたら上機嫌な真琴に苦笑しつつ、出来上がったタタキともう一品をテーブルに並べていく。

「……これは、ユッケか？」

「うん。馬刺しやるんだったらこれもできるかな、って」

　春菜が用意したもう一品、それは馬肉ユッケであった。

「これまたいけるな」

「そっか、よかった。今思いつきで作ったから、タレとかちょっと当てずっぽうで味見もちゃんとできてなくて、ちょっと心配だったんだ」

「すげえ美味いから安心しろ」

　そう言いながら、バクバク食べてはガンガン焼酎を呷る達也。そんな達也の様子にほっとしつつ、料理を一つ一つ味わって分析していく春菜。

　それを横目に、さくっと自分の割り当てのユッケとタタキの試食を終えた澪が、馬肉ジャーキーの出来を確認するために熟成加速器から燻製器を取り出す。

「……ん、いい感じ」

「そっちも試食するか？」

「燻製器から出して、もうちょっと熟成させてもいいかも」

　宏の確認に、見た目や匂におい、触った感じなどで出来具合を確認していた澪が少し考え込みながらそう告げる。

　ジャーキーとしては、もう少し熟成させたほうが美味しい気がするようだ。

「初めての食材やし、熟成加減の確認のためにも、ちょっとは試食したほうがええんちゃうか？」

「ん、そうする」

　宏に言われ、一口サイズに小さく削そいで全員に配る澪。澪から受け取って、すぐに口に入れる一同。出した結論は

「もう少し、熟成させたほうが美味しいわね」

「そうだな。美味いのは美味いが、ちっと深みっつうかなんつうか、そういう感じのものが足りないな」

「そうだね。もうちょっと置いたほうがよさそう」

　というものであった。

「師匠、春姉、どれぐらい熟成させたらいい？」

「ん～、熟成加速器なしで三日ぐらい、ってところかな？」

「そんなもんやな。澪、最大加速で十五秒」

「了解」

　宏の指示を受け、熟成加速器に再びジャーキーを投入、最大加速で十五秒熟成して取り出す澪。再び一口サイズにそぎ落として試食する。

「さっきのも悪くはなかったけど、一気に化けたわね～」

「そうだな。これなら誰に食わせても文句は出ねえだろう」

　試食を終えて、上機嫌にそうコメントする真琴と達也。飲兵衛的には美味いつまみはいくらあってもいい。

「で、思ったんだけど、今のメニューで今日の宴会に差し入れできそうなのって、ジャーキーと辛うじてタタキぐらいだよね？」

「せやなあ。このあたりは生肉も生卵も食べへんみたいやし」

「ん。というか、肉や魚、卵を生で食べる文化の方が少数派」

「そうだよね。ということで、ちょっと他のメニューも開発しないと」

　そう言って、ほぼ全てが空になった皿を回収して流しに積み上げると、再び台所に籠こもる春菜。割と自然な感じでその後についていく宏。その後ろ姿を見ながら、澪が口を開く。

「ボクちょっと思ったことが」

「何よ？」

「ペガサスで馬刺し作ったら、ペガ刺しになる？」

「……そうかもしれないけど、結局最終的に馬刺し扱いになるんじゃないの？」

　澪の素朴ながらネタまみれの疑問に、生なま温ぬるい表情を浮かべながら思うところを告げる真琴。確かに言われてみればという感じの疑問だが、正直ひたすらどうでもいい。

「それより、あんたは手伝わなくていいの？」

「今からこっちで違うもの作る」

「違うもの？　どんな？」

「コンビーフ的なもの。さすがに台所だと狭い」

「なるほどね」

　澪の予定を聞き、なんとなく納得する真琴。

「じゃあ、俺は宴会の確認に行ってくるわ」

「あっ、あたしも」

　さすがにここで待っていても手持ち無沙汰だと思ったらしい。達也と真琴が残りの馬刺しを平らげてコテージを出ていく。

　そして三時間後、すっかり日が暮れて宴会にもってこいの時間帯。

「ああ。酔いどれ兄さんは来られへんなったんや」

「はい。ちょっと、今回の一件で修理しなきゃいけないものがたくさん出ちゃったそうでして」

「僕が手伝う、っちゅうわけにもいかんか。仕事の横取りはできんし、それに僕がこういうので手ぇ出すと大騒ぎになりそうやしなあ」

　乾杯を終えた直後に顔を出したマーヤが、ひどく残念そうにシームリット不在の連絡をしてくる。

「まあ、しゃあないわな。急ぎで修理せなあかんもんも山ほどありそうやし」

「ええ。ですので、私もすぐにおいとまさせていただこうかと思っていまして」

「そっか。ほな、酒と料理適当に包むから、持って帰ったって」

「はい、ありがとうございます」

　マーヤの残念なお知らせに一つため息をつき、良さげな料理をいくつか見繕った後、一いっ升しょう瓶びんに満タンの焼酎を三本ほどと一緒に渡す。

「それでは、水を差すようなことになって申しわけありませんが、私はここで失礼します。皆さんは楽しんでいってくださいね～」

「了解や。せやけど、変態兄さんが行方不明、もしかしたら食われとるかもしれんっちゅうのに、本気で落ちついとんなあ」

「お兄様に関しては、いろんな意味で心配するだけ無駄ですから」

　ある種の慣れと信頼を感じさせるマーヤの笑顔に、思わず苦笑してしまう宏。その態度は、この程度で死ぬようなら誰も苦労はしない、と雄弁に語っている。

　今回の一件で発生した唯一の死者・行方不明者の身内がこれでは、宴会の雰囲気も暗くなりようがない。

「あ、でも帰るんはちょっと待ち。今から春菜さんが一曲歌うから、それ聞いて帰ったらええわ」

「はい、そうしますね～」

　宏に引き留められ、入口近くの隅っこに移動して春菜の歌が始まるのを待つマーヤ。

「それでは、手始めに一曲、歌わせていただきます。曲はマルクト民謡『踊る勇者』です」

　宏の視線を受けて一つ微笑むと、王族との観劇の際に上演されたものを耳コピで覚えるという荒業で身につけた曲を、ギター片手に朗々と歌い上げる春菜。

　知られざる大陸からの客人の口から出た、まさかのマルクト民謡。その完璧な歌声に、宴会の盛り上がりは一気に加速するのであった。




　　　　☆




　宴の翌日。

「カーバンクルの群生地に行くんは、こんだけやな？」

「はい」

「経過観察の人員は、そんで足りる？」

「すでに追加手配をかけてあります。それに、ディーア族の皆様やユニコーン自身、セシリア殿も協力してくれますので、恐らく問題はないかと思われます」

「そうか。ほな、船出すから積み込みやな」

　十分な休息を取り、準備を済ませた宏達は、いよいよカーバンクルの群生地へと移動することになった。船を取り出し、積み込み作業が始まったところで、何やら調査隊に預けていたシームリットが宏達のところに寄ってくる。

「いろいろ世話になっちまったね」

「いやいや、こっちこそ兄さんに手伝ってもらって、大分助かったわ。僕と澪だけやったら、あの数の杭作るんにもっとかかったやろうし」

「んなことねえって。オレの手伝いで短縮できたのなんか、せいぜい一時間ぐらいだろ？」

「その一時間が、結構重要やねんで」

　シームリットと別れの挨拶もかねて軽くそんな話をする宏。あまり長時間接したわけではないが、なんだかんだ言って同じ職人仲間だ。一度共に作業をすれば、百の言葉を交わすよりも互いのことを知ることができる。

「もうすぐ出発か？」

「せやな。まあ、ユニコーンに変態兄さんのこともあるから、カーバンクル終わったらここらに転移陣設置しに戻ってくるけど」

「いいのか？　転移陣の設置って、割と大事なんだろう？」

「うちらが責任負うことかどうか微妙な変態兄さんのことはともかく、ユニコーンはこっちも無関係っちゅうわけやないからなあ。僕らのせいで、あいつら今までとは違う意味でおかしなってもうたし」

「お経、とかいうのを唱えるようになっちまったんだって？」

「せやねん。それが案外効果あるみたいなんが、またいろいろややこしいてなあ」

　見送りに来たシームリットに対し、もう一度戻ってくることを告げる宏。その理由が理由だけに、微妙な顔をしてしまうシームリット。彼からすれば、ユニコーンはまだしも兄のことは『変態な兄貴が迷惑かけて申しわけない』という感じだ。

　そこまで深刻に気にしている感じではないが、かといって接した時間の割には気にしてくれているといったあたりで、あんな変態によくもまあ、と、弟としては本当にありがたいやら申しわけないやら複雑な心境である。

「あ、そうそう。マーヤが昨日、ユニコーン達から角を大量に預かって来てんだよ。船に積んどいてもらうように頼んできたから、あとで確認しといてくれや」

「そらありがたいな。代わりにお礼言うといてくれる？」

「分かった。迷惑料みたいなもんだから、別にいらねえとは思うがね」

「理由が何であれ、貰もらって嬉うれしいもん貰ってんねんから、礼ぐらい言うで」

　してもらったことにはありがとう。ある意味当たり前の礼儀を語る宏の姿は、シームリット的には大国の上層部をがっちり摑つかんで放さない新進気鋭の超一流工房を運営する職人とは思えない。

　バーストのことといい、そんなお人よし具合で大丈夫なのか、と心配になってきたところに、さらに先行きが心配になる爆弾を投下してくる。

「そうそう。折角転移陣つなぐんやから、自分も仕事の間ぁ見て、うちでちょっと修行せえへん？　鍛か冶じがらみでうちの弟子らに刺激与えられる人材がちょっと足らんねんわ」

「……魅力的なお誘いだが、オレみたいな飲兵衛でいいのかね？」

「問題あらへん、問題あらへん。そもそも鍛冶の本場のフォーレやと、基本鍛冶屋は大酒飲みの酔っぱらいや」

「ならいいか。アンタが直接教えてくれるのかい？」

「いんや、当分は無理や。ただ、兄さんまだまだ学んだら伸びる要素あるからな、そこをうちの弟子らに教わって、その代わり鍛冶や精錬関係を弟子らに仕込んだってほしいねん。一応カカシさんっちゅう、フォーレから来とる正統派の鍛冶屋の人はおるんやけど、あの人腕はええんやけど魔力がちょっと少なあてな。魔力使って精錬の段階から付与するようなやり方に関しちゃ、自分の方が何倍も腕がええねんわ」

「それ、オレよりその人の方が鉄鍛えて何か作るのは腕がいいって言ってるのと同じだぜ？」

「実際、そのジャンルはカカシさんのが上やからな。っちゅうても、別段兄さんの腕が悪いんやのうて、カカシさんがおかしいだけやけどな」

　宏の説明を聞き、いろいろ盗めるものがありそうだとわくわくして来るものを感じるシームリット。飲兵衛で作業の時の掛け声が『オレのじゃねえし！』であっても、やはり職人は職人らしい。

「まあ、それもこれも、カーバンクルとグリフォンが終わってからや」

「そうだな。そういや、そろそろ荷物積み終わるみたいだが、いいのか？」

「あ、ほんまやな。ほな、ちょっと行ってくるわ。杭作るん、ほんまに助かったで。カカシさんは魔力足らんし、ウルスで修行しとる連中はそもそも論外やったから、最悪僕と澪だけでやらんとあかんかと思っとったし」

「あんなんでよけりゃ、いつでも声かけてくれ」

「また何かあったら頼むわ」

　そう言って、シームリットのもとを立ち去ろうとする宏。そこへ、何者かが転移してくる。

「ヒロシ！」

「アンジェリカさんやん、どないしたん？」

「緊急事態だ！　手を貸してくれ!!」

「緊急事態？」

「我われが情報収集で向かった村が、見たこともない人型モンスターの集団に囲まれておる！」

　血相を変えて転移してきたアンジェリカの叫びに、その場にいた人間の動きが固まる。

　ちらほら見え隠れしていた不穏な気配。それが、急激にその姿をあらわにするのであった。
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